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学生便覧について 

 

この学生便覧は，歯学部の令和 6（2024）年度入学生を対象としており，大学・学部の諸規則，

教育課程，履修要領及び修学上の諸注意等を記載したものです。 

 

「I 広島大学歯学部について」では，広島大学の理念や歯学部の理念等，大学の概要につい

て記載してあります。 

「II 教務・学生生活関係」では，学生生活における注意事項等が記載してあります。 

「III 教育課程」では，歯学部の教育課程の履修基準表（教養教育及び専門教育）及び各種取

扱いが記載してあります。 

「IV 諸規則」では，学部生に必要な広島大学の規則等を記載してあります。 

「V 教員名簿・配置図」では，令和 6（2024）年 4 月 1 日現在の歯学部の教員一覧と，歯学部の

建物配置図を記載してあります。 

卒業するまで，この学生便覧に従って履修等を行いますので，紛失しないよう大切に扱ってくだ

さい。 

この学生便覧と学生向け情報ポータルサイト 学生情報の森「もみじ」で閲覧できる各授業科目

の授業内容等を記載した講義概要（シラバス）を活用して，遺漏なく各自の履修計画をたててくだ

さい。 

 

 

注意事項 

 

「学生情報の森 もみじ」は学外者も閲覧可能な「もみじ Top」と，ID とパスワードを使って利用

する「My もみじ」で構成されています。 

確認を怠ったために，思いもよらない不利益を被る場合がありますので，一日に一度は必ず両

方の「もみじ」を確認してください。 
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令和 6 年度歯学部学生便覧 トピックス 

 

令和 6 年度の広島大学歯学部学生便覧では，前年度から以下の主な変更点があります。 

先輩たちの学年とは制度が異なっていることがありますので，注意してください。 

 

歯学科・口腔健康科学科 共通の主な変更点 

番号 内容 学生便覧関連ページ 

1 欠席等の取扱いの新設 

→欠席等の取扱いが定められ，「専門教育科目において，すべ

ての授業に出席することを単位付与の前提とする」ことや病気

その他やむを得ない事由によると認められる場合を明示してい

ます。 

73～75 ページ 

（関連）24～25 ページ 

（関連）39～40 ページ 

歯学科及び歯科医師法の主な変更点 

番号 内容 学生便覧関連ページ 

2 カリキュラムの変更 

→専門教育科目の卒業要件単位数等が変更されています。 
46～48 ページ 

3 特別試験制度の変更 

→特別試験制度の定義が変更されています。 
55 ページ 

4 仮進級制度の新設 

→仮進級制度が令和 6 年度入学生から適用されます。 
55～56 ページ 

5 新しい歯科医師法の施行 

→令和 6 年 4 月から新しい歯科医師法が施行され，歯学生共用

試験の CBT 及び OSCE に合格した者が臨床実習に参加でき

るようになりました（共用試験の公的化。31 ページの第十七条

の二及び 56 ページの第 6 を参照してください。）。 

31 ページ 

56 ページ 

口腔健康科学科の主な変更点 

番号 内容 学生便覧関連ページ 

6 進級要件の変更（両専攻） 

→1 年次から 2 年次に進級する要件が変更になりました。 
65 ページ 

7 カリキュラムの変更（口腔保健学専攻） 

→専門教育科目の卒業要件単位数等，養護教諭一種免許取

得に必要な履修科目が変更されています。 

49～50 ページ 

68 ページ 
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広 島 大 学 の 理 念 

 

○平和を希求する精神 

○新たなる知の創造 

○豊かな人間性を培う教育 

○地域社会・国際社会との共存 

○絶えざる自己変革 
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広島大学憲章 
 

 
広島大学は、人類史上初めての原子爆弾が投下された被爆地広島に 1949年に創設された

国立の総合研究大学である。 
広島大学は、平和を希求する精神、新たなる知の創造、豊かな人間性を培う教育、地域社

会・国際社会との共存、絶えざる自己変革、という理念５原則の下、自由で平和な社会を実
現し、人類の幸福に貢献することを使命とする。 

 
 

１．人権の尊重 
広島大学は、そのあらゆる活動において、民族、国籍、宗教、信条、ジェンダー、経済

的・社会的地位、障がいの有無などに関わるあらゆる差別やハラスメントを許さず、一人
ひとりの人権と人格を尊重し、擁護する。 

 
２．教育 

広島大学は、個々の学生が主体的で柔軟な学びを実践できる環境を構築し、豊かな人間
性と幅広い教養、秀でた専門的知識と自ら課題を発見し解決する能力を備え、自由で平和
な持続的発展を可能とする社会の実現に貢献する人材を育成する。 

 
３．研究 

広島大学は、研究者の自由な発想に基づく高度で革新的な研究により、深い真理の探究
と新たな知の創造に邁進するとともに、その成果を広く社会に提供することにより、地域、
国及び国際社会が抱える課題の解決に向けたイノベーションを持続的に創出する。 

 
４．社会貢献 

広島大学は、自らの活動を積極的に公開し、社会に開かれた大学、社会から信頼される
大学として、地域や産業界、関係する諸機関とも連携・協働し、教育、研究、医療等の全
ての活動を通じて、地域社会及び国際社会に貢献する。 

 
５．持続可能な社会の実現 

広島大学は、持続可能な社会を実現するための世界最高水準の活動に取り組む大学と
して、貧困や紛争、人権の抑圧、感染症、環境や資源・エネルギー問題など、地球規模の
課題に対する先端的な解決策を世界に先駆けて実践する。 

 
 
広島大学の全構成員及び卒業生・修了生は、各々が矜持を持ち、国民及び世界から期待さ

れる役割をたゆまず省察し、コンプライアンスを徹底の上、相互に信頼・尊重しあいながら、
その個性と能力を十分に発揮して各々の使命を果たし続ける。 
 

（2021 年 12 月 27 日 制定） 
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広島大学行動規範 
  
 
 広島大学は、国立の総合研究大学として、自由で平和な社会を実現し、人類の幸福に貢献
するという使命を果たすと同時に、その活動に関して高い倫理性と社会に対する透明性を
持った十分な説明責任が求められています。社会からのこれらの負託に応えるために、私た
ち広島大学の全構成員が常に意識し、実行すべき指針として、「広島大学行動規範」を定め
ます。 
 
 
１．人権と多様性の尊重 

私たちは、一人ひとりの人権と人格を尊重し、あらゆる差別やハラスメントを許さず、
全ての構成員がその個性と能力を十分に発揮できるキャンパスを実現します。 

 
２．自主性・自律性の堅持 

私たちは、社会的規範や倫理、個々の活動に対するインテグリティに十分配慮しつつ、
学問の自由や教育・研究の自主性・自律性を堅持し、世界最高水準の教育・研究を実施・
発展させ、その成果を社会に還元します。 

 
３．法令等の遵守 

私たちは、広島大学の構成員として活動するにあたり、社会的規範・ルール、関係法令
及び学内諸規則を遵守します。 

 
４．情報の公開・保護 

私たちは、社会に対する透明かつ公正な説明責任を果たすため、その活動の内容や結果
など本学が保有する情報について適時適切な方法で社会に公開し、その情報の利用にあ
たっては、高い倫理規範を自らに課すとともに、個人情報の保護を図ります。 

 
５．情報の管理 

私たちは、広島大学の情報資産の価値を把握し、その安全性及び信頼性を確保するため
に、情報セキュリティ上の脅威を十分に認識し、それぞれの業務に応じて、適切な管理と
運用を行います。 

 
６．経費・資産の適正な管理 

私たちは、活動のための経費及び資産の多くが税金その他社会からの支援等によるも
のであることを常に自覚し、大学の経費及び資産を適正かつ効率的に管理し、使用します。 

 
７．安全・安心な環境の整備 

私たちは、業務の遂行にあたり、安全に対する意識を高め、安全・安心かつ快適な教育、
学修、研究及び労働の環境を整備します。 

 
８．環境問題への取組 

私たちは、気候変動や大規模災害、環境汚染や資源・エネルギー問題などの世界的な環
境問題に率先して取り組み、安定した環境を将来の世代に引き継ぎます。 

 
（2021 年 12 月 27 日 制定） 
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歯学部の理念と目標 

１）理念 

 １．高度な医療技術と学識，豊かな人間性を備えた歯科医療人の育成 

 ２．国際的に活躍できる歯科医学分野の教育者・研究者の養成 

 ３．地域医療と歯科医学分野への貢献 

 

２）目標 

１．幅広い教養と豊かな人間性，協調性を備え，国際化・情報化に迅速かつ的確

に対応できる能力を持った社会人を養成する。 

２．高度の医療技術と隣接医学を含む生命科学についての総合的知識を有する

歯科医療人を養成する。 

３．将来，歯科医学の教育・研究分野において指導的立場に立ち，国際的にも活

躍できる人材として大成するための必要な素養を培わせる。 
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各学科・専攻のディプロマ・ポリシー及び 

カリキュラム・ポリシー 
 

I．歯学科 

ディプロマ・ポリシー 

歯学プログラムでは，以下の能力を身につけ，教育課程の定める単位を修得した者に学士（歯

学）の学位を授与します。 

 

(1) 豊かな人間性を備え，専門職としての歯科医師の責務を理解し，これを実践するための知識，

技能，態度を身につけている。 

 

(2) 研究の重要性を認識し，科学的思考力と創造性を備えている。 

 

(3) 論理的思考に基づく洞察力と問題解決能力を備え，生涯を通じて学習することができる。 

 

(4) 患者やその家族，医療関係者との適切なコミュニケーションができる。 

 

(5) 歯科医療に関連した社会の変化や科学の進歩に対応できる。 

 

(6) 多文化・多領域との共存と理解を深め，国際社会で自己の見解を積極的に主張できる。 

 

カリキュラム・ポリシー 

歯学プログラムでは，プログラムが掲げる到達目標を学生が達成できるように，以下の方針の下

に教育課程を編成し，実践します。 

 

(1) 教養教育では，専門教育に必要な学問的基盤を確立させるとともに，学際的・総合的な知識

や方法論，視座を修得させ，医療人に必要な幅広い教養と規範意識を備えた豊かな人間性を

育む。 

 

(2) 教養教育の外国語科目の履修により基礎的英語力を高めるとともに，日本語・英語併用で行

われる専門教育（Dual Linguistic Education）を実施し，国際歯学コース生や短期留学生と学生

生活を共にすることにより，様々な国の文化への共感と理解を深め，国際交流能力を向上させ

る。 

 

(3) 専門教育では，生命科学に基づく歯科医療を実践するためのバイオデンタル教育を実施し，

生命科学の基礎知識や技能，歯科医師に必要な専門知識や臨床基礎技能を修得させるととも
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に，科学リテラシーや研究倫理，医の倫理についての理解を深め，実践的な歯学研究教育に

より科学的思考力と創造性を育む。 

 

(4) 早期臨床体験実習を通して，将来の歯科医療人としての自覚を促すとともに，患者中心の歯

科医療，患者やその家族，医療関係者との良好なコミュニケーション構築の重要性，歯科医療

のニーズの多様性を認識させる。さらに，臨床実習により，国民が求める質の高い歯科医療を

提供し，地域社会における役割を果たすために必要な視座，知識・技能・態度を修得させる。 

 

(5) 自己主導型学習として Problem Based Learning（PBL）などを取り入れながら，全教育課程を

通じた統合的な歯科医学教育を行うことにより，医療人としてのプロフェッショナリズムを涵養す

るとともに，問題解決能力，批判的思考力，生涯学習能力を向上させ，全人的な考え方に基づ

く歯科医療に必要な能力と国際社会に通用する総合力を培う。 

 

学修の成果は，歯学プログラムによる各科目の成績評価と本教育プログラムで設定する到達目

標への到達度評価に，社会・国民の要請に応え優れた歯科医師の育成に向けて臨床実習開始

前に実施される共用試験 Computer Based Testing（CBT），Objective Structured Clinical 

Examination（OSCE）及び診療参加型臨床実習後客観的臨床能力試験を加えて評価する。 
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II．口腔健康科学科 口腔保健学専攻 

ディプロマ・ポリシー 

口腔保健学プログラムでは，口腔保健と学校保健の分野で活躍できる以下の人材を養成しま

す。 

 

・高度先進的な口腔保健医療人 

 

・口腔保健分野の研究者，教育者 

 

・養護教諭一種免許を取得し，学校保健で活躍できる歯科医療人 

 

そのため，本プログラムでは，以下の能力を身につけ，教育課程の定める単位を修得した者に

学士（口腔健康科学）の学位を授与します。 

 

(1) 歯科衛生士として必要な基礎的教養，基礎歯科医学，臨床歯科医学，歯科衛生士専門科目，

隣接医学について，総合的知識と技能を統合し活用できる。 

 

(2) 患者，スタッフと良好な対人関係を築いて，チーム歯科医療を行うことができる。 

 

(3) 将来，口腔保健学の研究者，歯科衛生士の教育あるいは臨床における指導的役割を担うた

めに，最先端の知識，教育能力，情報収集能力，問題解決能力，研究能力，論理的思考力，

生涯学習能力を修得し活用できる。 

 

(4) 歯科専門知識を有する養護教諭として，学校保健の場で必要とする知識，技能，態度を修得

し活用できる。 

 

カリキュラム・ポリシー 

口腔保健学プログラムでは，プログラムが掲げる到達目標を学生が達成できるように，以下の方

針の下に教育課程を編成し，実践します。 

 

(1) 第１年次には，他学部学生とともに教養教育を受け，幅広い教養を身につけ，歯科医療人と

なるための知的基盤を養います。また，「教養ゼミ」における PBL（Problem Based Learning）に

より，自己主導型学習を進めるための基本的な態度・技能・知識を修得します。さらに，専門の

基礎知識を修得し，専門性を深めるための基盤を作ります。 

 

(2) 第２～４年次には，専門科目を履修し，専門知識と技能を修得します。この専門科目には，口

腔保健に関する科目とともに，生命科学などの基礎科学並びに歯科及び隣接医学などを含み

ます。 
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(3) 第３年次及び第４年次に「口腔保健学臨床・臨地実習」を履修し，それまでに修得した専門知

識と技能を臨床現場において実施します。それを通して，専門的歯科医療，一般的歯科医療

及びチーム医療などについての技能・知識を修得し，コミュニケーション能力，医療人としての

規範意識とマナー，社会性，協調性及び判断力を身につけます。 

 

(4) 養護教諭コース選択者は，第４年次に「養護実習」を履修し，学校保健活動を行う教育者とし

て，教職への使命感，教育的愛情及び対人関係能力などを修得します。 

 

(5) 第３年次及び第４年次には「卒業研究」を履修し，教員が行なっている最先端の研究に参加，

あるいは口腔保健学に関する問題を自分で発見，研究及び解決します。それを通じて情報収

集能力，問題解決能力，研究能力及び論理的思考力の修得を行います。 

 

(6) バイオデンタル教育と IPE を通じて，科学的探究心に加え，多職種と連携可能な高度な学識

と医療技術を養います。 

 

なお，学修の成果は，各科目の成績評価と，各教育プログラムで設定する到達目標への到達

度評価に，臨床実習開始前に実施される Objective Structured Clinical Examination（OSCE）を加

えて評価する。 
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III．口腔健康科学科 口腔工学専攻 

ディプロマ・ポリシー 

口腔工学プログラムでは，歯学，医学及び工学に関する知識・技術を統合した口腔工学の分

野で活躍できる以下の人材を養成します。 

 

・研究者マインドを持った歯科医療人及び臨床マインドを持った企業人・研究者・教育者 

 

・国際的に活躍できるオーラルエンジニア 

 

・口腔工学の分野を切り開き，口腔工学の確立と体系化，高度専門化に寄与する教育者・研究者 

 

・人類愛にあふれ，道徳心と豊かな人間性をそなえ，強い責任感を持つ医療人・教育者・研究者 

 

そのため，本プログラムでは，以下の能力を身につけ，教育課程の定める単位を修得した者に

学士（口腔健康科学）の学位を授与します。 

 

(1) 教養教育科目，歯科技工学，基礎歯科医学，臨床歯科医学，隣接医学，関連工学について

の知識と技能を総合して活用できる。 

 

(2) 必要な知識・技能・コミュニケーション能力に加えて，医療人としての規範意識とマナーを身に

つけ，患者，スタッフと良好な対人関係を築くことができ，患者中心のチーム歯科医療が実践で

きる。 

 

(3) 最先端の知識，高度な技能，情報収集能力，問題解決能力，科学的探究心，研究能力，論

理的思考力，生涯学習能力を基盤に，口腔工学の研究・教育・臨床において指導的役割を担

うことができる。 

 

カリキュラム・ポリシー 

口腔工学プログラムでは，プログラムが掲げる到達目標を学生が達成できるように，以下の方針

の下に教育課程を編成し，実践します。 

 

(1) 第１年次には，他学部学生とともに教養教育を受け，幅広い教養を身につけ，歯科医療人と

なるための知的基盤を養います。また，「教養ゼミ」における PBL（Problem Based Learning）によ

り，自己主導型学習を進めるための基本的な態度・技能・知識を修得します。さらに，専門の基

礎知識を修得し，専門を深めるための基盤を作ります。 

 

(2) 第２～４年次には，専門科目を履修し，最先端の専門知識と高度な技能を修得します。この専

門科目には，歯科技工士に関する科目とともに，生命科学や生体材料などの基礎科学，歯科

及び隣接医学，システム工学や IT などの関連工学を含みます。 
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(3) 第３年次及び第４年次に「口腔保健工学臨床的実習」を履修し，それまでに修得した専門知

識と技能を大学病院において実践します。それを通して，大学病院における，歯科技工業務，

専門的歯科医療，一般的歯科医療及びチーム医療についての技能・知識を修得し，コミュニ

ケーション能力，医療人としての規範意識とマナー，社会性，協調性及び判断力を身につけま

す。 

 

(4) 第３年次及び第４年次に「卒業研究」を履修し，情報収集能力，問題解決能力，研究能力，論

理的思考能力及びプレゼンテ―ション能力を修得し，科学的な探究心と積極性，柔軟性，創造

力及び忍耐力を養います。 

 

(5) バイオデンタル教育と IPE を通じて，科学的探究心に加え，多職種と連携可能な高度な学識

と医療技術を養います。 

 

なお，学修の成果は，各科目の成績評価と，各教育プログラムで設定する到達目標への到達

度の 2 つで評価します。 
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到達目標型教育プログラム「HiPROSPECTS（R）」について 

 

広島大学では，学生の皆さん一人ひとりに応じたよりきめ細かい学習サポートを実現し，教育の質の向

上，社会からの信頼に対応するため，「HiPROSPECTS(R)（到達目標型教育プログラム）」を平成１８年度か

ら開始しました。 

入学時に示す目標以上の知識や能力を，学生の皆さんが身に付けて卒業できるよう，目標への一人ひ

とりの到達度を学期ごとにお知らせして，それに応じた学習へのアドバイス等を行います。 

高度な研究実績，質の高い教員輩出等で各方面から高い評価を得てきた広島大学の教育が，ますます

魅力的になりました。 

詳細は，本便覧の「到達目標型教育プログラム「HiPROSPECTS
ハ イ プ ロ ス ペ ク ツ

®」について」でご確認ください。 

 

 

歯学部の各主専攻プログラムについて 

※歯学部の場合，入学と同時に主専攻プログラムが決定しています。 

詳細は，この学生便覧に掲載している「到達目標型教育プログラム「HiPROSPECTS（R）」について」及び

以下の URL に掲載している入学年度の詳述書で確認してください。 

 

歯学プログラム（歯学科入学生に適用） 

https://www.hiroshima-u.ac.jp/prog/program/syusenkou/haipuro_sigaku/shigaku 

口腔保健学プログラム（口腔健康科学科口腔保健学専攻入学生に適用） 

https://www.hiroshima-u.ac.jp/prog/program/syusenkou/haipuro_sigaku/koukuuhoken 

口腔工学プログラム（口腔健康科学科口腔工学専攻入学生に適用） 

https://www.hiroshima-u.ac.jp/prog/program/syusenkou/haipuro_sigaku/koukukougaku 
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Ⅱ 教務・学生生活関係 
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令和 6（2024）年度広島大学学期区分 

前期 

期間 区 分 

4 月 1 日 ～ 4 月 7 日 春 季 休 業 

4 月 8 日 ～ 8 月 1 日 授 業 

8 月 2 日 ～ 9 月 3 0 日 夏 季 休 業 

後期 

1 0 月 2 日 ～ 1 2 月 2 5 日 授 業 

1 1 月 5 日 創 立 記 念 日 

1 2 月 2 6 日 ～ 1 月 5 日 冬 季 休 業 

1 月 6 日 ～ 2 月 5 日 授 業 

2 月 6 日 ～ 3 月 3 1 日 学 年 末 休 業 

※上記区分は令和 6（2024）年度のものです。

最新の学年暦は「もみじ」→「学びのサポート」→「学年暦（授業スケジュール）／授業時間割」 よりご

確認ください。 

授業時間 

時限 時刻 

1 8：45 ～ 9：30 

2 9：30 ～ 10：15 

3 10：30 ～ 11：15 

4 11：15 ～ 12：00 

5 12：50 ～ 13：35 

6 13：35 ～ 14：20 

7 14：35 ～ 15：20 

8 15：20 ～ 16：05 

9 16：20 ～ 17：05 

10 17：05 ～ 17：50 
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諸手続等について 

（1） 諸願・届の手続きについて 

① 休学願 

病気その他の理由により 3 か月以上修学できない者で，休学する場合は，休学願を学生支援グ

ループ（歯学部担当）に提出して学部長の許可を受けなければなりません。願い出に際しては，その

日付をさかのぼり処理することはできませんので，授業料等の関係も考慮し，早めに願い出てくださ

い。1 か月前には休学願を提出してください。 

なお，病気等の理由による場合は，必ず医師又は歯科医師の診断書を添付してください。 

 

②-1 欠席届（教養教育科目） 

病気その他のやむを得ない事由により，教養教育科目の授業を 2 週間以上（※）欠席する（した）

場合は，「欠席届」に欠席理由を客観的に証明する書類（診断書等）を添えて，学生支援グループ

（歯学部担当）に提出してください。提出された欠席届の内容に基づき，授業担当教員あて，欠席す

る（した）旨の通知が行われます（必ずしも欠席に対する配慮が行われるものではありませんので注意

してください。）。 

※「欠席届」は，もみじ 広島大学 学生情報の森 もみじからダウンロードしてください。 

※欠席期間が 2 週間未満の場合は，欠席届の提出は必要ありません。 

各自で授業担当教員に欠席する（した）旨を直接申し出てください。 

 

②-2 欠席又は遅刻の取扱い（専門教育科目） 

専門教育科目において，すべての授業に出席することが単位付与の前提となります。 

ただし，病気その他のやむを得ない事由により専門教育科目の授業を欠席する（した）場合は，

「広島大学歯学部細則に基づく欠席等の取扱い」（73～75 ページを参照）のとおり対応してください。 

なお，当該授業科目担当教員へ連絡した場合に，レポート又は補講等の代替措置等により，当該

授業科目担当教員の判断で出席扱いされる場合があります。 

 

（注） 次のいずれかに該当する場合は，当該授業科目の試験の受験が認められないことに注

意してください。 

（1） 所定の手続をした上でその欠席が病気その他やむを得ない事由によると認められる

場合を含め，欠席が授業実施時間数の 3 分の 1 を超えた場合 

（2） 所定の手続をした上でその欠席が病気その他やむを得ない事由によると認められる

場合を除き，シラバス（授業計画）に記載の出席条件を満たさない場合 

 

③-1 追試験受験願（教養教育科目） 

病気その他やむを得ない事情により，教養教育科目の期末試験等を受験できなかった場合に，追

試験の受験申請を行うことができます。追試験の受験を希望する場合は，「追試験受験願」にその理

由を証明する書類（診断書等）を添えて，当該授業科目の試験実施後 1 週間以内に学生支援グル
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ープ（歯学部担当）へ申請してください。「追試験受験願」の受理以降は，授業担当教員の指示に従

ってください。 

 

③-2 追試験受験願（専門教育科目） 

病気その他の事故で専門教育科目の期末試験等を受験できなかった場合に，追試験の受験申請

を行うことができます。追試験の受験を希望する場合は，「広島大学歯学部細則に基づく欠席等の取

扱い」（73～75 ページを参照）のとおり対応してください。「追試験受験願」にその理由を証明する書

類（診断書等）を添えて，当該授業科目の試験実施後 1 週間以内に学生支援グループ（歯学部担当）

へ申請してください。「追試験受験願」が受理された後は，当該授業科目担当教員の指示に従ってく

ださい。 

 

④ 復学願 

休学期間内に休学の必要がなくなった場合は，復学願を学生支援グループ（歯学部担当）に提

出した後，学部長の許可を得て復学することができます。休学理由が解消されたことを示す証明書

（病院の場合は医師の診断書）を添付してください。 

 

⑤ 退学願 

退学する場合は，退学願を学生支援グループ（歯学部担当）に提出して学長の許可を受けなけ

ればなりません。この場合，授業料その他支払うべき金額が完納されていないと退学は許可されま

せん。 

 

⑥ 既修得単位等の認定・外国語技能検定試験等による単位認定の申請等 

希望する場合は，学生便覧の各該当ページを参照の上，学生支援グループ（歯学部担当）に問

合せてください。 

 

⑦ その他 

氏名変更（改姓/改名）や旧姓使用を希望する場合は，届を提出してください。詳しくは，学生支

援グループ（歯学部担当）に問合せてください。 

 

（2） 各種証明書の交付について 

通学証明書，在籍証明書及び社会貢献活動証明書を必要とする場合は，交付願により学生支援グ

ループ（学生生活・教養担当）に請求してください。 

学業成績証明書，在学証明書，卒業見込証明書，健康診断証明書（定期健康診断受診者のみ）及

び学割証については，証明書自動発行機（霞キャンパスの場合，医学部基礎・社会医学棟 １階又は

歯学部研究棟 C 2 階に設置されています。）により取得してください。 

なお，在学証明書（卒業日前日まで），学業成績証明書，卒業・修了見込証明書（卒業日前日まで），

健康診断証明書（和文のみ）及び卒業・修了証明書（卒業日から卒業月末日まで）については，国内

のセブン‐イレブン，ファミリーマート，ローソン［50 音順］のマルチコピー機設置店舗で，有料で受け取

ることもできます。  
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（3） 身体に障害のある学生の履修について

身体に障害のある学生は，広島大学アクセシビリティセンターで履修の仕方について相談してくださ

い。 

（4） 身体等に障害のある学生に対する試験等における特別措置について

IV 諸規則のページに掲載している「身体等に障害のある学生に対する試験等における特別措置

について（申合せ）」を参照の上，学生支援グループ（歯学部担当）に相談してください。 

相談窓口及び緊急時の連絡先等について 

履修方法や学生生活において，不明なことがある場合は，チューター（指導教員）へ気軽に相談又は

電話をしてください。 

また，何らかの事件や事故にまきこまれた場合は，警察（110 番）や救急車（119 番）へ通報するととも

に，必ず，チューター（指導教員）へ届け出てください。 

連絡先：〒734−8553 広島市南区霞 1 丁目 2-3 

広島大学 霞地区運営支援部 学生支援グループ（歯学部担当） 

電話：082-257−5614   ※夜間，休日等の緊急時：082-257−5716 

E-mail: kasumi-gaku-d@office.hiroshima-u.ac.jp
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学生生活注意事項 

 

① 学生ロッカールームの使用について 

学生ロッカールーム使用の際には，III 教育課程 4 その他の取扱い（歯学科・口腔健康科学科共

通）のページに掲載している「広島大学歯学部学生用ロッカー利用規則」を参照の上，次の各項を守っ

てください。歯学部の学生の場合，2 年次から使用可能です。 

（1） ロッカー及び周辺について，常に清潔整頓に心がけてください。 

（2） 最後に帰る者は必ず火元に注意し，消灯してください。 

（3） 貴重品の管理は，十分に留意してください。 

 

② アルバイトについて 

アルバイトを行う場合，次の事項に留意してください。 

（1） 常に学生であることを意識し，学生らしくない行動は巌に謹んでください。 

（2） 深夜作業並びに危険をともなうアルバイトは避けてください。 

（3） アルバイトの時間は最小限度にとどめ，極力学習の時間をつくるようにしてください。 

 

③ 諸手続について 

（1） 学生証を紛失したときは，学生証再交付願を学生支援グループ（歯学部担当）にて受け取り，必

要事項を記入の上，提出してください。再交付は有料となります。 

（2） 学生情報登録シートの連絡先等に変更があった場合は，その都度提出してください。 

（3） 毎年 4～5 月に定期健康診断を行います。定期健康診断を受けられない場合は，検査施行日ま

でに学生支援グループ（歯学部担当）に届け出てその指示を受けてください。 

（4） 学部内施設を使用するために学部長の許可を受けるときは，学部内施設使用願を 3 日前までに

学生支援グループ（歯学部担当）に提出してください。なお，学部内施設の管理又は警備の任にあ

る係員が，必要に応じ使用中の施設内に出入りすることがあります。 

（5） 学長への願い出，届け出については，広島大学学生生活に関する規則によることとします。 

（6） 霞キャンパスへの自動車通学は，原則として通学距離の遠近にかかわらず認められません。 

 

④ 各クラス役員 

自治会役員を除き，各クラスにて選出しなければならない役員は次のとおりです。 

学生代表，副代表，試験委員，アルバム委員等 

 

⑤ オフィスアワ一について 

講師以上の教員は，在室する部屋のドアにオフィスアワ一の時間を表示しています。授業の内容など

で聞きたいことがあれば，積極的に利用してください。 
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⑥ 父母等が死亡した場合の連絡について 

大学在籍中に，父母，配偶者(性の多様性に関する理念と対応ガイドライン－LGBT 等の学生と教職

員を包摂するキャンパスを目指して－(令和 4 年 12 月 27 日役員会承認)に示すパートナーシップを証

明する書類により証明されるパートナーを含む。)又は子が死亡した場合は，学部長名の弔電を発信す

るため次に掲げる場所に連絡してください。 

また，別表の届出を学生支援グループ（歯学部担当）へ提出してください。 

 

（1） 月曜日～金曜日（8:30〜17:15） 

霞地区運営支援部学生支援グループ（歯学部担当） 電話：082-257−5614 

（2） 月曜日～金曜日（17:15〜 8:30） 

広島大学医学部管理室 電話：082-257−5091 

（3） 土曜日，日曜日及び祝日（夏季及び年末年始の休日を含む。） 

広島大学医学部管理室 電話：082-257−5091 

  

28



広島大学歯学部に在籍する学生の父母，配偶者(性の多様性に関する理念と対応ガイドライン－

LGBT等の学生と教職員を包摂するキャンパスを目指して－(令和 4年 12月 27日役員会承認)に

示すパートナーシップを証明する書類により証明されるパートナーを含む。)又は子が死亡した

場合の連絡 

 

  年  月  日 

学 生 番 号  

ふ り が な 

学 生 氏 名 
 

ふ り が な 

死 亡 者 氏 名 

 

 

(続柄   )(年齢   歳)  

死 亡 

日 時     年   月   日 (  )   時   分 

原 因 

 

 

 

 

葬 儀 

日 時     年   月   日 (  )   時   分 

場 所 

 

 

 

             ℡    －    －      
 

ふ り が な 

喪主(続柄) 

 

(   )      

備 考 

通夜等の日時 
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⑦ 授業（講義・実習）に関わるトラブル・相談事等の対応について 

本学部の授業（講義・実習）において，授業担当教員と学生との間で，何らかのトラブルや相談事等

（以下トラプル等といいます）があった場合は，授業担当教員及びチューター等に相談してください。トラ

ブル等の内容によっては，直接，学生支援グループ（歯学部担当）へ相談することもできます。 

学生支援グループ（歯学部担当）は，学部長，副学部長（教育担当）や歯学部長室会議と協議の上，

対応策を学生に指示・連絡します。詳細は下図を参照してください。 

 

  

30



国家試験について 

1 歯科医師法（抄） （施行日：令和六年四月一日） 

第一章 総則 

第一条 歯科医師は、歯科医療及び保健指導を掌ることによつて、公衆衛生の向上及び増進に寄与し、

もつて国民の健康な生活を確保するものとする。 

第二章 免許 

第二条 歯科医師になろうとする者は、歯科医師国家試験に合格し、厚生労働大臣の免許を受けなけれ

ばならない。 

第四条 次の各号のいずれかに該当する者には、免許を与えないことがある。 

一 心身の障害により歯科医師の業務を適正に行うことができない者として厚生労働省令で定めるもの 

二 麻薬、大麻又はあへんの中毒者 

三 罰金以上の刑に処せられた者 

四 前号に該当する者を除くほか、医事に関し犯罪又は不正の行為のあつた者 

第三章 試験 

第九条 歯科医師国家試験は、臨床上必要な歯科医学及び口くう衛生に関して、歯科医師として具有す

べき知識及び技能について、これを行う。 

第十一条 歯科医師国家試験は、次の各号のいずれかに該当する者でなければ、これを受けることがで

きない。 

一 学校教育法（昭和二十二年法律第二十六号）に基づく大学（第十六条の二第一項及び第十七条

の二第一項において単に「大学」という。）において、歯学の正規の課程を修めて卒業した者 

二 歯科医師国家試験予備試験に合格した者で、合格した後一年以上の診療及び口腔衛生に関す

る実地修練を経たもの 

三 外国の歯科医学校を卒業し、又は外国で歯科医師免許を得た者で、厚生労働大臣が前二号に掲

げる者と同等以上の学力及び技能を有し、かつ、適当と認定したもの 

第四章 業務 

第十七条 歯科医師でなければ、歯科医業をなしてはならない。 

第十七条の二 大学において歯学を専攻する学生であつて、当該学生が臨床実習を開始する前に修得

すべき知識及び技能を具有しているかどうかを評価するために大学が共用する試験として厚生労働省

令で定めるものに合格したものは、前条の規定にかかわらず、当該大学が行う臨床実習において、歯

科医師の指導監督の下に、歯科医師として具有すべき知識及び技能の修得のために歯科医業（政令

で定めるものを除く。次条において同じ。）をすることができる。 

２ 厚生労働大臣は、前項の厚生労働省令の制定又は改正の立案をしようとするときは、医道審議会の

意見を聴かなければならない。 

第十七条の三 前条第一項の規定により歯科医業をする者は、正当な理由がある場合を除き、その業務

上知り得た人の秘密を他に漏らしてはならない。同項の規定により歯科医業をする者でなくなつた後に

おいても、同様とする。 
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2 歯科医師法施行規則（抄） 

第一章 免許 

（法第四条第一号の厚生労働省令で定める者） 

第一条 歯科医師法（昭和二十三年法律第二百二号。以下「法」という。）第四条第一号の厚生労働

省令で定める者は、視覚、聴覚、音声機能若しくは言語機能又は精神の機能の障害により歯科医

師の業務を適正に行うに当たつて必要な認知、判断及び意思疎通を適切に行うことができない者と

する。 

（障害を補う手段等の考慮） 

第一条の二 厚生労働大臣は、歯科医師免許の申請を行つた者が前条に規定する者に該当すると認め

る場合において、当該者に免許を与えるかどうかを決定するときは、当該者が現に利用している障害を

補う手段又は当該者が現に受けている治療等により障害が補われ、又は障害の程度が軽減している

状況を考慮しなければならない。 

第二章 試験 

第十二条 国家試験又は歯科医師国家試験予備試験（以下予備試験という。）を施行する場所及び期

日並びに受験願書の提出期限は、あらかじめこれを告示する。 

第十三条 国家試験を受けようとする者は、受験願書（第三号書式）に、次に掲げる書類を添えて厚生労

働大臣に提出しなければならない。 

一 法第十一条第一号に該当する者であるときは、卒業証明書 

二 法第十一条第二号に該当する者であるときは、予備試験の合格証書の写又は合格証明書及び修

練施設の長の発行する実地修練を終えたことを証する書面 

三 法第十一条第三号に該当する者であるときは、外国の歯科医学校を卒業し又は外国の歯科医師

免許を受けたことを証する書面 

四 写真（出願前六箇月以内に脱帽正面で撮影した縦六センチメートル横四センチメートルのもので、

その裏面に（（シ））の記号、撮影年月日及び氏名を記載すること。） 

第十六条 国家試験の受験を出願する者は、手数料として一万八千九百円を納めなければならない。 

２ 予備試験の受験を出願する者は、手数料として七万円（学説試験又は実地試験のみを出願する者は

三万五千円）を納めなければならない。 

第十七条 国家試験又は予備試験に合格した者には、合格証書を交付する。 

第十八条 合格証書を破り、よごし又は失つた者は、合格証明書の交付を出願することができる。 

２ 前項の規定によつて合格証明書の交付を出願する者は、手数料として二千九百五十円を納めなけれ

ばならない。 

第十九条 手数料を納めるには、その金額に相当する収入印紙を願書にはらなければならない。 
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3 歯科衛生士法（抄） 

第一条 この法律は、歯科衛生士の資格を定め、もつて歯科疾患の予防及び口くう衛生の向上を図るこ

とを目的とする。 

第二条 この法律において「歯科衛生士」とは、厚生労働大臣の免許を受けて、歯科医師（歯科医業をな

すことのできる医師を含む。以下同じ。）の指導の下に、歯牙及び口腔の疾患の予防処置として次に掲

げる行為を行うことを業とする者をいう。 

一 歯牙露出面及び正常な歯茎の遊離縁下の付着物及び沈着物を機械的操作によつて除去するこ

と。 

二 歯牙及び口腔に対して薬物を塗布すること。 

２ 歯科衛生士は、保健師助産師看護師法（昭和二十三年法律第二百三号）第三十一条第一項及び第

三十二条の規定にかかわらず、歯科診療の補助をなすことを業とすることができる。 

３ 歯科衛生士は、前二項に規定する業務のほか、歯科衛生士の名称を用いて、歯科保健指導をなすこ

とを業とすることができる。 

第三条 歯科衛生士になろうとする者は、歯科衛生士国家試験（以下「試験」という。）に合格し、厚生労

働大臣の歯科衛生士免許（以下「免許」という。）を受けなければならない。 

第四条 次の各号のいずれかに該当する者には、免許を与えないことがある。 

一 罰金以上の刑に処せられた者 

二 前号に該当する者を除くほか、歯科衛生士の業務（歯科診療の補助の業務及び歯科衛生士の名

称を用いてなす歯科保健指導の業務を含む。次号、第六条第三項及び第八条第一項において「業

務」という。）に関し犯罪又は不正の行為があつた者 

三 心身の障害により業務を適正に行うことができない者として厚生労働省令で定めるもの 

四 麻薬、あへん又は大麻の中毒者 

第十条 試験は、歯科衛生士として必要な知識及び技能について、これを行う。 

第十一条 試験は、厚生労働大臣が、毎年少くとも一回これを行う。 

第十二条の二 厚生労働大臣は、試験に関して不正の行為があつた場合には、その不正の行為に関係

のある者について、その受験を停止させ、又はその試験を無効とすることができる。 

２ 厚生労働大臣は、前項の規定による処分を受けた者について、期間を定めて試験を受けることができ

ないものとすることができる。 

第十二条の三 試験を受けようとする者は、実費を勘案して政令で定める額の受験手数料を国に納付し

なければならない。 

２ 前項の受験手数料は、これを納付した者が試験を受けない場合においても、返還しない。 
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4 歯科技工士法（抄） 

第一章 総則 

（この法律の目的） 

第一条 この法律は、歯科技工士の資格を定めるとともに、歯科技工の業務が適正に運用されるように規

律し、もつて歯科医療の普及及び向上に寄与することを目的とする。 

（用語の定義） 

第二条 この法律において、「歯科技工」とは、特定人に対する歯科医療の用に供する補てつ物、充てん

物又は矯正装置を作成し、修理し、又は加工することをいう。ただし、歯科医師（歯科医業を行うことが

できる医師を含む。以下同じ。）がその診療中の患者のために自ら行う行為を除く。 

２ この法律において、「歯科技工士」とは、厚生労働大臣の免許を受けて、歯科技工を業とする者をい

う。 

３ この法律において、「歯科技工所」とは、歯科医師又は歯科技工士が業として歯科技工を行う場所を

いう。ただし、病院又は診療所内の場所であつて、当該病院又は診療所において診療中の患者以外

の者のための歯科技工が行われないものを除く。 

第二章 免許 

（免許） 

第三条 歯科技工士の免許（以下「免許」という。）は、歯科技工士国家試験（以下「試験」という。）に合格

した者に対して与える。 

（欠格事由） 

第四条 次の各号のいずれかに該当する者には、免許を与えないことができる。 

一 歯科医療又は歯科技工の業務に関する犯罪又は不正の行為があつた者 

二 心身の障害により歯科技工士の業務を適正に行うことができない者として厚生労働省令で定めるも

の 

三 麻薬、あへん又は大麻の中毒者第 4 条 次の各号のいずれかに該当する者には，免許を与えな

いことができる。 

第三章 試験 

（試験の目的） 

第十一条 試験は、歯科技工士として必要な知識及び技能について行う。 

（試験の実施） 

第十二条 試験は、厚生労働大臣が、毎年少なくとも一回行う。 

（試験の無効等） 

第十五条 厚生労働大臣は、試験に関して不正の行為があつた場合には、その不正行為に関係のある

者に対しては、その受験を停止させ、又はその試験を無効とすることができる。 

２ 厚生労働大臣は、前項の規定による処分を受けた者に対し、期間を定めて試験を受けることができな

いものとすることができる。 

（受験手数料） 

第十五条の二 試験を受けようとする者は、実費を勘案して政令で定める額の受験手数料を国に納付し

なければならない。 

２ 前項の受験手数料は、これを納付した者が試験を受けない場合においても、返還しない。 

34



 
 
 

Ⅲ 教 育 課 程 

 

 

 

１ 歯学部細則 

（歯学科・口腔健康科学科共通） 
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   ○広島大学歯学部細則 

(平成 16 年 7月 28 日学部長決裁) 

 

 (趣旨) 

第 1 条 広島大学歯学部(以下「本学部」という。)の学生の修学については，広島大学通 

 則(平成 16年 4月 1日規則第 2 号。以下「通則」という。)，広島大学教育プログラム規 

則(平成 18 年 2 月 14日規則第 5号)及び広島大学教養教育科目履修規則(平成 23 年 2月 

15日規則第 3号。以下「教養教育科目履修規則」という。)に定めるもののほか，この 

細則の定めるところによる。 

 (学科及び専攻) 

第 2 条 本学部に，次の学科及び専攻を置く。 

 歯学科 

 口腔健康科学科 

  口腔保健学専攻 

  口腔工学専攻 

 (教育研究上の目的) 

第 2 条の 2 本学部は，歯科医学・医療，口腔保健学，口腔工学に関わる基盤的・融合的

教育を行うとともに，豊かな人間性及び科学的探究心を備え，国内・国際社会に貢献

できる歯科医療人を輩出し，歯科医学・医療へ貢献することを目的とする。 

2 歯学科は，歯科医師となるための基盤的教育を行うとともに，歯科医学・医療の発展

を国内外で主導する人材を育むための専門教育を実施する。これらによって，科学的

探求心，国際性，高度な学識と医療技術及び豊かな人間性を備えた歯科医師を輩出

し，歯科医学・医療へ貢献することを目的とする。 

3 口腔健康科学科は，口腔健康科学に基づいた基盤的教育を行うとともに，口腔保健の

発展を国内外で主導する人材を育むための専門教育を実施する。 

4 各専攻の教育研究上の目的は，次に掲げるとおりとする。 

 (1) 口腔保健学専攻は，歯学，医学，保健学及び福祉に関する知識並びに技術を統合

した口腔保健学の確立と体系化，国際的な教育研究拠点の構築，あるいは口腔保健学

の高度専門化において活躍できる人材を育成する。また同時に，上記の素養を備えた

養護教諭を育成する。これらによって，科学的探求心，国際性，高度な学識と医療技

術及び豊かな人間性を備えた口腔保健学の専門家を輩出し，歯科医学・医療，口腔保

健及び福祉に貢献することを目的とする。 

 (2) 口腔工学専攻は，歯学，医学及び工学に関する知識並びに技術を統合した口腔工学

の確立と体系化，国際的な教育研究拠点の構築，あるいは口腔工学の高度専門化にお

いて活躍できる人材を育成する。これらによって，科学的探求心，国際性，高度な学

識と医療技術及び豊かな人間性を備えた口腔工学の専門家を輩出し，歯科医学・医療

へ貢献することを目的とする。 
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 (口腔健康科学科の各専攻の入学定員) 

第 2 条の 3 口腔健康科学科の各専攻の入学定員は次のとおりとする。 

 (1) 口腔保健学専攻 20人 

 (2) 口腔工学専攻  20 人 

 (教育課程) 

第 3 条 本学部の教育課程は，教育上の到達目標を達成するために必要な授業科目により， 

 主専攻プログラムとして，体系的に編成する。 

2 本学部が開設する主専攻プログラムは，次のとおりとする。 

 歯学プログラム 

 口腔保健学プログラム 

 口腔工学プログラム 

 国際歯学プログラム 

 (授業科目及び履修方法) 

第 4 条 授業科目は，教養教育科目及び専門教育科目に区分する。 

2 教養教育科目の授業科目及び履修方法は，教養教育科目履修規則及び別表第 1のとお 

 りとする。 

3 専門教育科目の授業科目及び履修方法は，別表第 2 のとおりとする。 

4 前 2 項の授業科目のほか，必要に応じ教授会の議を経て，特定の授業科目を開講する 

 ことがある。 

 (履修手続) 

第 5 条 各学期に開講する授業科目及びその授業担当教員名等は，その学期の始めに公示

する。 

第 6 条 学生が履修できる科目は，その学期に配当されたものとする。 

第 7 条 学生は，履修しようとする授業科目について，各学期の指定する期間に所定の手

続を行わなければならない。 

2 前項の期間内に所定の手続をしない者には，履修を認めない。ただし，特別の事由があ

る場合に限り，当該授業科目担当教員（原則として主担当教員）（以下「当該授業科目担

当教員」という。）の承認を経て，履修を認めることがある。 

第 8 条 他学部の学生が，本学部の授業科目を履修しようとするときは，当該授業科目担

当教員の承認を得て，前条第 1項の手続を行わなければならない。 

 (修得単位数の少ない学生の履修指導) 

第 9 条 指導教員は，修得単位数の少ない学生に対し，履修促進のための適切な指導を行 

 うものとする。 

 (履修科目の登録の上限) 

第 10 条 1 年次に卒業要件単位として登録することができる教養教育科目の単位数は， 

 46 単位を上限とする。ただし，集中講義の授業科目の単位を除く。 

2 前項の規定にかかわらず，1 年次前期において 20単位以上履修し，GPA が 80 以上の 
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 学生については前項に定める単位数の上限を超えて登録を認めるものとする。 

 (日本語科目及び日本事情に関する科目) 

第 11 条 外国人留学生及び外国人留学生以外の学生で，外国において相当の期間中等教 

 育を受けたものが，日本語科目及び日本事情に関する授業科目を履修して，単位を修得 

 した場合は，当該授業科目の単位を卒業の要件として修得すべき教養教育科目の単位に 

 代えることができる。 

2 前項の授業科目及び単位数については，別に定める。 

 (既修得単位等の認定) 

第 12 条 広島大学既修得単位等の認定に関する細則(平成 16 年 4 月 1 日(副学長(教育・

学生担当)決裁)第 2 条第 1項の規定に基づき定める第 1年次に入学した者の既修得単位

等の認定単位数は，別に定める。 

2 前項の規定にかかわらず，広島大学での既修得単位の認定(科目等履修生として修得し 

 た単位を含む。)については，教授会の議を経て学部長が認めることができる。 

3 既修得単位等の認定を受けようとする者は，入学した年度の 6 月 30日までに学部長に 

 申請しなければならない。 

 (教育課程の修了) 

第 13 条 教育課程の修了は，所定の試験に合格し，別表第 1 及び別表第 2 に規定する単 

 位を修得することによる。 

 (単位の授与) 

第 14 条 授業科目を履修した者には，科目ごとに定められた成績評価基準により所定の

単位を与える。 

 (単位数の計算の基準) 

第 15 条 各授業科目の単位数は，授業の方法に応じ，次の基準により計算するものとす 

 る。 

 (1) 講義は，15 時間の授業をもって 1単位とする。 

 (2) 演習は，15 時間又は 30 時間の授業をもって 1 単位とする。 

 (3) 実験，実習及び実技は，30 時間又は 45時間の授業をもって 1 単位とする。 

2 一の授業科目について，二以上の方法の併用により授業を行う場合の単位数の計算は， 

 1 単位の授業科目を 45 時間の学修を必要とする内容をもって構成することとなるよう， 

 前項の基準を考慮してそれらの方法ごとに時間を定めるものとする。 

 (試験) 

第 16 条 試験は，それぞれの授業科目について行う。ただし，授業科目により，レポート，

成果物等を試験の成績に替えることができる。 

2 試験の方法及び期日については，当該授業科目担当教員が定め，原則として 2週間前ま

でに発表する。 

3 授業実施時間数の 3 分の 2 以上の出席を満たさない場合は，受験を認めない。ただし，

授業科目ごとに定められたシラバス（授業計画）に出席条件の記載がある場合は，当該
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出席条件を満たさなければならない。なお，授業科目（臨床実習を除く。）における所定

の手続をした上でその欠席が病気その他やむを得ない事由によると認められる場合は，

当該授業科目担当教員の判断に従うものとする。 

4 試験当日病気その他の事故で試験を受けることができない者は事前に，やむを得ない

場合は事後に，医師の診断書又は理由書を添えて学部長へ届け出なければならない。 

5 前項の届出のあった者に対しては，追試験を行うことがある。追試験の実施方法等につ

いては，別に定める。 

6 試験又は追試験を受験した結果，得点が満点の 60％未満の者については，再試験を行

うことがある。再試験の実施方法等については，別に定める。 

 (成績評価基準の明示及び平均評価点) 

第 17 条 授業科目の成績評価基準は，当該授業科目担当教員が定め，シラバス(授業計画)

に明示するものとする。 

2 学年，あるいはセメスターの成績は，次の算式により算出する平均評価点(GPA：Grade  

 Point Average)をもって評価する。 

 平均評価点＝((秀の単位数×4＋優の単位数×3＋良の単位数×2＋可の単位数×1)／(総

登録単位数×4))×100 

第 18 条 学生は，所定の授業科目の単位を修得しなければ，次の学年あるいはセメス 

 ターの授業科目を履修することはできない。 

2 前項の所定の単位数については，別に定める。 

 (教員免許) 

第 19 条 口腔健康科学科口腔保健学専攻の学生が，所定の授業科目を履修し，教育職員免

許法(昭和 24 年法律第 147 号)及び同法施行規則(昭和 29 年文部省令第 26 号)に定める

所要の単位を修得したときは，次に掲げる教育職員の普通免許状授与の所要資格を得る

ことができる。 

 免許状の種類 養護教諭一種免許状 

2 前項に定める授業科目及びその履修方法については，別に定める。 

 (他の学部の授業科目の履修) 

第 20 条 学生が，他の学部の授業科目を履修しようとするときは，当該学部の定めると 

 ころにより履修するものとする。 

 (副専攻プログラム及び特定プログラムの履修) 

第 21 条 副専攻プログラムは，広島大学副専攻プログラム履修細則(平成 18年 3月 14 日 

 副学長(教育・研究担当)決裁)の定めるところにより，履修することができる。 

2 特定プログラムは，広島大学特定プログラム履修細則(平成 18 年 3 月 14 日副学長(教 

 育・研究担当)決裁)の定めるところにより，履修することができる。 

 (休学) 

第 22 条 学生が休学しようとするときは，所定の書類を学部長に提出し，その許可を得 

 なければならない。 
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2 学生が休学期間を短縮しようとするときは，所定の書類を学部長に提出し，その許可 

 を得なければならない。 

 (退学) 

第 23 条 学生が退学しようとするときは，所定の書類を学部長に提出し，学長の許可を 

 得なければならない。 

 (転学) 

第 24 条 学生が他の大学に転学しようとするときは，所定の書類を学部長に提出し，学 

 長の許可を得なければならない。 

2 他の大学から本学部に転学を志望する者は，所定の書類を学部長に提出し，教授会の 

 議を経て，学長の許可を得なければならない。 

 (登録プログラムの変更) 

第 25 条 学生が本学部の他の主専攻プログラムに登録の変更をしようとするときは，所 

 定の書類を学部長に提出し，教授会の議を経て，その許可を得なければならない。 

2 前項の規定に基づき，登録プログラムの変更を願い出た者に対する選考の方法は，別に

定める。 

3 第 1 項の場合において，他の学部の主専攻プログラムに登録の変更をしようとすると

きは，広島大学転学部の取扱いに関する細則(平成 16 年 4月 1日副学長(教育・学生担当)

決裁)の規定に基づき，事前に転学部の許可を得なければならない。 

 （再入学） 

第 25 条の 2 通則第 14 条第 3 項の規定に基づき，本学部に再入学を願い出た者に対する

選考の方法は，別に定める。 

2 本学部に再入学を願い出るときは，所定の期日までに入学願書に必要書類及び検定料

を添えて学部長に提出しなければならない。 

3 再入学は，学科又は専攻の収容定員に欠員がある場合に限り，選考の上，入学を許可す

ることがある。 

4 再入学による入学者の既修得単位及び履修すべき授業科目は，教授会の議を経て学部

長が決定する。 

 (卒業の要件) 

第 26 条 本学部の卒業の要件は，本学部に通則第 4条に規定する修行年限以上在学し， 

 かつ，別表第 1及び別表第 2に定める教育課程における所定の単位を修得することとす 

 る。 

 (雑則) 

第 27 条 この細則に定めるもののほか，本学部の学生の修学に関し必要な事項は，教授 

 会の議を経て，別に定める。 

   附 則 

1 この細則は，平成 16 年 7 月 28日から施行し，平成 16 年 4 月 1 日から適用する。 

2 平成 15 年度以前に入学した学生については，この細則の規定にかかわらず，なお従前 
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 の例による。ただし，教育上必要と認める場合には，この細則に規定する授業科目を履 

 修させることができる。 

 

（略） 

 

附 則(令和 5 年 10 月 12 日 一部改正) 

1 この細則は，令和 6 年 4 月 1 日から施行する。 

2 令和 5年度以前に入学した学生の教育課程については，この細則による改正後の広島 

 大学歯学部細則の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

附 則(令和 6 年 3 月 6 日 一部改正) 

1 この細則は，令和 6 年 4 月 1 日から施行する。 

2 令和 5 年度以前に入学した学生については，この細則による改正後の広島大学歯学部

細則の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

別表第 1(第 4条第 2 項関係) 

 歯学部教育課程表(別表第 1) 

別表第 2(第 4条第 3 項関係) 

 歯学部教育課程表(別表第 2) 
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<歯学科　歯学プログラム>　

1 2 3 4

2 選択必修 ○

大学教育入門 2 必　　修 ○

教養ゼミ 2 必　　修 ○

展開ゼミ 1 自由選択 ○ ○

全身の健康と口腔科学Ⅰ 2 必　　修 ○

全身の健康と口腔科学Ⅱ 2 必　　修 ○

人文社会科学系科目群から 1又は2 選択必修 ○ ○

コミュニケーションⅠA 1 ○

コミュニケーションⅠB 1 ○

コミュニケーションⅡA 1 ○

コミュニケーションⅡB 1 ○

コミュニケーション演習Ⅰ 1 ○

コミュニケーション演習Ⅱ 1 ○

ベーシック外国語Ⅰ 1 ○

ベーシック外国語Ⅱ 1 ○

ベーシック外国語Ⅲ 1 ○

ベーシック外国語Ⅳ 1 ○

情報・データ科学入門 2
必　　修
(注5)

○

情報・データサイエンス科目から 2 選択必修 ○

健康スポーツ科学 2 ○ ○

スポーツ実習A 1 ○ ○

スポーツ実習B 1 ○ ○

1又は2 自由選択 ○ ○

一般化学 2 ○

細胞科学 2 ○

Development of International
Collaboration in Medical Science

2 ○

基礎微分積分学 2 ○

基礎線形代数学 2 ○

基礎物理学Ⅰ 2 ○

初修物理学(注6) 2 ○

初修生物学(注7) 2 ○

 

注1：

注2：

注3：

注4：

注5：

注6：

注7：大学入学共通テストにおいて生物を選択していない者は，「初修生物学」を必修として履修すること。

4

40

必　　修

選択必修

計

選択必修

外国語技能検定試験による単位認定制度もある。詳細については，学生便覧の教養教育の外国語科目に関する項及び「外国語技能検定試験等による単
位認定の取扱いについて」を参照すること。

要修得単位数を超えて修得した領域科目及び社会連携科目のうち，シラバスの使用言語欄が「E：英語」の科目の履修により修得した単位を，卒業に
必要な英語の単位(6単位)に代えることが可能である。詳細は，学生便覧の教養教育の項を参照すること。

○印は標準履修セメスターを表している。なお，当該セメスターで単位を修得できなかった場合はこれ以降に履修することも可能である。授業科目に
より実際に開講するセメスターが異なる場合があるので，毎年度発行する教養教育科目授業時間割等で確認すること。

健 康 ス ポ ー ツ 科 目

4

2

2

共
通
科
目

歯 学 部 教 育 課 程 表 (別 表 第 1)

教
養
教
育
科
目

基 盤 科 目 10

6

区
分

0

大 学 教 育 入 門
大
学
教
育

基
礎
科
目

情報・データサイエンス科目

平 和 科 目 2

科目区分

コミュニケーションⅡ

コミュニケーションⅠ

教 養 ゼ ミ

2

2

2

英　語

要修得
単位数

履修年次（中段：年次/下段：セメスター）(注1)

1 2履修区分授　業　科　目　等 単位数

展 開 ゼ ミ 0

2

2

領 域 科 目

2

大学入学共通テストにおいて物理を選択していない者は，「初修物理学」を必修として履修すること。

外
国
語
科
目

初 修 外 国 語
(ドイツ語,フランス語, 中
国語のうちから1言語選択)

4
選択必修
(注4)

社 会 連 携 科 目

2
必　　修
(注2)
(注3)

「情報・データ科学入門」の単位を修得できなかった場合は，情報・データサイエンス科目から履修することができる。

2

自学自習による「オンライン英語演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の履修により修得した単位を，卒業に必要な英語の単位(6単位)に代えることが可能である。ま
た，外国語技能検定試験，語学研修による単位認定制度もある。詳細は，学生便覧の教養教育の外国語科目に関する項及び「外国語技能検定試験等に
よる単位認定の取扱いについて」を参照すること。
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<口腔健康科学科　口腔保健学プログラム>

1 2 3 4

2 2 選択必修 ○

2 大学教育入門 2 必　　修 ○

2 教養ゼミ 2 必　　修 ○

0 展開ゼミ 1 自由選択 ○ ○

2 全身の健康と口腔科学Ⅰ 2 必　　修 ○

2 全身の健康と口腔科学Ⅱ 2 必　　修 ○

4 人文社会科学系科目群から(注2)(注3) 1又は2 選択必修 ○ ○

コミュニケーション基礎Ⅰ 1 ○

コミュニケーション基礎Ⅱ 1 ○

コミュニケーションⅠA 1 ○

コミュニケーションⅠB 1 ○

コミュニケーションⅡA 1 ○

コミュニケーションⅡB 1 ○

ベーシック外国語Ⅰ 1 ○

ベーシック外国語Ⅱ 1 ○

ベーシック外国語Ⅲ 1 ○

ベーシック外国語Ⅳ 1 ○

2 情報・データ科学入門 2
必　　修
(注7)

○

2 情報・データサイエンス科目から 2 選択必修 ○

健康スポーツ科学 2 ○ ○

スポーツ実習A 1 ○ ○

スポーツ実習B 1 ○ ○

スポーツ演習 1 ○ ○

0 1又は2 自由選択 ○ ○

医療従事者のための心理学 2
必　　修
(注8)

○

Development of International
Collaboration in Medical Science

2 必　　修 ○

初修生物学(注9) 2 ○

細胞科学 2 ○

初修化学 2 ○

一般化学 2 ○
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注1：

注2：
注3：
注4：

注5：

注6：

注7：
注8：

注9：

2

2

必　　修
(注4)
(注5)

領 域 科 目

英　語

選択必修

2

区
分

科目区分

コミュニケーションⅠ

コミュニケーションⅡ

教
養
教
育
科
目

要修得
単位数

平 和 科 目

大 学 教 育 入 門

授　業　科　目　等 単位数 履修区分

2

履修年次（中段：年次/下段：セメスター）(注1)

1 2

情報・データサイエンス科目の選択必修科目のうち2単位を超えて修得した場合は，4単位まで領域科目の人文社会科学系科目群から履修したものとみなす。

2

選択必修

選択必修

社 会 連 携 科 目

2

○印は標準履修セメスターを表している。なお，当該セメスターで単位を修得できなかった場合はこれ以降に履修することも可能である。授業科目により実
際に開講するセメスターが異なる場合があるので，毎年度発行する教養教育科目授業時間割等で確認すること。

コミュニケーション基礎

教 養 ゼ ミ

基　　盤　　科　　目

4

情報・データサイエンス科目

大学入学共通テストにおいて生物を選択していない者は，「初修生物学」を必修として履修すること。

展 開 ゼ ミ

大
学
教
育

基
礎
科
目

外
国
語
科
目

初 修 外 国 語
(ドイツ語,フランス語, 中
国語のうちから1言語選択)

選択必修
(注6)

4

共
通
科
目

健 康 ス ポ ー ツ 科 目

養護教諭一種免許状を取得しようとする者は，領域科目の人文社会科学系科目群から「日本国憲法」2単位を修得すること。
要修得単位数を超えて修得した領域科目及び社会連携科目のうち，シラバスの使用言語欄が「E：英語」の科目の履修により修得した単位を，卒業に必要な
英語の単位(6単位)に代えることが可能である。詳細は，学生便覧の教養教育の項を参照すること。

「情報・データ科学入門」の単位を修得できなかった場合は，情報・データサイエンス科目から履修することができる。
「医療従事者のための心理学」の単位を修得できなかった場合は，「心理学概論A」又は「心理学概論B」の履修により修得した単位を，卒業に必要な単位(2
単位)に算入することができる。

外国語技能検定試験による単位認定制度もある。詳細については，学生便覧の教養教育の外国語科目に関する項及び「外国語技能検定試験等による単位認定
の取扱いについて」を参照すること。

自学自習による「オンライン英語演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の履修により修得した単位を，卒業に必要な英語の単位(6単位)に代えることが可能である。また，外国
語技能検定試験，語学研修による単位認定制度もある。詳細は，学生便覧の教養教育の外国語科目に関する項及び「外国語技能検定試験等による単位認定の
取扱いについて」を参照すること。

計
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<口腔健康科学科　口腔工学プログラム>　

1 2 3 4

2 2 選択必修 ○

2 大学教育入門 2 必　　修 ○

2 教養ゼミ 2 必　　修 ○

0 展開ゼミ 1 自由選択 ○ ○

2 全身の健康と口腔科学Ⅰ 2 必　　修 ○

2 全身の健康と口腔科学Ⅱ 2 必　　修 ○

4 人文社会科学系科目群から(注2) 1又は2 選択必修 ○ ○

コミュニケーション基礎Ⅰ 1 ○

コミュニケーション基礎Ⅱ 1 ○

コミュニケーションⅠA 1 ○

コミュニケーションⅠB 1 ○

コミュニケーションⅡA 1 ○

コミュニケーションⅡB 1 ○

ベーシック外国語Ⅰ 1 ○

ベーシック外国語Ⅱ 1 ○

ベーシック外国語Ⅲ 1 ○

ベーシック外国語Ⅳ 1 ○

2 情報・データ科学入門 2
必　　修
(注6)

○

2 情報・データサイエンス科目から 2 選択必修 ○

健康スポーツ科学 2 ○ ○

スポーツ実習A 1 ○ ○

スポーツ実習B 1 ○ ○

スポーツ演習 1 ○ ○

0 1又は2 自由選択 ○ ○

2 医療従事者のための心理学 2
必　　修
(注7)

○

2
Development of International
Collaboration in Medical Science

2 必　　修 ○

初修生物学(注8) 2 ○

細胞科学 2 ○

一般化学 2 ○

初修物理学(注9) 2 ○

基礎物理学Ⅰ 2 ○

基礎微分積分学 2 ○

ヘルスサイエンスのための基盤数学
(注11)

2 ○

基礎線形代数学 2 ○

統計学 2 ○
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注1：

注2：

注3：

注4：

注5：

注6：
注7：

注8：
注9：

注10：

注11：

大学入学共通テストにおいて物理を選択していない者は，「初修物理学」を必修として履修すること。

2 選択必修健 康 ス ポ ー ツ 科 目

社 会 連 携 科 目

2 選択必修

外国語技能検定試験による単位認定制度もある。詳細については，学生便覧の教養教育の外国語科目に関する項及び「外国語技能検定試験等による単位
認定の取扱いについて」を参照すること。

「情報・データ科学入門」の単位を修得できなかった場合は，情報・データサイエンス科目から履修することができる。

履修区分

大
学
教
育

基
礎
科
目

初 修 外 国 語
(ドイツ語,フランス語, 中
国語のうちから1言語選択)

4
選択必修
(注5)

外
国
語
科
目共

通
科
目

2

必　　修
(注3)
(注4)

2

2

区
分

科目区分
要修得
単位数

授　業　科　目　等 単位数

教
養
教
育
科
目

平 和 科 目

大 学 教 育 入 門

教 養 ゼ ミ

領 域 科 目

英　語

コミュニケーション基礎

コミュニケーションⅠ

コミュニケーションⅡ

展 開 ゼ ミ

「ヘルスサイエンスのための基盤数学」を選択できる者は，高等学校等で数学Ⅲ又は数学Ⅲに相当する科目を履修していないものに限る。

大学入学共通テストにおいて生物を選択していない者は，「初修生物学」を必修として履修すること。

生物に関する科目群，化学に関する科目群及び物理に関する科目群のうち，2科目群から1科目ずつ履修すること。

○印は標準履修セメスターを表している。なお，当該セメスターで単位を修得できなかった場合はこれ以降に履修することも可能である。授業科目によ
り実際に開講するセメスターが異なる場合があるので，毎年度発行する教養教育科目授業時間割等で確認すること。

履修年次（中段：年次/下段：セメスター）(注1)

1 2

情報・データサイエンス科目の選択必修科目のうち2単位を超えて修得した場合は，4単位まで領域科目の人文社会科学系科目群から履修したものとみな
す。

自学自習による「オンライン英語演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の履修により修得した単位を，卒業に必要な英語の単位(6単位)に代えることが可能である。また，外
国語技能検定試験，語学研修による単位認定制度もある。詳細は，学生便覧の教養教育の外国語科目に関する項及び「外国語技能検定試験等による単位
認定の取扱いについて」を参照すること。

「医療従事者のための心理学」の単位を修得できなかった場合は，「心理学概論A」又は「心理学概論B」の履修により修得した単位を，卒業に必要な単
位(2単位)に算入することができる。

計

基　　盤　　科　　目

4
選択必修
(注10)

情報・データサイエンス科目

要修得単位数を超えて修得した領域科目及び社会連携科目のうち，シラバスの使用言語欄が「E：英語」の科目の履修により修得した単位を，卒業に必要
な英語の単位(6単位)に代えることが可能である。詳細は，学生便覧の教養教育の項を参照すること。
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<歯学科　歯学プログラム>

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

◎ 医療倫理学 1 1

◎ 対人コミュニケーション論 1 1

◎ 医療コミュニケーション基礎論 1 1

◎ 医療情報処理学 2 2

◎ 臨床心理学 1 1

◎ チーム医療学 1 1

◎ 特別科目 2 2

◎ 歯科医療安全学 1 1

◎ 災害医療・歯科法医学 1 1

◎ 解剖学 2 2

◎ 局所解剖学Ⅰ 1 1

◎ 局所解剖学Ⅱ 1 1

◎ 解剖学実習Ⅰ 2 2

◎ 解剖学実習Ⅱ 2 2

◎ 発生学 2 2

◎ 組織学・口腔組織学 2 2

◎ 組織学実習Ⅰ 1 1

◎ 組織学実習Ⅱ 1 1

◎ 歯の形態学 1 1

◎ 歯の形態学実習 1 1

◎ 人類遺伝学 2 2 医学部教員開講科目

◎ 口腔生化学Ⅰ 2 2

◎ 口腔生化学Ⅱ 1 1

◎ 口腔生化学実習 1 1

◎ 口腔生理学Ⅰ 2 2

◎ 口腔生理学Ⅱ 2 2

◎ 口腔生理学実習 1 1

◎ 歯科理工学Ⅰ 1 1

◎ 歯科理工学Ⅱ 2 2

◎ 歯科理工学実習Ⅰ 1 1

◎ 歯科理工学実習Ⅱ 1 1

◎ 微生物学Ⅰ 2 2

◎ 微生物学Ⅱ 2 2

◎ 免疫学 2 2

◎ 口腔微生物学・免疫学実習 1 1

◎ 歯科薬理学Ⅰ 2 2

◎ 歯科薬理学Ⅱ 2 2

◎ 薬理学実習 1 1

◎ 口腔病理学Ⅰ 2 2

◎ 口腔病理学Ⅱ 2 2

◎ 口腔病理学実習Ⅰ 1 1

◎ 口腔病理学実習Ⅱ 1 1

◎ 医科歯科分子生物学 1 1

◎ 放射線生物学・放射線健康リスク科学 2 2 医学部教員開講科目

◎ 基礎ゲノム医学 2 2

◎ 内科学Ⅰ 2 2 医学部教員開講科目

◎ 内科学Ⅱ 2 2 医学部教員開講科目

◎ 外科学Ⅰ 2 2 医学部教員開講科目

◎ 外科学Ⅱ 1 1 医学部教員開講科目

◎ 眼科学 1 1 医学部教員開講科目

◎ 耳鼻咽喉科学 1 1 医学部教員開講科目

◎ 皮膚科学 1 1 医学部教員開講科目

◎ 精神科学 1 1 医学部教員開講科目

◎ 小児科学 1 1 医学部教員開講科目

歯 学 部 教 育 課 程 表 （別 表 第 ２）

科目区分 授　業　科　目
最低修得
単位数

履修年次（中段：年次/下段：セメスター）

備　　考1 2 3 4 5 6

基

幹

科

目

専

門

基

礎

科

目

生

命

科

学

系

科

目

医

学

系

科

目
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<歯学科　歯学プログラム>

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

◎ 歯科放射線学Ⅰ 1 1

◎ 歯科放射線学Ⅱ 2 2

◎ 歯科放射線学基礎演習 1 1

◎ 診断・検査学 2 2

◎ 口腔衛生学 2 2

◎ 衛生学・口腔衛生学基礎実習Ⅰ 1 1

◎ 衛生学・口腔衛生学基礎実習Ⅱ 1 1

◎ 歯科麻酔学 2 2

◎ 歯科麻酔学基礎演習 1 1

◎ 歯内療法学Ⅰ 1 1

◎ 歯内療法学Ⅱ 1 1

◎ 保存修復学Ⅰ 1 1

◎ 保存修復学Ⅱ 1 1

◎ 歯内療法・保存修復学基礎実習Ⅰ 1 1

◎ 歯内療法・保存修復学基礎実習Ⅱ 1 1

◎ 歯周病学Ⅰ 1 1

◎ 歯周病学Ⅱ 2 2

◎ 歯周療法学基礎実習Ⅰ 1 1

◎ 歯周療法学基礎実習Ⅱ 1 1

◎ 顎機能学 2 2

◎ 補綴学Ⅰ 1 1

◎ 補綴学Ⅱ 2 2

◎ 義歯補綴学Ⅰ 2 2

◎ 義歯補綴学Ⅱ 1 1

◎ 口腔インプラント学 2 2

◎ 歯冠補綴治療学基礎実習Ⅰ 1 1

◎ 歯冠補綴治療学基礎実習Ⅱ 1 1

◎ 歯列補綴治療学基礎実習Ⅰ 1 1

◎ 歯列補綴治療学基礎実習Ⅱ 1 1

◎ 無歯顎補綴治療学基礎実習Ⅰ 1 1

◎ 無歯顎補綴治療学基礎実習Ⅱ 1 1

◎ 部分無歯顎補綴治療学基礎実習Ⅰ 1 1

◎ 部分無歯顎補綴治療学基礎実習Ⅱ 1 1

◎ 口腔外科学Ⅰ 2 2

◎ 口腔外科学Ⅱ 2 2

◎ 顎外科学Ⅰ 2 2

◎ 顎外科学Ⅱ 2 2

◎ 顎口腔医療学基礎実習Ⅰ 1 1

◎ 顎口腔医療学基礎実習Ⅱ 1 1

◎ 顎口腔医療学基礎実習Ⅲ 1 1

◎ 顎口腔医療学基礎実習Ⅳ 1 1

◎ 歯科矯正学Ⅰ 2 2

◎ 歯科矯正学Ⅱ 2 2

◎ 歯科矯正学基礎実習Ⅰ 1 1

◎ 歯科矯正学基礎実習Ⅱ 1 1

◎ 小児歯科学Ⅰ 2 2

◎ 小児歯科学Ⅱ 2 2

◎ 小児歯科学基礎実習Ⅰ 1 1

◎ 小児歯科学基礎実習Ⅱ 1 1

◎ 障害者・有病者歯科学 2 2

◎ 成人・高齢者歯科学 2 2

◎ 摂食・嚥下リハビリテーション学 1 1

◎ 歯科臨床解剖学Ⅰ 1 1

◎ 歯科臨床解剖学Ⅱ 1 1

◎ 歯科臨床解剖学実習Ⅰ 1 1

◎ 歯科臨床解剖学実習Ⅱ 1 1

◎ 歯科医療行動科学 1 1

◎ 衛生行政 1 1

◎ 衛生学・公衆衛生学 1 1

◎ 社会歯科学 1 1

◎ 社会福祉学 1 1

◎ リサーチスタートアップ 1 1

◎ 歯学研究特論Ⅰ 1 1

◎ 歯学研究特論Ⅱ 2 2

履修年次（中段：年次/下段：セメスター）
最低修得
単位数

授　業　科　目科目区分

基

幹

科

目

総

合

臨

床

系

科

目

備　　考1 2 3 4 5 6

社
会
歯
学
系

科
目

歯
学
研

究
科
目
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<歯学科　歯学プログラム>

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

◎ 国際歯科医学特論 1 1

◎ 口腔機能修復学特論 1 1

◎ 応用口腔医学特論 1 1

◎ 顎口腔医療学特論 1 1

◎ 咬合発達育成学特論 1 1

◎ 臨床歯科医学総合演習 2 2

◎ 総合歯科医療学Ⅰ 1 1

◎ 総合歯科医療学Ⅱ 1 1

◎ 基礎・臨床総合示説 4 4

◎ がんの生物学 1 1

◎ 救急集中治療医学 1 1 医学部教員開講科目

◎ 歯学研究実習Ⅰ 2 2

◎ 歯学研究実習Ⅱ 4 4

◎ 歯学研究実習Ⅲ 2 2

歯学国際演習A 1
奇数セメスターに開講・同一授業

科目を重複して単位修得可能

歯学国際演習B 1
偶数セメスターに開講・同一授業

科目を重複して単位修得可能

◎ 臨床見学演習・実習Ⅰ 1 1

◎ 臨床見学演習・実習Ⅱ 2 2

◎ 臨床見学演習・実習Ⅲ 1 1

◎ 臨床実習（予備実習含む） 42

2 6 23 27 26 31 34 23 16 1 0 42

231

（注）　◎は必修科目を示す。

教養教育科目 専門教育科目

　平和科目  2単位 　基幹科目

　大学教育基礎科目  4単位 　　専門基礎科目  11単位

　共通科目 　　生命科学系科目  55単位

領域科目  8単位 　　医学系科目  12単位

外国語科目 　　総合臨床系科目  76単位

　英語  6単位 　　社会歯学系科目   4単位

　初修外国語  4単位 　　歯学研究科目   4単位

情報・データサイエンス科目  4単位 　展開科目  23単位

健康スポーツ科目  2単位 　臨床実習科目

　基盤科目 10単位 　　臨床見学演習・実習Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ   4単位

　　臨床実習（予備実習含む）  42単位

教養教育科目小計 40単位 専門教育科目小計 231単位

6科目区分 授　業　科　目

歯学プログラム　卒業要件単位数　271 単位

展

開

科

目

臨床実習
科目

42

最低修得
単位数

履修年次（中段：年次/下段：セメスター）

57合　　計 8 50 57 17 42

備　　考1 2 3 4 5
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<口腔健康科学科　口腔保健学プログラム>　

1 2 3 4 5 6 7 8

◎ 解剖学・口腔解剖学 2 2

◎ 歯の形態学 1 1

◎ 口腔科学基礎 1 1

◎ 歯の形態学実習 1 1

◎ 組織学・口腔組織学 2 2

◎ 生理学・口腔生理学 2 2

◎ 病理学・口腔病理学 2 2

◎ 薬理学・歯科薬理学 2 2

◎ 微生物学・口腔微生物学 2 2

◎ 免疫学 1 1

◎ 基礎オーラルサイエンス実習 1 1

◎ 口腔衛生学 2 2

◎ 衛生学・口腔衛生学実習 1 1

◎ 社会歯科学 1 1

◎ 衛生行政 1 1

◎ 衛生学・公衆衛生学 1 1

◎ 対人コミュニケーション論 1 1

◎ 医療コミュニケーション基礎論 1 1

◎ 臨床心理学 1 1

◎ 社会福祉学 1 1

◎ 医療倫理学 1 1

◎ 総合医科学 2 2

◎ 基礎栄養生化学（食品学を含む。) 2 2

◎ 口腔保健学概論 1 1

◎ 口腔保健学臨床概論 1 1

◎ 臨床歯科学概論 1 1

◎ 発達期系歯科学（歯科矯正学） 2 2

◎ 発達期系歯科学（小児歯科学） 2 2

◎ 歯冠修復保健工学Ⅰ 1 1

◎ 歯冠修復保健工学Ⅱ 2 2

◎ 保存系歯科学（歯内療法学） 1 1

◎ 保存系歯科学（歯周病学） 1 1

◎ 外科系歯科学Ⅰ 1 1

◎ 外科系歯科学Ⅱ 1 1

◎ 歯科放射線学 1 1

◎ 障害者・有病者歯科学 2 2

◎ 成人・高齢者歯科学 2 2

◎ 歯科材料学 1 1

◎ 歯科麻酔学 1 1

◎ 歯科医療管理学示説 1 1

◎ 歯科医療安全学 1 1

◎ チーム医療学 1 1

◎ チーム歯科医療学実習Ⅰ 1 1

◎ チーム歯科医療学実習Ⅱ 1 1

◎ チーム歯科医療学実習Ⅲ 1 1

◎ チーム歯科医療学実習Ⅳ 1 1

◎ チーム歯科医療学実習Ⅴ 1 1

◎ 口腔保健行動学実習Ⅰ 1 1

◎ 口腔保健行動学実習Ⅱ 1 1

◎ 口腔保健行動学実習Ⅲ 1 1

◎ 口腔保健行動学実習Ⅳ 1 1

◎ 医療情報処理学 2 2

最低修得
単位数

履修年次（中段：年次/下段：セメスター）

備　　考1 2 3 4
区
分

科目
区分

授　　業　　科　　目

専

門

教

育

科

目

専

門

科

目

専

門

基

礎

科

目
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<口腔健康科学科　口腔保健学プログラム>　

1 2 3 4 5 6 7 8

◎ 口腔保健管理学実習Ⅰ 1 1

◎ 口腔保健管理学実習Ⅱ 1 1

◎ 口腔保健管理学実習Ⅲ 1 1

◎ 口腔保健管理学実習Ⅳ 1 1

◎ リハビリテーション概論 1 1

◎ 摂食・嚥下リハビリテーション学 1 1

◎ 口腔リハビリテーション学実習 1 1

◎ 看護学Ⅰ 1 1

◎ 看護学ⅡA 1 1

◎ 看護学ⅡB 1 1

看護学Ⅲ 2 2

看護学演習 1 1

基礎看護学臨床実習（養護教諭） 1 1

養護概説 2 2

健康相談 1 1

学校保健演習Ⅰ 1 1

学校保健演習Ⅱ 1 1

小児科学 1 1

精神科学 1 1

精神保健学 1 1

◎ スポーツ歯科・顎関節症保健学 1 1

◎ 災害医療・歯科法医学 1 1

◎ 口腔保健学臨床・臨地実習 20 5

口腔保健管理学臨床実習 5

◎ 卒業研究 3 1

◎ リサーチスタートアップ 1 1

歯学国際演習A 1
奇数セメスターに開講・同一授業
科目を重複して単位修得可能

歯学国際演習B 1
偶数セメスターに開講・同一授業
科目を重複して単位修得可能

3 4 22 21 22 14 0 17

103

（注）　◎は必修科目を示す。

口腔保健学プログラム　卒業要件単位数　141単位

教養教育科目 専門教育科目

　平和科目  2単位 　専門基礎科目  32単位

　大学教育基礎科目  4単位 　専門科目  71単位

　共通科目

領域科目  8単位

外国語科目

　英語  6単位

　初修外国語  4単位

情報・データサイエンス科目  4単位

健康スポーツ科目  2単位

　基盤科目  8単位

教養教育科目小計 38単位 専門教育科目小計 103単位

区
分

科目
区分

授　　業　　科　　目

177 43

備　　考
最低修得
単位数

1 2 3 4

履修年次（中段：年次/下段：セメスター）

専

門

教

育

科

目

36

専

門

科

目
15

5

2

合　　　　　　　　計
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<口腔健康科学科　口腔工学プログラム>　

1 2 3 4 5 6 7 8

◎ 口腔工学入門 1 1

◎ 解剖学・口腔解剖学 2 2

◎ 歯の形態学 1 1

◎ 口腔科学基礎 1 1

◎ 組織学・口腔組織学 2 2

◎ 口腔解剖学実習Ⅰ 1 1

◎ 口腔解剖学実習Ⅱ 1 1

◎ 顎口腔機能学 2 2

◎ 顎口腔機能学実習 1 1

◎ 生理学・口腔生理学 2 2

◎ 薬理学・歯科薬理学 2 2

◎ 微生物学・口腔微生物学 2 2

◎ 病理学・口腔病理学 2 2

免疫学 1 1

口腔衛生学 2 2

◎ 社会歯科学 1 1

総合医科学 2 2

◎ 医療倫理学 1 1

◎ 基礎栄養生化学（食品学を含む。) 2 2

◎ 外科系歯科学Ⅰ 1 1

◎ 外科系歯科学Ⅱ 1 1

◎ 保存系歯科学（歯内療法学） 1 1

◎ 保存系歯科学（歯周病学） 1 1

◎ チーム医療学 1 1

◎ 障害者・有病者歯科学 2 2

◎ 成人・高齢者歯科学 2 2

◎ 関係法規（社会保障制度を含む） 1 1

◎ 歯科医療安全学 1 1

◎ 医療情報処理学 2 2

◎ スポーツ歯科・顎関節症保健学 1 1

◎ 歯科材料学 1 1

◎ 生体材料学 1 1

◎ 生体材料学実習 1 1

◎ 応用生体材料学実習 1 1

◎ 精密鋳造学 2 2

◎ 精密鋳造学実習 1 1

◎ CAD／CAMシステム工学 1 1

◎ 医療システム工学 1 1

◎ デジタルデンティストリ実習 1

◎ 口腔工学概論Ⅰ 1 1

◎ 口腔工学概論Ⅱ 1 1

◎ ME機器学 1 1

◎ 発達系歯科学（小児歯科学） 1 1

◎ 発達系歯科学（小児歯科学）基礎実習 1 1

◎ 発達系歯科学（矯正歯科学） 2 2

◎ 発達系歯科学（矯正歯科学）基礎実習Ⅰ 1 1

◎ 発達系歯科学（矯正歯科学）基礎実習Ⅱ 1 1

◎ 歯冠修復保健工学Ⅰ 1 1

◎ 歯冠修復保健工学Ⅱ 2 2

◎ 歯冠修復保健工学Ⅲ 1 1

◎ 歯冠修復保健工学実習（インレー） 1 1

◎ 歯冠修復保健工学実習（クラウンⅠ） 1 1

◎ 歯冠修復保健工学実習（クラウンⅡ） 1 1

◎ 歯冠修復保健工学実習（ブリッジⅠ） 1 1

◎ 歯冠修復保健工学実習（ブリッジⅡ） 1 1

区
分

科目
区分

授　業　科　目
最低修得
単位数

履修年次（中段：年次/下段：セメスター）

専

門

教

育

科

目

専

門

基

礎

科

目

専

門

科

目

備　　考1 2 3 4

1
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<口腔健康科学科　口腔工学プログラム>　

1 2 3 4 5 6 7 8

◎ 歯冠修復保健工学実習（前装冠・インプラント上部構造Ⅰ） 1 1

◎ 歯冠修復保健工学実習（前装冠・インプラント上部構造Ⅱ） 1 1

◎ 歯冠修復保健工学実習 1 1

◎ 有床義歯保健工学（全部床義歯） 2 2

◎ 有床義歯保健工学（部分床義歯） 2 2

◎ 有床義歯保健工学実習（全部床義歯） 2 2

◎ 有床義歯保健工学実習（部分床義歯） 2 2

◎ 有床義歯保健工学実習（アナプラストロジーⅠ） 1 1

◎ 有床義歯保健工学実習（アナプラストロジーⅡ） 1 1

◎ 有床義歯保健工学実習（インプラント上部構造） 1 1

◎ 有床義歯保健工学実習 1 1

◎ 審美歯科学 1 1

◎ メディカルデザイン工学実習 1 1

◎ オーラルプロセス工学実習 1 1

◎ 口腔保健工学臨床的実習 13 1 6 6

◎ メディカルデザイン工学Ⅰ 1 1

◎ メディカルデザイン工学Ⅱ 1 1

◎ 災害医療・歯科法医学 1 1

◎ 摂食・嚥下リハビリテーション学 1 1

◎ 卒業研究 9 6 2 1

夏季特別実習 1 1

◎ リサーチスタートアップ 1 1

歯学国際演習A 1
奇数セメスターに開講・同一授業
科目を重複して単位修得可能

歯学国際演習B 1
偶数セメスターに開講・同一授業
科目を重複して単位修得可能

3 6 27 17 22 16 8 12

111

（注）　◎は必修科目を示す。

教養教育科目 専門教育科目

　平和科目  2単位 　専門基礎科目  24単位

　大学教育基礎科目  4単位 　専門科目  87単位

　共通科目

領域科目  8単位

外国語科目

　英語  6単位

　初修外国語  4単位

情報・データサイエンス科目  4単位

健康スポーツ科目  2単位

　基盤科目 10単位

教養教育科目小計 40単位 専門教育科目小計 111単位

9 44 38 20

口腔工学プログラム　卒業要件単位数　151単位

科目
区分

専

門

教

育

科

目

専

門

科

目

合　　　　　　　　計

最低修得
単位数

授　業　科　目
区
分

備　　考1 2 3 4

履修年次（中段：年次/下段：セメスター）
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Ⅲ 教 育 課 程 

 

 

 

２ 歯学科関係の取扱い 
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   ○広島大学歯学部歯学科教育課程の履修方法について 

(平成 17 年 3月 20 日学部長決裁) 

 

第 1 この取扱いは，広島大学歯学部細則(平成 16 年 7 月 28日学部長決裁)第 18 条第 2 項

の規定に基づき，広島大学歯学部歯学科の履修方法に関し必要な事項を定めるものと

する。 

第 2 第 1年次の授業科目の履修について 

   広島大学歯学部細則別表第 1(以下「別表第 1」という。)及び広島大学歯学部細則別

表第 2(以下「別表第 2」という。)で定める卒業要件単位のうち，第 1 年次に次の単位

を修得しなければ，第 2 年次の授業科目を履修することができない。 

  大学教育基礎科目 

   教養ゼミ 2 単位 

  共通科目 

   外国語科目 7単位(コミュニケーション演習は含まない。) 

   領域科目，情報・データサイエンス科目及び健康スポーツ科目 4 単位 

  基盤科目 

   必修科目 6 単位 

   選択必修科目 4 単位 

  専門教育科目 

   解剖学 2単位 

   局所解剖学Ⅰ 1 単位 

   局所解剖学Ⅱ 1 単位 

   解剖学実習Ⅰ 2 単位 

   解剖学実習Ⅱ 2 単位 

第 3 第 2年次から第 6 年次の授業科目の履修及び進級について 

   別表第 2 で定める卒業要件単位のうち，各年次で修得すべき授業科目の単位が未修

得の場合は，次年次の授業科目を履修することができず，進級も認められない。 

第 4 特別試験について 

 (1) 第 1 年次から第 4 年次で修得すべき授業科目の不足数が 4 科目以内で，当該授業

科目を履修し科目試験の受験資格を得た者が不合格となった場合に，別表第 2 で定め

る展開科目のすべての授業科目，自由選択科目及び備考記載の医学部教員開講科目を

除き，学年末に特別試験を行うことがある。 

 (2) 特別試験の成績評価は，可又は不可とする。 

第 5 特例による進級について 

 (1) 第 2 及び第 3の規定にかかわらず，第 4 第 1号に定める授業科目で不合格となっ

た授業科目が 1 科目の者は，特例による進級（以下「仮進級」という。)を認めるも

のとする。 
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 (2) 前号の科目については，仮進級した学年において修得しなければならない。 

 (3) 第 1 号の科目の成績評価の方法等については当該科目の主担当教員の指導に従う

こととする。成績評価は可又は不可とし，原則として仮進級学年の開設セメスター

の成績とするが，第 4年次第 8セメスターの授業科目の成績評価は第 5年次の 8月

までに行うものとする。 

 (4) 第 1 号の科目は，仮進級学年の特別試験の対象科目数に含めない。 

 (5) 仮進級した学生の学籍は，仮進級学年とする。 

 (6) 仮進級した学生が第 1 号の科目の単位を修得できなかった場合は，第 1 号の規定

にかかわらず次の学年への進級を認めず，仮進級学年において原則として再履修

（やむを得ない理由により主担当教員の指導による場合は第 3号の規定を準用す

る。）により修得することとし，再履修した場合の成績評価は秀，優，良，可及び

不可の 5 段階とする。 

第 6 臨床実習及び第 5 年次第 10セメスターの授業科目の履修について 

第 5 年次第 9セメスターまでに，以下の（1）から（3）の条件をすべて満たさない

場合は，臨床実習及び第 5 年次第 10 セメスターの授業科目を履修することができな

い。 

（1）別表第 1で定める卒業要件単位のうち，すべての修得すべき授業科目の単位を修

得すること。 

（2）別表第 2 で定める卒業要件単位のうち，第 5 年次第 9 セメスターまでのすべて

の修得すべき授業科目の単位を修得すること。 

（3）公益社団法人医療系大学間共用試験実施評価機構（以下「機構」という。）が実

施する歯学生共用試験 CBT 及び同 OSCE において，当該受験年度の機構が定める

到達基準にいずれも達していること。 

第 7 外国語技能検定試験等による単位認定の特例について 

第 5 年次第 9セメスターまでの進級判定会議（教授会）に各年次又はセメスター

で修得すべき授業科目のうち別表第 1 の英語の単位が未修得であるが外国語技能検

定試験等による単位認定の取扱いについてに基づく申請が次の履修手続期間に行

える見込みの場合は，当該進級判定会議（教授会）までに所定の書類を歯学部に提

出した際に，当該授業科目の単位を修得見込みとみなし，条件付き進級を認める場

合がある。 

 

   附 則 
1 この取扱いは，平成 17 年 4 月 1 日から施行する。 
2 平成 16 年以前に入学した学生については，この取扱いの規定にかかわらず，広島大学 
 歯学部教育課程の履修方法についてによる。 
 

（略） 
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   附 則(令和 6.3.6 一部改正) 

1 この取扱いは，令和 6 年 4 月 1 日から施行する。 

2 令和 5 年度以前に入学した学生の履修方法については，この取り扱いによる改正後の

広島大学歯学部歯学科教育課程の履修方法について(第 6 及び第 7 に係る部分を除く。)

にかかわらず，なお従前の例による。 

3 広島大学歯学部共用試験歯学系 CBTに関する申合せ（平成 29 年 9 月 14 日学部長決裁）

及び広島大学歯学部共用試験歯学系 OSCE に関する申合せ（平成 29 年 9 月 14 日学部長

決裁）は，廃止する。ただし，令和 6 年度に歯学生共用試験 CBT（以下，「CBT」という。）

を受験する者のうち，授業科目の合格基準には達していたが令和 5年度の CBT 不合格の

ため総合歯科医療学又は総合歯科医療学Ⅲの単位が与えられていないものについては，

令和 6 年度の CBT の結果にかかわらず，令和 6 年 8 月の進級判定会議（教授会）時に，

当該科目の単位を与える。 
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   ○広島大学歯学部歯学科における既修得単位等の認定の取扱い 
平成 17 年 3 月 20 日 

学部長決裁 
 
1 この取扱いは，広島大学歯学部細則(平成 16 年 7 月 28 日学部長決裁)第 27 条の規定に

基づき，広島大学歯学部歯学科における既修得単位等の認定に関し必要な事項を定める

ものとする。 
2 1 年次入学生については，広島大学歯学部細則教育課程表(別表第 1)に基づく科目区分 
 ごとに認定できる単位数を次のように定める。 
 (1) 大学教育基礎科目 0 単位 
 (2) 共通科目 
    領域科目 8 単位以内 
    外国語科目 10 単位以内 
     英語 6 単位以内 
     初修外国語 4 単位以内 
    情報・データサイエンス科目 4 単位以内 
    健康スポーツ科目 2 単位以内 
 (3) 基盤科目 10 単位以内 
 (4) 上記にかかわらず，広島大学で修得した単位については，大学教育基礎科目 4 単位 
  及び平和科目 2 単位を認定できる。 
   附 則 
1 この取扱いは，平成 17 年 4 月 1 日から施行する。 
2 平成 16 年以前に入学した学生については，この取扱いの規定にかかわらず，広島大学

既修得単位などの認定に関する細則の歯学部における取り扱いについてによる。 
   附 則(平成 18.3.20 一部改正) 
1 この取扱いは，平成 18 年 4 月 1 日から施行する。 
2 平成 17 年度以前に入学した学生については，この取扱いによる改正後の広島大学歯学 
 部細則第 14 条に基づく歯学科における既修得単位等の認定の取扱いにかかわらず，な 
 お従前の例による。 
 

（略） 
 
   附 則(令和 6.3.6 一部改正) 
 この取扱いは，令和 6 年 4 月 1 日から施行する。 
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   ○講座配属制のマッチング方法と学生発表会について 
平成 31 年 3 月 19 日 

歯学部教授会承認 
 
 歯学科コース制は，平成 30 年度まで「最先端歯学研究コース」と「臨床歯科医学コー

ス」の 2 コース選択となっていましたが，研究教育のさらなる充実化のため平成 31 年度

から新しいシステムになります。 
 これまでは「最先端歯学研究コース」と「臨床歯科医学コース」に分かれた上で，さら

に基礎系研究室，臨床系研究室のうち 1 つに配属されていましたが，新システムでは 2 コ

ース選択とせず，最初から全研究室のうちいずれか 1 つに所属します。これにより，配属

研究室の選択が簡略化されるとともに，1 つの研究室で一貫した研究を行えるようになり

ます。 
 従来，「臨床歯科医学コース」のみで行われていた臨床歯科医学総合演習及び各種特論は，

全員を対象に行います。一方，「臨床歯科医学コース」の各演習・実習科目は，配属された

研究室でそれぞれ特徴のある教育として受けていただくことになります。 
 
1 講座配属制のマッチング方法について 
 (1) 歯学研究特論Ⅰ(3 年次第 1 ターム)及び歯学研究特論Ⅱ（3 年次第 2 ターム)で制度

の説明及び全研究室の講義を行う。 
 (2) 各研究室は受入れ可能最大人数及び国際歯学コース学生の受入れ可能な人数を学

生支援グループへ提出する(原則として最少 1 名とする)。 
 (3) 学生支援グループは歯学科 3 年次の学年代表に受入れ人数を提示し，調整を依頼す

る。 
 (4) 歯学科 3 年次の学年代表は各研究室の受入れ人数について，原則として最少 1 名と

なるように調整を行い，学生同士で協議して研究室を決定する。 
   なお，学生同士の協議で決まらなかった場合は， くじ又は GPA 等を用いて決める

ことができる。 
 (5) 歯学部長室会議，歯学部教授会の順に承認を受ける。 
 
2 学生発表会について 
 (1) ポスター発表で行う。 
 (2) 1 グループ 1 人以上で発表する。 
 (3) 学生が運営を担う。 
 

附 則 
この取り扱いは，平成 31 年 4 月 1 日より適用する。 
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（略） 
 
附 則（令和 5.3.6 一部改正） 

この取り扱いは，令和 5 年 4 月 1 日より適用する。 
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  ○広島大学歯学部 歯学系診療参加型臨床実習後客観的臨床能力試験(Post-CC PX)に
関する申合せ 

令和 3 年 3 月 4 日 
学部長決裁 

 
第 1 この申合せは，本学部の歯学系診療参加型臨床実習後客観的臨床能力試験(Post-CC 

PX)(以下「Post-CC PX」という。)に関し必要な事項を定めるものとする。 
第 2 Post-CC PX の臨床実施試験（CPX）又は一斉技能試験（CSX）が不合格の者に対

し，それぞれ再試験を行う。 
第 3 Post-CC PX の臨床実施試験（CPX）において，臨床実習終了時に不十分と判定さ

れた項目が残っている者には，臨床実習の単位を与えない。 
第 4 Post-CC PX の一斉技能試験（CSX）において，臨床実習終了時に不合格の者には，

臨床実習の単位を与えない。 
   附 則 
1 この申合せは，令和 3 年 4 月 1 日から施行する。 
2 広島大学歯学部 歯学系診療参加型臨床実習後客観的臨床能力試験(Post-CC OSCE )に

関する申合せ（令和元年 12 月 12 日学部長決裁）は，廃止する。 
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   ○広島大学歯学部口腔健康科学科教育課程の履修方法について 

平成 17 年 3 月 20日 

学部長決裁 

 

第 1 この取扱いは，広島大学歯学部細則（平成 16年 7 月 28 日学部長決裁）第 18条第 2

項及び第 19 条第 2 項の規定に基づき，広島大学歯学部口腔健康科学科の履修方法に

関し必要な事項を定めるものとする。 

第 2 第 2年次の授業科目の履修について 

広島大学歯学部細則教育課程表別表第 1（以下「別表第 1」という。）及び広島大学

歯学部細則教育課程表別表第 2（以下「別表第 2」という。）に定める修得すべき授業

科目のうち，第 1年次で修得すべき授業科目の単位が未修得の場合は，第 2年次の授

業科目を履修することができない。 

ただし，別表第 1及び別表第 2に定める科目の不合格科目の合計が 3 科目以内の単

位未修得者については，第 2 年次の授業科目の履修を許可することがある。 

第 3 第 3年次の授業科目の履修について 

別表第 1 及び別表第 2 で定める修得すべき授業科目のうち，4 科目以上の単位が第

2 年次末で未修得の者は，第 3 年次の授業科目を履修することができない。ただし，

別表第 1 及び別表第 2 に定める科目の不合格科目の合計が 3 科目以内の単位未修得者

については，第 3年次の授業科目の履修を許可することがある。 

第 4 口腔保健衛生学臨床・臨地実習又は口腔保健工学臨床的実習の履修について 

別表第 1 及び別表第 2で定める修得すべき授業科目のうち，第 3 年次の第 5セメス

ターまでに所定の単位を未修得の者は，第 6 セメスターから始まる口腔保健衛生学臨

床・臨地実習又は口腔保健工学臨床的実習を履修することができない。 

第 5 第 4年次の履修について 

別表第 2 に定める修得すべき授業科目のうち，第 3年次の第 6 セメスターまでに所

定の単位を未修得の者は，第 4年次の口腔保健衛生学臨床・臨地実習又は口腔保健工

学臨床的実習を履修することができない。 

第 6 口腔保健学専攻における養護教諭一種免許取得に必要な授業科目の履修について 

(1) 口腔保健学専攻の学生は，別表第 2 の必修科目に加えて，別表「養護教諭一種免許

取得に必要な履修科目」（以下「養護教諭一種履修科目」という。）に定める授業科目

を修得することにより，養護教諭一種免許を取得することができる。 

(2) 第 6セメスター以降の履修について 

① 第 5 セメスター終了時点での通算 GPAが原則として 55未満又は別表第 1，別表第

2 及び養護教諭一種履修科目に定める養護に関する科目の単位を未修得の者は，養

護教諭一種履修科目に定める第 6 セメスター以降の次の授業科目を履修することが

できない。 

  ・学校保健演習Ⅰ 
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  ・学校保健演習Ⅱ 

  ・健康相談 

  ・基礎看護学臨床実習（養護教諭） 

② 養護教諭一種履修科目のうち第 6セメスターまでに履修すべき単位を未修得の者

は，第 7 セメスターの養護実習及び養護実習指導論を履修することができない。 

③ 養護教諭一種履修科目のうち第 7セメスターまでに履修すべき単位を未修得の者

は，第 8 セメスターの教職実践演習(養護教諭)を履修することができない。 

第 7 再履修について 

不合格科目は，再履修が原則であるが当該科目の担当教員(兼担教員を含む。)の指

導に従うものとする。 

第 8 特別試験について 

第 2 及び第 3により次年次の授業科目の履修を許可した場合，別表第 2の授業科目

のうち当該不合格科目について，学期末に特別試験を実施し，成績評価を行う。成績

評価は可又は不可とする。 

なお，第 5 セメスターの科目については，特別試験を行わない。 

また，各授業科目の特別試験は原則として年 1回のみ実施する。 

第 9 外国語技能検定試験等による単位認定の特例について 

第 2 から第 4の進級判定会議（教授会）までに各年次又はセメスターで修得すべき

授業科目のうち別表第 1 の英語の単位が未修得であるが外国語技能検定試験等による

単位認定の取扱いについてに基づく申請が次の履修手続期間に行える見込みの場合は，

当該進級判定会議（教授会）までに所定の書類を歯学部に提出した際に，当該授業科

目の単位を修得見込みとみなし，条件付き進級を認める場合がある。 

   附 則 

 この取扱いは，平成 17 年 4 月 1 日から施行する。 

 

（略） 

 

   附 則(令和 6.3.6 一部改正) 

1 この取扱いは，令和 6 年 4 月 1 日から施行する。 

2 令和 5年度以前に入学した学生の履修方法（第 9に係る部分を除く。）及び別表「養護

教諭一種免許取得に必要な履修科目」については，この改正後の広島大学歯学部口腔

健康科学科教育課程の履修方法についての規定にかかわらず，なお従前の例による。 
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科目名
合計必
要単位

数

履修年
次

履修セメ
スター

履修登録
の必要
（注1）

備考

日本国憲法 2 1 1～2 〇
教養教育科目の領域科
目。

健康スポーツ科学

スポーツ実習A

スポーツ実習B

スポーツ演習

コミュニケーションIA

コミュニケーションIB

コミュニケーションIIA

コミュニケーションIIB

数理、データ活用及び
人工知能に関する科
目

情報・データ科学入門 1 ×

情報機器の操作 コンピュータ・プログラミング 1 〇

8

教育の思想と原理 2

教職入門 2

教育と社会・制度 2

児童・青年期発達論 2

特別支援教育 1 偶数年度（西暦）開講

教育課程論 2

道徳教育指導法 2 奇数年度（西暦）開講

総合的な学習の時間の指導法 1 奇数年度（西暦）開講

特別活動指導法 2 偶数年度（西暦）開講

教育方法・技術論及び情報活用教
育論

2

生徒・進路指導論 2

教育相談 2

養護実習指導論

養護実習

教職実践演習（養護教諭） 2 4 8

29

5

教職実践演習

合計単位数

4 7

道徳、総合的な学習の時間及び特別活動に関す
る内容

教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用
を含む。）

生徒指導の理論及び方法

教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識
を含む。）の理論及び方法

養護実習
[養護実習に係る事前事後指導1単位を含む]

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想

1～3

〇

教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学
校運営への対応を含む。）

教育に関する社会的、制度的又は経営的事項
（学校と地域との連携及び学校安全への対応を含
む。）

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過
程

特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に
対する理解

教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・
マネジメントを含む。）

道
徳

、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
内
容

及
び
生
徒
指
導

、
教
育
相
談
等
に
関
す
る

科
目

教
育
実
践
に

関
す
る
科
目

1～6

合計単位数

いずれかの科目を履修
し、2単位以上修得する
こと。

外国語コミュニケーション 2 1 ×

体育 2

数理、データ活用及び人
工知能に関する科目又は
情報機器の操作

2

1

2

別表（第6関係）

養護教諭一種免許取得に必要な履修科目

（口腔健康科学科口腔保健学専攻）

科目の区分

教
育
職
員
免
許
法
施
行
規
則
第
六
十
六
の
六
に
定
め
る
科
目

日本国憲法

1
いずれかの科目を履修
し、2単位以上修得する
こと。

1 〇

教員免許取得に際して
は2単位で足りるが、口
腔保健学専攻を卒業す
るためには、すべての
単位を修得する必要が
ある。

1～2
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科目名
合計必
要単位

数

履修年
次

履修セメ
スター

履修登録
の必要
（注1）

備考

養護教諭一種免許取得に必要な履修科目

（口腔健康科学科口腔保健学専攻）

科目の区分

口腔衛生学 2 2 3 ×

衛生学・口腔衛生学実習 1 2 4 × （注2）

社会歯科学 1 2 4 × （注2）

衛生行政 1 2 3 ×

衛生学・公衆衛生学 1 2 4 ×

学校保健演習Ⅰ 1 3 6 〇

学校保健演習Ⅱ 1 3 6 〇

スポーツ歯科・顎関節症保健学 1 3 5 ×

養護概説 2 3 5 〇

臨床心理学 1 3 5 ×

健康相談 1 3 6 〇

基礎栄養生化学（食品学を含む。） 2 2 3 ×

解剖学・口腔解剖学 2 1 1 ×

歯の形態学 1 2 3 × （注2）

口腔科学基礎 1 2 3 × （注2）

生理学・口腔生理学 2 1 2 ×

病理学・口腔病理学 2 2 3 × （注2）

薬理学・歯科薬理学 2 2 3 ×

微生物学・口腔微生物学 2 2 3 ×

免疫学 1 2 3 ×

精神科学 1 3 5 〇

精神保健学 1 3 5 〇

総合医科学 2 3 6 ×

看護学Ⅰ 1 2 3 ×

看護学ⅡA 1 2 4 ×

看護学ⅡB 1 2 4 ×

看護学Ⅲ 2 3 5 〇

看護学演習 1 2 4 〇

基礎看護学臨床実習（養護教諭） 1 3 6 〇

小児科学 1 3 5 〇

40

    　　 ただし×の科目であっても、再履修の場合は学生自身による履修登録が必要である。

（注2）　教員の免許状取得科目のための選択科目であるが、口腔保健学専攻を卒業するためには単位を修得する必要がある。

学校保健

「微生物学、免疫学、薬理概論」

精神保健

看護学（臨床実習及び救急処置を含む。）

合計単位数

（注1）※　「履修登録の必要性」欄の〇は学生自身で履修登録が必要であることを、×は必要ないことを表す

　　　　　（×の科目は口腔保健学専攻の必修科目であり、履修登録を大学で行うため）。

養
護
に
関
す
る
科
目

衛生学・公衆衛生学（予防医学を含む。）

養護概説

健康相談活動の理論・健康相談活動の方法

栄養学（食品学を含む。）

解剖学・生理学
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   ○広島大学歯学部口腔健康科学科における既修得単位等の認定の取扱い 
平成 17 年 3 月 20 日 

学部長決裁 
 
1 この取扱いは，広島大学歯学部細則(平成 16 年 7 月 28 日学部長決裁)第 27 条の規定に

基づき，広島大学歯学部口腔健康科学科における既修得単位等の認定に関し必要な事項

を定めるものとする。 
2 1 年次入学生については，広島大学歯学部細則教育課程表(別表第１)に基づく科目区分 
 ごとに認定できる単位数を次のように定める。 
 (1) 大学教育基礎科目 0 単位 
 (2) 共通科目 
    領域科目 
     口腔保健学プログラム 8 単位以内 
     口腔工学プログラム 2 単位以内 
    外国語科目 10 単位以内 
     英語 6 単位以内 
     初修外国語 4 単位以内 
    情報・データサイエンス科目 4 単位以内 
    健康スポーツ科目 2 単位以内 
 (3) 基盤科目 
    口腔保健学プログラム 8 単位以内 
    口腔工学プログラム 10 単位以内 
 (4) 上記にかかわらず，広島大学で修得した単位については，大学教育基礎科目 4 単位 
  及び平和科目 2 単位を認定できる。 
   附 則 
 この取扱いは，平成 17 年 4 月 1 日から施行する。 
 
   （略） 
 
   附 則(令和 6.3.6 一部改正) 
 この取扱いは，令和 6 年 4 月 1 日から施行する。 
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Ⅲ 教 育 課 程 

 

 

 

４ その他の取扱い 
（歯学科・口腔健康科学科共通） 

71



72



   ○広島大学歯学部細則に基づく欠席等の取扱い 

令和 6 年 3 月 6 日 

学部長決裁 

 

第 1 この取扱いは，広島大学歯学部細則（平成 16 年７月 28 日学部長決裁）（以下「細則」という。）第 16 条

第 3 項及び第 4 項の規定に基づき，広島大学歯学部における欠席等の取扱いに関し必要な事項を定める

ものとする。 

第 2 専門教育科目において，すべての授業に出席することを単位付与の前提とする。 

第 3 細則第 16 条第 3 項の規定に基づき，次のいずれかに該当する場合は，当該授業科目の試験の受験を

認めない。 

（1） 所定の手続をした上でその欠席が病気その他やむを得ない事由によると認められる場合を含め，欠席

が授業実施時間数の 3 分の 1 を超えた場合 

（2） 所定の手続をした上でその欠席が病気その他やむを得ない事由によると認められる場合を除き，シラバ

ス（授業計画）に記載の出席条件を満たさない場合 

第 4 第 3 各号の所定の手続をした上でその欠席が病気その他やむを得ない事由によると認められる場合

は，別表第 1 のとおりとする。 

第 5 専門教育科目において，遅刻及び早退は認めない。授業開始から 30 分以上経過して出席した場合

は，別表第 1 の事項に準ずる場合を除き，欠席として取り扱う。 

第 6 第 4 又は第 5 に基づき，学生が授業の欠席又は遅刻を連絡する場合の取扱いは，次のとおりとする。 

(1) シラバス又は LMS などを確認し，当該授業科目の授業実施後１週間以内に，当該授業科目担当教員

（原則として主担当教員）（以下「当該授業科目担当教員」という。）へ電子メール又は指定された方法によ

り連絡する。 

(2) 別表第 1 に定める書類を用意し，当該授業科目担当教員に提示が求められた際には提示する。 

第 7 第 6 により連絡した場合に，レポート又は補講等の代替措置等により，当該授業科目担当教員の判断で

出席扱いとすることができる。 

第 8 細則第 16 条第 4 項の規定に基づき，試験当日病気その他の事故で試験を受けることができない者と認

められる場合は，別表第 2 のとおりとする。 

第 9 第 8 に基づき，学生が試験の欠席又は遅刻を連絡する場合の取扱いは，次のとおりとする。 

当該授業科目担当教員へ第 6 第 1 号の方法により欠席又は遅刻した旨を速やかに連絡すると共に，所

定の追試験受験願と別表第 2 の学部長に届出が必要な書類を添えて，当該授業科目の試験実施後１週間

以内に霞地区運営支援部学生支援グループ（歯学部担当）へ提出する。 

第 10 この取扱いにより難い場合は，歯学部長室会議において処理する。 

 

   附 則 

1 この取扱いは，令和 6 年 4 月 1 日から施行し，令和 6 年度入学生から適用する。 

2 学生の課外活動に関わる授業及び試験の取扱いについて(平成 19 年 6 月 14 日学部長決裁)及び学会等

に学部学生が出席する場合の取扱いについて(平成 19 年 7 月 12 日学部長決裁)は，令和 6 年度以降の

入学生には適用しない。 
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別表第 1（授業科目（臨床実習を除く。）における所定の手続をした上でその欠席が病気その他やむを得ない

事由によると認められる場合） 

番号 事項 
当該授業科目担当教員に求められた

際に提示が必要な書類 

(1) 

配偶者(性の多様性に関する理念と対応ガイドライン

－LGBT 等の学生と教職員を包摂するキャンパスを目

指して－(令和 4 年 12 月 27 日役員会承認)に示すパー

トナーシップを証明する書類により証明されるパートナ

ーを含む。)又は 3親等内の親族の死亡による忌引の場

合 

「会葬礼状」等通夜，葬儀の日程が

わかるもの又は当該親族等が亡くなっ

たことがわかる書類 

（具体的な親族及び日数は，別表第

3 のとおり。） 

(2) 
学校保健安全法施行規則第 18 条に規定する感染

症に罹患した場合又は感染のおそれがある場合 

医療機関発行の診断書，治癒証明

書等の写し又は処方された薬の薬袋等

で当該感染症の名称等が判断できる書

類 

（3） 
交通事故，災害又は交通機関の運休等により通学が

困難な場合 

事故証明書又は事故の事実がわか

る書類，罹災証明書又は災害の事実が

わかる書類，公共交通機関が発行する

遅延又は運休等の事実が確認できる書

類 

（4） 

その他，当該授業科目担当教員がやむを得ない事由と認める場合 

裁判員制度による裁判員又は裁判員候補者に選任

された場合 

裁判所からの呼出状及び出頭証明

書の写しなど 

検察審査会の審査員又は補充員に選任された場合 
検察審査会事務局からの招集状の

写しなど 

証人や参考人等として裁判所その他官公署へ出頭

する場合 
内容や期間を証明する書類など 

病気やけがで授業への出席が困難な場合 

医療機関発行の診断書，治癒証明

書等の写し，処方された薬の薬袋等又

は医療機関等を受診・薬を処方された

際の領収書など 

学会に参加する場合（筆頭発表者又は演者として学

会等で発表する場合に限る。） 
内容や期間を証明する書類など 

ボランティア活動に参加する場合（文部科学省等から

通知があるものに限る。） 
内容や期間を証明する書類など 

本人の責によらない事由で欠席する場合 内容や期間がわかる書類など 
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別表第 2（試験当日病気その他の事故で試験を受けることができない者と認められる場合） 

番号 事項 学部長に届出が必要な書類 

(1) 

配偶者(性の多様性に関する理念と対応ガイドライン

－LGBT 等の学生と教職員を包摂するキャンパスを目

指して－(令和 4 年 12 月 27 日役員会承認)に示すパー

トナーシップを証明する書類により証明されるパートナ

ーを含む。)又は 3親等内の親族の死亡による忌引の場

合 

「会葬礼状」等通夜，葬儀の日程が

わかるもの又は当該親族等が亡くなっ

たことがわかる書類 

（具体的な親族及び日数は，別表第

3 のとおり。） 

(2) 
学校保健安全法施行規則第 18 条に規定する感染

症に罹患した場合又は感染のおそれがある場合 
医療機関発行の診断書 

（3） 
交通事故，災害又は交通機関の運休等により通学が

困難な場合 

事故証明書又は事故の事実がわか

る書類，罹災証明書又は災害の事実が

わかる書類，公共交通機関が発行する

遅延又は運休等の事実が確認できる書

類 

（4） 

その他，当該授業科目担当教員がやむを得ない事由と認める場合 

病気やけがで授業への出席が困難な場合 医療機関発行の診断書 

本人の責によらない事由で欠席する場合 内容や期間がわかる書類など 

 

別表第 3（忌引の場合の取扱い） 

それぞれに掲げる連続する日数(葬儀のため遠隔の地に赴く場合にあっては，往復に要する日数を加えた

日数)の範囲内の期間(休日及び振替日を含む。) 

親族 日数 

配偶者(パートナーを含む。) 

7 日 父母 

子 

祖父母 
3 日(代襲相続し，かつ，祭具等の承継を受ける場

合にあっては，7 日) 

孫 1 日 

兄弟姉妹 3 日 

おじ又はおば 
1 日(代襲相続し，かつ，祭具等の承継を受ける場

合にあっては，7 日) 

父母の配偶者又は配偶者(パートナーを含む。)の

父母 
3 日(生計を一にしていた場合にあっては，7 日) 

子の配偶者又は配偶者(パートナーを含む。)の子 1 日(生計を一にしていた場合にあっては，5 日) 

祖父母の配偶者又は配偶者(パートナーを含む。)

の祖父母 
1 日(生計を一にしていた場合にあっては，3 日) 

兄弟姉妹の配偶者又は配偶者(パートナーを含

む。)の兄弟姉妹 

おじ又はおばの配偶者 
1 日 

その他 
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   ○広島大学歯学部細則に基づく追試験，再試験及び特別試験の取扱い 
平成 19 年 1 月 11 日 

学部長決裁 
 
第 1 この取扱いは，広島大学歯学部細則（平成 16 年７月 28 日学部長決裁）第 16 条第

5 項及び第 6 項の規定に基づき，広島大学歯学部における追試験及び再試験に関し必

要な事項を定めるものとする。 
第 2 追試験について 
   追試験の受験回数は 1 回とし，広島大学歯学部細則に基づく欠席等の取扱い第 9 に

基づく手続を行うこと。手続があったものに対しては，追試験を行うことがある。追

試験が認められた場合，当該授業科目担当教員（原則として主担当教員）（以下「当該

授業科目担当教員」という。）がその方法及び期日(ただし，次のセメスター開始まで)
について定め，実施するものとする。 

   なお，追試験を受験した場合の授業科目の成績評価は，秀，優，良，可及び不可の

5 段階とする。 
第 3 再試験について 

再試験の受験回数は原則として 1 回とし，当該授業科目担当教員がその方法及び期

日について定め，成績確定日までに行うものとする。 
  なお，再試験を受験した場合の授業科目の成績評価は，可及び不可の 2 段階とする。 

第 4 再試験及び追試験に対する追試験について 
   再試験及び追試験に対する追試験は行わない。 
   ただし，再試験及び追試験実施日に，広島大学歯学部細則に基づく欠席等の取扱い

第 9 に基づく事態が生じた場合は認めることがある(実施手続は第 2 及び第 3 に準ず

る。)。 
第 5 試験期間について 
  試験(定期試験)は，次の期間に行う。 
   原則として，授業最終日の翌週まで 
  追試験・再試験は，次の期間に行う。 
   前期：原則として，8 月の成績確定日まで 
   後期：原則として，2 月の成績確定日まで 
第 6 特別試験について 
  広島大学歯学部在籍学生（科目等履修生及び国際歯学コースに在籍していない特別聴

講学生を除く。）が広島大学歯学部教育課程の履修方法について定めた条件を満たした

場合は，特別試験を行う。 
  歯学科においては，原則として 3 月の成績確定日までに行う。ただし，仮進級した学

生の第 4 年次第 8 セメスターの授業科目の成績評価は第 5 年次の 8 月の成績確定日まで

に行う。 
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  口腔健康科学科においては，第 2 年次，第 3 年次の原則として 8 月の成績確定日まで

に行う。 
  特別試験の実施については，当該授業科目担当教員がその方法及び期日について定め

る。特別試験に対する追試験・再試験は行わない。 
   附 則 
1 この取扱いは，平成 19 年 4 月 1 日から施行する。 
2 平成 17 年度以前に入学した学生についてもこの取扱いを適用する。ただし，追試験を 
 受験した場合の授業科目の成績評価は，優，良，可及び不可の 4 段階とする。また，再 
 試験の受験回数については定めない。 
   附 則(平成 20.9.11 一部改正) 
 この取扱いは，平成 20 年 10 月 1 日から施行する。 
 

（略） 
 
   附 則(令和 6.3.6 一部改正) 
1 この取扱いは，令和 6 年 4 月 1 日から施行する。 
2 令和 5 年度以前に入学した学生の取扱いについては，この取扱いによる改正後の広島

大学歯学部細則に基づく追試験，再試験及び特別試験の取扱いの規定にかかわらず，な

お従前の例による。 

77



   ○歯学部期末試験実施要項 

(平成 20 年 9月 11 日学部長室会議) 

 

1 試験期日について 

(1) 試験は，原則としてターム末に行う。ただし，必要がある場合には臨時にこれを行うことが

できる。 

(2) 試験開始１週間前までに告示を行う。 

 

2 試験の実施方法について 

(1) 試験は，授業の実施方法に応じ，対面又はオンラインのいずれかの方法により行う。 

(2) オンラインで実施する場合は，インターネット環境等により受験者間に不公平が生じること

のないように留意する。 

 

3 対面による試験について 

［A］試験実施について 

 (1) 受験にあたっては学生証を机上に置かせる｡なお，学生証を持参していない場合は，学生支援

グループで受験証明書を発行する｡ 

 (2) 受験に必要なもの以外は，机上に置かないよう指示する。 

 (3) 監督者は，試験開始後，受験者の確認を行う。 

 (4) 試験時間の 3分の 1 以上遅刻した場合は，受験を認めない｡ 

 (5) 試験開始後 30分経過するまでは，退室を許可しない｡ 

 

［B］試験監督者について 

 (1) 受験者 50名までは，原則として当該授業科目の担当教員が監督を行う。 

 (2) 受験者 50名を超える場合には，原則として受験者 50 名につき補助監督者 1 名を増やす。 

 

［C］不正行為について 

 (1) 当該試験監督者は，試験中に不正行為を発見した場合には，答案用紙及び証拠物件を取り上

げ，当該学生にその試験終了後に，学生支援グループに出頭するよう申し渡して退室させる。

その際に，出頭しない場合には不利益を受けることがある旨を伝える。 

 (2) 当該試験監督者は，試験終了後，当該学生との間で不正行為にかかわる事実関係を確認する。

なお，当該試験監督者が当該授業科目の担当教員でない場合，当該授業科目の担当教員は必ず

この確認作業に加わる。 

 (3) 上記以外で不正行為を発見した場合には，当該授業科目の担当教員は，副学部長等立ち会い

の上，受験者本人との間で不正行為にかかわる事実関係を確認する。 

 (4) 当該試験監督者は，受験者が不正行為の事実を認めた場合，受験者の学生番号，氏名，不正行

為の態様・時間及び監督者の取った措置等を作成（以下「確認書」という。）し，当該受験者に確

認させた上で署名させる。 

 (5) 当該授業科目の担当教員は，当該不正行為について，確認書により歯学部長へ報告する。 

 (6) 歯学部長室会議において不正行為が確認された場合は，期末試験等における不正行為の取扱い

について(平成 16年 4 月 1日学長決裁)により取り扱う。 
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4 オンラインによる試験について 

［A］試験実施について 

(1) 試験実施にあたっては，本人確認の意味も含め，学生 IDを用いてログインするツールを使用

することが望ましい。 

(2) 試験開始前に，受験者の周囲に人がいないことを確認させる。 

(3) 受験に必要なもの以外は，受験者の周囲に置かないよう指示する。 

(4) 監督者は，試験開始後，受験者の確認を行う。 

(5) 試験時間の 3 分の 1 以上遅刻した者については，受験を認めない。 

 

［B］試験監督者について 

(1) 原則として当該授業科目の担当教員が監督する。 

(2) 当該授業科目の担当教員は，必要に応じて，補助監督者を 1 名以上置くことができる。 

 

［C］不正行為について 

(1) 答案の採点中に不正行為を発見した場合には，当該授業科目の担当教員は，副学部長等立ち

会いの上，受験者本人との間で不正行為にかかわる事実関係を確認する。 

 (2) 当該授業科目の担当教員は，当該不正行為について，確認書により歯学部長へ報告するものと

する。 

 (3) 歯学部長室会議において不正行為が確認された場合は，期末試験等における不正行為の取扱い

について(平成 16年 4 月 1日学長決裁)により取り扱う。 

 

   附 則(平成 20.9.11 一部改正) 

 この申合せは，平成 20 年 10 月 1日から施行する。 

 

   （略） 

 

   附 則(令和 2.6.16一部改正) 

 この申合せは，令和 2 年 4 月 1 日から施行する。 
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歯学部生の東千田キャンパス開設授業科目の受講について 

平成23年4月1日 

副学長（教育・研究担当）決裁 

 

 

（注１）可は，当該科目を受講できることを示す。 

（注２）転学部生については，２年次生と同じ扱いとする。 

（注３）学生への指示（ガイダンス）は当該学部で行う。 

（注４）平成 28 年度から適用する。 

 

対象学部・学科 

夜間授業時間帯に開設する授業科目 
昼間授業時間帯に 

開設する授業科目 
備 考 

外国語科目 
外国語科目以外の 

教 養 教 育 科 目 

歯 

 

学 

 

部 

全 学 科 

1 年次生 
不可 不可 可   

全 学 科 

2 年次生以上 
可 可 可   
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放送大学との単位互換について（申合せ） 

平成 21 年 3 月 19 日 

学部長決裁 

 

歯学部の学生が，放送大学で履修した授業科目及び履修した単位を以下のとおり取り扱う。 

1 履修できる授業科目の範囲について 

放送大学で開講されるすべての授業科目の履修を認める。 

2 認定単位数について 

放送大学で履修した単位は外国語科目の英語を除き本学部教授会の議を経て，本学の授業科目の履修に

より修得したものとみなすことができる。この場合に，認定できる単位数は「広島大学歯学部歯学科における既

修得単位等の認定の取扱い」又は「広島大学歯学部口腔健康科学科における既修得単位等の認定の取扱

い」を準用する。 

なお，単位認定の申請は随時可能とする。 

3 外国語科目の読替について 

放送大学で外国語科目を履修した場合は，別表のとおり認定する。 

 

別表 

放送大学 単位数 広島大学 単位数 

ドイツ語Ⅰ 2 
（平成 30 年度以前入学生） ベーシックドイツ語Ⅰ 1 

（平成 31 年度以降入学生） ベーシックドイツ語Ⅰ又はⅡ 1 

ドイツ語Ⅱ 2 
（平成 30 年度以前入学生） ベーシックドイツ語Ⅱ 1 

（平成 31 年度以降入学生） ベーシックドイツ語Ⅲ又はⅣ 1 

フランス語Ⅰ 2 
（平成 30 年度以前入学生） ベーシックフランス語Ⅰ 1 

（平成31年度以降入学生） ベーシックフランス語Ⅰ又はⅡ 1 

フランス語Ⅱ 2 
（平成 30 年度以前入学生） ベーシックフランス語Ⅱ 1 

（平成31年度以降入学生） ベーシックフランス語Ⅲ又はⅣ 1 

中国語Ⅰ 2 
（平成 30 年度以前入学生） ベーシック中国語Ⅰ 1 

（平成 31 年度以降入学生） ベーシック中国語Ⅰ又はⅡ 1 

中国語Ⅱ 2 
（平成 30 年度以前入学生） ベーシック中国語Ⅱ 1 

（平成 31 年度以降入学生） ベーシック中国語Ⅲ又はⅣ 1 
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附 則 

この申合せは，平成 21 年 4 月 1 日から施行する。 

 

（略） 

 

附 則(令和 6.3.6 一部改正) 

この申合せは，令和 6 年 4 月 1 日から施行する。 
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   ○外国の研修機関における語学研修の単位認定に関する内規 
(平成 12 年 9 月 14 日広島大学歯学部制定) 

 
 (趣旨) 
第 1 条 この内規は，本学部の学生が外国の研修機関において語学研修のため短期留学(私 
 費の場合も含む。)した場合の単位認定に関し，必要な事項を定めるものとする。 
 (外国の研修機関) 
第 2 条 外国の研修機関は大学，大学附属施設又は本学部において認めた機関とする。 
 (単位認定の手続) 
第 3 条 単位の認定を受けようとする学生は，研修機関，研修内容，研修期間について， 
 事前に教授会の承認を得なければならない。 
2 単位の認定を受けようとする学生は，別に定める評価依頼状及び評価表により，当該 
 研修機関に対し評価を依頼するものとする。 
3 単位の認定を受けようとする学生は，帰国後 1 か月以内に，所定の用紙に評価表を添 
 えて単位の認定を願い出るものとする。 
 (単位の認定) 
第 4 条 本学部が教育上有益と認めるときは，外国の研修機関における語学研修を，教授 
 会の議を経て，本学における授業科目の履修とみなし単位を与えることができるものと 
 する。 
2 認定できる単位数は，4 単位までとする。 
 (研修の総時間数) 
第 5 条 研修の総時間数は，最低 30 時間を満たさなくてはならない。 
   附 則 
 この内規は，平成 12 年 9 月 14 日から施行する。 
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広島大学歯学部における感染症対策について 

 

令和 4 年 9 月 8 日 

学部長決裁 

 

（1） ワクチンについて 

学生は，感染症対策として学部長が指定する期日までにＢ型肝炎，麻疹，風疹，ムンプス，水痘について，抗

体の有無を確認しなければならない。 

検査の結果，抗体価が基準を下回っている者については，医療機関において，必要なワクチン接種を行い，

接種証明書を学生支援グループ(歯学部担当)へ提出すること（Ｂ型肝炎ワクチンについては，1 年次に本学保

健管理センターで接種（有料）することができ，この場合は接種証明書の提出は不要）。 

医学的理由でワクチンを受けることができない場合は，理由を記載した医療機関発行の証明書を添えて学生

支援グループ（歯学部担当）に提出すること。 

ワクチン接種後の確認の検査でなお抗体価が基準を下回っていた場合には，再度ワクチン接種を行うことを

推奨する。 

 

（2） 健康診断及びレントゲン撮影について 

学生は，本学保健管理センターで年 1回実施する健康診断とレントゲン撮影による結核の有無等の診断を受

けなければならない。保健管理センターで受診できない者については，学外の医療機関で健康診断及び胸部

レントゲン撮影を受け，結果の写しを保健管理センターまで提出すること。 

 

（3） 臨床実習（予備実習を含む。）（以下「臨床実習」という。）の受講について 

歯学科 5 年次又は口腔健康科学科 3 年次については，臨床実習開始の前日までに（1）及び当該年度の（2）

を終了していない者については，臨床実習の履修を認めない。 

 

附 則 

1 この取扱いは，令和 4 年 9 月 8 日から施行する。 

2 令和 4 年度の歯学科 5 年次又は口腔健康科学科 3 年次については，この取り扱いにかかわらず，臨床実習

開始の前日までに（1）及び当該年度の（2）が終了していない場合でも，直ちに実施することを条件に，臨床実

習の履修を認める場合がある。 
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   ○広島大学歯学部学位授与の判定基準及び卒業論文の評価基準 
(平成 29 年 1 月 12 日学部長決裁) 

 
1 広島大学歯学部では，学位授与方針(ディプロマ・ポリシー)に基づき，学士の学位審査 
 を行い，適当と認められる者に対して，学士(歯学)又は学士(口腔健康科学)の学位を授与 
 する。 
2 口腔健康科学科における卒業論文の評価は，次に定める評価基準に基づいて評価する 
 とともに，関連する科目の成績評価基準に含める。 
 (卒業論文の評価基準) 
3 論文の審査項目 
 (1) 当該専門領域における学士としての基礎的知識を修得しており，問題を把握し解明 
  する基本的な能力を身につけているか。 
 (2) テーマの設定が学士として妥当なものであり，論文作成にあたっての問題意識が明 
  確であるか。 
 (3) 論文の記述(本文，図，表，引用など)が適切であり，結論に至るまで論理構成に 
  なっており，論理的に妥当な結論が導かれているか。 
 (4) 設定したテーマに際して，適切な調査・実験方法，あるいは論証方法を採用し，そ 
  れに則って具体的な分析・考察がなされているか。 
   附 則 
 この規則は，平成 29 年 4 月 1 日から施行する。 
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広島大学歯学部学生表彰内規 

平成 21 年 3 月 19 日 

学部長決済 

 （目的） 

第１条 この内規は，広島大学歯学部学生に意欲的な学生生活を送るための動機付けを与

えるとともに，歯学部の一層の活性化を図る一助とするための表彰制度を設けるため，

必要な事項を定めるものとする。 

 （表彰の基準） 

第２条 表彰は，次の各号の一に該当する歯学部の学生個人又は学生を構成員とする団体

について行う。 

(1)学術研究活動において，特に顕著な業績を挙げたと認められる者 

(2)課外活動において，特に優秀な成績をおさめ，課外活動の振興に功績があったと認

められる者 

(3)社会活動において，特に顕著な功績を残し，社会的に高い評価を受けたと認められ

る者 

(4)その他前３号と同等以上の表彰に値する行為等があったと認められる者 

 （表彰対象者の推薦） 

第３条 チューター，顧問教員等は，前条各号の一に該当すると認めるものがあるときは，

歯学部長に推薦することができる。 

（表彰候補者の審議） 

第４条 歯学部長は，前条の推薦があったときは，歯学部長室会議において審査を行い，

歯学部教授会の議を経て表彰者を決定する。 

 （表彰の方法） 

第５条 表彰は，歯学部長が表彰状及び記念品を授与することにより行う。 

 （表彰の時期） 

第６条 表彰は，原則として新入生ガイダンスの日又は歯学部学位記授与式の日に行う。 

２ 前項の規定にかかわらず，表彰する必要があると判断されるときは，その都度行う。 

 （公表） 

第７条 被表彰者は，歯学部内に公表する。 

 （事務） 

第８条 学生の表彰に関する事務は，霞地区運営支援部学生支援グループ（歯学部担当）

において処理する。 

 （雑則） 

第９条 この内規に定めるもののほか，学生の表彰に関し必要な事項は，歯学部長が別に

定める。 

   附 則 

 この内規は，平成 21 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則（平成 26.5.30 一部改正） 

 この内規は，平成 26 年 6 月 1 日から施行する。 
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広島大学歯学部学生表彰内規に関する申合せ 

 

平成 15 年 12 月 25 日 

教授会承認 

 

広島大学歯学部学生表彰内規に関する申合せ 

1 表彰の対象者について 

表彰の時点において，死亡又は卒業等により学籍を離れている者についても，その者の在学中に行った行

為が死亡又は卒業等の後に高く評価されたときは，広島大学歯学部学生表彰内規（以下「内規」という。）第 1

条及び第 2 条の規定にかかわらず，表彰の対象として考慮するものとする。 

 

2 表彰候補者の推薦方法について 

内規第 3 条に定める表彰候補者の推薦は，別紙様式の学生表彰候補者推薦書により行うものとし，当該学

生の行為が表彰に値することを確認できる資料を添付するものとする。 

 

3 重複表彰について 

重複表彰の制限はしないものとし，一度表彰された者に再度表彰に値する行為等があった場合には，再度の

表彰を行うことができるものとする。 

 

4 表彰の方法について 

（1） 内規第 5 条により授与される表彰状の様式は，別に定める。 

（2） サークル等の学生団体の活動が表彰に値するものであった場合には，その団体を表彰するものとする

が，表彰状は，その活動に従事した構成員個々に授与することができるものとする（例えば，団体競技で優

秀な成績を収めたことを理由に表彰する場合は，その競技会について出場選手登録がなされていた学生

個々に表彰状を授与する。）。 

 

5 表彰の公表について 

内規第 7 条による表彰を受けた者の公表は，歯学部ホームページへの掲載及び歯学部内掲示板等への掲

示等適宜の方法により行うものとする。 

 

6 表彰の基準について 

（1） 学術研究活動に関する表彰について 

① 成績優秀者 

各年度において卒業する学生の中から，成績優秀者を表彰の対象とするものとする。 

② その他 

所属学科又は専攻の専門領域において国内外の学界で高く評価される研究実績をあげた者につ

いては，別途表彰の対象者として推薦することを妨げないものとする。 

 

（2） 課外活動に関する表彰について 

ア 体育系 
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体育系の課外活動における成績としては，次の各レベルを想定することができるが，一応の目安とし

て｢全国規模の競技会での入賞及びそれに準じる成績｣以上の成績を収めた者を表彰候補者として考

慮するものとする。 

○ 体育活動でオリンピック，世界選手権，アジア大会，国民体育大会，日本選手権等の権威ある競

技会に出場した者 

○ 体育活動で全国規模の競技会での入賞者及びそれに準じる者 

○ 体育活動でブロック規模(西日本大会，中国・四国地区大会，中国地区大会)の競技会での優勝

者及びそれに準じる者 

イ 文化系 

文化系の課外活動における成績としては，次の各レベルを想定することができるが，一応の目安と

して「全国規模のコンクール等での高い評価及びそれに準じる評価」以上の評価を得た者を表彰候補

者として考慮するものとする。 

○ 芸術・文化活動で権威ある国際レベル若しくは国内最高レベルのコンクール等に出場した者 

○ 芸術・文化活動で全国規模のコンクール等での高い評価を得た者及びそれに 

準じる者 

○ 芸術・文化活動でブロック規模（西日本大会，中国・四国地区大会，中国地区大会）のコンクー

ル等での最も高い評価を得た者及びそれに準じる者 

 

（3） 社会活動に関する表彰について 

ボランティア活動，人命救助，犯罪防止，災害防止等の社会活動で特に顕著な功績があった者を表彰

候補者として考慮するものとする。 

なお，国内外の公的機関等による表彰の有無，新聞等による報道の有無は，あくまでも参考にとどめ，

表彰の絶対的基準とはしないものとする。 

 

（4） その他の活動による表彰について 

その行為が社会的に高く評価され，歯学部学生の模範となりうる者を表彰候補者として考慮するものとす

る。 

 

 

附 則 

この基準は，平成 15 年 12 月 25 日から施行する。 

附 則(令和 5 年 3 月 6 日 一部改正) 

この基準は，令和 5 年 3 月 6 日から施行する。 
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広島大学歯学部学生顕彰内規 

令和 3 年 2 月 9 日 

学部長決裁 

 （目的） 

第 1 この内規は，広島大学歯学部在学中の学生の活動に対し，長年の功労に報いる顕彰

制度を設けるため，必要な事項を定めるものとする。 

 （顕彰の基準） 

第 2 顕彰は，次の各号の一に該当する歯学部の学生個人について行う。 

(1)卒業年次の各学科・専攻の学年代表のうち，顕彰に値すると学部長が認めた者 

(2)その他前号と同等以上の顕彰に値する行為等があったと学部長が認めた者 

 （顕彰対象者の推薦） 

第 3 チューター又は指導教員等は，第 2 第 1 項第 2 号に該当すると認めるものがあると

きは，歯学部長に推薦することができる。 

（顕彰候補者の審議） 

第 4 歯学部長は，第 2 に該当する者又は第 3 の推薦があったときは，歯学部長室会議に

おいて審査を行い，歯学部教授会の議を経て顕彰者を決定する。 

 （顕彰の方法） 

第 5 顕彰は，歯学部長が顕彰状を授与することにより行う。 

 （顕彰の時期） 

第 6 顕彰は，原則として歯学部学位記授与式の日に行う。 

2 前項の規定にかかわらず，顕彰する必要があると判断されるときは，その都度行う。 

 （公表） 

第 7 被顕彰者は，歯学部内に公表する。 

 （事務） 

第 8 学生の顕彰に関する事務は，霞地区運営支援部学生支援グループ（歯学部担当）に

おいて処理する。 

 （雑則） 

第 9 この内規に定めるもののほか，学生の顕彰に関し必要な事項は，歯学部長が別に定

める。 

   附 則 

 この内規は，令和 3 年 2 月 9 日から施行する。 
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広島大学歯学部学生支援金内規 

 

令和 2 年 7 月 16 日 

学部長決裁 

 

（趣旨） 

第 1 条 この内規は，広島大学歯学部基金内規第 3 条第 1 項第 1 号に基づき，次の各号のいず

れかに該当する学生（科目等履修生，国際歯学コースに在籍していない特別聴講学生及び研

究生を除く。）を対象として支給する広島大学歯学部学生支援金（以下「支援金」という。）に関し

必要な事項を定めるものとする。 

(1) 広島大学歯学部在籍学生 

(2) 広島大学大学院在籍学生のうち，広島大学大学院医系科学研究科の歯学部担当又は広

島大学病院の歯科領域の専任の教員が主指導教員の者 

(3) 上記各号以外に学部長が支給対象と認める者 

（目的） 

第 2 条 支援金は，学業に専念できる環境の提供を目的とした経済支援を行うこととする。 

（支給人数） 

第 3 条 支援金の支給人数は，原則として各年度若干名とする。 

（支給の資格） 

第 4 条 本学学生で，次の各号を満たす者のうち，本人の願い出に基づき，選考の上決定する。 

(1) 経済的理由により学業に支障をきたしていると認められること 

(2) 学業に意欲的な姿勢を持つ者であること 

（支援金の額） 

第 5 条 支援金は返済不要の給付型支援金とし，1 名につき月額 5 万円を上限として支給する。 

（支給期間） 

第 6 条 支給期間は，受給学生として決定した当該年度の 12 か月又は 6 か月分とする。なお，継

続して次年度に支給することを妨げない。 

（支給方法） 

第 7 条 支援金は，本学部が別途指定する方法で，受給学生が指定する口座に振り込むことによ

り支給する。 

（申請手続） 

第 8 条 支援金を受けようとする者は，所定の期間内に，本学部が指定する次の書類を添え，学

部長に提出するものとする。 

(1) 申請書 

(2) 主たる家計支持者の前年の所得がわかるもののコピー又は申立書（様式自由） 

(3) （下宿の場合）賃貸借契約書（家賃と契約者がわかる部分）のコピー 
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(4) 銀行口座振込依頼書 

（選考等） 

第 9 条 申請者の提出書類に基づいて歯学部長室会議で選考の上，学部長が受給学生を決定

する。 

2 選考結果は申請者全員に通知し，受給学生には支援金を支給する。 

（受給学生の取消し） 

第 10 条 学部長は，支援金の支給の開始前又は開始後に，受給学生が次の各号のいずれかに

該当する場合は，受給学生としての資格を取り消し，支給した支援金の全部又は一部を返還さ

せることができる。 

(1) 虚偽又は不正な手段により受給学生となったことが判明した場合 

(2) 休学，退学，転学，除籍，死亡又は懲戒処分となった場合 

(3) 学部長の指導を受けた場合 

(4) 学業成績が不良であると認める場合 

(5) その他学部長が返還すべきと認めたとき 

（支援金の支給の停止） 

第 11 条 学部長は，受給学生に前条の事由が生じた場合又は受給学生が当初の履修期間を満

了しない場合は，当該月以降の支援金の支給を停止することができる。 

（その他） 

第 12 条 この内規に定めるもののほか，必要な事項は，別に定める。 

 

附 則 

この内規は，令和 2 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則（令和 3 年 3 月 19 日 一部改正） 

 

（略） 

 

附 則（令和 6 年 3 月 6 日 一部改正） 

この内規は，令和 6 年 4 月 1 日から施行する。 
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   ○広島大学歯学部学生国際交流支援金交付要領 
(平成 21 年 3 月 19 日学部長決裁) 

 
第 1 広島大学歯学部学生国際交流支援金(以下「支援金」という。)は，広島大学歯学部(以 
 下「歯学部」という。)に所属する学生(以下「学生」という。)及び歯学部に留学する学 
 生(以下「留学生」という。)に対し，次の各事業を行うことにより，国際交流及び国際 
 的に活躍できる人材の育成に寄与することを目的とし，広島大学歯学部上村佐紀夫国際 
 交流奨学金の援助により実施する。 
第 2 次の各号の事業を実施する。 
 (1) 海外に短期留学する学生への支援 
 (2) 海外から受け入れる短期留学生への支援 
 (3) その他国際交流・国際協力・国際理解等に資する活動を海外で行う学生への支援 
第 3 申請期限，支給額等については，別に定める募集要項による。 
第 4 支援金の交付は，別に定める取扱いによる。 
第 5 各事業に関する事務は，霞地区運営支援部国際室において処理する。 
第 6 この要領に定めるもののほか，この要領の実施に関し必要な事項は，別に定める。 
   附 則（平成 21.3.19） 
 この要領は，平成 21 年 4 月 1 日から施行する。 
   附 則（平成 25.5.28 一部改正） 
 この要領は，平成 25 年 6 月 10 日から施行する。 
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国際交流支援金申請者の選考方法に関する取扱い 

平成 21 年 12 月 2 日 

学部長決裁 

 

第 1 この取扱いは，広島大学歯学部学生国際交流支援金（派遣留学生・国際交流等海外活動学生）

申請者の選考方法に関し必要な事項を定めるものとする。 

第 2 複数の申請者がいる場合には，以下の成績によって選考するものとする。 

(1) 学部の成績（GPA）   50 点 

(2) TOEIC    50 点 

 合計  100 点 

なお，TOEFLR PBT 等の検定試験の成績は，TOEIC の得点に換算する。 

第 3 支給額及び歯学科生と口腔健康科学科生の比率については，応募状況により歯学部長室会議で

審査し，最終決定する。 

 
  附則（平成 25.5.28 一部改正） 

この取扱いは，平成 25 年 6 月 1 日から施行する。 

 

  （略） 

 

  附則（令和 5.3.6 一部改正） 

 この取扱いは，令和 5 年 3 月 6 日から施行する。 
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   ○歯学部講義室等の使用について 

平成 20 年 9 月 11 日 

教授会承認 

 

 (趣旨) 

第 1 この取扱いは，歯学部の次の講義室等の使用に関し必要な事項を定めるものとする。 

 (1) 講義室(1，2，3，4，5，6，7，大) 

 (2) 実習室(1，2，3，4) 

 (3) デンタルスキルスラボ(1，2，3，4) 

 (4) チュートリアル室(11，12，13，14，21，22，31，32，41，42) 

 (5) ミーティングルーム(2，3，4) 

 (6) ダイバーシティエリア 

 (7) 多目的室 

 (8) グループ学習室(1，2，3，4，5) 

 (9) 更衣室(207，208) 

 (10) 更衣室(2005，2006) 

2 前項第 1 号から第 5 号までの施設は教員が使用することを基本とする。前項第 6 号から第 10

号までの施設は学生が使用することを基本とする。 

 (使用時間) 

第 2 教員が講義室等を使用できる時間は平日午前 7 時 30 分から午後 10 時までとする。 

2 学生が前条第 1 項第 8 号から第 10 号に定める施設を使用できる時間は平日午前 7 時 30 分

から午後 10 時まで，前条第 1 項第 6 号に定める施設を使用できる時間は平日午前 7 時 30

分から午後 6 時 30 分までとする。ただし，清掃時間帯は退去する。学生が前条第 1 項第 1 号

から 5 号に定める施設を無断で使用することは許可しない。ただし，学部長が特に必要と認め

た場合は，この限りでない。 

3 前条第 7 号の施設の使用時間等は，別に定める。 

 (使用手続) 

第 3 教員が講義室等を使用する場合は，事前に霞地区運営支援部学生支援グループに電話

等で使用状況を確認し予約する。 

2 学会・研究会等で学外者が参加して使用する場合は，1 か月前までに霞地区運営支援部会

計グループに広島大学施設等一時使用申請書を提出し許可を得る。 

 (鍵の授受) 

第 4 講義室等の解錠及び施錠は使用者が行う。ただし，授業期の講義室については平日午前

７時 30 分から午後 6 時 30 分の間は解錠及び施錠を要しない。 

2 講義室等の鍵は霞地区運営支援部総務グループで保管し，使用者の申し出によりその都度

貸与する。ただし，職員の勤務時間外に使用する場合の鍵の授受は，防災センターとする。 

 (使用の取消等) 
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第 5 すでに使用の許可を得ていた場合も，公的行事等で当該場所の使用の必要が生じた場合

は，使用条件の変更又は使用許可の取り消すことがある。 

 (遵守事項) 

第 6 使用条件は次のとおりとする。 

 (1) 使用目的以外で使用した場合は，以後の使用は許可しない。 

 (2) 故意又は過失により施設・備品等を破損，汚損又は紛失した時は，その損害を弁償しなけ

ればならない。 

 (3) 講義室等の使用後は消灯及び清掃を行い，現状復帰すること。現状復帰が行われなかっ

た場合は，以後の使用を許可しない。室内に放置された私物は廃棄する。 

 (4) 第 1 第 1 項第 1 号から第 9 号に定める施設は清掃業者等による清掃を定期的に行う。清

掃時間帯には，全員室内から退去する。指定場所以外に放置された私物は定期的に廃棄す

る。 

 (5) 講義室等での水分補給は，蓋付容器に入った飲料以外は許可しない。 

 (6) 講義室等での食事は許可しないが，第 1 第 1 項第 1 号及び第 6 号に定める施設における

授業時間外の軽食は許可する。ただし，学部長が特に必要と認めた場合は，この限りでない。 

 (7) 本規則を遵守しない者，管理者の指示に従わない者は，以後の使用を許可しない。 

   附 則 

 この取扱いは，平成 20 年 9 月 11 日から施行する。 

 

   （略） 

 

   附 則(令和 6.3.6 一部改正) 

 この取扱いは，令和 6 年 4 月 1 日から施行する。 
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○広島大学歯学部学生用ロッカー利用規則 

 

令和 3 年 6 月 10 日 

学部長決裁 

 

（目的） 

第 1 この規則は，広島大学歯学部に設置する学生用ロッカー室の利用について，必要な事項を定めるものと

する。 

（定義） 

第 2 この規則でいう学生用ロッカー室とは，次の場所のことをいう。 

(1) 研究棟 C 2 階 更衣室（男子）（207） 

(2) 研究棟 C 2 階 更衣室（女子）（208） 

(3) 臨床管理棟 2 階 更衣室（男子）（2005） 

(4) 臨床管理棟 2 階 更衣室（女子）（2006） 

2 この規則でいうロッカー等とは，ロッカー室内に設置された学生用ロッカー及び整理棚をいう。 

（貸与範囲・期間） 

第 3 ロッカー等は，歯学部に所属する学部学生で，原則として，第 2 年次から卒業年次までの学生に貸与す

る。 

2 貸与期間は，第 2 年次の進級後に歯学部が指定した日から卒業年次の歯学部が指定した日までとする。た

だし，退学等の理由により学籍を失う場合は，学籍を失う日までとする。 

（貸与手続） 

第 4 ロッカーの貸与は，霞地区運営支援部学生支援グループ（歯学部担当）（以下，学生支援グループとい

う。）が利用するロッカー等を指定して行う。 

（遵守事項） 

第 5 ロッカー等を利用する者は，次の事項を遵守しなければならない。 

(1) ロッカー室及びロッカー等は常に清潔に利用し，汚損等の防止に努めるとともに，ゴミ等については定めら

れた方法により適切に廃棄すること。 

(2) ロッカー室では，ロッカー等以外の場所に所有物を保管しないこと。 

(3) ロッカー等には，次に掲げるものを収納しないこと。ただし，臨床実習等で貴重品等を身につけることができ

ない場合に限り，鍵をかけた上で自己責任として保管することができる。 

① 現金，貴重品又はこれらに類する高価品 

② 揮発性物質又は爆発物等の危険物 

③ 臭気の発する物，腐敗・変質しやすい物，不潔な物又はロッカーを汚損・き損するおそれのある物 

④ 法律により所持又は携帯を禁じられている物 

⑤ その他ロッカーによる保管に適さないと認められた物 

(4) 最後に帰る者は必ず火元に注意した上で，消灯すること。 

(5) 貸与期間が終了する前に，ロッカー等を原状復帰した上で，明け渡すこと。 

（管理・運営） 

第 6 ロッカーの管理・運営は，学生支援グループの管理の下，ロッカー利用学年の学年代表又はロッカー管

理担当者が担当し，管理責任者は歯学部長とする。 

97



第 7 ロッカーの鍵又は開錠番号については，ロッカー利用者が自らの責任において管理するものとする。 

2 開錠番号式ロッカーの利用者は，盗難防止のため，定期的にロッカーの開錠番号を変更するものとする。 

第 8 利用者本人が設置した鍵を除いてロッカーの開錠ができなくなった場合は，学生支援グループの業務時

間内に申し出るものとする。なお，業務時間外の申し出は，原則として受け付けない。 

2 学生支援グループは，前項の申し出によりロッカーを開錠する。ただし，即時に対応することはできない。 

（点検） 

第 9 学生支援グループは，事故防止又は点検等のため，使用しているロッカーを開放して点検することがあ

る。 

2 学生支援グループにおいて強制開錠した際に，第 5 に違反又はその疑いがある収容物があった場合は，収

容物の開封，廃棄又は保管等の必要な措置を講じることができる。 

（物品の撤去等） 

第 10 次の事項に該当する場合，歯学部はロッカーの利用者が所有物に対する所有権を放棄したものとみな

し，撤去又は廃棄することができる。 

(1) ロッカー室において，ロッカー等以外に所有物が放置されている場合。 

(2) 貸与期間が過ぎた利用者の所有物が，ロッカー室又はロッカー等に放置されている場合。 

2 ロッカー室又はロッカー等の収容物の撤去等に際して費用が生じた場合，管理責任者は，ロッカーの利用者

等に対して，その費用を請求することができる。 

（利用者の賠償責任） 

第 11 ロッカー等を破損した場合又は他のロッカー等の収容物に損害を与えた場合等，ロッカー等の利用者が

歯学部又は第 3 者に与えた損害は，ロッカー等の利用者が賠償の責任を負う。 

（歯学部の免責事項） 

第 12 ロッカー室内又はロッカー等の収容物に滅失又はき損等の損害が生じた場合にあっても，歯学部は賠

償の責任を負わない。 

（その他） 

第 13 その他必要な事項は，歯学部長室会議において定める。 

 

附 則 

この規則は，令和 3 年 6 月 10 日から施行する。 

附 則(令和 6.3.6 一部改正) 

この規則は，令和 6 年 4 月 1 日から施行する。 
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Ⅴ 教員名簿・配置図 
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令和6年4月1日時点

研究室・診療科名等 所属 教授 准教授 講師 助教

顎顔面解剖学 医系科学研究科 寺山　隆司 内部　健太 河野　尚平

口腔生理学 医系科学研究科 杉田　誠 酒寄　信幸 宮部　梨紗子

生体分子機能学 医系科学研究科 宿南　知佐 三浦　重徳 藤本　勝巳

口腔顎顔面病理病態学 医系科学研究科 古庄　寿子

細菌学 医系科学研究科 小松澤　均 松尾　美樹 LE NGUYEN TRA MI

細胞分子薬理学 医系科学研究科 吾郷　由希夫 浅野　智志

横山　玲（特任）

生体材料学 医系科学研究科 加藤　功一 平田　伊佐雄　

粘膜免疫学 医系科学研究科 高橋　一郎 飛梅　圭

ゲノム口腔腫瘍学 医系科学研究科 藤井　万紀子 末廣　智也（特任）

歯周病態学 医系科学研究科 應原　一久（診療） 谷口　友梨（特任）

松田　真司（診療）

歯周診療科 広島大学病院 岩田　倫幸（診療） 佐々木　慎也

口腔腫瘍制御学 医系科学研究科 大林　史誠

角　健作

濱田　充子

山崎　佐知子

顎・口腔外科 広島大学病院 小泉　浩一 檜垣　美雷

谷　亮治（診療） 伊藤　奈七子

口腔外科学 医系科学研究科 小野　重弘（診療） 水田　邦子

中川　貴之

口腔顎顔面再建外科 広島大学病院 二宮　嘉昭（診療） 植月　亮

佐久間　美雪

鳴瀬　貴子

石田　陽子

先端歯科補綴学 医系科学研究科 阿部　泰彦 土井　一矢 大上　博史

吉川　峰加 沖　佳史

小畠　玲子

中守　貴一（特任）

口腔インプラント診療科 広島大学病院 久保　隆靖（診療） 竹内　真帆

咬合・義歯診療科 広島大学病院 森田　晃司

保田　啓介

歯科矯正学 医系科学研究科 國松　亮 麻川　由起

矢野下　真

角　伊三武

中谷　文香

矯正歯科 広島大学病院 廣瀬　尚人（診療） 吉見　友希

伊藤　翔太

小泉　祐真

歯学部授業担当　教員名簿

谷本　幸太郎

相川　友直

津賀　一弘

柳本　惣市

水野　智仁
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令和6年4月1日時点

研究室・診療科名等 所属 教授 准教授 講師 助教

歯学部授業担当　教員名簿

歯科放射線学 医系科学研究科 中元　崇 長﨑　信一

大塚　昌彦

島袋　紀一

歯科放射線科 広島大学病院 末井　良和（診療） 小西　勝

歯髄生物学 医系科学研究科 土屋　志津（診療） 吉田　和真

古玉　大祐

熊谷　友樹（特任）

歯科保存診療科 広島大学病院 武田　克浩（診療） 中西　惇

西藤　法子

小児歯科学 医系科学研究科 光畑　智恵子 岩本　優子

秋友　達哉

浅尾　友里愛

小児歯科 広島大学病院 太刀掛　銘子

歯科麻酔学 医系科学研究科 清水　慶隆

土井　充

歯科麻酔科 広島大学病院 吉田　充広 大植　香菜

公衆口腔保健学 医系科学研究科 太田　耕司 重石　英生 前原　朝子

兼保　佳乃

口腔保健疫学 医系科学研究科 内藤　真理子 西村　瑠美

口腔保健管理学 医系科学研究科 竹本　俊伸 仁井谷　善恵

生体構造・機能修復学 医系科学研究科 加来　真人 下江　宰司

医療システム工学 医系科学研究科 村山　長 峯　裕一

口腔生物工学 医系科学研究科 二川　浩樹 田地　豪

医系科学（歯） 医系科学研究科 青戸　一司（中央研究室） 加藤　文紀（中央研究室）

死因究明教育研究センター 医系科学研究科

口腔総合診療科 広島大学病院 河口　浩之 西　裕美（診療） 堀越　励

口腔健康科 広島大学病院 太田　耕司

障害者歯科 広島大学病院 岡田　芳幸 吉田　結梨子

特殊歯科総合治療部 広島大学病院 谷本　幸太郎

地域連携歯科医療部 広島大学病院 津賀　一弘

口腔検査センター 広島大学病院 加治屋　幹人 新谷　智章 安藤　俊範

医療情報室 広島大学病院 岡田　芳幸 田中　武志（診療）

花本　博

野村　良太

柿本　直也

柴　秀樹
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注　　　意

̍�ɽڭཆڭҭՊ໨͸౦޿ౡɼբٴͼ౦ઍాͷ֤ΩϟϯύεͰ։
講͞Ε·͢ɻཤमΛر๬͢ΔՊ໨͕Ͳ͜ͷΩϟϯύεͰ։講
͞ΕΔՊ໨ͳͷ͔Λผ్഑෇͢Δࢠ࡭ʮڭཆڭҭՊ໨त࣌ۀ
ׂؒʯͳͲͰ֬ೝͷ্ɼཤमखଓ౳Λ͍ͩͯͬ͘͞ߦɻ
̎�ɽतۀʹؔ͢Δ࿈བྷ߲ࣄɼׂؒ࣌มߋɼٳ講ɾิ講ɾࣨڭม
৘ใ౳ͷ講ٛ৘ใ͸ʮֶੜ৘ใͷ৿ɹ΋Έ͡ʯݧࢼ຤ظɼߋ
Ͱ௨஌͠·͢ɻʮֶੜ৘ใͷ৿ɹ΋Έ͡ʯ͸ֶ֎ऀ΋ӾཡՄ
ೳͳʮ΋Έ͡5PQʯͱɼ*% ͱύεϫーυΛͯͬ࢖ར༻͢Δ�
ʮ.Z�΋Έ͡ʯͰߏ੒͞Ε͍ͯ·͢ɻ֬ೝΛଵͬͨͨΊʹɼ
΋ΑΒͳ͍ෆརӹΛඃΔ৔߹͕͋Γ·͢ͷͰɼ一日に一͍ࢥ
度は必ͣ྆方の「もみじ」を確認してください。

̏�ɽ߲ࣄࡌه౳ʹෆ໌ͳ఺΍ٙ໰ͳ఺͕͋Ε͹ɼ͜ͷֶੜศཡ
Λࢀ࣋ͷ্ɼ௚઀ؔ܎૭ޱͰ֬ೝ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

ɹ50&'- ͼٴ 50&*$ ͸ΤσϡέーγϣφϧɾςεςΟϯάɾαーϏεʢ&54ʣͷొ࿥
঎ඪͰ͢ɻ͜ͷҹ࡮෺͸&54ͷݕ౼Λड͚·ͨ͸ͦͷঝೝΛಘͨ΋ͷͰ͸͋Γ·ͤΜɻ
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ྨ
ͷ
஌
ࣝ
ͷ
ࠜ
ݯ
Λ
஌
Δ
ɻ

˓
�ҟ
ͳ
Δ
ݴ
ޠ
΍
จ
Խ
ʹ
ର
͢
Δ

ཧ
ղ
Λ
ਂ
Ί
Δ
ɻ

˓
�৘
ใ
Խ
ࣾ
ձ
ʹ
͓
͚
Δ
ج
ૅ
஌

ࣝ
Λ
म
ಘ
͢
Δ
ɻ

˓
�ମ
ྗ
ɾ
݈
߁
ͮ
͘
Γ
ͷ
ํ
๏
Λ

म
ಘ
͢
Δ
ɻ

˓
�ࣾ
ձ
ਓ
ͱ
͠
ͯ
ͷ
ج
ૅ
ྗ
Λ
ߴ

Ί
Δ
ɻ

˓
�େ
ֶ
Ͱ
ֶ
Ϳ
্
Ͱ
ඞ
ཁ
ͳ
஌
ࣝ

΍
ೳ
ྗ
Λ
म
ಘ
͢
Δ
ɻ

˓
�๛
͔
ͳ
ײ
ड
ੑ
ɾ
ॊ
ೈ
ͳ
ൃ
૝

ྗ
Λ
ഓ
͏
ɻ

自 己 を 発 見 し 、 成 長 す る

˓
ج
ૅ
஌
ࣝ
ͱ
ٕ
ज़
Λ
म
ಘ
͢
Δ
ɻ

˓
�ฏ
࿨
ʹ
ͭ
͍
ͯ
༷
ʑ
ͳ
؍
఺
͔

Β
ߟ
͑
ɼ
ཧ
ղ
Λ
ਂ
Ί
Δ
ɻ

ڞ
௨
Պ
目

ج
൫
Պ
目

େ
ֶ
教
育
ج
ૅ
Պ
目

ฏ
࿨
Պ
目
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教
育

の
科

目
区

分
ɹ
ڭ
ཆ
ڭ
ҭ
ͷ
ཧ
೦
ͱ
໨
త
Λ
ୡ
੒
͢
Δ
ͨ
Ί
ɼʮ
ฏ
࿨
Պ
໨
ʯʮ
େ
ֶ
ڭ
ҭ
ج
ૅ
Պ
໨
ʯʮ
ڞ
௨
Պ
໨
ʯʮ
ج

൫
Պ
໨
ʯ
ͷ
̐
ͭ
ͷ
େ
Պ
໨
۠
෼
͔
Β
ֶ
ͼ
·
͢
ɻ
͞
Β
ʹ
ɼ
େ
ֶ
ڭ
ҭ
ج
ૅ
Պ
໨
ͱ
ڞ
௨
Պ
໨
͸
ෳ
਺

ͷ
খ
Պ
໨
۠
෼
͔
Β
ߏ
੒
͞
Ε
ͯ
͍
·
͢
ɻ

ʲ
Պ
໨
۠
෼
ߏ
੒
ʳ

ʲ
֤
Պ
໨
۠
෼
ͷ
ڭ
ҭ
໨
ඪ
ʳ

Պ
໨
۠
෼

ڭ
ɹ
ɹ
ҭ
ɹ
ɹ
໨
ɹ
ɹ
ඪ

ฏ
࿨

Պ
໨

ઓ
૪
ɾ
ฆ
૪
ɼ
֩
ഇ
ઈ
ɼ
ශ
ࠔ
ɼ
ٌ
ծ
ɼ
ਓ
ޱ
૿
Ճ
ɼ
؀
ڥ
ɼ
ڭ
ҭ
ɼ
จ
Խ
౳
ͷ
༷
ʑ
ͳ
؍
఺
͔

Β
ฏ
࿨
ʹ
ͭ
͍
ͯ
ࣗ
Β
ߟ
͑
ɼ
ཧ
ղ
Λ
ਂ
Ί
Δ
͜
ͱ
Λ
໨
ඪ
ʹ
͠
ͯ
͍
·
͢
ɻ

大 学 教 育 基 礎 科 目

େ
ֶ
ڭ
ҭ
ೖ
໳

େ
ֶ
Ͱ
ֶ
Ϳ
͜
ͱ
ͷ
ҙ
ٛ
ͱ
໨
ඪ
Λ
ཧ
ղ
͠
ɼ
େ
ֶ
Ͱ
ֶ
Ϳ
্
Ͱ
ج
ຊ
ͱ
ͳ
Δ
ٕ
ೳ
΍
ଶ
౓
Λ
਎

ʹ
ͭ
͚
Δ
͜
ͱ
Λ
໨
ඪ
ʹ
͠
ͯ
͍
·
͢
ɻ

ڭ
ཆ
θ
ϛ

ਓ
ྨ
΍
ࣾ
ձ
͕
๊
͑
ͯ
͖
ͨ
ྺ
࢙
త
ɼ
ݱ
୅
త
ͳ
՝
୊
ʹ
ର
͠
ͯ
ɼ
ূ
ڌ
ʹ
ج
ͮ
͖
࿦
ཧ
త
ʹ
ߟ

͑
൷
൑
త
ʹ
ࣗ
਎
ͷ
ࢥ
ߟ
Λ
ۛ
ຯ
͢
Δ
ೳ
ྗ
ͱ
ɼ
ద
੾
ʹ
ࣗ
ݾ
ද
ݱ
Λ
ߦ
͏
ೳ
ྗ
Λ
਎
ʹ
ͭ
͚
Δ

͜
ͱ
Λ
໨
ඪ
ʹ
͠
ͯ
͍
·
͢
ɻ

ల
։
θ
ϛ

࠷
ઌ
୺
ͷ
ς
ー
Ϛ
ʹ
ͭ
͍
ͯ
ֶ
ͼ
౼
࿦
͠
ͨ
Γ
ɼ
ମ
ݧ
ܕ
ͷ
ֶ
श
Λ
ߦ
͏
͜
ͱ
Λ
௨
͡
ͯ
໰
୊
ൃ

ݟ
ɾ
ղ
ܾ
ೳ
ྗ
Λ
ᔻ
ཆ
͢
Δ
ͱ
ͱ
΋
ʹ
ɼν
ϟ
レ
ϯ
δ
ਫ਼
ਆ
ɼϓ
レ
θ
ϯ
ς
ー
γ
ϣ
ϯ
ྗ
ɼリ
ー
μ
ー

γ
ο
ϓ
ྗ
ͳ
Ͳ
ͷ
޲
্
Λ
ਤ
Δ
͜
ͱ
Λ
໨
ඪ
ʹ
͠
ͯ
͍
·
͢
ɻ

共 　 　 通 　 　 科 　 　 目

ྖ
Ҭ
Պ
໨

ਓ
ؒ
͕
஝
ੵ
͠
ͯ
͖
ͨ
஌
ࣝ
͕
Ͳ
ͷ
Α
͏
ʹ
͠
ͯ
ੜ
·
Ε
ɼ
ҭ
ͬ
ͯ
͖
ͨ
ͷ
͔
ɼ
ͦ
ͷ
ࠜ
ຊ
ͷ
ߟ

͑
ํ
͸
Կ
Ͱ
͋
Δ
ͷ
͔
ʹ
ͭ
͍
ͯ
ɼ
จ
Խ
త
ɾ
ࣾ
ձ
త
ɾ
ࣗ
વ
Պ
ֶ
త
ͳ
ࢹ
఺
Λ
౿
·
͑
ͳ
͕
Β
ɼ

ઐ
໳
෼
໺
ͷ
࿮
Λ
௒
͑
ͯ
ڞ
௨
ʹ
ٻ
Ί
Β
Ε
Δ
஌
త
ͳ
ٕ
๏
Λ
ֶ
Ϳ
͜
ͱ
Λ
໨
ඪ
ʹ
͠
ͯ
͍
·
͢
ɻ

֎
ࠃ
ޠ
Պ
໨

ɾ
ӳ
ޠ
ɹ
ɹ
ɹ

ɾ
ॳ
म
֎
ࠃ
ޠ

ά
ϩ
ー
バ
ϧ
Խ
࣌
୅
ʹ
ର
Ԡ
͢
Δ
ͨ
Ί
ɼ༷
ʑ
ͳ
֎
ࠃ
ޠ
Ͱ
৘
ใ
Λ
ड
৴
͠
ɼൃ
৴
Ͱ
͖
Δ
ί
ϛ
ϡ

χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ೳ
ྗ
Λ
ཆ
੒
͠
ɼ
஌
ࣝ
ɾ
ٕ
ೳ
Λ
म
ಘ
͢
Δ
ͱ
ͱ
΋
ʹ
ɼ
ҟ
ͳ
Δ
ݴ
ޠ
΍
จ
Խ
ʹ

ର
͢
Δ
ཧ
ղ
Λ
ਂ
Ί
Δ
͜
ͱ
Λ
໨
ඪ
ʹ
͠
ͯ
͍
·
͢
ɻ

৘
ใ
ɾ
σ
ー
λ

α
イ
Τ
ϯ
ε

Պ
໨

ߴ
౓
৘
ใ
Խ
ࣾ
ձ
ͷ
த
Ͱ
σ
ー
λ
Λ
׆
༻
͠
ͯ
͍
͘
ͷ
ʹ
ඞ
ཁ
ͱ
ͳ
Δ
ج
ૅ
త
ͳ
஌
ࣝ
΍
ٕ
ೳ
Λ

म
ಘ
͠
ɼ
ͦ
ͷ
༗
༻
ੑ
ͱ
໰
୊
఺
ɼ
৘
ใ
ྙ
ཧ
্
ͷ
՝
୊
Λ
ཧ
ղ
͠
ɼ
׆
༻
͢
Δ
ೳ
ྗ
Λ
਎
ʹ
ͭ

͚
͞
Β
ʹ
ɼ
ক
དྷ
ɼ
৽
͠
͘
ݱ
Ε
Δ
ٕ
ज़
ʹ
΋
ର
Ԡ
͠
Α
͏
ͱ
͢
Δ
ଶ
౓
Λ
ཆ
͏
͜
ͱ
Λ
໨
ඪ
ʹ

͠
ͯ
͍
·
͢
ɻ

݈
߁
ε
ϙ
ー
π

Պ
໨

ମ
ྗ
ɾ
݈
߁
ͮ
͘
Γ
ͷ
ͨ
Ί
ͷ
Պ
ֶ
త
ཧ
࿦
Λ
म
ಘ
͢
Δ
ͱ
ͱ
΋
ʹ
ɼ
ࣗ
ݾ
ͷ
ಛ
ੑ
΍
ε
ϙ
ー
π

ͷ
ٕ
ೳ
ਫ
४
ʹ
ద
߹
͠
ͨ
ε
ϙ
ー
π
ͷ
࣮
ફ
Λ
௨
͡
ͯ
ɼ
ੜ
֔
ʹ
Θ
ͨ
ͬ
ͯ
ε
ϙ
ー
π
Λ
ָ
͠
Ή

ଶ
౓
ɾ
Ϛ
φ
ー
΍
ڠ
ௐ
ੑ
ͳ
Ͳ
ͷ
ࣾ
ձ
త
ٕ
ೳ
Λ
म
ಘ
͢
Δ
͜
ͱ
Λ
໨
ඪ
ʹ
͠
ͯ
͍
·
͢
ɻ

ࣾ
ձ
࿈
ܞ
Պ
໨

ࣾ
ձ
ʹ
͓
͚
Δ
ଟ
༷
ੑ
Λ
ཧ
ղ
͠
ɼ
࣮
ફ
͢
Δ
͜
ͱ
Λ
௨
͠
ͯ
ɼ
ࣾ
ձ
Ͱ
ੜ
͖
ɼ
׆
༂
͢
Δ
ͨ
Ί

ʹ
ඞ
ཁ
ͳ
ྗ
Λ
ߴ
Ί
Δ
͜
ͱ
Λ
໨
ඪ
ʹ
͠
ͯ
͍
·
͢
ɻ

ج
൫

Պ
໨

ઐ
໳
ڭ
ҭ
ͱ
ͷ
༗
ػ
త
ؔ
࿈
ੑ
Λ
࣋
ͭ
લ
ઐ
໳
ڭ
ҭ
ͱ
͠
ͯ
ɼ
ͦ
Ε
ͧ
Ε
ͷ
ઐ
໳
෼
໺
Λ
ֶ
Ϳ
ͨ

Ί
ʹ
ඞ
ཁ
ͳ
ج
ૅ
త
஌
ࣝ
ͷ
ֶ
श
ʹ
Α
Γ
ɼ
ج
ૅ
ֶ
໰
ͷ
࿦
ཧ
త
ࠎ
֨
΍
ମ
ܥ
ٴ
ͼ
ֶ
໰
ܗ
੒
ʹ

ඞ
ཁ
ͳ
஌
ࣝ
ɾ
ٕ
ज़
Λ
म
ಘ
͢
Δ
͜
ͱ
Λ
໨
ඪ
ʹ
͠
ͯ
͍
·
͢
ɻ

平
和

科
目

大
学

教
育

基
礎

科
目

ɹ
େ
ֶ
ڭ
ҭ
ೖ
໳

ɹ
ڭ
ཆ
θ
ϛ

ɹ
ల
։
θ
ϛ

共
通

科
目

ɹ
ྖ
Ҭ
Պ
໨

ɹ
֎
ࠃ
ޠ
Պ
໨ʢ
ӳ
ޠ
ɾ
ॳ
म
֎
ࠃ
ޠ
ʣ

ɹ
৘
ใ
ɾ
σ
ー
λ
α
イ
Τ
ϯ
ε
Պ
໨

ɹ
݈
߁
ε
ϙ
ー
π
Պ
໨

ɹ
ࣾ
ձ
࿈
ܞ
Պ
໨

基
盤

科
目

�｜�｜�
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Ⅱ
．

用
語

解
説

と
一

般
的

な
履

修
上

の
注

意
事

項
１

．
学

期
，

タ
ー

ム
及

び
セ

メ
ス

タ
ー

に
つ

い
て

ɹ
޿
ౡ
େ
ֶ
Ͱ
͸
ɼ
̍
೥
ؒ
Λ
લ
ظ
ʢ
̐
݄
̍
೔
͔
Β
̕
݄
�0
೔
·
Ͱ
ʣ
ͱ
ޙ
ظ
ʢ
10
݄
̍
೔
͔
Β
̏
݄

�1
೔
·
Ͱ
ʣ
ͷ
̎
ֶ
ظ
ʹ
෼
͚
ɼ
ݪ
ଇ
ֶ
ظ
͝
ͱ
ʹ
ཤ
म
͢
Δ
त
ۀ
Պ
໨
Λ
બ
୒
͠
·
͢
ɻ
͞
Β
ʹ
ɼ
֤

ֶ
ظ
ͷ
त
ۀ
ظ
ؒ
͕
ͦ
Ε
ͧ
Ε
̎
ͭ
ͷ
ظ
ؒ
ʹ
෼
͚
Β
Ε
ͨ
ʮ
ୈ
̍
λ
ー
Ϝ
͔
Β
ୈ
̐
λ
ー
Ϝ
ʯ
͕
ઃ
͚

Β
Ε
·
͢
ɻ
֤
त
ۀ
Պ
໨
͸
࣮
ࢪ
ํ
๏
ʹ
Ԡ
͡
ͯ
ɼ
ݪ
ଇ
λ
ー
Ϝ
಺
Ͱ
ि
̎
ճ
ͷ
त
ۀ
Λ
ߦ
͏
ʮ
λ
ー
Ϝ

Պ
໨
ʯ
ͱ
ɼ
ֶ
ظ
Λ
௨
͡
ͯ
ि
̍
ճ
ͷ
त
ۀ
Λ
ߦ
͏
ʮ
η
ϝ
ε
λ
ー
Պ
໨
ʯ
ͷ
̎
छ
ྨ
͕
͋
Γ
·
͢
ɻ

ɹ
ͳ
͓
ɼ
Ұ
ൠ
త
ʹ
ɼ
̍
೥
࣍
લ
ظ
Λ
̍
ظ
ʢ
̍
η
ϝ
ε
λ
ー
ʣɼ
ޙ
ظ
Λ
̎
ظ
ʢ
̎
η
ϝ
ε
λ
ー
ʣɼ
̎

೥
࣍
લ
ظ
Λ
̏
ظ
ʢ
̏
η
ϝ
ε
λ
ー
ʣɼ
ޙ
ظ
Λ
̐
ظ
ʢ
̐
η
ϝ
ε
λ
ー
ʣɾ
ɾ
ɾ
ͱ
͍
͏
Α
͏
ʹ
ݺ
Μ
Ͱ

͍
·
͢
ɻ

２
．

授
業

科
目

と
単

位
に

つ
い

て
　（

1）
授

業
科

目
ɹ
ɹ
�ɹ
ຊ
೥
౓
ͷ
ڭ
ཆ
ڭ
ҭ
ͷ
։
ઃ
त
ۀ
Պ
໨
͸ʮ
ྩ
࿨
ʢ̒
�0
��
ʣ೥
౓
ڭ
ཆ
ڭ
ҭ
։
ઃ
त
ۀ
Պ
໨
Ұ
ཡ
ʯ

ʢ
Q�
ڭ
ཆ
�0
ʙ
Q�
ڭ
ཆ
��
ʣ
ʹ
ه
ࡌ
͠
ͯ
͍
·
͢
ɻ
ͳ
͓
ɼ
๏
ֶ
෦
ɾ
ܦ
ࡁ
ֶ
෦
໷
ؒ
ओ
ί
ー
ε
ͷ

ֶ
ੜ
͸
ɼ
ன
ؒ
त
ۀ
࣌
ؒ
ଳ
ʹ
։
ઃ
͞
Ε
Δ
त
ۀ
Պ
໨
΋
ɼ
։
講
Ω
ϟ
ϯ
ύ
ε
Λ
໰
Θ
ͣ
ఆ
Ί
Β
Ε

ͨ
୯
Ґ
਺
·
Ͱ
ཤ
म
͢
Δ
͜
ͱ
͕
Ͱ
͖
·
͢
ɻ
·
ͨ
ɼ
໷
ؒ
त
ۀ
࣌
ؒ
ଳ
ʹ
։
ઃ
͞
Ε
Δ
त
ۀ
Պ
໨

͸
ɼ
ڐ
Մ
͞
Ε
ͨ
ಛ
ఆ
ͷ
ֶ
෦
ͷ
ֶ
ੜ
͠
͔
ཤ
म
͢
Δ
͜
ͱ
͕
Ͱ
͖
·
ͤ
Μ
ɻ

　（
2）

単
位

と
単

位
の

修
得

ɹ
ɹ
�ɹ
ଔ
ۀ
͢
Δ
ͨ
Ί
ʹ
͸
ɼ
ॴ
ଐ
ֶ
෦
͕
ཤ
म
ج
४
ද
ͳ
Ͳ
Ͱ
ఆ
Ί
ͯ
͍
Δ
Ұ
ఆ
ͷ
ʮ
୯
Ґ
ʯ
Λ
म
ಘ

͢
Δ
ඞ
ཁ
͕
͋
Γ
·
͢
ɻ

ɹ
ɹ
�ɹ
୯
Ґ
͸
ɼ
֤
त
ۀ
Պ
໨
ʹ
͓
͍
ͯ
࣮
ࢪ
͢
Δ
ࢼ
ݧ
ʹ
߹
֨
͠
ͨ
৔
߹
ͳ
Ͳ
ʹ
म
ಘ
͢
Δ
͜
ͱ
͕
Ͱ

͖
·
͢
ɻ
֤
त
ۀ
Պ
໨
Ͱ
म
ಘ
Ͱ
͖
Δ
୯
Ґ
਺
͸
ɼ
༧
श
ɾ
෮
श
ͷ
࣌
ؒ
΋
ߟ
ྀ
͠
ͯ
ɼ
ผ
ʹ
ఆ
Ί

Δ
ࢉ
ఆ
ج
४
ʹ
Α
Γ
ܾ
ఆ
͞
Ε
·
͢
ɻ
ৄ
ࡉ
͸
ɼʮ
ྩ
࿨
ʢ̒
�0
��
ʣ೥
౓
ڭ
ཆ
ڭ
ҭ
։
ઃ
त
ۀ
Պ
໨

Ұ
ཡ
ʯʢ
Q�
ڭ
ཆ
�0
ʙ
Q�
ڭ
ཆ
��
ʣ
ͷ
ʮ
։
ઃ
୯
Ґ
਺
ʯ
ཝ
Λ
ࢀ
র
͠
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
ɻ

ɹ
ɹ̡
म
ಘ
Ͱ
͖
Δ
୯
Ґ
਺
ͱ
ֶ
म
࣌
ؒ
ʢ
ྫ
ʣr

ɹ
ɹ
˞
�๏
ྩ
ͷ
ఆ
Ί
Δ
ͱ
͜
Ζ
ʹ
Α
Γ
ɼ
͍
ͣ
Ε
ͷ
त
ۀ
Պ
໨
΋
̍
୯
Ґ
ͷ
म
ಘ
ʹ
�5
࣌
ؒ
ͷ
ֶ
म
͕

ඞ
ཁ
ͱ
ͳ
Γ
·
͢
ɻ

ɹ
ɹ
˞
�Ұ
෦
ͷ
त
ۀ
Պ
໨
ʹ
ͭ
͍
ͯ
͸
ɼ
ࢉ
ఆ
ج
४
͕
ҟ
ͳ
Δ
৔
߹
͕
͋
Γ
·
͢
ɻ
ৄ
͠
͘
͸
޿
ౡ
େ
ֶ

ڭ
ཆ
ڭ
ҭ
Պ
໨
ཤ
म
ن
ଇ
ʢ
Q�
ڭ
ཆ
��
ʙ
Q�
ڭ
ཆ
�1
ʣ
Λ
ࢀ
র
͠
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
ɻ

त
ۀ
ͷ
ํ
๏
ʢ
୯
Ґ
਺
ʣ
ֶ
म
࣌
ؒ

ֶ
म
࣌
ؒ
ͷ
಺
༁

講
ɹ
ɹ
ɹ
ٛ
ʢ
̎
୯
Ґ
ʣ

Ā÷
࣌
ؒ

ʢ
त
ۀ
̎
࣌
ؒ
ʴ
༧
श
ɾ
෮
श
̐
࣌
ؒ
ʣ̫
15
ճ

ԋ
श
ɾ
࣮
श
ʢ
̍
୯
Ґ
ʣ

ûü
࣌
ؒ

ʢ
त
ۀ
̎
࣌
ؒ
ʴ
༧
श
ɾ
෮
श
̍
࣌
ؒ
ʣ̫
15
ճ

࣮
ɹ
ɹ
ɹ
ݧ
ʢ
̍
୯
Ґ
ʣ

ûü
࣌
ؒ

ʢ
त
ۀ
̏
࣌
ؒ
ʴ
༧
श
ɾ
෮
श
̌
࣌
ؒ
ʣ̫
15
ճ

೥
ɹ
࣍

̍
೥
࣍

̎
೥
࣍

ʜ
ֶ
ɹ
ظ

લ
ظ

ޙ
ظ

લ
ظ

ޙ
ظ

λ
ー
Ϝ

̍
λ
ー
Ϝ
̎
λ
ー
Ϝ
̏
λ
ー
Ϝ
̐
λ
ー
Ϝ
̍
λ
ー
Ϝ
̎
λ
ー
Ϝ
̏
λ
ー
Ϝ
̐
λ
ー
Ϝ

η
ϝ
ε
λ
ー

̍
η
ϝ
ε
λ
ー

̎
η
ϝ
ε
λ
ー

̏
η
ϝ
ε
λ
ー

̐
η
ϝ
ε
λ
ー
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ɹ
ɹ
�ɹ
ͳ
͓
ɼ
ݪ
ଇ
ͱ
͠
ͯ

同
一

授
業

科
目

を
重

複
し

て
履

修
す

る
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
。
ͨ
ͩ
͠
ɼ
Ҏ

Լ
ͷ
त
ۀ
Պ
໨
ʹ
ͭ
͍
ͯ
͸
ɼ
܁
Γ
ฦ
͠
ཤ
म
͠
ɼ
Ұ
ఆ
ͷ
୯
Ґ
਺
·
Ͱ
୯
Ґ
Λ
म
ಘ
͢
Δ
͜
ͱ
͕

Ͱ
͖
·
͢
ɻ

ɹ
ɹ̡
ॏ
ෳ
͠
ͯ
ཤ
म
Մ
ೳ
Ͱ
୯
Ґ
͕
ೝ
Ί
Β
Ε
Δ
Պ
໨
ʳ

３
．

そ
の

他
　（

1）
開

設
年

次
ɹ
ɹ
�ɹ
त
ۀ
Պ
໨
͝
ͱ
ʹ
ઃ
ఆ
͞
Ε
Δ
ର
৅
ֶ
೥
ͷ
͜
ͱ
Λ
ɼʮ
։
ઃ
೥
࣍
ʯ
ͱ
͍
͍
·
͢
ɻ
͜
Ε
͸
ɼ

ֶ
ੜ
ʹ
ͱ
ͬ
ͯ
ཤ
म
Մ
ೳ
ͱ
ͳ
Δ
೥
࣍
Λ
ҙ
ຯ
͠
·
͢
ɻ
ྫ
͑
͹
ɼ
։
ઃ
೥
࣍
ʮ
̎
ʯ
ͷ
त
ۀ
Պ
໨

ͷ
৔
߹
ɼ
̏
η
ϝ
ε
λ
ー
·
ͨ
͸
̐
η
ϝ
ε
λ
ー
͔
Β
ཤ
म
͢
Δ
͜
ͱ
͕
Ͱ
͖
·
͢
ɻ

ɹ
ɹ
�ɹ
֤
त
ۀ
Պ
໨
ʹ
Α
Γ
։
ઃ
೥
࣍
ɾ
։
講
ֶ
ظ
͕
ҟ
ͳ
Γ
·
͢
ͷ
Ͱ
ɼʮ
ྩ
࿨
ʢ̒
�0
��
ʣ೥
౓
ڭ
ཆ

ڭ
ҭ
։
ઃ
त
ۀ
Պ
໨
Ұ
ཡ
ʯʢ
Q�
ڭ
ཆ
�0
ʙ
Q�
ڭ
ཆ
��
ʣɼ
౰
֘
೥
౓
ʮ
ڭ
ཆ
ڭ
ҭ
Պ
໨
त
ۀ
࣌
ؒ
ׂ
ʯ

·
ͨ
͸
ʮ
.
Z
΋
Έ
͡
ʯ
ͳ
Ͳ
Ͱ
֬
ೝ
͠
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
ɻ

　（
2）

指
定

授
業

時
間

ɹ
ɹ
�ɹ
֤
ֶ
෦
ɼֶ
Պ
ɾ
ྨ
ʢ
ܥ
ʣɼ
ί
ー
ε
ɾ
ઐ
߈
ɼϓ
ϩ
ά
ϥ
Ϝ
ʢ
Ҏ
Լ
ʮ
֤
ֶ
෦
౳
ʯ
ͱ
͍
͍
·
͢
ɻʣ

͕
ཤ
म
ج
४
ද
ͳ
Ͳ
Ͱ
ఆ
Ί
ͯ
͍
Δ
ඞ
म
Պ
໨
ɼ
બ
୒
ඞ
म
Պ
໨
ɼ
ཤ
म
͢
Δ
͜
ͱ
͕
๬
·
͠
͍
ͱ

͢
Δ
Ұ
෦
ͷ
Պ
໨
͸
ɼʮ
ڭ
ཆ
ڭ
ҭ
Պ
໨
त
ۀ
࣌
ؒ
ׂ
ʯ
ͷ
ʮ
ࢦ
ఆ
त
ۀ
࣌
ؒ
ׂ
ද
ʯ
ʹ
ࣔ
͞
Ε
ͯ

͍
·
͢
ɻ͜
Ε
Β
ͷ
Պ
໨
Λ
ཤ
म
͢
Δ
৔
߹
͸
ɼࢦ
ఆ
͞
Ε
ͨ
༵
೔
ɾ
࣌
ݶ
ʹ
ཤ
म
͠
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
ɻ

ɹ
ɹ
�ɹ
ಉ
Ұ
ͷ
ࢦ
ఆ
त
ۀ
Պ
໨
Λ
ෳ
਺
ͷ
ڭ
һ
͕
୲
౰
͢
Δ
৔
߹
͸
ɼʮ
.
Z
΋
Έ
͡
ʯ
ͷ
ʮ
ཤ
म
ొ
࿥
ɾ

ࢀ
র
ʯը
໘
ʹ
͋
Δʮ
ڭ
ཆ
ڭ
ҭ
Պ
໨
ࢦ
ఆ
Ϋ
ϥ
ε
৘
ใ
ʯʹ
Α
Γ
୲
౰
ڭ
һ
Λ
֬
ೝ
͠
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
ɻ

　（
3）

修
学

上
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

す
る

学
生

の
履

修
ɹ
ɹ
�ɹ
म
ֶ
্
ಛ
ผ
ͳ
഑
ྀ
Λ
ඞ
ཁ
ͱ
͢
Δ
ֶ
ੜ
͸
ɼ
૯
߹
Պ
ֶ
෦
ࣄ
຿
౩
̍
֊
ͷ
ڭ
ҭ
ਪ
ਐ
ά
ϧ
ー
ϓ

ڭ
ཆ
ڭ
ҭ
୲
౰
·
ͨ
͸
ॴ
ଐ
ֶ
෦
ͷ
ֶ
ੜ
ࢧ
ԉ
୲
౰
Ͱ
ཤ
म
ͷ
࢓
ํ
ʹ
ͭ
͍
ͯ
૬
ஊ
͠
ͯ
͘
ͩ
͞

͍
ɻ

　（
4）

２
年

次
生

以
降

の
履

修
上

の
注

意
点

ɹ
ɹ
�ɹ
࣍
೥
౓
Ҏ
߱
ʹ
͓
͍
ͯ
ɼ
त
ۀ
Պ
໨
໊
͕
ม
ߋ
͞
Ε
Δ
͜
ͱ
͕
͋
Δ
ͷ
Ͱ
ɼʮ
΋
Έ
͡
5
PQ
ʯ
ͷ

த
ʹ
͋
Δ
ڭ
ཆ
ڭ
ҭ
ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー
δ
� ʢ
IU
UQ
T��
�N
PN
JKJ
�I
JSP
TI
JN
B�
V�
BD
�KQ
�N
PN
JKJ
�UP
Q�
MF
BS
OJ
OH
��

LZ
PV
ZP
V�
ʣ
ͳ
Ͳ
Ͱ
ʮ
ڭ
ཆ
ڭ
ҭ
Պ
໨
৽
چ
ର
Ԡ
ද
ʯ
Λ
֬
ೝ
͠
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
ɻ

େ
ֶ
ڭ
ҭ
ج
ૅ
Պ
໨

ల
։
θ
ϛ

֎
ࠃ

ޠ
Պ

໨
ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ᶗ
ɼ
ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ᶘ
ɼ

"
EW
BO
DF
E�
&O
HM
JTI
�GP
S�
$P
N
N
VO
JD
BU
JP
Oɼ
ւ
֎
ޠ
ֶ
ԋ
श
ɼ

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
֎
ࠃ
ޠ
ʢ
໷
ؒ
त
ۀ
࣌
ؒ
ଳ
ʣɼ
ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
೔
ຊ
ޠ

݈
߁
ε
ϙ
ー
π
Պ
໨

ε
ϙ
ー
π
࣮
श
ɼ
ε
ϙ
ー
π
ԋ
श

ࣾ
ձ
࿈
ܞ
Պ
໨

ւ
֎
フ
Ο
ー
ϧ
υ
ε
λ
σ
Ο
ɼ

ւ
֎
フ
Ο
ー
ϧ
υ
ε
λ
σ
Ο
ɾ
ア
υ
バ
ϯ
ε
ト
ɼ

ࠃ
ࡍ
ަ
ྲྀ
ε
Ω
ϧ
ア
ο
ϓ
ԋ
श
̖
ɼ
ࠃ
ࡍ
ަ
ྲྀ
ε
Ω
ϧ
ア
ο
ϓ
ԋ
श
̗
ɼ

ࠃ
ࡍ
ަ
ྲྀ
ε
Ω
ϧ
ア
ο
ϓ
ԋ
श
̘
ɼ
ࠃ
ࡍ
ަ
ྲྀ
ε
Ω
ϧ
ア
ο
ϓ
ԋ
श
̙
ɼ

Φ
ϯ
ϥ
イ
ϯ
ࠃ
ࡍ
ڠ
ಇ
ԋ
श
ʢ
F�
45
"
R5
ʣ
"
ɼ

Φ
ϯ
ϥ
イ
ϯ
ࠃ
ࡍ
ڠ
ಇ
ԋ
श
ʢ
F�
45
"
R5
ʣ
#
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Ⅲ
．

授
業

科
目

の
履

修

１
．

平
和

科
目

　
１

）
授

業
の

目
標

ɹ
ɹ
�ɹ
ઓ
૪
ɾ
ฆ
૪
ɼ
֩
ഇ
ઈ
ɼ
ශ
ࠔ
ɼ
ٌ
ծ
ɼ
ਓ
ޱ
૿
Ճ
ɼ
؀
ڥ
ɼ
ڭ
ҭ
ɼ
จ
Խ
౳
ͷ
༷
ʑ
ͳ
؍
఺
͔

Β
ฏ
࿨
ʹ
ͭ
͍
ͯ
ࣗ
Β
ߟ
͑
ɼ
ཧ
ղ
Λ
ਂ
Ί
Δ
͜
ͱ
Λ
໨
ඪ
ʹ
͠
ͯ
͍
·
͢
ɻ

ˎ
�ฏ
࿨
Պ
໨
܈
ઃ
ஔ
ͷ
໨
త
ɿ
޿
ౡ
େ
ֶ
ͷ
ཧ
೦
̑
ݪ
ଇ
ʹ
ʮ
ฏ
࿨
Λ
ر
ٻ
͢
Δ
ਫ਼
ਆ
ʯ
͕
ܝ
͛
Β
Ε

ͯ
͍
Δ
Α
͏
ʹ
ɼֶ
ੜ
ʹ
͸
ฏ
࿨
ʹ
ର
͢
Δ
ҙ
ࣝ
ͷ
ᔻ
ཆ
͕
ٻ
Ί
Β
Ε
ͯ
͍
Δ
ɻ
ฏ
࿨
ʹ
ͭ
͍
ͯ
͸
ɼ

ઓ
૪
ͷ
൵
ࢂ
͞
Λ
௚
ࢹ
͠
ɼ
֩
ഇ
ઈ
Λ
ؚ
Ή
܉
ॖ
Λ
ల
๬
͢
Δ
ࢹ
఺
Λ
ҭ
Ή
ඞ
ཁ
ੑ
͕
͋
Δ
͜
ͱ
͸

͍
͏
·
Ͱ
΋
ͳ
͍
ɻ
͠
͔
͠
ɼͦ
Ε
Ҏ
֎
ʹ
΋
ʮ
ශ
ࠔ
ʯɼʮ
ٌ
ծ
ʯɼʮ
ਓ
ޱ
૿
Ճ
ʯɼʮ
؀
ڥ
ʯɼʮ
ڭ
ҭ
ʯɼ

ʮ
จ
Խ
ʯ
ͳ
Ͳ
ଟ
༷
ͳ
؍
఺
͔
Β
޿
͘
ฏ
࿨
Λ
ଊ
͑
௚
͠
ͯ
͍
͘
͜
ͱ
΋
ඞ
ཁ
Ͱ
͋
Δ
ɻ
͜
ͷ
Α
͏

ͳ
؍
఺
͔
Β
ʮ
ฏ
࿨
Λ
ߟ
͑
Δ
ʯ
৔
Λ
ఏ
ڙ
͢
Δ
ͨ
Ί
ʹ
ฏ
࿨
Պ
໨
܈
Λ
ఏ
ࣔ
͢
Δ
ɻ

　
２

）
授

業
の

内
容

ɹ
ɹ
�ɹ
ͦ
Ε
ͧ
Ε
ͷ
ڭ
һ
͕
ɼ
ઐ
໳
ͱ
͢
Δ
ֶ
໰
෼
໺
΍
ࢹ
఺
͔
Β
講
ٛ
͠
ɼ
ฏ
࿨
ʹ
ͭ
͍
ͯ
ߟ
͑
Δ
৔

Λ
ఏ
ڙ
͠
·
͢
ɻ
͢
΂
ͯ
ͷ
Պ
໨
ʹ
͓
͍
ͯ
ɼ
ฏ
࿨
ʹ
ؔ
͢
Δ
Ϟ
χ
ϡ
ϝ
ϯ
ト
ͷ
ݟ
ֶ
΍
ɼ
ฏ
࿨
ʹ

ؔ
͢
Δ
ө
૾
࡞
඼
ͷ
ࢹ
ௌ
౳
Λ
ߦ
ͬ
ͨ
্
Ͱ
ɼ
त
ۀ
୲
౰
ڭ
һ
͔
Β
ఏ
ࣔ
͞
Ε
Δ
ς
ー
Ϛ
౳
ʹ
Ԋ
ͬ

ͨ
ʮ
ฏ
࿨
Λ
ߟ
͑
Δ
レ
ϙ
ー
ト
ʯ
Λ
ఏ
ग़
͢
Δ
͜
ͱ
͕
ٛ
຿
෇
͚
Β
Ε
ͯ
͍
·
͢
ɻ

　
３

）
履

修
上

の
注

意
事

項
ɹ
ɹ
̰
ɽ
ֶ
෦
͝
ͱ
ʹ
ࢦ
ఆ
͞
Ε
ͨ
࣌
ؒ
ଳ
͔
Β
Պ
໨
Λ
બ
୒
͠
ͯ
ཤ
म
͠
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
ɻ

ɹ
ɹ
ɹ
�ɹ
ͳ
͓
ɼࢦ
ఆ
࣌
ؒ
ଳ
ɼ։
講
Պ
໨
ʹ
ͭ
͍
ͯ
͸
ɼʮ
ڭ
ཆ
ڭ
ҭ
Պ
໨
त
ۀ
࣌
ؒ
ׂ
ʯ
·
ͨ
͸
ʮ
.
Z

΋
Έ
͡
ʯ
ͳ
Ͳ
Ͱ
֬
ೝ
͠
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
ɻ

ɹ
ɹ
̱
ɽ
म
ಘ
Մ
ೳ
ͳ
୯
Ґ
਺
͸
̎
୯
Ґ
ʢ
̍
Պ
໨
ʣ
·
Ͱ
Ͱ
͢
ɻ

２
．

大
学

教
育

入
門

　
１

）
授

業
の

目
標

ɹ
ɹ
�ɹ
େ
ֶ
Ͱ
ֶ
Ϳ
͜
ͱ
ͷ
ҙ
ٛ
ͱ
໨
ඪ
Λ
ཧ
ղ
͠
ɼ
େ
ֶ
Ͱ
ֶ
Ϳ
্
Ͱ
ج
ຊ
ͱ
ͳ
Δ
ٕ
ೳ
΍
ଶ
౓
Λ
਎

ʹ
ͭ
͚
Δ
͜
ͱ
Λ
໨
ඪ
ʹ
͠
ͯ
͍
·
͢
ɻ

　
２

）
授

業
の

内
容

ɹ
ɹ
�ɹ
େ
ֶ
Ͱ
Կ
Λ
ֶ
Ϳ
ͷ
͔
ɼ
ࣗ
෼
ͷ
໨
ඪ
Λ
໌
֬
ʹ
͢
Δ
ͱ
ͱ
΋
ʹ
ɼ
レ
ϙ
ー
ト
ͷ
࡞
੒
ํ
๏
΍
ɼ

৘
ใ
ऩ
ू
ɾ
ൃ
৴
Λ
͢
Δ
࣌
ͷ
ྙ
ཧ
ن
ൣ
ɼ
ଞ
ऀ
ͱ
ͷ
ަ
ྲྀ
΍
͔
͔
Θ
Γ
ํ
ɼ
େ
ֶ
ͷ
ࢪ
ઃ
΍
֤
छ

੍
౓
ͳ
Ͳ
ʹ
ͭ
͍
ͯ
ֶ
श
͢
Δ
Պ
໨
Ͱ
͢
ɻ

　
３

）
履

修
上

の
注

意
事

項
ɹ
ɹ
ɹ
ֶ
෦
͝
ͱ
ʹ
ࢦ
ఆ
͞
Ε
ͨ
࣌
ؒ
ଳ
Ͱ
ཤ
म
͠
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
ɻ

ɹ
ɹ
�ɹ
ͳ
͓
ɼ
ࢦ
ఆ
࣌
ؒ
ଳ
ʹ
ͭ
͍
ͯ
͸
ɼʮ
ڭ
ཆ
ڭ
ҭ
Պ
໨
त
ۀ
࣌
ؒ
ׂ
ʯ
·
ͨ
͸
ʮ
.
Z
΋
Έ
͡
ʯ

Ͱ
֬
ೝ
͠
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
ɻ

197
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３
．

教
養

ゼ
ミ

　
１

）
授

業
の

目
標

ɹ
ɹ
�ɹ
ਓ
ྨ
΍
ࣾ
ձ
͕
๊
͑
ͯ
͖
ͨ
ྺ
࢙
త
ɼ
ݱ
୅
త
ͳ
՝
୊
ʹ
ର
͠
ͯ
ɼ
ূ
ڌ
ʹ
ج
ͮ
͖
࿦
ཧ
త
ʹ
ߟ

͑
൷
൑
త
ʹ
ࣗ
਎
ͷ
ࢥ
ߟ
Λ
ۛ
ຯ
͢
Δ
ೳ
ྗ
ͱ
ɼ
ద
੾
ʹ
ࣗ
ݾ
ද
ݱ
Λ
ߦ
͏
ೳ
ྗ
Λ
਎
ʹ
ͭ
͚
Δ
͜

ͱ
Λ
໨
ඪ
ʹ
͠
ͯ
͍
·
͢
ɻ

　
２

）
授

業
の

内
容

ɹ
ɹ
�ɹ
ߴ
౳
ֶ
ߍ
·
Ͱ
ͷ
ड
਎
ͷ
講
ٛ
Ͱ
͸
ͳ
͘
ɼ
େ
ֶ
ੜ
Β
͠
͘
ࣗ
ओ
త
ʹ
ֶ
श
͠
ɼ
ੵ
ۃ
త
ʹ
ൃ
ݴ

͠
ͯ
͍
͘
ଶ
౓
Λ
ҭ
Ή
Պ
໨
Ͱ
͢
ɻ
ࣗ
ओ
ֶ
श
ͷ
࢟
੎
ɼ
౼
࿦
΁
ͷ
ࢀ
Ճ
ɼ
࣭
ٙ
Ԡ
౴
ͳ
Ͳ
͕
ධ
Ձ

͞
Ε
·
͢
ɻ

ɹ
ɹ
�ɹ
શ
ֶ
ੜ
̎
୯
Ґ
ඞ
म
Ͱ
͢
ɻ
ݪ
ଇ
ͱ
͠
ͯ
10
໊
ఔ
౓
ͷ
গ
ਓ
਺
Ϋ
ϥ
ε
Ͱ
ߦ
͍
·
͢
͕
ɼ
ଟ
ਓ
਺

Ϋ
ϥ
ε
Ͱ
ߦ
͏
ֶ
෦
΋
͋
Γ
·
͢
ɻ

　
３

）
履

修
上

の
注

意
事

項
ɹ
ɹ
�ɹ
େ
ֶ
ੜ
ͱ
͠
ͯ
ͷ
ࣗ
֮
Λ
࣋
ͪ
ɼ
ࣗ
ֶ
ࣗ
श
ͱ
ͦ
͜
Ͱ
ͷ
े
෼
ͳ
ࢥ
ߟ
ͱ
ཧ
ղ
Λ
΋
ͬ
ͯ
ڭ
ཆ
θ

ϛ
ʹ
ྟ
Έ
ɼ
ੵ
ۃ
త
ʹ
त
ۀ
ʹ
ࢀ
Ճ
͠
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
ɻ

ɹ
ɹ
ɹ
त
ۀ
ͷ
ৄ
ࡉ
ʹ
ͭ
͍
ͯ
͸
ॴ
ଐ
ֶ
෦
ͷ
ࢦ
ࣔ
ʹ
ै
ͬ
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
ɻ

４
．

展
開

ゼ
ミ

　
１

）
授

業
の

目
標

ɹ
ɹ
�ɹ
࠷
ઌ
୺
ͷ
ς
ー
Ϛ
ʹ
ͭ
͍
ͯ
ֶ
ͼ
౼
࿦
͠
ͨ
Γ
ɼ
ମ
ݧ
ܕ
ͷ
ֶ
श
Λ
ߦ
͏
͜
ͱ
Λ
௨
͡
ͯ
໰
୊
ൃ

ݟ
ɾ
ղ
ܾ
ೳ
ྗ
Λ
ᔻ
ཆ
͢
Δ
ͱ
ͱ
΋
ʹ
ɼν
ϟ
レ
ϯ
δ
ਫ਼
ਆ
ɼϓ
レ
θ
ϯ
ς
ー
γ
ϣ
ϯ
ྗ
ɼリ
ー
μ
ー

γ
ο
ϓ
ྗ
ͳ
Ͳ
ͷ
޲
্
Λ
ਤ
Δ
͜
ͱ
Λ
໨
ඪ
ʹ
͠
ͯ
͍
·
͢
ɻ

　
２

）
授

業
の

内
容

ɹ
ɹ
�ɹʮ
ڭ
ཆ
θ
ϛ
ʯ
Ͱ
ͷ
ֶ
ͼ
Λ
౔
୆
ͱ
͠
ɼ
ࣾ
ձ
ʹ
͓
͚
Δ
৽
ͨ
ͳ
Ձ
஋
૑
ग़
΍
՝
୊
ղ
ܾ
ͷ
ͨ
Ί

ͷ
ʮ
૯
߹
஌
ʯ
Λ
࣮
ફ
త
ʹ
׆
༻
͢
Δ
৔
Λ
ఏ
ڙ
͠
·
͢
ɻ
ς
ー
Ϛ
ผ
ʹ
θ
ϛ
ܗ
ࣜ
ͷ
त
ۀ
Λ
։
講

͠
ɼ
ֶ
෦
ɾ
ֶ
೥
ͷ
࿮
Λ
௒
͑
ͨ
গ
ਓ
਺
ͷ
Ϋ
ϥ
ε
ʹ
͓
͍
ͯ
ɼ
࠷
ઌ
୺
ͷ
ς
ー
Ϛ
ʹ
ͭ
͍
ͯ
ֶ
ͼ

౼
࿦
͠
ͨ
Γ
ɼ
ମ
ݧ
ܕ
ͷ
ֶ
श
Λ
ߦ
͍
·
͢
ɻ

　
３

）
履

修
上

の
注

意
事

項
ɹ
ɹ
B��
�
ཤ
म
η
ϝ
ε
λ
ー
͸
ֶ
෦
ʹ
Α
ͬ
ͯ
ҟ
ͳ
Γ
·
͢
ɻ
·
ͨ
ɼ
ς
ー
Ϛ
ʹ
Α
ͬ
ͯ
͸
ର
৅
ֶ
೥
͕

ݶ
ఆ
͞
Ε
Δ
৔
߹
͕
͋
Γ
·
͢
ɻ

ɹ
ɹ
C�
��
࣮
ࢪ
࣌
ظ
΍
ς
ー
Ϛ
͸
त
ۀ
͝
ͱ
ʹ
ҟ
ͳ
Γ
·
͢
ɻ
ৄ
ࡉ
͸
ʮ
ֶ
ੜ
৘
ใ
ͷ
৿
ɹ
΋
Έ
͡
ʯ
౳

Ͱ
͓
஌
Β
ͤ
͠
·
͢
ɻ

ɹ
ɹ
D��
��
ݪ
ଇ
ͱ
͠
ͯ
10
໊
Ҏ
಺
ͷ
Ϋ
ϥ
ε
Ͱ
࣮
ࢪ
͠
·
͢
ɻ
ड
講
ر
๬
ऀ
ଟ
਺
ͷ
৔
߹
͸
ɼ
ந
બ
ຢ
͸

ड
講
ಈ
ػ
ʹ
Α
Δ
બ
ൈ
Λ
ߦ
͏
͜
ͱ
͕
͋
Γ
·
͢
ɻ

ɹ
ɹ
�E�
��
म
ಘ
͠
ͨ
୯
Ґ
Λ
ଔ
ۀ
ʹ
ඞ
ཁ
ͳ
୯
Ґ
਺
ʢ
ཁ
म
ಘ
୯
Ґ
਺
ʣ
ʹ
ؚ
Ί
Δ
͜
ͱ
͕
Ͱ
͖
Δ
৔
߹

͕
͋
Γ
·
͢
ɻ
ৄ
ࡉ
͸
ॴ
ଐ
ֶ
෦
͕
ఆ
Ί
Δ
ཤ
म
ج
४
ද
ͳ
Ͳ
Λ
ࢀ
র
͠
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
ɻ

―
教
養
 8
 
―

５
．

領
域

科
目

　
１

）
授

業
の

目
標

ɹ
ɹ
�ɹ
ਓ
ؒ
͕
஝
ੵ
͠
ͯ
͖
ͨ
஌
ࣝ
͕
Ͳ
ͷ
Α
͏
ʹ
͠
ͯ
ੜ
·
Ε
ɼ
ҭ
ͬ
ͯ
͖
ͨ
ͷ
͔
ɼ
ͦ
ͷ
ࠜ
ຊ
ͷ
ߟ

͑
ํ
͸
Կ
Ͱ
͋
Δ
ͷ
͔
ʹ
ͭ
͍
ͯ
ɼ
จ
Խ
త
ɾ
ࣾ
ձ
త
ɾ
ࣗ
વ
Պ
ֶ
త
ͳ
ࢹ
఺
Λ
౿
·
͑
ͳ
͕
Β
ɼ

ઐ
໳
෼
໺
ͷ
࿮
Λ
௒
͑
ͯ
ڞ
௨
ʹ
ٻ
Ί
Β
Ε
Δ
஌
త
ͳ
ٕ
๏
Λ
ֶ
Ϳ
͜
ͱ
Λ
໨
ඪ
ʹ
͠
ͯ
͍
·
͢
ɻ

　
２

）
授

業
の

内
容

ɹ
ɹ
�ɹ
จ
໌
ͷ
ܧ
ঝ
ͱ
஌
త
૑
଄
ͷ
ͨ
Ί
ʹ
ඞ
ཁ
ͳ
ج
ૅ
త
஌
ࣝ
Λ
఻
͑
ɼ
͞
·
͟
·
ͳ
ֶ
໰
ྖ
Ҭ
ʹ
ͭ

͍
ͯ
ͷ
஌
త
ؔ
৺
Λ
ש
ى
͢
Δ
Պ
໨
Ͱ
͢
ɻ

ɹ
ɹ
�ɹ
ͦ
Ε
ͧ
Ε
ͷ
ֶ
໰
෼
໺
ʹ
ج
ͮ
͍
ͯ
ɼ
ਓ
จ
ࣾ
ձ
Պ
ֶ
ܥ
Պ
໨
܈
ͱ
ࣗ
વ
Պ
ֶ
ܥ
Պ
໨
܈
ͷ
̎
ͭ

ͷ
Պ
໨
܈
Ͱ
ߏ
੒
͞
Ε
ͯ
͍
·
͢
ɻ
͞
Β
ʹ
ɼ
֤
Պ
໨
܈
ʹ
͸
ɼ
Ҏ
Լ
ͷ
ͱ
͓
Γ
෼
ྨ
Λ
ઃ
͚
ͯ
͍

·
͢
ɻ

　
３

）
履

修
上

の
注

意
事

項
ɹ
ɹ
ɹ
̰
�ɽ
શ
ֶ
ੜ
ڞ
௨
͠
ͯ
ɼ
ਓ
จ
ࣾ
ձ
Պ
ֶ
ܥ
Պ
໨
܈
̐
୯
Ґ
ٴ
ͼ
ࣗ
વ
Պ
ֶ
ܥ
Պ
໨
܈
̐
୯
Ґ
ͷ

ܭ
̔
୯
Ґ
Λ
म
ಘ
͢
Δ
ඞ
ཁ
͕
͋
Γ
·
͢
ɻ
Α
Γ
෯
޿
͍
ڭ
ཆ
Λ
਎
ʹ
෇
͚
Δ
ͨ
Ί
ɼ
Ͱ
͖
Δ

ͩ
͚
ҟ
ͳ
Δ
෼
ྨ
ͷ
Պ
໨
Λ
ཤ
म
͢
Δ
͜
ͱ
͕
๬
·
Ε
·
͢
ɻ
ྖ
Ҭ
Պ
໨
Ͱ
͸
ɼ
֤
ֶ
෦
౳
ʹ

ࢦ
ఆ
࣌
ؒ
ଳ
Λ
ઃ
͚
ͯ
͓
Γ
ɼ
ࢦ
ఆ
࣌
ؒ
ଳ
Ͱ
։
講
͞
Ε
ͯ
͍
Δ
Պ
໨
Λ
ɼ̍
Պ
໨
ʢ
̎
୯
Ґ
ʣ

ͣ
ͭ
ཤ
म
͠
ͯ
͍
͚
͹
ɼ
ܭ
̔
୯
Ґ
म
ಘ
͢
Δ
͜
ͱ
͕
Մ
ೳ
Ͱ
͢
ɻ
ͳ
͓
ɼ
ଞ
ֶ
෦
ɾ
ଞ
ֶ
Պ

ࢦ
ఆ
ͷ
࣌
ؒ
ଳ
Λ
আ
͖
ɼ
ॴ
ଐ
ֶ
෦
ɾ
ֶ
Պ
ͷ
ࢦ
ఆ
࣌
ؒ
ଳ
Ҏ
֎
Ͱ
։
講
͞
Ε
Δ
ྖ
Ҭ
Պ
໨
Λ

ཤ
म
͢
Δ
͜
ͱ
΋
Մ
ೳ
Ͱ
͢
ɻ

ɹ
ɹ
ɹ
̱
�ɽ
ଔ
ۀ
ʹ
ඞ
ཁ
ͳ
୯
Ґ
਺
͕
̔
୯
Ґ
Λ
௒
͑
Δ
ֶ
෦
΋
͋
Γ
·
͢
ɻ
·
ͨ
ɼ
ඞ
म
Պ
໨
ɼ
બ
୒

ඞ
म
Պ
໨
·
ͨ
͸
ཤ
म
͢
Δ
͜
ͱ
͕
๬
·
͠
͍
Պ
໨
͸
ֶ
෦
ʹ
Α
ͬ
ͯ
ҟ
ͳ
Γ
·
͢
ͷ
Ͱ
ɼ
ॴ

ଐ
ֶ
෦
͕
ఆ
Ί
Δ
ཤ
म
ج
४
౳
Λ
ࢀ
র
͠
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
ɻ

ɹ
ɹ
ɹ
̲
�ɽ
ཁ
म
ಘ
୯
Ґ
਺
Λ
௒
͑
ͯ
म
ಘ
͠
ͨ
ྖ
Ҭ
Պ
໨
ͷ
͏
ͪ
ɼ
࢖
༻
ݴ
ޠ
͕
ʮ
ӳ
ޠ
ʯ
ͷ
त
ۀ
Պ

໨
ͷ
୯
Ґ
Λ
֎
ࠃ
ޠ
Պ
໨
ʢ
ӳ
ޠ
ʣ
ͷ
୯
Ґ
਺
ʹ
ࢉ
ೖ
Ͱ
͖
Δ
৔
߹
͕
͋
Γ
·
͢
ɻ
ৄ
ࡉ
͸
ॴ

ଐ
ֶ
෦
͕
ఆ
Ί
Δ
ཤ
म
ج
४
ද
౳
Λ
ࢀ
র
͠
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
ɻ

ɹ
ɹ
ɹ
̳
�ɽ
ࢦ
ఆ
࣌
ؒ
ଳ
ɼ
։
講
Պ
໨
ʹ
ͭ
͍
ͯ
͸
ɼʮ
ڭ
ཆ
ڭ
ҭ
Պ
໨
त
ۀ
࣌
ؒ
ׂ
ʯ
·
ͨ
͸
ʮ
.
Z

΋
Έ
͡
ʯ
Ͱ
֬
ೝ
͠
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
ɻ

Պ
໨
܈

෼
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ྨ

ਓ
จ
ࣾ
ձ
Պ
ֶ
ܥ

Պ
໨
܈

ʮ
఩
ֶ
ɾ
ྙ
ཧ
ֶ
ɾ
फ
ڭ
ֶ
ɾ
ܳ
ज़
ֶ
ʯʮ
ਓ
ྨ
ֶ
ɾ
஍
ཧ
ֶ
ɾ
ྺ
࢙
ֶ
ʯ

ʮ
จ
ֶ
ɾ
ݴ
ޠ
ֶ
ʯʮ
๏
ֶ
ɾ
੓
࣏
ֶ
ɾ
ࣾ
ձ
ֶ
ɾ
ܦ
ࡁ
ֶ
ɾ
ڭ
ҭ
ֶ
ʯʮ
৺
ཧ
ֶ
ʯ

ࣗ
વ
Պ
ֶ
ܥ

Պ
໨
܈

ʮ
๏
ֶ
ɾ
੓
࣏
ֶ
ɾ
ࣾ
ձ
ֶ
ɾ
ܦ
ࡁ
ֶ
ɾ
ڭ
ҭ
ֶ
ʯʮ
਺
ֶ
ɾ
৘
ใ
ֶ
ʯ

ʮ
ࣗ
વ
؀
ڥ
ɾ
ࣾ
ձ
ج
൫
ʯʮ
෺
ཧ
ɾ
ఱ
จ
ɾ
Ԡ
༻
෺
ཧ
ʯʮ
Խ
ֶ
ʯʮ
ੜ
෺
ʯ

ʮ
݈
߁
Պ
ֶ
ɾ
ҩ
ֶ
৘
ใ
ʯ

198
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６
．

外
国

語
科

目
授

業
の

目
標

ɹ
ά
ϩ
ー
バ
ϧ
Խ
࣌
୅
ʹ
ର
Ԡ
͢
Δ
ͨ
Ί
ɼ༷
ʑ
ͳ
ݴ
ޠ
Ͱ
৘
ใ
Λ
ड
৴
͠
ɼൃ
৴
Ͱ
͖
Δ
ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー

γ
ϣ
ϯ
ೳ
ྗ
Λ
ཆ
੒
͠
ɼ
஌
ࣝ
ɾ
ٕ
ೳ
Λ
म
ಘ
͢
Δ
ͱ
ͱ
΋
ʹ
ɼ
ҟ
ͳ
Δ
ݴ
ޠ
΍
จ
Խ
ʹ
ର
͢
Δ
ཧ
ղ
Λ

ਂ
Ί
Δ
͜
ͱ
Λ
໨
ඪ
ʹ
͠
ͯ
͍
·
͢
ɻ

（
1

）
英

　
語

　
１

）
授

業
の

内
容

ɹ
ɹ
ɹ
त
ۀ
͸
ݪ
ଇ
ͱ
͠
ͯ
श
ख़
౓
ผ
ͷ
Ϋ
ϥ
ε
ฤ
੒
ʹ
ͳ
ͬ
ͯ
͍
·
͢
ɻ

　
　

①
　

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
基

礎
ɹ
ɹ
ɹ
�ɹ
8
#5
ʢ
8
FC
�#
BT
FE
�5
SB
JO
JO
Hʣ
ʹ
Α
Δ
ࣗ
ֶ
ࣗ
श
ʹ
Α
Γ
ɼ
೔
ৗ
త
ɾ
ࠃ
ࡍ
త
ͳ
৔
໘
Ͱ

ͷ
ӳ
ޠ
ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ʹ
ඞ
ཁ
ͱ
ͳ
Δ
ޠ
ኮ
΍
จ
๏
�ʢ
5
0
&*
$�ʢ
Rʣ
�-
��
�R
ς
ε
ト
�0
0

఺
૬
౰
ʣ
Λ
਎
ʹ
෇
͚
·
͢
ɻ

　
　

　
ａ

．
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

基
礎

Ⅰ
（

原
則

１
セ

メ
ス

タ
ー

に
開

講
）

　
　

　
ｂ

．
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

基
礎

Ⅱ
（

原
則

２
セ

メ
ス

タ
ー

に
開

講
）

　
　

②
　

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ⅰ

・
Ⅱ

　
　

　
ａ

．
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅰ
Ａ

，
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅰ
Ｂ

（
原

則
１

セ
メ

ス
タ

ー
に

開
講

）
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ᶗ
̖
Ͱ
͸
ʮ
࿩
͢
ʯɼ
ᶗ
̗
Ͱ
͸
ʮ
ಡ
Ή
ʯ
Λ
த
৺
ͱ
͠
ͨ
ج
ૅ
త
ӡ
༻
ೳ
ྗ
Λ
ཆ
͍
·
͢
ɻ

　
　

　
ｂ

．
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅱ
Ａ

，
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅱ
Ｂ

（
原

則
２

セ
メ

ス
タ

ー
に

開
講

）
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ᶘ
̖
Ͱ
͸
ʮ
ॻ
͘
ʯɼ
ᶘ
̗
Ͱ
͸
ʮ
ௌ
͘
ʯ
Λ
த
৺
ͱ
͠
ͨ
ج
ૅ
త
ӡ
༻
ೳ
ྗ
Λ
ཆ
͍
·
͢
ɻ

　
　

③
　

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
演

習
ɹ
ɹ
ɹ
�ɹ
೔
ৗ
త
ɾ
ࠃ
ࡍ
త
ͳ
৔
໘
ʹ
͓
͍
ͯ
ӳ
ޠ
Ͱ
ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
Λ
ߦ
͏
ͨ
Ί
ͷ
ӳ
ޠ
ӡ
༻

ೳ
ྗ
Λ
ཆ
͍
·
͢
ɻ

ɹ
ɹ
ɹ
�ɹ
ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ԋ
श
͸
ɼ
ҩ
ֶ
෦
ҩ
ֶ
Պ
ɼ
ࣃ
ֶ
෦
ࣃ
ֶ
Պ
ɼ
ༀ
ֶ
෦
ༀ
ֶ
Պ
ɼ
ༀ
ֶ

෦
ༀ
Պ
ֶ
Պ
ͷ
ֶ
ੜ
Λ
ର
৅
ͱ
͠
ͨ
ɼ
ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ج
ૅ
ʹ
୅
Θ
Δ
Պ
໨
Ͱ
͢
ɻ

　
　

　
ａ

．
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

演
習

Ⅰ
　

　
　

ｂ
．

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
演

習
Ⅱ

　
　

④
　

オ
ン

ラ
イ

ン
英

語
演

習
Ⅰ

・
Ⅱ

・
Ⅲ

ɹ
ɹ
ɹ
�ɹ
ί
ϯ
ϐ
ϡ
ー
λ
Λ
ར
༻
͠
ɼ
্
ڃ
ͷ
ӳ
୯
ޠ
ͳ
Ͳ
ಛ
ఆ
ͷ
ς
ー
Ϛ
ʹ
Ԋ
ͬ
ͯ
ࣗ
ֶ
ࣗ
श
͠
ɼ
�0

࣌
ؒ
෼
ͷ
ֶ
म
Λ
̍
୯
Ґ
ͱ
͠
ɼ
ظ
຤
ࢼ
ݧ
ͳ
Ͳ
ʹ
Α
Γ
୯
Ґ
ͷ
ೝ
ఆ
Λ
ߦ
͍
·
͢
ɻ

ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ཤ
म
ख
ଓ
ͷ
ํ
๏
ͳ
Ͳ
ͷ
ৄ
ࡉ
͸
ɼ
γ
ϥ
バ
ε
Λ
֬
ೝ
͠
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
ɻ

　
　

⑤
　

A
dv

an
ce

d 
E

ng
lis

h 
fo

r 
C

om
m

un
ic

at
io

n
ɹ
ɹ
ɹ
�ɹ
͞
·
͟
·
ͳ
ݴ
ޠ
׆
ಈ
Λ
௨
͡
ͯ
ɼ
Α
Γ
ߴ
౓
ͳ
ӳ
ޠ
ӡ
༻
ೳ
ྗ
Λ
ཆ
੒
͢
Δ
͜
ͱ
Λ
໨
త
ͱ

͠
ͨ
त
ۀ
Ͱ
͢
ɻ

―
教
養
 1
0
 
―

　
２

）
履

修
上

の
注

意
事

項
　

　
①

　
英

語
の

履
修

基
準

ɹ
ɹ
ɹ
�ɹ
ॴ
ଐ
ֶ
෦
͕
ఆ
Ί
Δ
ཤ
म
ج
४
ද
ͳ
Ͳ
Ͱ
ɼඞ
म
୯
Ґ
਺
ͱ
ཤ
म
Պ
໨
Λ
֬
ೝ
͠
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
ɻ

ɹ
ɹ
ɹ
�ɹ
·
ͨ
ɼ
ֶ
෦
౳
ʹ
Α
ͬ
ͯ
͸
ɼʮ
Φ
ϯ
ϥ
イ
ϯ
ӳ
ޠ
ԋ
श
ᶗ
ɾ
ᶘ
ɾ
ᶙ
ʯ
ٴ
ͼ
ཁ
म
ಘ
୯
Ґ
਺

Λ
௒
͑
ͯ
म
ಘ
͠
ͨ
ྖ
Ҭ
Պ
໨
ٴ
ͼ
ࣾ
ձ
࿈
ܞ
Պ
໨
ͷ
͏
ͪ
ɼ
࢖
༻
ݴ
ޠ
͕
ʮ
ӳ
ޠ
ʯ
ͷ
त
ۀ
Պ

໨
ͷ
୯
Ґ
Λ
ӳ
ޠ
ͷ
ཁ
म
ಘ
୯
Ґ
਺
ͳ
Ͳ
ʹ
ࢉ
ೖ
͢
Δ
͜
ͱ
͕
Ͱ
͖
·
͢
ɻ
ৄ
ࡉ
͸
ɼ
ॴ
ଐ
ֶ
෦

͕
ఆ
Ί
Δ
ཤ
म
ج
४
ද
ͳ
Ͳ
Λ
ࢀ
র
͠
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
ɻ

　
　

②
　

正
規

の
授

業
科

目
以

外
で

の
単

位
の

認
定

ɹ
ɹ
ɹ
�ɹ
5
0
&*
$ʢ
Rʣ
ɼ
5
0
&'
-ʢ
Rʣ
ɼ
*&
-5
4
ٴ
ͼ
ӳ
ݕ
ͷ
֎
ࠃ
ޠ
ٕ
ೳ
ݕ
ఆ
ࢼ
ݧ
Ͱ
Ұ
ఆ
ͷ
੒

੷
Ҏ
্
ʹ
ୡ
͠
ͯ
͍
Δ
৔
߹
͸
ɼ
ผ
ʹ
ఆ
Ί
Δ
ج
४
ʹ
Α
Γ
୯
Ґ
͕
ೝ
ఆ
͞
Ε
·
͢
ɻʢ
Q�
ڭ
ཆ

��
ʙ
Q�
ڭ
ཆ
��
ʮ
֎
ࠃ
ޠ
ٕ
ೳ
ݕ
ఆ
ࢼ
ݧ
౳
ʹ
Α
Δ
୯
Ґ
ೝ
ఆ
ͷ
औ
ѻ
͍
ʹ
ͭ
͍
ͯ
ʯ
Λ
ࢀ
র
͠

ͯ
͘
ͩ
͞
͍
ɻʣ

ɹ
ɹ
ɹ
�ɹ
·
ͨ
ɼ
์
ૹ
େ
ֶ
Λ
ར
༻
͠
ͨ
୯
Ґ
ͷ
ೝ
ఆ
΋
Ұ
෦
ͷ
ֶ
෦
Ͱ
Մ
ೳ
Ͱ
͢
ɻ
ৄ
ࡉ
͸
ॴ
ଐ
ֶ
෦

ͷ
ֶ
ੜ
ࢧ
ԉ
୲
౰
Ͱ
֬
ೝ
͠
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
ɻ

（
2

）
初

修
外

国
語

ɹ
�ɹʮ
ॳ
म
֎
ࠃ
ޠ
ʯ
ͱ
͠
ͯ
ɼ
̓
ͭ
ͷ
ݴ
ޠ
－

ア
ラ

ビ
ア

語
，

ロ
シ

ア
語

，
中

国
語

，
韓

国
語

，
ス

ペ
イ

ン
語

，
フ

ラ
ン

ス
語

，
ド

イ
ツ

語
－
Λ
։
ઃ
͠
ͯ
͍
·
͢
ɻ

　
１

）
授

業
の

内
容

　
　

①
　

授
業

科
目

の
種

類
　

　
 　

ａ
．

ベ
ー

シ
ッ

ク
外

国
語

Ⅰ
・

Ⅱ
（

そ
れ

ぞ
れ

１
・

２
タ

ー
ム

に
開

講
，

週
２

回
）

ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
�ɹ
ൃ
Ի
ɾ
ද
ه
ͷ
ج
ૅ
ɼ
ج
ૅ
త
ͳ
จ
๏
ɾ
จ
ܕ
ɼ
ॳ
า
త
ͳ
ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ೳ
ྗ
ͷ

म
ಘ
Λ
໨
ඪ
ͱ
͠
ͯ
͍
·
͢
ɻ

　
　

 　
ｂ

．
ベ

ー
シ

ッ
ク

外
国

語
Ⅲ

・
Ⅳ

（
そ

れ
ぞ

れ
３

・
４

タ
ー

ム
に

開
講

，
週

２
回

）
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
�ɹ
ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
֎
ࠃ
ޠ
̞
ɾ
ᶘ
ʹ
Ҿ
͖
ଓ
͖
ɼ�
ج
ૅ
త
ͳ
จ
ܕ
ɾ
จ
๏
Λ
ֶ
ͼ
ɼ�
ࢹ
ௌ
֮
ڭ
ࡐ
ͳ

Ͳ
Λ
׆
༻
͠
ͯ
ɼ�
ॳ
ڃ
レ
ϕ
ϧ
ͷ
ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ೳ
ྗ
ͷ
म
ಘ
Λ
໨
ඪ
ͱ
͠
ͯ
͍
·
͢
ɻ

　
　

　
ｃ

 ．
初

修
外

国
語

を
さ

ら
に

深
く

学
び

た
い

場
合

は
，「

ベ
ー

シ
ッ

ク
外

国
語

」
と

合
わ

せ
て

「
イ

ン
テ

ン
シ

ブ
外

国
語

」
を

履
修

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

　
　

　
　

　
イ

ン
テ

ン
シ

ブ
外

国
語

Ⅰ
Ａ

（
１

タ
ー

ム
に

開
講

，
週

２
回

）
　

　
　

　
　

イ
ン

テ
ン

シ
ブ

外
国

語
Ⅰ

Ｂ
（

２
タ

ー
ム

に
開

講
，

週
２

回
）

　
　

　
　

　
イ

ン
テ

ン
シ

ブ
外

国
語

Ⅱ
Ａ

（
３

タ
ー

ム
に

開
講

，
週
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）
履

修
上

の
注

意
事

項
ɹ
ɹ
̰
ɽ
֤
ֶ
෦
౳
ʹ
Α
ͬ
ͯ
ɼ
ཤ
म
ج
४
ʢ
ඞ
म
Պ
໨
ɼ
બ
୒
Պ
໨
ɼ
ଔ
ۀ
ʹ
ඞ
ཁ
ͳ
୯
Ґ
਺
౳
ʣ
͕

ҟ
ͳ
Γ
·
͢
ͷ
Ͱ
ɼ
ॴ
ଐ
ֶ
෦
͕
ఆ
Ί
Δ
ཤ
म
ج
४
ද
ͳ
Ͳ
Λ
ࢀ
র
͠
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
ɻ

ɹ
ɹ
̱
ɽʮ
ε
ϙ
ー
π
࣮
श
̖
ʯɼʮ
ε
ϙ
ー
π
࣮
श
̗
ʯ
ٴ
ͼ
ʮ
ε
ϙ
ー
π
ԋ
श
ʯ
͸
ɼಉ
͡
ڭ
һ
΍
छ
໨
ɼ

त
ۀ
Պ
໨
໊
Ͱ
͋
ͬ
ͯ
΋
܁
Γ
ฦ
͠
ཤ
म
͢
Δ
͜
ͱ
͕
Ͱ
͖
·
͢
ɻ
ͨ
ͩ
͠
ɼ
̍
೥
࣍
ʹ
ͭ
͍
ͯ

͸
ɼ
̍
ɾ
̎
λ
ー
Ϝ
Ͱ
̍
Պ
໨
ͷ
Έ
ɼ
̏
ɾ
̐
λ
ー
Ϝ
Ͱ
̍
Պ
໨
ͷ
Έ
͠
͔
ཤ
म
͢
Δ
͜
ͱ
͕
Ͱ

͖
·
ͤ
Μ
ʢ
ू
த
講
ٛ
Λ
আ
͘
ʣɻ

ɹ
ɹ
̲
ɽʮ
ε
ϙ
ー
π
࣮
श
̖
ʯɼ
ʮ
ε
ϙ
ー
π
࣮
श
̗
ʯ
ٴ
ͼ
ʮ
ε
ϙ
ー
π
ԋ
श
ʯ
͸
ɼ
ॳ
ճ
ʹ
Ψ
イ
μ

ϯ
ε
Λ
ߦ
͍
·
͢
ɻ
Ψ
イ
μ
ϯ
ε
ͷ
৔
ॴ
ɼ
෰
૷
ɼ
γ
ϡ
ー
ζ
ͷ
४
උ
ͳ
Ͳ
ʹ
ͭ
͍
ͯ
͸
ɼ
֤
Պ

໨
ͷ
γ
ϥ
バ
ε
ٴ
ͼ
ڭ
ཆ
ڭ
ҭ
ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー
δ
ͳ
Ͳ
ʹ
Α
Γ
ࢦ
ࣔ
͠
·
͢
ɻ

ɹ
ɹ
̳
ɽ
ू
த
講
ٛ
ͷ
Ψ
イ
μ
ϯ
ε
೔
ఔ
͸
ผ
్
ܝ
ࣔ
౳
Ͱ
ࢦ
ࣔ
͠
·
͢
ɻ

―
教
養
1
4
―

９
．

社
会

連
携

科
目

　
１

）
授

業
の

目
標

ɹ
ɹ
�ɹ
ࣾ
ձ
ʹ
͓
͚
Δ
ଟ
༷
ੑ
Λ
ཧ
ղ
͠
ɼ
࣮
ફ
͢
Δ
͜
ͱ
Λ
௨
͠
ͯ
ɼ
ࣾ
ձ
Ͱ
ੜ
͖
ɼ
׆
༂
͢
Δ
ͨ
Ί

ʹ
ඞ
ཁ
ͳ
ྗ
Λ
ߴ
Ί
Δ
͜
ͱ
Λ
໨
ඪ
ʹ
͠
ͯ
͍
·
͢
ɻ

　
２

）
授

業
の

内
容

ɹ
ɹ
�ɹ
৬
৔
΍
஍
Ҭ
ࣾ
ձ
Ͱ
ଟ
༷
ͳ
ਓ
ʑ
ͱ
࿈
ܞ
͠
ڠ
ಉ
͢
Δ
ͨ
Ί
ʹ
ඞ
ཁ
ͳ
ʮ
ࣾ
ձ
ਓ
ج
ૅ
ྗ
ʯ
Λ
ҭ

Ή
Պ
໨
Ͱ
͢
ɻ
Ϙ
ϥ
ϯ
ς
Ο
ア
ڭ
ҭ
΍
Ω
ϟ
リ
ア
ڭ
ҭ
ʹ
ؔ
͢
Δ
Պ
໨
ͳ
Ͳ
͕
͋
Γ
·
͢
ɻ

　
３

）
履

修
上

の
注

意
事

項
ɹ
ɹ
�ɹ
֤
ֶ
෦
౳
ʹ
Α
ͬ
ͯ
ɼ
ཤ
म
ج
४
ʢ
ඞ
म
Պ
໨
ɼ
બ
୒
Պ
໨
ɼ
ଔ
ۀ
ʹ
ඞ
ཁ
ͳ
୯
Ґ
਺
౳
ʣ
͕
ҟ

ͳ
Γ
·
͢
ͷ
Ͱ
ɼ
ॴ
ଐ
ֶ
෦
͕
ఆ
Ί
Δ
ཤ
म
ج
४
ද
ͳ
Ͳ
Λ
ࢀ
র
͠
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
ɻ

ɹ
ɹ
�ɹ
·
ͨ
ɼ
ཁ
म
ಘ
୯
Ґ
਺
Λ
௒
͑
ͯ
म
ಘ
͠
ͨ
ࣾ
ձ
࿈
ܞ
Պ
໨
ͷ
͏
ͪ
ɼ
࢖
༻
ݴ
ޠ
͕
ʮ
ӳ
ޠ
ʯ
ͷ

त
ۀ
Պ
໨
ͷ
୯
Ґ
Λ
֎
ࠃ
ޠ
Պ
໨
ʢ
ӳ
ޠ
ʣ
ͷ
୯
Ґ
਺
ʹ
ࢉ
ೖ
Ͱ
͖
Δ
৔
߹
͕
͋
Γ
·
͢
ɻ
ৄ
ࡉ
͸

ॴ
ଐ
ֶ
෦
͕
ఆ
Ί
Δ
ཤ
म
ج
४
ද
౳
Λ
ࢀ
র
͠
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
ɻ

10
．

基
盤

科
目

　
１

）
授

業
の

目
標

ɹ
ɹ
�ɹ
ઐ
໳
ڭ
ҭ
ͱ
ͷ
༗
ػ
త
ؔ
࿈
ੑ
Λ
࣋
ͭ
લ
ઐ
໳
ڭ
ҭ
ͱ
͠
ͯ
ɼ
ͦ
Ε
ͧ
Ε
ͷ
ઐ
໳
෼
໺
Λ
ֶ
Ϳ
ͨ

Ί
ʹ
ඞ
ཁ
ͳ
ج
ૅ
త
஌
ࣝ
ͷ
ֶ
श
ʹ
Α
Γ
ɼ
ج
ૅ
ֶ
໰
ͷ
࿦
ཧ
త
ࠎ
֨
΍
ମ
ܥ
ٴ
ͼ
ֶ
໰
ܗ
੒
ʹ
ඞ

ཁ
ͳ
஌
ࣝ
ɾ
ٕ
ज़
Λ
म
ಘ
͢
Δ
͜
ͱ
Λ
໨
ඪ
ʹ
͠
ͯ
͍
·
͢
ɻ

　
２

）
授

業
の

内
容

ɹ
ɹ
�ɹ
֤
ઐ
໳
෼
໺
ʹ
͓
͚
Δ
࿦
ཧ
త
ࠎ
֨
΍
ֶ
໰
ܗ
੒
ʹ
ඞ
ཁ
ෆ
Մ
ܽ
ͳ
ج
ૅ
త
஌
ࣝ
ͱ
ٕ
ज़
Λ
म
ಘ

͢
Δ
Պ
໨
Ͱ
͢
ɻ
ߴ
౳
ֶ
ߍ
ͳ
Ͳ
Ͱ
ֶ
Μ
Ͱ
͍
ͳ
͍
ֶ
ੜ
Λ
ର
৅
ͱ
͠
ͨ
ج
ૅ
త
ͳ
಺
༰
Λ
ؚ
Ή
Պ

໨
΋
։
ઃ
͠
ͯ
͍
·
͢
ʢʮ
ॳ
म
෺
ཧ
ֶ
ʯɼ
ʮ
ॳ
म
ੜ
෺
ֶ
ʯ
ͳ
Ͳ
ʣɻ

　
３

）
履

修
上

の
注

意
事

項
ɹ
ɹ
�ɹ
ج
൫
Պ
໨
ͱ
͠
ͯ
ଔ
ۀ
ʹ
ඞ
ཁ
ͳ
त
ۀ
Պ
໨
ͱ
୯
Ґ
਺
͸
ɼ
ॴ
ଐ
ֶ
෦
͕
ఆ
Ί
Δ
ཤ
म
ج
४
ද
ͳ

Ͳ
ʹ
ه
ࡌ
͞
Ε
ͯ
͍
·
͢
ɻ
ͦ
Ε
Β
Ҏ
֎
ͷ
ج
൫
Պ
໨
ʹ
ͭ
͍
ͯ
͸
ɼ
ଔ
ۀ
ʹ
ඞ
ཁ
ͳ
୯
Ґ
਺
ʹ
ؚ

·
Ε
ͳ
͍
৔
߹
͕
͋
Γ
·
͢
ɻ

201



―
教
養
1
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Ⅳ
．

履
修

に
関

す
る

手
続

・
相

談
等

１
．

履
修

手
続

ɹ
�ɹ
ॴ
ଐ
ֶ
෦
͕
ఆ
Ί
Δ
ཤ
म
ج
४
ද
ͳ
Ͳ
ʹ
ج
ͮ
͖
ɼʮ
ڭ
ཆ
ڭ
ҭ
Պ
໨
त
ۀ
࣌
ؒ
ׂ
ʯ
ٴ
ͼ
γ
ϥ
バ
ε

ͳ
Ͳ
Λ
ࢀ
র
͠
ͳ
͕
Β
ཤ
म
ܭ
ը
Λ
࡞
੒
͠
ɼ
ཤ
म
Λ
ر
๬
͢
Δ
त
ۀ
Պ
໨
͸
ཤ
म
ख
ଓ
ظ
ؒ
಺
ʹ
ཤ
म

ख
ଓ
Λ
׬
ྃ
͠
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
ɻ
ͳ
͓
ɼ
ಉ
ֶ
ظ
ʢ
̍
λ
ー
Ϝ
ͱ
̎
λ
ー
Ϝ
ɼ
̏
λ
ー
Ϝ
ͱ
̐
λ
ー
Ϝ
ʣ
Ͱ

։
講
͞
Ε
ͯ
͍
Δ
ಉ
Ұ
त
ۀ
Պ
໨
Λ
ॏ
ෳ
͠
ͯ
ཤ
म
͢
Δ
͜
ͱ
͸
Ͱ
͖
·
ͤ
Μ
ɻ
·
ͨ
ɼ
ड
講
ऀ
ఆ
һ
Λ

௒
ա
͠
ͨ
त
ۀ
Պ
໨
ʹ
ͭ
͍
ͯ
͸
ड
講
ऀ
ந
બ
Λ
ߦ
͍
·
͢
ͷ
Ͱ
ɼ
ͦ
ͷ
݁
Ռ
Λ
ඞ
ͣ
ʮ
.
Z
΋
Έ
͡
ʯ

Ͱ
֬
ೝ
͠
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
ɻ

　
 　

履
修

手
続

を
行

っ
て

い
な

い
授

業
科

目
に

つ
い

て
は

，授
業

に
全

て
出

席
し

期
末

試
験

を
受

験
し

て
も

，
単

位
を

修
得

す
る

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん

。
　

 　
各

授
業

科
目

の
履

修
手

続
の

詳
細

に
つ

い
て

は
，

各
タ

ー
ム

開
始

前
に

「
M

y
も

み
じ

」
で

通
知

し
ま

す
の

で
，

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。

２
．

履
修

相
談

ɹ
�ɹ
ڭ
ཆ
ڭ
ҭ
Պ
໨
ͷ
ཤ
म
ʹ
ؔ
͢
Δ
࣭
໰
ɾ
૬
ஊ
͸
ɼ
ڭ
ҭ
ਪ
ਐ
ά
ϧ
ー
ϓ
ڭ
ཆ
ڭ
ҭ
୲
౰
ٴ
ͼ
բ
஍
۠

ӡ
Ӧ
ࢧ
ԉ
෦
ֶ
ੜ
ࢧ
ԉ
ά
ϧ
ー
ϓ
ʢ
ֶ
ੜ
ੜ
׆
ɾ
ڭ
ཆ
୲
౰
ʣ
Ͱ
ड
͚
෇
͚
ͯ
͍
·
͢
ɻ
·
ͨ
ɼ
ֶ
෦
͕

ఆ
Ί
Δ
ཤ
म
ج
४
ͳ
Ͳ
ʹ
ؔ
͢
Δ
࣭
໰
ɾ
૬
ஊ
ʹ
ͭ
͍
ͯ
͸
ɼ
ॴ
ଐ
ֶ
෦
ͷ
ֶ
ੜ
ࢧ
ԉ
୲
౰
ʹ
૬
ஊ
͠
ͯ

͘
ͩ
͞
͍
ɻ

ɹ
�ɹ
࿈
བྷ
ઌ
ͳ
Ͳ
͸
Q�
ڭ
ཆ
5�
Λ
ࢀ
র
͠
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
ɻ

　
※

病
気

等
で

授
業

を
欠

席
す

る
場

合
に

つ
い

て
ɹ
�ɹ
ڭ
ཆ
ڭ
ҭ
ʹ
͓
͍
ͯ
ප
ؾ
ͦ
ͷ
ଞ
ͷ
΍
Ή
Λ
ಘ
ͳ
͍
ࣄ
༝
ʹ
Α
Γ
̎
ि
ؒ
Ҏ
্
ܽ
੮
͢
Δ
৔
߹

͸
ɼ
ॴ
ଐ
ֶ
෦
ͷ
ֶ
ੜ
ࢧ
ԉ
୲
౰
ʹ
ࣄ
༝
Λ
ূ
໌
͢
Δ
ॻ
ྨ
ʢ
਍
அ
ॻ
ͳ
Ͳ
ʣ
Λ
ఴ
͑
ͯ
ɼ
ܽ
੮
ಧ

Λ
ఏ
ग़
͠
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
ɻ
̎
ि
ؒ
ະ
ຬ
ͷ
৔
߹
͸
ɼ
֤
त
ۀ
୲
౰
ڭ
һ
΁
ਃ
͠
ग़
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
ɻ

ɹ
�ɹ
ͳ
͓
ɼ
ڭ
ҭ
࣮
श
ɾ
հ
ޢ
౳
ମ
ݧ
ʹ
Α
Γ
ܽ
੮
͢
Δ
৔
߹
ͷ
ܽ
੮
ಧ
͸
ผ
ʹ
ఆ
Ί
ͯ
͍
·
͢
ɻ

ɹ
�ɹ
·
ͨ
ɼ
ප
ؾ
౳
Ͱ
ࢼ
ݧ
Λ
ܽ
੮
͢
Δ
৔
߹
ͷ
ର
Ԡ
͸
ɼ
Q�
ڭ
ཆ
1�
ͷ
ʮ
̐
ɽ
௥
ࢼ
ݧ
ʯ
ͷ
߲
Λ
ࢀ

র
͠
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
ɻ

ɹ
�ɹ
͜
Ε
Β
ཤ
म
ख
ଓ
ͳ
Ͳ
ɼ
ڭ
ཆ
ڭ
ҭ
ʹ
ؔ
͢
Δ
༷
ʑ
ͳ
৘
ใ
͸
ɼ
ڭ
ཆ
ڭ
ҭ
ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー
δ

ʢ
IU
UQ
T��
�N
PN
JKJ
�I
JSP
TI
JN
B�
V�
BD
�KQ
�N
PN
JKJ
�UP
Q�
MF
BS
OJ
OH
�L
ZP
VZ
PV
�ʣ
Ͱ
΋
֬
ೝ
Ͱ
͖
·
͢
ɻ

―
教
養
1
6
―

●
「

学
生

情
報

の
森

　
も

み
じ

」
に

つ
い

て
ɹ
�ɹʮ
ֶ
ੜ
৘
ใ
ͷ
৿
ɹ
΋
Έ
͡
ʯ
͸
޿
ౡ
େ
ֶ
Ͱ
ֶ
ͼ
ɼ
ੜ
׆
͢
Δ
ͨ
Ί
ʹ
ඞ
ཁ
ͳ
৘
ใ
Λ
ఏ
ڙ
͢
Δ

γ
ε
ς
Ϝ
Ͱ
͢
ɻ
イ
ϕ
ϯ
ト
৘
ใ
΍
α
ー
Ϋ
ϧ
৘
ใ
ɼ
ͦ
ͷ
ଞ
ख
ଓ
͖
ʹ
ؔ
͢
Δ
৘
ใ
ͳ
Ͳ
ɼ
୭
Ͱ
΋

ࣗ
༝
ʹ
Ӿ
ཡ
Մ
ೳ
ͳ
ʮ
΋
Έ
͡
5
PQ
ʯ
ͱ
ɼ
޿
େ
*%
ɾ
޿
େ
ύ
ε
ϫ
ー
υ
Ͱ
ϩ
ά
イ
ϯ
ޙ
ʹ
ར
༻
͢

Δ
ʮ
.
Z
΋
Έ
͡
ʯ
͔
Β
ߏ
੒
͞
Ε
ͯ
͍
·
͢
ɻ

　（
1）

広
大

ID
と

広
大

パ
ス

ワ
ー

ド
ɹ
�ɹ
޿
େ
*%
ͱ
޿
େ
ύ
ε
ϫ
ー
υ
ͷ
ೝ
ূ
Λ
ड
͚
ͯ
ར
༻
͢
Δ
ʮ
.
Z
΋
Έ
͡
ʯ
ͷ
α
ー
Ϗ
ε
ʹ
͸
ɼ

ॅ
ॴ
΍
੒
੷
౳
ͷ
ݸ
ਓ
৘
ใ
ͷ
ࢀ
র
ɼ
ཤ
म
Պ
໨
ͷ
ొ
࿥
ɾ
ม
ߋ
౳
ͷ
ख
ଓ
͕
ؚ
·
Ε
·
͢
ɻ
ୈ
ࡾ
ऀ

ʹ
Α
Δ
ͳ
Γ
͢
·
͠
Λ
๷
͗
ɼ
҆
શ
ͳ
ֶ
ੜ
ੜ
׆
Λ
ૹ
Δ
ͨ
Ί
ʹ
΋
ɼ
޿
େ
*%
ͱ
޿
େ
ύ
ε
ϫ
ー
υ

͸
ద
੾
ʹ
؅
ཧ
͠
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
ɻ

　（
2）

掲
示

，
休

講
補

講
教

室
変

更
，

試
験

情
報

ɹ
�ɹ
֤
छ
௨
஌
΍
͓
஌
Β
ͤ
ܝ
ࣔ
ɼ
ٳ
講
ɾ
ิ
講
ɼ
ࢼ
ݧ
৘
ใ
΍
ͦ
ͷ
ଞ
त
ۀ
ʹ
ؔ
͢
Δ
࿈
བྷ
ࣄ
߲
ͳ
Ͳ
ɼ

ֶ
ੜ
ੜ
׆
ʹ
ؔ
͢
Δ
ଟ
͘
ͷ
৘
ใ
͸
ʮ
.
Z
΋
Έ
͡
ʯ
ʹ
ܝ
ࣔ
͞
Ε
·
͢
ɻ
ॏ
ཁ
ͳ
৘
ใ
Λ
ݟ
ಀ
͞
ͳ

͍
Α
͏
ɼ
ຖ
೔
ʮ
.
Z
΋
Έ
͡
ʯ
ʹ
ϩ
ά
イ
ϯ
͠
ͯ
֬
ೝ
͠
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
ɻ

　（
3）

履
修

ɹ
�ɹ
ֶ
ੜ
͸
ઃ
ఆ
͞
Ε
ͨ
ظ
ؒ
ʹ
ʮ
.
Z
΋
Έ
͡
ʯ
͔
Β
ཤ
म
͢
Δ
Պ
໨
Λ
ొ
࿥
͠
·
͢
ɻ
ઃ
ఆ
͞
Ε
ͨ

ظ
ؒ
Ҏ
֎
͸
ొ
࿥
Ͱ
͖
·
ͤ
Μ
ɻ
ొ
࿥
Մ
ೳ
ͳ
ظ
ؒ
͸
ʮ
΋
Έ
͡
5
PQ
ʯ
Ͱ
͓
஌
Β
ͤ
͠
·
͢
ɻ
Ұ

෦
ͷ
त
ۀ
Ͱ
͸
ཤ
म
ֶ
ੜ
ͷ
ௐ
੔
Λ
ߦ
͏
͜
ͱ
΋
͋
Δ
ͷ
Ͱ
ɼ
ͦ
ͷ
ࢦ
ࣔ
ʹ
ै
ͬ
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
ɻʮ
.
Z

΋
Έ
͡
ʯ
͔
Β
γ
ϥ
バ
ε
Λ
ࢀ
র
͢
Δ
͜
ͱ
΋
Ͱ
͖
·
͢
ɻʢ
Q�
ڭ
ཆ
15
ࢀ
র
ʣ

　（
4）

学
籍

情
報

ɹ
�ɹ
ॴ
ଐ
ɼ
ॅ
ॴ
ɼ
෕
฼
౳
ͷ
ॅ
ॴ
ɼ
ి
࿩
൪
߸
ͳ
Ͳ
ͷ
৘
ใ
͕
ܝ
ࡌ
͞
Ε
ͯ
͍
·
͢
ɻ
͜
Ε
Β
ͷ
৘
ใ

͸
ν
ϡ
ー
λ
ー
ͷ
ֶ
ੜ
ࢦ
ಋ
ɼࣄ
຿
৬
һ
ʹ
Α
Δ
ۓ
ٸ
Λ
ཁ
͢
Δ
৔
߹
ͷ
࿈
བྷ
ͳ
Ͳ
ʹ
ར
༻
͢
Δ
ͨ
Ί
ɼ

ม
ߋ
ͳ
Ͳ
͕
͋
ͬ
ͨ
ࡍ
ʹ
͸
ॴ
ଐ
ֶ
෦
ͷ
ֶ
ੜ
ࢧ
ԉ
ࣨ
΁
଎
΍
͔
ʹ
ಧ
͚
ग़
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
ɻͳ
͓
ɼϝ
ー

ϧ
ア
υ
レ
ε
ɼ
ܞ
ଳ
ి
࿩
൪
߸
ɼ
ి
࿩
൪
߸
͸
ɼ
ֶ
಺
ω
ο
ト
ϫ
ー
Ϋ
ʢ
)
*/
&5
ʣ
͔
Β
ア
Ϋ
η
ε

͠
ͯ
͍
Δ
৔
߹
ʮ
.
Z
΋
Έ
͡
ʯ
͔
Β
ม
ߋ
Մ
ೳ
Ͱ
͢
ɻ

　（
5）

成
績

ɹ
�ɹ
ֶ
ੜ
͸
֤
ࣗ
ͷ
੒
੷
Λ
ࢀ
র
͢
Δ
͜
ͱ
͕
Ͱ
͖
·
͢
ɻ
ֶ
෦
ʹ
Α
ͬ
ͯ
͸
ɼ
ν
ϡ
ー
λ
ー
ɼ
ࢦ
ಋ
ڭ

һ
ʹ
Α
Δ
໘
ஊ
ٴ
ͼ
ঝ
ೝ
͕
ඞ
ཁ
ʹ
ͳ
Γ
·
͢
ɻʢ
Q�
ڭ
ཆ
1�
ࢀ
র
ʣ

　（
6）

ア
ン

ケ
ー

ト
ɹ
�ɹʮ
.
Z
΋
Έ
͡
ʯ
͔
Β
؆
୯
ʹ
ճ
౴
Ͱ
͖
Δ
ア
ϯ
έ
ー
ト
ػ
ೳ
͕
͋
Γ
ɼ
त
ۀ
վ
ળ
ʹ
ͭ
ͳ
͕
Δ
त

ۀ
վ
ળ
ア
ϯ
έ
ー
ト
ͳ
Ͳ
͕
ߦ
Θ
Ε
·
͢
ɻ

　（
7）

「
M

y
も

み
じ

」
へ

の
ア

ク
セ

ス
ɹ
�ɹʮ
.
Z
΋
Έ
͡
ʯ
͸
ɼ
ֶ
಺
֎
ͷ
ω
ο
ト
ϫ
ー
Ϋ
ʹ
ܨ
͕
ͬ
ͨ
ύ
ι
ί
ϯ
ɼ
λ
ϒ
レ
ο
ト
୺
຤
ٴ
ͼ

ε
Ϛ
ー
ト
フ
Υ
ϯ
͔
Β
ア
Ϋ
η
ε
Ͱ
͖
·
͢
ɻ
ͳ
͓
ɼ
ֶ
ੜ
৘
ใ
ɼ
੒
੷
৘
ใ
౳
ɼ
ݸ
ਓ
৘
ใ
͕
ؚ
·

Ε
Δ
৘
ใ
͸
ֶ
಺
ω
ο
ト
ϫ
ー
Ϋ
Λ
ར
༻
͠
ͯ
ア
Ϋ
η
ε
͠
ͨ
࣌
ͷ
Έ
ࢀ
র
Մ
ೳ
Ͱ
͢
ɻ

　（
8）

「
学

生
情

報
の

森
　

も
み

じ
」

の
利

用
可

能
時

間
に

つ
い

て
ɹ
�ɹʮ
ֶ
ੜ
৘
ใ
ͷ
৿
ɹ
΋
Έ
͡
ʯ
͸
��
࣌
ؒ
ར
༻
Ͱ
͖
·
͢
͕
ɼ
ϝ
ϯ
ς
φ
ϯ
ε
౳
ʹ
Α
Γ
γ
ε
ς
Ϝ

Λ
Ұ
࣌
ఀ
ࢭ
͢
Δ
͜
ͱ
͕
͋
Γ
·
͢
ɻ
ͦ
ͷ
৔
߹
͸
ɼʮ
΋
Έ
͡
5
PQ
ʯ
ͷ
ʮ
γ
ε
ς
Ϝ
ӡ
༻
ͷ
͓
஌

Β
ͤ
ʯ
Ͱ
௨
஌
͠
·
͢
ɻ
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　（
9）

 そ
の

他
の

注
意

に
つ

い
て

ɹ
�ɹ
ͦ
ͷ
ଞ
ʮ
.
Z
΋
Έ
͡
ར
༻
্
ͷ
஫
ҙ
ʯ
Λ
Լ
ه
6
R-
ʹ
ܝ
ࡌ
͠
ͯ
͍
·
͢
ɻ
ඞ
ͣ
Ұ
ಡ
͠
ͨ
্

Ͱ
͝
ར
༻
͘
ͩ
͞
͍
ɻ

ɹ
ɹ
IU
UQ
T��
�N
PN
JKJ
�I
JSP
TI
JN
B�
V�
BD
�KQ
�N
PN
JKJ
�UP
Q�
JO
GP
SN
BU
JP
O�
BU
UF
OU
JP
O�
IU
N
M

ɹ
�ɹ
ͳ
͓
ɼ
΋
Έ
͡
΍
Ｅ
ϝ
ー
ϧ
ͳ
Ͳ
ͷ
ω
ο
ト
ϫ
ー
Ϋ
Λ
ར
༻
͢
Δ
্
Ͱ
ͷ
Ϟ
ϥ
ϧ
΍
஫
ҙ
఺
ʹ
ͭ
͍

ͯ
͸
ɼʮ
େ
ֶ
ڭ
ҭ
ೖ
໳
ʯ
ͷ
त
ۀ
ͷ
த
Ͱ
આ
໌
͕
͋
Γ
·
͢
ɻ

ɹ
�ɹ
·
ͨ
ɼ
ֶ
ੜ
ੜ
׆
ͷ
ख
Ҿ
ʮ
ί
ϯ
ϐ
ϡ
ー
λ
ؔ
܎
ͷ
ト
ϥ
ϒ
ϧ
๷
ࢭ
ʯ
ʹ
΋
ه
ࡌ
͞
Ε
ͯ
͍
·
͢
ɻ

͜
Ε
Β
ͷ
಺
༰
Λ
Α
͘
ཧ
ղ
͠
ͨ
্
Ͱ
ύ
ι
ί
ϯ
΍
ω
ο
ト
ϫ
ー
Ϋ
Λ
ར
༻
͠
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
ɻ

―
教
養
1
8
―

Ⅴ
．

試
験

及
び

成
績

１
．

期
末

試
験

ɹ
ɹ
̰
�ɽ
௨
ৗ
ɼ
15
ճ
ͷ
त
ۀ
͕
࣮
ࢪ
͞
Ε
ͨ
ޙ
ʹ
ظ
຤
ࢼ
ݧ
͕
ߦ
Θ
Ε
·
͢
ɻ
͢
΂
ͯ
ͷ
त
ۀ
ʹ
ग़
੮

͢
Δ
͜
ͱ
Λ
৺
͕
͚
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
ɻ

ɹ
ɹ
̱
�ɽ
ग़
੮
ճ
਺
͕
त
ۀ
࣮
ࢪ
࣌
਺
ͷ
̏
෼
ͷ
̎
ʹ
ຬ
ͨ
ͳ
͍
ֶ
ੜ
͸
ɼ
ظ
຤
ࢼ
ݧ
ͷ
ड
ݧ
Λ
ೝ
Ί
·

ͤ
Μ
ɻ
ͨ
ͩ
͠
ɼ
ॴ
ఆ
ͷ
ख
ଓ
Λ
ܦ
ͯ
ܽ
੮
͠
ͨ
৔
߹
Ͱ
ɼ
ͦ
ͷ
ཧ
༝
͕
ප
ؾ
ͦ
ͷ
ଞ
΍
Ή
Λ
ಘ

ͳ
͍
ࣄ
৘
ͷ
ͱ
͖
͸
ɼ
त
ۀ
୲
౰
ڭ
һ
ͷ
൑
அ
ʹ
Α
Γ
ड
ݧ
͕
ೝ
Ί
Β
Ε
Δ
͜
ͱ
͕
͋
Γ
·
͢
ɻ

ɹ
ɹ
̲
ɽ
ࢼ
ݧ
࣮
ࢪ
೔
ఔ
΍
࣌
ؒ
౳
ͷ
ৄ
ࡉ
ʹ
ͭ
͍
ͯ
͸
ผ
్
௨
஌
͞
Ε
·
͢
ɻ

２
．

試
験

時
の

主
な

注
意

事
項

ɹʦ
ର
໘
ʹ
Α
Δ
ࢼ
ݧ
ʹ
ͭ
͍
ͯ
ʧ

ɹ
ɹ
̰
�ɽ
ड
ݧ
ʹ
ࡍ
͠
ͯ
͸
ɼ
ඞ
ͣ
ֶ
ੜ
ূ
Λ
ص
্
ʹ
ܝ
ࣔ
͠
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
ɻ

ɹ
ɹ
̱
�ɽ
ֶ
ੜ
ূ
Λ
ܞ
ଳ
͠
ͯ
͍
ͳ
͍
ֶ
ੜ
͸
ड
ݧ
Ͱ
͖
·
ͤ
Μ
ͷ
Ͱ
ɼ
ࢼ
ݧ
։
࢝
લ
ʹ
ॴ
ఆ
ͷ
ख
ଓ
͖

Λ
ߦ
ͬ
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
ɻ

ɹ
ɹ
̲
�ɽ
஗
ࠁ
͠
ͨ
ֶ
ੜ
͸
ɼ
ࢼ
ݧ
ࣨ
ͷ
ೖ
ࣨ
Λ
ڐ
Մ
͞
Ε
ͳ
͍
৔
߹
͕
͋
Γ
·
͢
ɻ

ɹ
ɹ
̳
�ɽ
ࢼ
ݧ
։
࢝
ޙ
�0
෼
Λ
ܦ
ա
͠
ͳ
͚
Ε
͹
ɼ
ࢼ
ݧ
ࣨ
͔
Β
ͷ
ୀ
ࣨ
͸
ڐ
Մ
͞
Ε
·
ͤ
Μ
ɻ

ɹ
ɹ
̴
�ɽ
౴
Ҋ
༻
ࢴ
͸
ɼ
ࢼ
ݧ
ࣨ
֎
΁
࣋
ͪ
ग़
͢
͜
ͱ
͸
Ͱ
͖
·
ͤ
Μ
ɻ

ɹ
ɹ
̵
�ɽ
ܞ
ଳ
ి
࿩
ɾ
ε
Ϛ
ー
ト
フ
Υ
ϯ
౳
ͷ
Ϟ
バ
イ
ϧ
ػ
ث
͸
ి
ݯ
Λ
੾
Γ
ɼ
Χ
バ
ϯ
ͷ
த
ʹ
ೖ
Ε
ͯ

͓
͍
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
ɻ
࣌
ܭ
୅
Θ
Γ
ʹ
࢖
༻
͢
Δ
͜
ͱ
͸
Ͱ
͖
·
ͤ
Μ
ɻ

ɹ
ɹ
̶
�ɽ
ܞ
ଳ
ి
࿩
ɾ
ε
Ϛ
ー
ト
フ
Υ
ϯ
౳
ࢼ
ݧ
ʹ
ඞ
ཁ
ͳ
͍
΋
ͷ
Λ
ص
্
ʹ
ஔ
͍
ͯ
͍
Δ
ɼ
·
ͨ
͸
࢖

༻
͠
ͯ
͍
Δ
৔
߹
͸

不
正

行
為
ͱ
ೝ
ఆ
͢
Δ
৔
߹
͕
͋
Γ
·
͢
ɻ

ɹ
ɹ
̷
ɽ
ͦ
ͷ
ଞ
ɼ
ࢼ
ݧ
த
͸
؂
ಜ
ͷ
ࢦ
ࣔ
ʹ
ै
ͬ
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
ɻ

ɹʦ
Φ
ϯ
ϥ
イ
ϯ
ʹ
Α
Δ
ࢼ
ݧ
ʹ
ͭ
͍
ͯ
ʧ

ɹ
ɹ
̰
�ɽ
ड
ݧ
ʹ
ࡍ
͠
ͯ
͸
ɼ
ຊ
ਓ
֬
ೝ
ͷ
ͨ
Ί
ɼ
ֶ
ੜ
൪
߸
͕
ඞ
ཁ
ͱ
ͳ
Δ
৔
߹
͕
͋
Δ
ͷ
Ͱ
ֶ
ੜ
ূ

Λ
४
උ
͠
ͯ
͓
͍
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
ɻ

ɹ
ɹ
̱
�ɽ
ड
ݧ
࣌
ʹ
ɼ
γ
ε
ς
Ϝ
౳
ͷ
ϩ
ά
イ
ϯ
ૢ
࡞
Λ
ٻ
Ί
Β
Ε
ͨ
৔
߹
͸
ɼ
ඞ
ͣ
ɼ
ຊ
ֶ
Ͱ
ൃ
ߦ
͞

Ε
Δ
ࣗ
਎
ͷ
*%
΍
ア
Χ
΢
ϯ
ト
Ͱ
ϩ
ά
イ
ϯ
͠
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
ɻ

ɹ
ɹ
̲
�ɽ
ࢼ
ݧ
։
࢝
લ
ʹ
ɼ
प
ғ
ʹ
ਓ
͕
͍
ͳ
͍
͜
ͱ
Λ
֬
ೝ
͠
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
ɻ

ɹ
ɹ
̳
�ɽ
஗
ࠁ
͠
ͨ
ֶ
ੜ
͸
ɼ
ड
ݧ
͕
ೝ
Ί
Β
Ε
ͳ
͍
৔
߹
͕
͋
Γ
·
͢
ɻ

ɹ
ɹ
̴
�ɽ
ड
ݧ
ʹ
ඞ
ཁ
ͳ
͍
΋
ͷ
Λ
प
ғ
ʹ
ஔ
͍
ͯ
͍
Δ
ɼ
·
ͨ
͸
࢖
༻
͠
ͯ
͍
Δ
৔
߹
͸
ෆ
ਖ਼
ߦ
ҝ
ͱ

ೝ
ఆ
͢
Δ
৔
߹
͕
͋
Γ
·
͢
ɻ

ɹ
ɹ
̵
ɽ
ͦ
ͷ
ଞ
ɼ
ࢼ
ݧ
த
͸
؂
ಜ
ऀ
ͷ
ࢦ
ࣔ
ʹ
ै
ͬ
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
ɻ
��

３
．

不
正

行
為

ɹ
�ɹ

教
養

教
育

科
目

の
期

末
試

験
等

で
不

正
行

為
を

行
っ

た
学

生
は

，
そ

の
期

に
履

修
し

て
い

る
教

養
教

育
科

目
（

教
養

ゼ
ミ

を
除

く
）

の
評

価
を

す
べ

て
「

不
可

（
Ｄ

）」
と

し
，

あ
わ

せ
て

「
広

島
大

学
学

生
懲

戒
規

則
」

に
よ

り
厳

正
な

措
置

が
と

ら
れ

ま
す

。
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４
．

追
試

験
ɹ
�ɹ
ප
ؾ
ͦ
ͷ
ଞ
΍
Ή
Λ
ಘ
ͳ
͍
ࣄ
৘
ʹ
Α
Γ
ɼ
ظ
຤
ࢼ
ݧ
౳
ͷ
Ұ
෦
ͳ
͍
͠
શ
෦
Λ
ड
ݧ
Ͱ
͖
ͳ
͔
ͬ

ͨ
৔
߹
͸
ɼ
௥
ࢼ
ݧ
Λ
ड
ݧ
͢
Δ
͜
ͱ
͕
Ͱ
͖
·
͢
ɻ
௥
ࢼ
ݧ
ͷ
ड
ݧ
Λ
ر
๬
͢
Δ
৔
߹
͸
ɼ
ॴ
ఆ
ͷ

追
試

験
受

験
願
ͱ
ͦ
ͷ
ཧ
༝
Λ
٬
؍
త
ʹ
ূ
໌
͢
Δ
ॻ
ྨ
ʢ
਍
அ
ॻ
౳
ʣ
Λ
ఴ
͑
ͯ
ɼ
౰
֘
त
ۀ
Պ
໨

ͷ
ࢼ
ݧ
࣮
ࢪ
ޙ
̍
ि
ؒ
Ҏ
಺
ʹ
ॴ
ଐ
ֶ
෦
ͷ
ֶ
ੜ
ࢧ
ԉ
୲
౰
΁
ਃ
੥
͠
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
ʢ
๏
ֶ
෦
ன
ؒ

ί
ー
ε
ɼ
ҩ
ֶ
෦
ɼ
ࣃ
ֶ
෦
ɼ
ༀ
ֶ
෦
ͷ
̍
೥
࣍
ੜ
͸
ڭ
ҭ
ਪ
ਐ
ά
ϧ
ー
ϓ
ʢ
ڭ
ཆ
ڭ
ҭ
୲
౰
ʣ
ٴ

ͼ
բ
஍
۠
ӡ
Ӧ
ࢧ
ԉ
෦
ֶ
ੜ
ࢧ
ԉ
ά
ϧ
ー
ϓ
ʢ
ֶ
ੜ
ੜ
׆
ɾ
ڭ
ཆ
୲
౰
ʣ
Ͱ
΋
ख
ଓ
Մ
ೳ
Ͱ
͢
ɻʣ
ɻ

追
試

験
受

験
願
ͷ
ड
ཧ
Ҏ
߱
͸
ɼ
त
ۀ
୲
౰
ڭ
һ
ͷ
ࢦ
ࣔ
ʹ
ै
ͬ
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
ɻ

ɹ
�ɹ
ৄ
ࡉ
͸
ɼ

広
島

大
学

教
養

教
育

科
目

履
修

規
則
ͷ
ୈ
̔
৚
ʢ
Q�
ڭ
ཆ
�0
ʣ
Λ
ࢀ
র
͠
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
ɻ

５
．

試
験

等
の

特
別

措
置

ɹ
�ɹ
਎
ମ
౳
ͷ
ো
֐
ͷ
ͨ
Ί
ʹ
ظ
຤
ࢼ
ݧ
౳
Λ
௨
ৗ
ͷ
৚
݅
ͷ
΋
ͱ
Ͱ
ड
͚
Δ
͜
ͱ
͕
೉
͠
͍
ֶ
ੜ
͸
ɼ

ॴ
ଐ
ֶ
෦
ͷ
ֶ
ੜ
ࢧ
ԉ
୲
౰
ʹ
ಛ
ผ
ા
ஔ
Λ
ਃ
੥
͢
Δ
͜
ͱ
͕
Ͱ
͖
·
͢
ɻ

ɹ
�ɹ
ৄ
ࡉ
ʹ
ͭ
͍
ͯ
͸
ɼ「

身
体

等
に

障
害

の
あ

る
学

生
に

対
す

る
試

験
等

に
お

け
る

特
別

措
置

に
つ

い
て

」ʢ
ֶ
෦
ن
ଇ
ʣ
Λ
ࢀ
র
͠
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
ɻ

６
．

成
績

ɹ
ɹ
̰
�ɽ
ֶ
ۀ
੒
੷
ͷ
ධ
Ձ
͸
ɼࢼ
ݧ
ɼレ
ϙ
ー
ト
ٴ
ͼ
त
ۀ
΁
ͷ
ࢀ
Ճ
ଶ
౓
౳
ʹ
Α
ͬ
ͯ
൑
ఆ
͠
·
͢
ɻ

੒
੷
͸
ɼ
ผ
ʹ
ఆ
Ί
Δ
Ψ
イ
υ
ϥ
イ
ϯ
ʹ
ج
ͮ
͖
ɼ
ल
ʢ
̨
ʣɼ
༏
ʢ
̖
ʣɼ
ྑ
ʢ
̗
ʣɼ
Մ
ʢ
̘
ʣ

ٴ
ͼ
ෆ
Մ
ʢ
̙
ʣ
ͷ
̑
ஈ
֊
Ͱ
ݫ
֨
ʹ
ධ
Ձ
͞
Ε
ɼ
ल
ɼ
༏
ɼ
ྑ
ɼ
Մ
Λ
߹
֨
ͱ
͠
·
͢
ɻ

ɹ
ɹ
̱
�ɽ
੒
੷
ͷ
ൃ
ද
ʹ
ͭ
͍
ͯ
͸
ɼ
ॴ
ଐ
ֶ
෦
౳
ͷ
ࢦ
ࣔ
ʹ
ै
ͬ
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
ɻ
ͳ
͓
ɼ
λ
ー
Ϝ
Պ
໨

Ͱ
͋
ͬ
ͯ
΋
η
ϝ
ε
λ
ー
Պ
໨
ͱ
ಉ
࣌
ظ
ʹ
ൃ
ද
͞
Ε
·
͢
ɻ

ɹ
ɹ
̲
�ɽ
੒
੷
ධ
Ձ
ʹ
ٙ
ٛ
ͷ
͋
Δ
৔
߹
͸
ɼ
ҟ
ٞ
ਃ
ཱ
ॻ
Λ
ఏ
ग़
͢
Δ
͜
ͱ
Ͱ
֬
ೝ
͕
Ͱ
͖
·
͢
ɻ
ҟ

ٞ
ਃ
ཱ
ॻ
Λ
ఏ
ग़
͢
Δ
৔
߹
͸
ɼ
੒
੷
ൃ
ද
೔
͔
Β
࣍
ͷ
λ
ー
Ϝ
ͷ
ཤ
म
ख
ଓ
ظ
ؒ
ऴ
ྃ
೔
·
Ͱ

ʹ
ʮ
੒
੷
ධ
Ձ
ʹ
ର
͢
Δ
ҟ
ٞ
ਃ
ཱ
ॻ
ʯ
ʹ
ඞ
ཁ
ࣄ
߲
Λ
ه
ೖ
͠
ɼ
ֶ
ۀ
੒
੷
ূ
໌
ॻ
Λ
ఴ
෇
ͷ

্
ɼ
ڭ
ҭ
ਪ
ਐ
ά
ϧ
ー
ϓ
ڭ
ཆ
ڭ
ҭ
୲
౰
ʢ
๏
ֶ
෦
ன
ؒ
ί
ー
ε
ɾ
ҩ
ֶ
෦
ɾ
ࣃ
ֶ
෦
ɾ
ༀ
ֶ
෦

ͷ
ֶ
ੜ
͸
բ
஍
۠
ӡ
Ӧ
ࢧ
ԉ
෦
ֶ
ੜ
ࢧ
ԉ
ά
ϧ
ー
ϓ
ʢ
ֶ
ੜ
ੜ
׆
ɾ
ڭ
ཆ
୲
౰
ʣɼ
๏
ֶ
෦
ɾ
ܦ

ࡁ
ֶ
෦
໷
ؒ
ओ
ί
ー
ε
ͷ
ֶ
ੜ
͸
౦
ઍ
ా
஍
۠
ࢧ
ԉ
ࣨ
ʢ
ֶ
ੜ
ࢧ
ԉ
୲
౰
ʣʣ
ʹ
ਃ
͠
ग़
ͯ
͘
ͩ

͞
͍
ɻ

ɹ
ɹ
ɹ
�ɹ
ͳ
͓
ɼ
ৄ
ࡉ
͸
Լ
ه
6
R-
ʹ
ܝ
ࡌ
͠
ͯ
͍
·
͢
ɻ

ɹ
ɹ
ɹ
IU
UQ
T��
�N
PN
JKJ
�I
JSP
TI
JN
B�
V�
BD
�KQ
�N
PN
JKJ
�UP
Q�
MF
BS
OJ
OH
�Q
PT
U@
��I
UN
M

―
教
養
2
0
―

Ⅵ
．

令
和

6（
20

24
）年

度
教

養
教

育
開

設
授

業
科

目
一

覧

ɹ
֤
Պ
໨
ͷ
։
講
࣌
ظ
ɼ
։
講
Ω
ϟ
ϯ
ύ
ε
ɼ
त
ۀ
಺
༰
౳
ͷ
ৄ
ࡉ
͸
ɼʮ
ڭ
ཆ
ڭ
ҭ
Պ
໨
त
ۀ
࣌
ؒ
ׂ
ʯ

ٴ
ͼ
γ
ϥ
バ
ε
ͳ
Ͳ
Ͱ
֬
ೝ
͠
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
ɻ

ɹ
ͳ
͓
ɼ
࠷
৽
ͷ
ڭ
ཆ
ڭ
ҭ
։
ઃ
त
ۀ
Պ
໨
Ұ
ཡ
͸
ڭ
ཆ
ڭ
ҭ
ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー
δ
ʢ
IU
UQ
T��
�N
PN
JKJ
�

IJ
SP
TI
JN
B�
V�
BD
�KQ
�N
PN
JKJ
�UP
Q�
MF
BS
OJ
OH
�L
ZP
VZ
PV
�ʣ
ʹ
ܝ
ࡌ
͠
ͯ
͍
·
͢
ͷ
Ͱ
ɼ
ͦ
ͪ
Β
΋
ࢀ
ߟ

ʹ
͠
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
ɻ

１
．

昼
間

授
業

時
間

帯
に

開
設

す
る

授
業

科
目

ʢ
஫
̍
ʣ
�։
ઃ
୯
Ґ
਺
ʢ
म
ಘ
Մ
ೳ
ͳ
্
ݶ
୯
Ґ
਺
ʣ
ͱ
։
講
୯
Ґ
਺
ʢ
̍
Պ
໨
౰
ͨ
Γ
ͷ
୯
Ґ
਺
ʣ
͕
ҟ
ͳ
Δ
त
ۀ
Պ
໨
ʹ
ͭ
͍
ͯ
͸
ɼʢ
ɹ
ʣ
Ͱ
։
講
୯
Ґ
਺
Λ
ද
ࣔ

͠
ͯ
͍
Δ
ɻ
ͳ
͓
ɼ
ల
։
θ
ϛ
ʹ
ͭ
͍
ͯ
͸
ɼ
։
講
୯
Ґ
਺
ͷ
Έ
ઃ
ఆ
͠
ͯ
͍
Δ
ʢ
্
ݶ
୯
Ґ
਺
ͷ
ઃ
ఆ
ͳ
͠
ʣɻ

ʢ
஫
̎
ʣ
�֤
त
ۀ
Պ
໨
͸
ɼ
։
ઃ
೥
࣍
ཝ
ʹ
ه
ࡌ
͢
Δ
೥
࣍
͔
Β
ཤ
म
͢
Δ
͜
ͱ
͕
Մ
ೳ
Ͱ
͋
Δ
ɻ
ͳ
͓
ɼ
࣮
ࡍ
ʹ
։
講
͢
Δ
࣌
ظ
ʹ
ͭ
͍
ͯ
͸
ɼ
ຖ
೥
౓
ൃ
ߦ
͢
Δ
ڭ

ཆ
ڭ
ҭ
Պ
໨
त
ۀ
࣌
ؒ
ׂ
౳
ʹ
ࣔ
͢
ɻ

Պ
ɹ
໨
ɹ
۠
ɹ
෼

त
ɹ
ۀ
ɹ
Պ
ɹ
໨

։
ઃ

୯
Ґ
਺

։
ઃ
೥
࣍

උ
ɹ
ɹ
ɹ
ߟ

平
　

和
　

科
　

目

޿
ౡ
ͱ
ฏ
࿨

�
1

ώ
ϩ
γ
Ϛ
ൃ
ฏ
࿨
ֶ

�
1

ฏ
࿨
ͱ
ਓ
ؒ
̖
－
؀
ڥ
ͱ
ੜ
෺
ͷ
ະ
དྷ
΁
－

�
1

ฏ
࿨
ͱ
ਓ
ؒ
̗
－
ਓ
ؒ
ͱ
จ
Խ
ͷ
ະ
དྷ
΁
－

�
1

ฏ
࿨
ͱ
ਓ
ؒ
̘
－
޿
ౡ
Ͱ
ֶ
Ϳʢ
ݪ
ര
ͱ
͸
Կ
ͩ
ͬ
ͨ
͔
ʣ－

�
1

จ
ֶ
ͱ
ܳ
ज़
͔
Β
ߟ
͑
Δ
֩
࣌
୅

�
1

/F
X�
5F
DI
OP
MPH
Z�
BO
E�
&U
IJD
T��
(M
PC
BM�
1F
ST
QF
DUJ
WF
T

ʢ
৽
ٕ
ज़
ͱ
ྙ
ཧ
ɿ
ά
ϩ
ー
バ
ϧ
ͳ
ࢹ
఺
ʣ

�
1

ઓ
૪
ͱ
ฏ
࿨
ʹ
ؔ
͢
Δ
ֶ
ࡍ
త
ߟ
࡯

�
1

ٌ
ծ
ɾ
ශ
ࠔ
ɾ
؀
ڥ
໰
୊
͔
Β
Έ
ͨ
ฏ
࿨
ֶ

�
1

؀
ڥ
ͱ
ฏ
࿨

�
1

ࠃ
ࡍ
ؔ
܎
࿦

�
1

ҩ
ֶ
͔
Β
Έ
ͨ
ઓ
૪
ͱ
ฏ
࿨

�
�

ੈ
ք
ͷ
ฆ
૪
ͱ
ฏ
࿨

�
1

๫
ྗ
ͷ
ൺ
ֱ
फ
ڭ
ֶ

�
1

֩
࣌
୅
ͷ
Պ
ֶ
ͱ
ࣾ
ձ

�
1

์
ࣹ
ઢ
ͱ
ࣗ
વ
Պ
ֶ

�
1

҆
શ
ͳ
ࣾ
ձ
؀
ڥ
ͷ
ߏ
ங
Λ
Ί
͟
͠
ͯ

�
1

(M
PC
BM
�*T
TV
FT
�5
PX
BS
ET
�1
FB
DF

�
1

޿
ౡ
ͷ
ྺ
࢙
ͱ
ࠃ
ࡍ
ࣾ
ձ

�
1

բ
Ω
ϟ
ϯ
ύ
ε
͔
Β
ͷ
ฏ
࿨
ൃ
৴

�
�

ͻ
Ζ
͠
·
ฏ
࿨
ڞ
ੜ
リ
ー
μ
ー
֓
࿦

�
1

ࠃ
ࡍ
ฏ
࿨
΁
ͷ
ه
Ա
ֶ

�
1

ϙ
ε
ト
ί
ϩ
χ
ア
ϧ
ͱ
ฏ
࿨

�
1

޿
ౡ
େ
ֶ
ͷ
Ί
͟
͢
ࠃ
ࡍ
ฏ
࿨

�
1

ฏ
࿨
ͷ
ਓ
ྨ
ֶ

�
1

ԭ
ೄ
ͱ
ฏ
࿨

�
1

7
JTV
BM
J[
BU
JP
O�
PG
�8
BS

�
1

大
学

教
育

基
礎

科
目

大
学

教
育

入
門
େ
ֶ
ڭ
ҭ
ೖ
໳

�
1

教
養

ゼ
ミ
ڭ
ཆ
θ
ϛ

�
1

展
開

ゼ
ミ
ల
։
θ
ϛ

ʢ
1ʣ

1

共 　 　 通 　 　 科 　 　 目

領 　 　 域 　 　 科 　 　 目

人 文 社 会 科 学 系 科 目 群

哲
学

・
倫

理
学

・
宗

教
学

・
芸

術
学

఩
ֶ
̖

�
1

఩
ֶ
̗

�
1

"
FT
UI
FU
JD
T
�
1I
JMP
TP
QI
Z�
PG
�4
FO
TJC
JMJ
UZ

�
1

఩
ֶ
ͷ
ੈ
ք

�
1

౦
༸
ͷ
ࢥ
૝

�
1

*O
US
PE
VD
UJP
O�
UP
�+
BQ
BO
FT
F�
5
IP
VH
IU

�
1

ྙ
ཧ
ֶ

�
1

ೆ
ア
δ
ア
फ
ڭ
࿦

�
1

Ω
リ
ε
ト
ڭ
ֶ
"

�
1

ྩ
࿨
ʢ̒
�0
��
ʣ೥
౓
͸
։
講
͠
·
ͤ
Μ

Ω
リ
ε
ト
ڭ
ֶ
#

�
1

ൺ
ֱ
फ
ڭ
ֶ

�
1

+B
QB
OF
TF
�R
FM
JH
JP
O�
"

�
1

+B
QB
OF
TF
�R
FM
JH
JP
O�
#

�
1

ྩ
࿨
ʢ̒
�0
��
ʣ೥
౓
͸
։
講
͠
·
ͤ
Μ

204



―
教
養
2
1
―

ʢ
஫
̍
ʣ
�֤
त
ۀ
Պ
໨
͸
ɼ
։
ઃ
೥
࣍
ཝ
ʹ
ه
ࡌ
͢
Δ
೥
࣍
͔
Β
ཤ
म
͢
Δ
͜
ͱ
͕
Մ
ೳ
Ͱ
͋
Δ
ɻ
ͳ
͓
ɼ
࣮
ࡍ
ʹ
։
講
͢
Δ
࣌
ظ
ʹ
ͭ
͍
ͯ
͸
ɼ
ຖ
೥
౓
ൃ
ߦ
͢
Δ
ڭ

ཆ
ڭ
ҭ
Պ
໨
त
ۀ
࣌
ؒ
ׂ
౳
ʹ
ࣔ
͢
ɻ

Պ
ɹ
໨
ɹ
۠
ɹ
෼

त
ɹ
ۀ
ɹ
Պ
ɹ
໨

։
ઃ

୯
Ґ
਺

։
ઃ
೥
࣍

උ
ɹ
ɹ
ɹ
ߟ

共 　 　 通 　 　 科 　 　 目

領 　 　 域 　 　 科 　 　 目

人 文 社 会 科 学 系 科 目 群

哲
学

・
倫

理
学

・
宗

教
学

・
芸

術
学

ܳ
ज़
ֶ
̖

�
1

ܳ
ज़
ֶ
̗

�
1

߹
এ
̖

1
1

߹
এ
̗

1
1

ਧ
૗
ָ
Ⅰ

1
1

ਧ
૗
ָ
ᶘ

1
1

人
類

学
・

地
理

学
・

歴
史

学

ア
δ
ア
ͷ
ۙ
ݱ
୅

�
1

ア
δ
ア
ͷ
ࣾ
ձ
࢙

�
1

ア
δ
ア
࢙
̖

�
1

ア
δ
ア
࢙
̗

�
1

1P
MJU
JD
T�
BO
E�
4P
DJ
FU
Z�
JO
�&
VS
PQ
F

�
1

Ϥ
ー
ϩ
ο
ύ
࢙
̖

�
1

Ϥ
ー
ϩ
ο
ύ
࢙
̗

�
1

޿
ౡ
େ
ֶ
ͷ
ྺ
࢙

�
1

೔
ຊ
ͷ
ྺ
࢙
ͱ
จ
Խ

�
1

೔
ຊ
ݱ
୅
࢙

�
1

ྩ
࿨
ʢ̒
�0
��
ʣ೥
౓
͸
։
講
͠
·
ͤ
Μ

ア
ϝ
リ
Χ
ݱ
୅
࢙

�
1

೔
ຊ
࢙
̖

�
1

೔
ຊ
࢙
̗

�
1

ྩ
࿨
ʢ̒
�0
��
ʣ೥
౓
͸
։
講
͠
·
ͤ
Μ

Պ
ֶ
࢙
̖

�
1

Պ
ֶ
࢙
̗

�
1

ٕ
ज़
࢙
̖

�
1

ٕ
ज़
࢙
̗

�
1

؀
ڥ
؍
ͱ
؀
ڥ
໰
୊

�
1

؍
ޫ
஍
ཧ
ֶ

�
1

ਓ
จ
஍
ཧ
ֶ

�
1

஍
Ҭ
஍
ཧ
ֶ

�
1

RF
HJ
PO
BM
�(
FP
HS
BQ
IZ
�P
G�+
BQ
BO

�
1

஍
ཧ
ɾ
ߟ
ݹ
ɾ
จ
Խ
ࡒ
ͷ
ੈ
ք

�
1

จ
Խ
ਓ
ྨ
ֶ
̖

�
1

จ
Խ
ਓ
ྨ
ֶ
̗

�
1

$V
MUV
SB
M�"
OU
IS
PQ
PM
PH
Z

�
1

*O
US
PE
VD
UJP
O�
UP
�.
FE
JB
�4
UV
EJ
FT

�
1

ྩ
࿨
ʢ̒
�0
��
ʣ೥
౓
͸
։
講
͠
·
ͤ
Μ

$P
OU
FN
QP
SB
SZ
�8
PS
ME
�*T
TV
FT

�
1

$P
OU
FN
QP
SB
SZ
�*T
TV
FT
�P
G�+
BQ
BO

�
1

"
OU
IS
PQ
PM
PH
Z�
PG
�.
FE
JB

�
1

*O
US
PE
VD
UJP
O�
UP
�5
PV
SJT
N
�4
UV
EJ
FT

�
1

*O
US
PE
VD
UJP
O�
UP
�$
VM
UV
SB
M�"
OU
IS
PQ
PM
PH
Z

�
1

文
学

・
言

語
学

ਓ
จ
ֶ
ೖ
໳
"

�
1

ਓ
จ
ֶ
ೖ
໳
#

�
1

த
ࠃ
ޠ
ݍ
ͷ
ݱ
୅
จ
Խ

�
1

த
ࠃ
ޠ
ݍ
ͷ
఻
౷
จ
Խ

�
1

ӳ
ޠ
ݍ
ͷ
จ
ֶ
ͱ
ࣾ
ձ

�
1

೔
ຊ
ͷ
จ
ֶ
ʢ
ݹ
య
ʣ

�
1

೔
ຊ
ͷ
จ
ֶ
ʢ
ۙ
ݱ
୅
ʣ

�
1

೔
ຊ
ͷ
ݴ
ޠ
ʢ
ݹ
య
ʣ

�
1

จ
ֶ
ͷ
ੈ
ք

�
1

法
学

・
政

治
学

・
社

会
学

・
経

済
学

・
教

育
学

ࣗ
ಈ
ं
࢈
ۀ
ͱ
೔
ຊ
ܦ
ࡁ

�
1

ݱ
୅
ࣾ
ձ
ͱ
ܦ
ࡁ

�
1

ݱ
୅
ࣾ
ձ
ͱ
࢈
ۀ

�
1

ά
ϩ
ー
バ
ϧ
ܦ
ࡁ
ͱ
؀
ڥ
ݖ

�
1

ࣾ
ձ
ܦ
ࡁ
౷
ܭ
࿦

�
1

$P
OU
FN
QP
SB
SZ
�&
DP
OP
N
JD
�*T
TV
FT
�*

�
1

$P
OU
FN
QP
SB
SZ
�&
DP
OP
N
JD
�*T
TV
FT
�**

�
1

ݱ
୅
ࣾ
ձ
ֶ
̖

�
1

ݱ
୅
ࣾ
ձ
ֶ
̗

�
1

ྩ
࿨
ʢ̒
�0
��
ʣ೥
౓
͸
։
講
͠
·
ͤ
Μ

ࣾ
ձ
త
ͳ
΋
ͷ
ͱ
ਓ
ؒ

�
1

ੜ
׆
Λ
ͱ
Γ
·
͘
Ո
଒
ɾ
஍
Ҭ
ɾ
࢈
ۀ

�
1

*OU
SPE
VD
UJP
O�U
P�4
UBU
JTU
JDT
�BO
E�2
VB
OUJ
UBU
JWF
�4P
DJP
MPH
Z

�
1

―
教
養
2
2
―

Պ
ɹ
໨
ɹ
۠
ɹ
෼

त
ɹ
ۀ
ɹ
Պ
ɹ
໨

։
ઃ

୯
Ґ
਺

։
ઃ
೥
࣍

උ
ɹ
ɹ
ɹ
ߟ

共 　 　 通 　 　 科 　 　 目

領 　 　 域 　 　 科 　 　 目

人 文 社 会 科 学 系 科 目 群

法
学

・
政

治
学

・
社

会
学

・
経

済
学

・
教

育
学

ݱ
୅
ࣾ
ձ
ͱ
೶
ࢁ
ଜ

�
1

ྩ
࿨
ʢ̒
�0
��
ʣ೥
౓
͸
։
講
͠
·
ͤ
Μ

੓
࣏
ͷ
ੈ
ք

�
1

ਓ
ͷ
ੜ
ͱ
ࢮ
Λ
Ί
͙
Δ
๏
ͱ
ࣾ
ձ

�
1

೔
ຊ
ࠃ
ݑ
๏

�
1

-B
X
�B
OE
�1
PM
JUJ
DT
�*

�
1

-B
X
�B
OE
�1
PM
JUJ
DT
�**

�
1

*O
US
PE
VD
UJP
O�
UP
�+
BQ
BO
FT
F�
-F
HB
M�4
ZT
UF
N

1
1

ྩ
࿨
ʢ̒
�0
��
ʣ೥
౓
͸
։
講
͠
·
ͤ
Μ

*O
US
PE
VD
UJP
O�
UP
�*O
UF
SO
BU
JP
OB
M�$
PP
QF
SB
UJP
O

�
1

ڭ
ҭ
ͱ
ਓ
ؒ

�
1

ڭ
ҭ
ͱ
੍
౓

�
1

େ
ֶ
ͱ
ֶ
ੜ

�
1

େ
ֶ
ͱ
ࣾ
ձ

�
1

.
VM
UJD
VM
UV
SB
MJT
N
�JO
�&
EV
DB
UJP
O

�
1

ྩ
࿨
ʢ̒
�0
��
ʣ೥
౓
͸
։
講
͠
·
ͤ
Μ

-F
BS
OJ
OH
�)
JSP
TI
JN
B��
*O
UF
SD
VM
UV
SB
M�'
JFM
EX
PS
L

ʢ
஍
Ҭ
ࣾ
ձ
Λ
ֶ
Ϳ
ɿ
ҟ
จ
Խ
ؒ
フ
Ο
ー
ϧ
υ
ϫ
ー
Ϋ
ʣ

�
1

࣋
ଓ
Մ
ೳ
ͳ
։
ൃ
ͱ
ڭ
ҭ

�
1

ڭ
ཆ
ͱ
͠
ͯ
ͷ
ۚ
༥

�
1

心
理

学

ߦ
ಈ
ͷ
Պ
ֶ

�
1

৺
ͱ
ࣾ
ձ
"

�
1

ྩ
࿨
ʢ̒
�0
��
ʣ೥
౓
͸
։
講
͠
·
ͤ
Μ

৺
ͱ
ࣾ
ձ
#

�
1

৺
ͷ
݈
߁

�
1

৺
ཧ
ֶ
֓
࿦
"

�
1

৺
ཧ
ֶ
֓
࿦
#

�
1

ਭ
຾
ͷ
Պ
ֶ

�
1

৺
ཧ
ֶ
ͷ
࠷
લ
ઢ

�
1

自 然 科 学 系 科 目 群

法学
・政

治学
・

社会
学・

経済
学・

教育
学

஌
ࣝ
ج
൫
ࣾ
ձ
ʹ
͓
͚
Δ
৘
ใ
ݕ
ࡧ
ೖ
໳

�
1

数
学

・
情

報
学

ࢥ
ߟ
ͱ
৘
ใ
ͷ
σ
β
イ
ϯ

�
1

਺
ֶ
ͷ
ੈ
ք

�
1

਺
ཧ
Պ
ֶ
Ͱ
ߟ
͑
Δ

�
1

自
然

環
境

・
社

会
基

盤

ࣗ
વ
؀
ڥ
ܗ
੒
࿦

�
1

ࣗ
વ
ࡂ
֐
ͱ
๷
ࡂ

�
1

ਫ
ɾ
෺
࣭
॥
؀
ͷ
Պ
ֶ

�
1

෺
࣭
॥
؀
ͱ
஍
ٿ
؀
ڥ

�
1

஍
ٿ
ͱ
ੜ
෺

�
1

஍
ٿ
Պ
ֶ
"

�
1

஍
ٿ
Պ
ֶ
#

�
1

؀
ڥ
ͱ
։
ൃ

�
1

物
理

・
天

文
・

応
用

物
理

ఱ
จ
ֶ

�
1

෺
࣭
ͱ
Τ
ω
ϧ
Ϊ
ー

�
1

෺
ཧ
ͷ
ࢹ
఺
"

�
1

෺
ཧ
ͷ
ࢹ
఺
#

�
1

෺
ཧ
ೖ
໳

�
1

*O
US
PE
VD
UJP
O�
UP
�Q
IZ
TJD
BM
�N
BU
IF
N
BU
JD
T

�
1

1S
JO
DJ
QM
FT
�P
G�1
IZ
TJD
T

�
1

.
FU
IP
ET
�P
G�1
IZ
TJD
T

�
1

*O
US
PE
VD
UJP
O�
UP
�.
FD
IB
OJ
DB
M�&
OH
JO
FF
SJO
H

�
1

࢈
ۀ
ͱ
ٕ
ज़

�
1

৐
Γ
෺
ͱ
༌
ૹ
ͷ
Պ
ֶ

�
1

ػ
ց
γ
ε
ς
Ϝ
ͷ
ઃ
ܭ
ͱ
࠷
ద
Խ

�
1

ࣾ
ձ
ͷ
த
ʹ
͓
͚
Δ
޻
ֶ

�
1

೩
ྉ
ɾ
೩
ম
ͱ
ݱ
୅
ࣾ
ձ

�
1

ݪ
ൃ
ͷ
఩
ֶ

�
1

化
学

͍
ͷ
ͪ
Λ
ࢧ
͑
Δ
߬
ૉ
－
ੜ
໋
Պ
ֶ
΁
ͷ
ট
଴
－

�
1

؀
ڥ
ͱ
Խ
ֶ

�
1

จ
ཧ
Պ
ֶ
ί
ϥ
Ϙ
レ
ー
γ
ϣ
ϯ

�
1

.
PE
FS
O�
$I
FN
JTU
SZ

�
1

'V
OE
BN
FO
UB
M�$
IF
N
JTU
SZ
�"

�
1

ʢ
஫
̍
ʣ
�֤
त
ۀ
Պ
໨
͸
ɼ
։
ઃ
೥
࣍
ཝ
ʹ
ه
ࡌ
͢
Δ
೥
࣍
͔
Β
ཤ
म
͢
Δ
͜
ͱ
͕
Մ
ೳ
Ͱ
͋
Δ
ɻ
ͳ
͓
ɼ
࣮
ࡍ
ʹ
։
講
͢
Δ
࣌
ظ
ʹ
ͭ
͍
ͯ
͸
ɼ
ຖ
೥
౓
ൃ
ߦ
͢
Δ
ڭ

ཆ
ڭ
ҭ
Պ
໨
त
ۀ
࣌
ؒ
ׂ
౳
ʹ
ࣔ
͢
ɻ
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―
教
養
2
3
―

Պ
ɹ
໨
ɹ
۠
ɹ
෼

त
ɹ
ۀ
ɹ
Պ
ɹ
໨

։
ઃ

୯
Ґ
਺

։
ઃ
೥
࣍

උ
ɹ
ɹ
ɹ
ߟ

共 　 　 通 　 　 科 　 　 目

領 　 　 域 　 　 科 　 　 目

自 然 科 学 系 科 目 群

生
物

'V
OE
BN
FO
UB
M�$
IF
N
JTU
SZ
�#

�
1

$I
FN
JTU
SZ
�P
G�-
JGF

�
1

*O
US
PE
VD
UJP
O�
UP
�"
QQ
MJF
E�
$I
FN
JTU
SZ

�

$I
FN
JDB
M�&
OH
JO
FF
SJO
H

�B
OE
�#
JP
UF
DI
OP
MP
HZ

�
1

ੜ
෺
ͷ
ੈ
ք

�
1

ੜ
෺
ֶ
͔
Β
Έ
ͨ
ε
ト
レ
ε

�
1

௼
Γ
ͷ
Պ
ֶ
－
ڕ
ͱ
ਓ
ؒ
ͷ
イ
ϯ
λ
ー
ϥ
Ϋ
γ
ϣ
ϯ
－

�
1

ద
Ԡ
ͷ
ੜ
ཧ

�
1

ඍ
ੜ
෺
ͷ
ੈ
ք

�
1

*O
US
PE
VD
UJP
O�
UP
�#
JP
MP
HZ

�
1

྆
ੜ
ྨ
͔
Β
ݟ
ͨ
ੜ
໋
γ
ε
ς
Ϝ

�
1

೴
ͱ
ߦ
ಈ

�
1

෼
ࢠ
͔
Β
ੜ
໋
΁

�
1

フ
Ο
ー
ϧ
υ
Պ
ֶ
ೖ
໳

�
1

৯
ͷ
҆
৺
ɾ
҆
શ
ͱ
݈
߁
Պ
ֶ

�
1

'P
PE
�B
OE
�-
JGF
�4
DJ
FO
DF

�
1

4%
(T
ʹ
޲
͚
ͨ
ੜ
෺
ੜ
࢈
ֶ
ೖ
໳

�
1

)V
N
BO
�B
OE
�&
DP
MPH
JDB
M�4
ZT
UF
N
T�J
O�
5S
BO
TJU
JPO

�
1

৯
จ
Խ
࿦

�
1

؀
ڥ
ͱ
৿
ྛ

�
1

౦
޿
ౡ
Ω
ϟ
ϯ
ύ
ε
ͷ
ࣗ
વ
؀
ڥ
؅
ཧ

�
1

ࣗ
વ
Պ
ֶ
ݚ
ڀ
ͷ
ྙ
ཧ
ͱ
๏
ྩ

�
1

ੜ
׆
ͷ
த
ͷ
Ҩ
఻
ͱ
ಥ
વ
ม
ҟ

�
1

ν
ϣ
ί
レ
ー
ト
ͷ
૯
߹
Պ
ֶ

�
1

健
康

科
学

・
医

学
情

報

೴
ͷ
͸
ͨ
Β
͖

�
1

શ
਎
ͷ
݈
߁
ͱ
ޱ
ߢ
Պ
ֶ
ᶗ

�
1

શ
਎
ͷ
݈
߁
ͱ
ޱ
ߢ
Պ
ֶ
ᶘ

�
1

ਓ
ͷ
݈
߁
ͱ
ࣾ
ձ

�
1

ώ
ト
ͱ
ඍ
ੜ
෺
ͷ
ؔ
Θ
Γ

�
1

α
イ
Τ
ϯ
ε
ೖ
໳

�
1

外 国 語 科 目

英 語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
基

礎
ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ج
ૅ
ᶗ

1
1

ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ج
ૅ
ᶘ

1
1

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ⅰ

ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ᶗ
̖

�ʢ
1ʣ

1
ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ᶗ
̗

�ʢ
1ʣ

1
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅱ
ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ᶘ
̖

�ʢ
1ʣ

1
ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ᶘ
̗

�ʢ
1ʣ

1
Φ
ϯ
ϥ
イ
ϯ
ӳ
ޠ
ԋ
श
ᶗ

1
1

Φ
ϯ
ϥ
イ
ϯ
ӳ
ޠ
ԋ
श
ᶘ

1
1

Φ
ϯ
ϥ
イ
ϯ
ӳ
ޠ
ԋ
श
ᶙ

1
1

ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ԋ
श
ᶗ

1
1

ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ԋ
श
ᶘ

1
1

"
EW
BO
DF
E�
&O
HM
JTI
�GP
S�
$P
N
N
VO
JD
BU
JP
O

�ʢ
1ʣ

1

初 修 外 国 語

ベ
ー

シ
ッ

ク
外

国
語

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ɾ
υ
イ
π
ޠ
ᶗ

1
1

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ɾ
υ
イ
π
ޠ
ᶘ

1
1

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ɾ
υ
イ
π
ޠ
ᶙ

1
1

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ɾ
υ
イ
π
ޠ
ᶚ

1
1

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ɾ
フ
ϥ
ϯ
ε
ޠ
ᶗ

1
1

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ɾ
フ
ϥ
ϯ
ε
ޠ
ᶘ

1
1

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ɾ
フ
ϥ
ϯ
ε
ޠ
ᶙ

1
1

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ɾ
フ
ϥ
ϯ
ε
ޠ
ᶚ

1
1

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ɾ
ε
ϖ
イ
ϯ
ޠ
ᶗ

1
1

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ɾ
ε
ϖ
イ
ϯ
ޠ
ᶘ

1
1

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ɾ
ε
ϖ
イ
ϯ
ޠ
ᶙ

1
1

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ɾ
ε
ϖ
イ
ϯ
ޠ
ᶚ

1
1

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ɾ
ϩ
γ
ア
ޠ
ᶗ

1
1

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ɾ
ϩ
γ
ア
ޠ
ᶘ

1
1

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ɾ
ϩ
γ
ア
ޠ
ᶙ

1
1

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ɾ
ϩ
γ
ア
ޠ
ᶚ

1
1

ʢ
஫
̍
ʣ
�։
ઃ
୯
Ґ
਺
ʢ
म
ಘ
Մ
ೳ
ͳ
্
ݶ
୯
Ґ
਺
ʣ
ͱ
։
講
୯
Ґ
਺
ʢ
̍
Պ
໨
౰
ͨ
Γ
ͷ
୯
Ґ
਺
ʣ
͕
ҟ
ͳ
Δ
त
ۀ
Պ
໨
ʹ
ͭ
͍
ͯ
͸
ɼʢ
ɹ
ʣ
Ͱ
։
講
୯
Ґ
਺
Λ
ද
ࣔ

͠
ͯ
͍
Δ
ɻ

ʢ
஫
̎
ʣ
�֤
त
ۀ
Պ
໨
͸
ɼ
։
ઃ
೥
࣍
ཝ
ʹ
ه
ࡌ
͢
Δ
೥
࣍
͔
Β
ཤ
म
͢
Δ
͜
ͱ
͕
Մ
ೳ
Ͱ
͋
Δ
ɻ
ͳ
͓
ɼ
࣮
ࡍ
ʹ
։
講
͢
Δ
࣌
ظ
ʹ
ͭ
͍
ͯ
͸
ɼ
ຖ
೥
౓
ൃ
ߦ
͢
Δ
ڭ

ཆ
ڭ
ҭ
Պ
໨
त
ۀ
࣌
ؒ
ׂ
౳
ʹ
ࣔ
͢
ɻ

―
教
養
2
4
―

Պ
ɹ
໨
ɹ
۠
ɹ
෼

त
ɹ
ۀ
ɹ
Պ
ɹ
໨

։
ઃ

୯
Ґ
਺

։
ઃ
೥
࣍

උ
ɹ
ɹ
ɹ
ߟ

共 　 　 通 　 　 科 　 　 目

外 国 語 科 目

初 修 外 国 語

ベ
ー

シ
ッ

ク
外

国
語

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ɾ
ア
ϥ
Ϗ
ア
ޠ
ᶗ

1
1

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ɾ
ア
ϥ
Ϗ
ア
ޠ
ᶘ

1
1

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ɾ
ア
ϥ
Ϗ
ア
ޠ
ᶙ

1
1

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ɾ
ア
ϥ
Ϗ
ア
ޠ
ᶚ

1
1

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
த
ࠃ
ޠ
ᶗ

1
1

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
த
ࠃ
ޠ
ᶘ

1
1

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
த
ࠃ
ޠ
ᶙ

1
1

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
த
ࠃ
ޠ
ᶚ

1
1

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ؖ
ࠃ
ޠ
ᶗ

1
1

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ؖ
ࠃ
ޠ
ᶘ

1
1

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ؖ
ࠃ
ޠ
ᶙ

1
1

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ؖ
ࠃ
ޠ
ᶚ

1
1

イ
ン

テ
ン

シ
ブ

外
国

語

イ
ϯ
ς
ϯ
γ
ϒ
ɾ
υ
イ
π
ޠ
ᶗ
̖

1
1

イ
ϯ
ς
ϯ
γ
ϒ
ɾ
υ
イ
π
ޠ
ᶗ
̗

1
1

イ
ϯ
ς
ϯ
γ
ϒ
ɾ
υ
イ
π
ޠ
ᶘ
̖

1
1

イ
ϯ
ς
ϯ
γ
ϒ
ɾ
υ
イ
π
ޠ
ᶘ
̗

1
1

イ
ϯ
ς
ϯ
γ
ϒ
ɾ
フ
ϥ
ϯ
ε
ޠ
ᶗ
̖

1
1

イ
ϯ
ς
ϯ
γ
ϒ
ɾ
フ
ϥ
ϯ
ε
ޠ
ᶗ
̗

1
1

イ
ϯ
ς
ϯ
γ
ϒ
ɾ
フ
ϥ
ϯ
ε
ޠ
ᶘ
̖

1
1

イ
ϯ
ς
ϯ
γ
ϒ
ɾ
フ
ϥ
ϯ
ε
ޠ
ᶘ
̗

1
1

イ
ϯ
ς
ϯ
γ
ϒ
ɾ
ε
ϖ
イ
ϯ
ޠ
ᶗ
"

1
1

イ
ϯ
ς
ϯ
γ
ϒ
ɾ
ε
ϖ
イ
ϯ
ޠ
ᶗ
#

1
1

イ
ϯ
ς
ϯ
γ
ϒ
ɾ
ε
ϖ
イ
ϯ
ޠ
ᶘ
"

1
1

イ
ϯ
ς
ϯ
γ
ϒ
ɾ
ε
ϖ
イ
ϯ
ޠ
ᶘ
#

1
1

イ
ϯ
ς
ϯ
γ
ϒ
த
ࠃ
ޠ
ᶗ
̖

1
1

イ
ϯ
ς
ϯ
γ
ϒ
த
ࠃ
ޠ
ᶗ
̗

1
1

イ
ϯ
ς
ϯ
γ
ϒ
த
ࠃ
ޠ
ᶘ
̖

1
1

イ
ϯ
ς
ϯ
γ
ϒ
த
ࠃ
ޠ
ᶘ
̗

1
1

イ
ϯ
ς
ϯ
γ
ϒ
ؖ
ࠃ
ޠ
ᶗ
̖

1
1

イ
ϯ
ς
ϯ
γ
ϒ
ؖ
ࠃ
ޠ
ᶗ
̗

1
1

イ
ϯ
ς
ϯ
γ
ϒ
ؖ
ࠃ
ޠ
ᶘ
̖

1
1

イ
ϯ
ς
ϯ
γ
ϒ
ؖ
ࠃ
ޠ
ᶘ
̗

1
1

ւ
֎
ޠ
ֶ
ԋ
श
ʢ
υ
イ
π
ޠ
ʣ

�ʢ
1ʙ
�ʣ

1
ւ
֎
ޠ
ֶ
ԋ
श
ʢ
フ
ϥ
ϯ
ε
ޠ
ʣ

�ʢ
1ʙ
�ʣ

1
ւ
֎
ޠ
ֶ
ԋ
श
ʢ
ε
ϖ
イ
ϯ
ޠ
ʣ

�ʢ
1ʙ
�ʣ

1
ւ
֎
ޠ
ֶ
ԋ
श
ʢ
ϩ
γ
ア
ޠ
ʣ

�ʢ
1ʙ
�ʣ

1
ւ
֎
ޠ
ֶ
ԋ
श
ʢ
த
ࠃ
ޠ
ʣ

�ʢ
1ʙ
�ʣ

1
ւ
֎
ޠ
ֶ
ԋ
श
ʢ
ؖ
ࠃ
ޠ
ʣ

�ʢ
1ʙ
�ʣ

1

日
本

語

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
೔
ຊ
ޠ
ᶗ

�ʢ
1ʣ

1
ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
೔
ຊ
ޠ
ᶘ

�ʢ
1ʣ

1
ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
೔
ຊ
ޠ
ᶙ

�ʢ
1ʣ

1
ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
೔
ຊ
ޠ
ᶚ

�ʢ
1ʣ

1

情
報

・
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
科

目

৘
ใ
ɾ
σ
ー
λ
Պ
ֶ
ೖ
໳

�
1

σ
ー
λ
α
イ
Τ
ϯ
ε
ج
ૅ

�
1

θ
ϩ
͔
Β
͸
͡
Ί
Δ
ϓ
ϩ
ά
ϥ
ϛ
ϯ
ά

�
1

ڭ
ҭ
ͷ
ͨ
Ί
ͷ
σ
ー
λ
α
イ
Τ
ϯ
ε

�
1

ί
ϯ
ϐ
ϡ
ー
λ
ɾ
ϓ
ϩ
ά
ϥ
ϛ
ϯ
ά

�
1

஌
ೳ
ͱ
ί
ϯ
ϐ
ϡ
ー
λ

�
1

健
康

ス
ポ

ー
ツ

科
目

݈
߁
ε
ϙ
ー
π
Պ
ֶ

�
1

ε
ϙ
ー
π
࣮
श
̖

ʢ
1ʣ

1
ε
ϙ
ー
π
࣮
श
̗

ʢ
1ʣ

1

ε
ϙ
ー
π
ԋ
श

ʢ
1ʣ

1
講
ٛ
10
࣌
ؒ
ͱ
࣮
श
10
࣌
ؒ
ͷ

त
ۀ
Ͱ
̍
୯
Ґ
ͱ
͢
Δ
ɻ

社
会

連
携

科
目

ֶ
ੜ
ੜ
׆
֓
࿦
－
ੜ
͖
ํ
ͱ
฻
Β
͠
ํ
ͷ
ώ
ϯ
ト
－

�
1

ো
֐
ֶ
ੜ
ࢧ
ԉ
Ϙ
ϥ
ϯ
ς
Ο
ア
࣮
श
̖

1
1

ো
֐
ֶ
ੜ
ࢧ
ԉ
Ϙ
ϥ
ϯ
ς
Ο
ア
࣮
श
̗

1
1

*/
6
�4
QF
DJ
BM
�*O
UF
OT
JW
F�
$P
VS
TF

�
1

ʢ
஫
̍
ʣ
�։
ઃ
୯
Ґ
਺
ʢ
म
ಘ
Մ
ೳ
ͳ
্
ݶ
୯
Ґ
਺
ʣ
ͱ
։
講
୯
Ґ
਺
ʢ
̍
Պ
໨
౰
ͨ
Γ
ͷ
୯
Ґ
਺
ʣ
͕
ҟ
ͳ
Δ
त
ۀ
Պ
໨
ʹ
ͭ
͍
ͯ
͸
ɼʢ
ɹ
ʣ
Ͱ
։
講
୯
Ґ
਺
Λ
ද
ࣔ

͠
ͯ
͍
Δ
ɻ
ͳ
͓
ɼε
ϙ
ー
π
࣮
श
̖
ɼε
ϙ
ー
π
࣮
श
̗
ٴ
ͼ
ε
ϙ
ー
π
ԋ
श
ʹ
ͭ
͍
ͯ
͸
ɼ։
講
୯
Ґ
਺
ͷ
Έ
ઃ
ఆ
͠
ͯ
͍
Δʢ
্
ݶ
୯
Ґ
਺
ͷ
ઃ
ఆ
ͳ
͠
ʣɻ

ʢ
஫
̎
ʣ
�֤
त
ۀ
Պ
໨
͸
ɼ
։
ઃ
೥
࣍
ཝ
ʹ
ه
ࡌ
͢
Δ
೥
࣍
͔
Β
ཤ
म
͢
Δ
͜
ͱ
͕
Մ
ೳ
Ͱ
͋
Δ
ɻ
ͳ
͓
ɼ
࣮
ࡍ
ʹ
։
講
͢
Δ
࣌
ظ
ʹ
ͭ
͍
ͯ
͸
ɼ
ຖ
೥
౓
ൃ
ߦ
͢
Δ
ڭ

ཆ
ڭ
ҭ
Պ
໨
त
ۀ
࣌
ؒ
ׂ
౳
ʹ
ࣔ
͢
ɻ
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―
教
養
2
5
―

Պ
ɹ
໨
ɹ
۠
ɹ
෼

त
ɹ
ۀ
ɹ
Պ
ɹ
໨

։
ઃ

୯
Ґ
਺

։
ઃ
೥
࣍

උ
ɹ
ɹ
ɹ
ߟ

共 　 　 通 　 　 科 　 　 目

社
会

連
携

科
目

ࠃ
ࡍ
ަ
ྲྀ
ε
Ω
ϧ
ア
ο
ϓ
ԋ
श
̖

�ʢ
1ʣ

1
ࠃ
ࡍ
ަ
ྲྀ
ε
Ω
ϧ
ア
ο
ϓ
ԋ
श
̗

�ʢ
1ʣ

1
ࠃ
ࡍ
ަ
ྲྀ
ε
Ω
ϧ
ア
ο
ϓ
ԋ
श
̘

�ʢ
1ʣ

1
ࠃ
ࡍ
ަ
ྲྀ
ε
Ω
ϧ
ア
ο
ϓ
ԋ
श
̙

�ʢ
1ʣ

1
δ
Σ
ϯ
μ
ー
ͱ
ࣾ
ձ

�
1

μ
イ
バ
ー
γ
ς
Ο
֓
࿦

�
1

Ω
ϟ
リ
ア
Ϛ
ω
δ
ϝ
ϯ
ト
֓
࿦

�
1

஍
Ҭ
ࣾ
ձ
୳
ݕ
ϓ
ϩ
δ
Σ
Ϋ
ト
－
イ
ϯ
λ
ー
ϯ

γ
ο
ϓ
ɾ
Ϙ
ϥ
ϯ
ς
Ο
ア
Λ
ମ
ݧ
͠
ͯ
Έ
Α
͏
－

�
1

講
ٛ
�0
࣌
ؒ
ͱ
࣮
श
�0
࣌
ؒ
ͷ

त
ۀ
Ͱ
̎
୯
Ґ
ͱ
͢
Δ
ɻ

Ω
ϟ
リ
ア
Ϛ
ω
δ
ϝ
ϯ
ト
講
࠲
－
ઌ
ഐ
ϓ
ϩ
フ
Σ
ο

γ
ϣ
φ
ϧ
͕
ʮ
͋
ͳ
ͨ
ͷ
ະ
དྷ
ʯ
ͷ
ͨ
Ί
ʹ
ޠ
Δ
－

�
1

ϫ
ー
Ϋ
ϧ
ー
ϧ
ͱ
೥
ۚ
ɾ
ࣾ
ձ
อ
ݥ
ͷ
͠
͘
Έ

�
1

ֶ
ज़
త
จ
ষ
࡞
੒
ͷ
ج
ૅ

1
1

ア
Χ
σ
ϛ
ο
Ϋ
ϥ
イ
ς
Ο
ϯ
ά
ج
ૅ

1
�

"
DB
EF
N
JD
�8
SJU
JO
H�
*

�
1

"
DB
EF
N
JD
�8
SJU
JO
H�
**

�
1

ӳ
ޠ
ʹ
Α
Δ
レ
ϙ
ー
ト
ɾ
࿦
จ
ͷ
ॻ
͖
ํ

1
1

ア
ϯ
ト
レ
ϓ
レ
φ
ー
γ
ο
ϓ

�
1

Ϗ
δ
ω
ε
Ϋ
リ
Τ
ー
γ
ϣ
ϯ

�
1

஍
Ҭ
͓
͜
͠
࣮
श
－
ా
ࣷ
͔
Β
࢝
Ί
Δ
ϥ
イ
フ

ε
λ
イ
ϧ
ϕ
ϯ
ν
ϟ
ー
ͷ
୳
ٻ

�
1

5
FD
IO
PM
PH
Z�
.
BS
LF
UJO
H

�
1

౦
޿
ౡ
೔
ຊ
ञ
ֶ

1
1

ւ
֎
フ
Ο
ー
ϧ
υ
ε
λ
σ
Ο

�ʢ
�ʣ

1
講
ٛ
�0
࣌
ؒ
ͱ
ԋ
श
��
࣌
ؒ
ͷ

त
ۀ
Ͱ
̎
୯
Ґ
ͱ
͢
Δ
ɻ

ւ
֎
フ
Ο
ー
ϧ
υ
ε
λ
σ
Ο
ɾ
ア
υ
バ
ϯ
ε
ト

�ʢ
�ʣ

1
講
ٛ
�0
࣌
ؒ
ͱ
ԋ
श
��
࣌
ؒ
ͷ

त
ۀ
Ͱ
̎
୯
Ґ
ͱ
͢
Δ
ɻ

ւ
֎
೿
ݣ
ɾ
ཹ
ֶ
ೖ
໳

1
1

Φ
ϯ
ϥ
イ
ϯ
ࠃ
ࡍ
ڠ
ಇ
ԋ
श
ʢ
F�
45
"
R5
ʣ
"
�ʢ
1ʣ

1
講
ٛ
10
࣌
ؒ
ͱ
ԋ
श
10
࣌
ؒ
ͷ

त
ۀ
Ͱ
̍
୯
Ґ
ͱ
͢
Δ
ɻ

Φ
ϯ
ϥ
イ
ϯ
ࠃ
ࡍ
ڠ
ಇ
ԋ
श
ʢ
F�
45
"
R5
ʣ
#
�ʢ
�ʣ

1
講
ٛ
�0
࣌
ؒ
ͱ
ԋ
श
�0
࣌
ؒ
ͷ

त
ۀ
Ͱ
̎
୯
Ґ
ͱ
͢
Δ
ɻ

ւ
֎
୹
ظ
ݚ
म
ʢ
45
"
R5
ʣ�
"

1
1

講
ٛ
̑
࣌
ؒ
ͱ
࣮
श
�0
࣌
ؒ
ͷ

त
ۀ
Ͱ
̍
୯
Ґ
ͱ
͢
Δ
ɻ

ւ
֎
୹
ظ
ݚ
म
ʢ
45
"
R5
ʣ�
#

�
1

講
ٛ
̑
ʙ
10
࣌
ؒ
ͱ
࣮
श
�0
ʙ
50

࣌
ؒ
ͷ
त
ۀ
Ͱ
̎
୯
Ґ
ͱ
͢
Δ
ɻ

ւ
֎
୹
ظ
ݚ
म
ʢ
45
"
R5
ʣ�
$

�
1

講
ٛ
̑
ʙ
10
࣌
ؒ
ͱ
࣮
श
�0
ʙ
�0

࣌
ؒ
ͷ
त
ۀ
Ͱ
̏
୯
Ґ
ͱ
͢
Δ
ɻ

Χ
ー
Ϙ
ϯ
χ
ϡ
ー
ト
ϥ
ϧ
Λ
ਪ
ਐ
͢
Δ
Ϗ
δ
ω
ε

�
1

Χ
ー
Ϙ
ϯ
χ
ϡ
ー
ト
ϥ
ϧ
ਪ
ਐ
Պ
ֶ

�
1

޿
ౡ
ͱ
ੈ
ք
Λ
݁
Ϳ
൒
ಋ
ମ

�
1

基
　

　
盤

　
　

科
　

　
目

ϛ
Ϋ
ϩ
ܦ
ࡁ
ֶ
ೖ
໳

�
1

Ϛ
Ϋ
ϩ
ܦ
ࡁ
ֶ
ೖ
໳

�
1

ҩ
ྍ
ै
ࣄ
ऀ
ͷ
ͨ
Ί
ͷ
৺
ཧ
ֶ

�
1

ϔ
ϧ
ε
α
イ
Τ
ϯ
ε
ͷ
ͨ
Ί
ͷ
ج
൫
਺
ֶ

�
1

ج
ૅ
ඍ
෼
ੵ
෼
ֶ

�
1

ج
ૅ
ઢ
ܗ
୅
਺
ֶ

�
1

ඍ
෼
ੵ
෼
௨
࿦

�
1

ඍ
෼
ੵ
෼
ֶ
ᶗ

�
1

ඍ
෼
ੵ
෼
ֶ
ᶘ

�
1

਺
ֶ
ԋ
श
ᶗ

1
1

਺
ֶ
ԋ
श
ᶘ

1
1

ઢ
ܗ
୅
਺
ֶ
ᶗ

�
1

ઢ
ܗ
୅
਺
ֶ
ᶘ

�
1

ઢ
ܗ
୅
਺
ֶ
ԋ
श
ᶗ

1
1

ઢ
ܗ
୅
਺
ֶ
ԋ
श
ᶘ

1
1

౷
ܭ
ֶ

�
1

஍
ֶ
࣮
ݧ
๏
ɾ
ಉ
࣮
ݧ
ᶗ

1
1

講
ٛ
̔
࣌
ؒ
ͱ
࣮
ݧ
��
࣌
ؒ
ͷ

त
ۀ
Ͱ
̍
୯
Ґ
ͱ
͢
Δ
ɻ

ʢ
஫
̍
ʣ
�։
ઃ
୯
Ґ
਺
ʢ
म
ಘ
Մ
ೳ
ͳ
্
ݶ
୯
Ґ
਺
ʣ
ͱ
։
講
୯
Ґ
਺
ʢ
̍
Պ
໨
౰
ͨ
Γ
ͷ
୯
Ґ
਺
ʣ
͕
ҟ
ͳ
Δ
त
ۀ
Պ
໨
ʹ
ͭ
͍
ͯ
͸
ɼʢ
ɹ
ʣ
Ͱ
։
講
୯
Ґ
਺
Λ
ද
ࣔ

͠
ͯ
͍
Δ
ɻ

ʢ
஫
̎
ʣ
�֤
त
ۀ
Պ
໨
͸
ɼ
։
ઃ
೥
࣍
ཝ
ʹ
ه
ࡌ
͢
Δ
೥
࣍
͔
Β
ཤ
म
͢
Δ
͜
ͱ
͕
Մ
ೳ
Ͱ
͋
Δ
ɻ
ͳ
͓
ɼ
࣮
ࡍ
ʹ
։
講
͢
Δ
࣌
ظ
ʹ
ͭ
͍
ͯ
͸
ɼ
ຖ
೥
౓
ൃ
ߦ
͢
Δ
ڭ

ཆ
ڭ
ҭ
Պ
໨
त
ۀ
࣌
ؒ
ׂ
౳
ʹ
ࣔ
͢
ɻ
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Պ
ɹ
໨
ɹ
۠
ɹ
෼

त
ɹ
ۀ
ɹ
Պ
ɹ
໨

։
ઃ

୯
Ґ
਺

։
ઃ
೥
࣍

උ
ɹ
ɹ
ɹ
ߟ

基
　

　
盤

　
　

科
　

　
目

஍
ֶ
࣮
ݧ
๏
ɾ
ಉ
࣮
ݧ
ᶘ

1
1

講
ٛ
̔
࣌
ؒ
ͱ
࣮
ݧ
��
࣌
ؒ
ͷ

त
ۀ
Ͱ
̍
୯
Ґ
ͱ
͢
Δ
ɻ

ॳ
म
෺
ཧ
ֶ

�
1

ج
ૅ
෺
ཧ
ֶ
ᶗ

�
1

ج
ૅ
෺
ཧ
ֶ
ᶘ

�
1

Ұ
ൠ
ྗ
ֶ
ᶗ

�
1

Ұ
ൠ
ྗ
ֶ
ᶘ

�
1

ج
ૅ
ి
࣓
ؾ
ֶ

�
1

෺
ཧ
ֶ
࣮
ݧ
๏
ɾ
ಉ
࣮
ݧ
ᶗ

1
1

講
ٛ
̔
࣌
ؒ
ͱ
࣮
ݧ
��
࣌
ؒ
ͷ

त
ۀ
Ͱ
̍
୯
Ґ
ͱ
͢
Δ
ɻ

෺
ཧ
ֶ
࣮
ݧ
๏
ɾ
ಉ
࣮
ݧ
ᶘ

1
1

講
ٛ
̔
࣌
ؒ
ͱ
࣮
ݧ
��
࣌
ؒ
ͷ

त
ۀ
Ͱ
̍
୯
Ґ
ͱ
͢
Δ
ɻ

৽
ೖ
ੜ
ͷ
ͨ
Ί
ͷ
෺
ཧ
ֶ
ೖ
໳

�
1

ॳ
म
Խ
ֶ

�
1

Ұ
ൠ
Խ
ֶ

�
1

༗
ػ
Խ
ֶ

�
1

Խ
ֶ
࣮
ݧ
๏
ɾ
ಉ
࣮
ݧ
ᶗ

1
1

講
ٛ
̔
࣌
ؒ
ͱ
࣮
ݧ
��
࣌
ؒ
ͷ

त
ۀ
Ͱ
̍
୯
Ґ
ͱ
͢
Δ
ɻ

Խ
ֶ
࣮
ݧ
๏
ɾ
ಉ
࣮
ݧ
ᶘ

1
1

講
ٛ
̔
࣌
ؒ
ͱ
࣮
ݧ
��
࣌
ؒ
ͷ

त
ۀ
Ͱ
̍
୯
Ґ
ͱ
͢
Δ
ɻ

Խ
ֶ
࣮
ݧ
ϕ
ー
γ
ο
Ϋ

1
1

講
ٛ
̔
࣌
ؒ
ͱ
࣮
ݧ
��
࣌
ؒ
ͷ

त
ۀ
Ͱ
̍
୯
Ґ
ͱ
͢
Δ
ɻ

ॳ
म
ੜ
෺
ֶ

�
1

ࡉ
๔
Պ
ֶ

�
1

ੜ
ଶ
ֶ

�
1

छ
ੜ
෺
ֶ

�
1

ੜ
෺
ֶ
࣮
ݧ
๏
ɾ
ಉ
࣮
ݧ
ᶗ

1
1

講
ٛ
̔
࣌
ؒ
ͱ
࣮
ݧ
��
࣌
ؒ
ͷ

त
ۀ
Ͱ
̍
୯
Ґ
ͱ
͢
Δ
ɻ

ੜ
෺
ֶ
࣮
ݧ
๏
ɾ
ಉ
࣮
ݧ
ᶘ

1
1

講
ٛ
̔
࣌
ؒ
ͱ
࣮
ݧ
��
࣌
ؒ
ͷ

त
ۀ
Ͱ
̍
୯
Ґ
ͱ
͢
Δ
ɻ

%
FW
FM
PQ
N
FO
U�P
G�*
OU
FS
OB
UJP
OB
M�

$P
MMB
CP
SB
UJP
O�
JO
�.
FE
JD
BM
�4
DJ
FO
DF

�
1

&Y
QF
SJN
FO
UB
M�.
FU
IP
ET
�B
OE
�-
BC
PS
BU
PS
Z�

8
PS
L�
JO
�4
DJ
FO
DF
�"

1
1

講
ٛ
̔
࣌
ؒ
ͱ
࣮
ݧ
��
࣌
ؒ
ͷ

त
ۀ
Ͱ
̍
୯
Ґ
ͱ
͢
Δ
ɻ

&Y
QF
SJN
FO
UB
M�.
FU
IP
ET
�B
OE
�-
BC
PS
BU
PS
Z�

8
PS
L�
JO
�4
DJ
FO
DF
�#

1
1

講
ٛ
̔
࣌
ؒ
ͱ
࣮
ݧ
��
࣌
ؒ
ͷ

त
ۀ
Ͱ
̍
୯
Ґ
ͱ
͢
Δ
ɻ

ʢ
஫
̍
ʣ
�֤
त
ۀ
Պ
໨
͸
ɼ
։
ઃ
೥
࣍
ཝ
ʹ
ه
ࡌ
͢
Δ
೥
࣍
͔
Β
ཤ
म
͢
Δ
͜
ͱ
͕
Մ
ೳ
Ͱ
͋
Δ
ɻ
ͳ
͓
ɼ
࣮
ࡍ
ʹ
։
講
͢
Δ
࣌
ظ
ʹ
ͭ
͍
ͯ
͸
ɼ
ຖ
೥
౓
ൃ
ߦ
͢
Δ
ڭ

ཆ
ڭ
ҭ
Պ
໨
त
ۀ
࣌
ؒ
ׂ
౳
ʹ
ࣔ
͢
ɻ
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２
．

夜
間

授
業

時
間

帯
に

開
設

す
る

授
業

科
目

Պ
໨
۠
෼

त
ۀ
Պ
໨

։
ઃ
୯

Ґ
਺

։
ઃ
೥
࣍

උ
ɹ
ɹ
ߟ

ன
ؒ
त
ۀ
࣌
ؒ
ଳ

։
ઃ
त
ۀ
Պ
໨

平
　

和
　

科
　

目

ฏ
࿨
ͱ
ਓ
ؒ
̘
－
޿
ౡ
Ͱ
ֶ
Ϳ

ʢ
ݪ
ര
ͱ
͸
Կ
ͩ
ͬ
ͨ
͔
ʣ
－

�
1

ྩ
࿨
ʢ̒
�0
��
ʣ೥
౓
͸
։
講
͠
·
ͤ
Μ
ฏ
࿨
ͱ
ਓ
ؒ
̘
－
޿
ౡ
Ͱ
ֶ
Ϳ

ʢ
ݪ
ര
ͱ
͸
Կ
ͩ
ͬ
ͨ
͔
ʣ
－

ฏ
࿨
ͱ
ਓ
ؒ
̙
－
޿
ౡ
͔
Β

ະ
དྷ
ʹ
޲
͚
ͯ
－

�
1

ʢ
ର
Ԡ
Պ
໨
ͳ
͠
ʣ

ώ
ϩ
γ
Ϛ
ൃ
ฏ
࿨
ֶ

�
1

ྩ
࿨
ʢ̒
�0
��
ʣ೥
౓
͸
։
講
͠
·
ͤ
Μ
ώ
ϩ
γ
Ϛ
ൃ
ฏ
࿨
ֶ

大
学

教
育

基
礎

科
目

大
学

教
育

入
門
େ
ֶ
ڭ
ҭ
ೖ
໳

�
1

େ
ֶ
ڭ
ҭ
ೖ
໳

教
養

ゼ
ミ
ڭ
ཆ
θ
ϛ

�
1

ʢ
ର
Ԡ
Պ
໨
ͳ
͠
ʣ

展
開

ゼ
ミ
ల
։
θ
ϛ

ʢ
1ʣ

1
ྩ
࿨
ʢ̒
�0
��
ʣ೥
౓
͸
։
講
͠
·
ͤ
Μ
ల
։
θ
ϛ

共 　 　 通 　 　 科 　 　 目

領 　 　 域 　 　 科 　 　 目

人 文 社 会 科 学 系 科 目 群

哲
学

・
倫

理
学

・
宗

教
学

・
芸

術
学

఩
ֶ
̖

�
1

఩
ֶ
̖

ྙ
ཧ
ֶ

�
1

ྩ
࿨
ʢ̒
�0
��
ʣ೥
౓
͸
։
講
͠
·
ͤ
Μ
ྙ
ཧ
ֶ

Ω
リ
ε
ト
ڭ
ֶ
̖

�
1

ྩ
࿨
ʢ̒
�0
��
ʣ೥
౓
͸
։
講
͠
·
ͤ
Μ
Ω
リ
ε
ト
ڭ
ֶ
̖

Ω
リ
ε
ト
ڭ
ֶ
̗

�
1

ྩ
࿨
ʢ̒
�0
��
ʣ೥
౓
͸
։
講
͠
·
ͤ
Μ
Ω
リ
ε
ト
ڭ
ֶ
̗

人
類

学
・

地
理

学
・

歴
史

学

ア
δ
ア
࢙
̖

�
1

ア
δ
ア
࢙
̖

ア
δ
ア
࢙
̗

�
1

ྩ
࿨
ʢ̒
�0
��
ʣ೥
౓
͸
։
講
͠
·
ͤ
Μ
ア
δ
ア
࢙
̗

Ϥ
ー
ϩ
ο
ύ
࢙

�
1

Ϥ
ー
ϩ
ο
ύ
࢙
̖

ア
ϝ
リ
Χ
ݱ
୅
࢙

�
1

ྩ
࿨
ʢ̒
�0
��
ʣ೥
౓
͸
։
講
͠
·
ͤ
Μ
ア
ϝ
リ
Χ
ݱ
୅
࢙

Պ
ֶ
ٕ
ज़
࢙

�
1

ྩ
࿨
ʢ̒
�0
��
ʣ೥
౓
͸
։
講
͠
·
ͤ
Μ
ʢ
ର
Ԡ
Պ
໨
ͳ
͠
ʣ

஍
Ҭ
஍
ཧ
ֶ

�
1

ྩ
࿨
ʢ̒
�0
��
ʣ೥
౓
͸
։
講
͠
·
ͤ
Μ
஍
Ҭ
஍
ཧ
ֶ

೔
ຊ
࢙
̖

�
1

೔
ຊ
࢙
̖

೔
ຊ
࢙
̗

�
1

ྩ
࿨
ʢ̒
�0
��
ʣ೥
౓
͸
։
講
͠
·
ͤ
Μ
೔
ຊ
࢙
̗

จ
Խ
ਓ
ྨ
ֶ

�
1

จ
Խ
ਓ
ྨ
ֶ
̖

文
学

・
言

語
学

೔
ຊ
ͷ
จ
ֶ
ʢ
ݹ
య
ʣ

�
1

ྩ
࿨
ʢ̒
�0
��
ʣ೥
౓
͸
։
講
͠
·
ͤ
Μ
೔
ຊ
ͷ
จ
ֶ
ʢ
ݹ
య
ʣ

೔
ຊ
ͷ
จ
ֶ
ʢ
ۙ
ݱ
୅
ʣ

�
1

೔
ຊ
ͷ
จ
ֶ
ʢ
ۙ
ݱ
୅
ʣ

ੈ
ք
ͷ
จ
ֶ
ʢ
౦
༸
จ
ֶ
ʣ

�
1

ྩ
࿨
ʢ̒
�0
��
ʣ೥
౓
͸
։
講
͠
·
ͤ
Μ
த
ࠃ
ޠ
ݍ
ͷ
ݱ
୅
จ
Խ

法学
・政

治学
・

社会
学・

経済
学・

教育
学

ࣾ
ձ
ֶ
ͷ
ࢹ
఺

�
1

ݱ
୅
ࣾ
ձ
ֶ
̖

೔
ຊ
ࠃ
ݑ
๏

�
1

೔
ຊ
ࠃ
ݑ
๏

心
理

学
৺
ཧ
ֶ
֓
࿦

�
1

ʢ
ର
Ԡ
Պ
໨
ͳ
͠
ʣ

自 然 科 学 系 科 目 群

数
学

・
情

報
学
౷
ܭ
ֶ
΁
ͷ
ট
଴

�
1

ʢ
ର
Ԡ
Պ
໨
ͳ
͠
ʣ

自
然

環
境

・
社

会
基

盤
஍
ٿ
ͱ
ͦ
ͷ
؀
ڥ

�
1

ྩ
࿨
ʢ̒
�0
��
ʣ೥
౓
͸
։
講
͠
·
ͤ
Μ
ʢ
ର
Ԡ
Պ
໨
ͳ
͠
ʣ

物
理

・
天

文
・

応
用

物
理

෺
ཧ
ೖ
໳

�
1

෺
ཧ
ೖ
໳

化
学

Խ
ֶ
ͱ
ਓ
ؒ

�
1

ʢ
ର
Ԡ
Պ
໨
ͳ
͠
ʣ

生
物

৯
จ
Խ
࿦

�
1

৯
จ
Խ
࿦

ੜ
෺
ֶ

�
1

ʢ
ର
Ԡ
Պ
໨
ͳ
͠
ʣ

外 国 語 科 目

英 語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
基

礎
ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ج
ૅ
ᶗ

1
1

ྩ
࿨
ʢ̒
�0
��
ʣ೥
౓
͸
։
講
͠
·
ͤ
Μ
ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ج
ૅ
ᶗ

ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ج
ૅ
ᶘ

1
1

ྩ
࿨
ʢ̒
�0
��
ʣ೥
౓
͸
։
講
͠
·
ͤ
Μ
ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ج
ૅ
ᶘ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ⅰ

ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ᶗ
̖

�ʢ
1ʣ

1
ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ᶗ
̖

ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ᶗ
̗

�ʢ
1ʣ

1
ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ᶗ
̗

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ⅱ

ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ᶘ
̖

�ʢ
1ʣ

1
ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ᶘ
̖

ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ᶘ
̗

�ʢ
1ʣ

1
ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ᶘ
̗

初 修 外 国 語

ベ
ー

シ
ッ

ク
外

国
語

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ɾ
υ
イ
π
ޠ
ᶗ

�ʢ
1ʣ

1
ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ŋυ
イ
π
ޠ
ᶗ

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ɾ
υ
イ
π
ޠ
ᶘ

�ʢ
1ʣ

1
ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ŋυ
イ
π
ޠ
ᶘ

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ɾ
υ
イ
π
ޠ
ᶙ

�ʢ
1ʣ

1
ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ŋυ
イ
π
ޠ
ᶙ

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ɾ
υ
イ
π
ޠ
ᶚ

�ʢ
1ʣ

1
ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ŋυ
イ
π
ޠ
ᶚ

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ɾ
フ
ϥ
ϯ
ε
ޠ
ᶗ

�ʢ
1ʣ

1
ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ŋフ
ϥ
ϯ
ε
ޠ
ᶗ

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ɾ
フ
ϥ
ϯ
ε
ޠ
ᶘ

�ʢ
1ʣ

1
ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ŋフ
ϥ
ϯ
ε
ޠ
ᶘ

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ɾ
フ
ϥ
ϯ
ε
ޠ
ᶙ

�ʢ
1ʣ

1
ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ŋフ
ϥ
ϯ
ε
ޠ
ᶙ

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ɾ
フ
ϥ
ϯ
ε
ޠ
ᶚ

�ʢ
1ʣ

1
ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ŋフ
ϥ
ϯ
ε
ޠ
ᶚ

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
த
ࠃ
ޠ
ᶗ

�ʢ
1ʣ

1
ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
த
ࠃ
ޠ
ᶗ

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
த
ࠃ
ޠ
ᶘ

�ʢ
1ʣ

1
ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
த
ࠃ
ޠ
ᶘ

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
த
ࠃ
ޠ
ᶙ

�ʢ
1ʣ

1
ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
த
ࠃ
ޠ
ᶙ

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
த
ࠃ
ޠ
ᶚ

�ʢ
1ʣ

1
ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
த
ࠃ
ޠ
ᶚ

情
報

・
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
科

目

৘
ใ
ɾ
σ
ー
λ
Պ
ֶ
ೖ
໳

�
1

৘
ใ
ɾ
σ
ー
λ
Պ
ֶ
ೖ
໳

σ
ー
λ
α
イ
Τ
ϯ
ε
ج
ૅ

�
1

σ
ー
λ
α
イ
Τ
ϯ
ε
ج
ૅ

θ
ϩ
͔
Β
͸
͡
Ί
Δ
ϓ
ϩ
ά

ϥ
ϛ
ϯ
ά

�
1

θ
ϩ
͔
Β
͸
͡
Ί
Δ
ϓ
ϩ

ά
ϥ
ϛ
ϯ
ά
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Պ
໨
۠
෼

त
ۀ
Պ
໨

։
ઃ
୯

Ґ
਺

։
ઃ
೥
࣍

උ
ɹ
ɹ
ߟ

ன
ؒ
त
ۀ
࣌
ؒ
ଳ

։
ઃ
त
ۀ
Պ
໨

共
通

科
目

健
康

ス
ポ

ー
ツ

科
目
݈
߁
ε
ϙ
ー
π
Պ
ֶ

�
1

݈
߁
ε
ϙ
ー
π
Պ
ֶ

ε
ϙ
ー
π
࣮
श
̖

ʢ
1ʣ

1
ε
ϙ
ー
π
࣮
श
̖

ε
ϙ
ー
π
ԋ
श

ʢ
1ʣ

1
ྩ
࿨
ʢ̒
�0
��
ʣ೥
౓
͸
։
講
͠
·
ͤ
Μ
ε
ϙ
ー
π
ԋ
श

社
会

連
携

科
目

Ω
ϟ
リ
ア
Ϛ
ω
δ
ϝ
ϯ
ト
֓
࿦

�
1

Ω
ϟ
リ
ア
Ϛ
ω
δ
ϝ
ϯ
ト
֓
࿦

基
　

　
盤

　
　

科
　

　
目

ܦ
ࡁ
ֶ
ೖ
໳

�
1

ʢ
ର
Ԡ
Պ
໨
ͳ
͠
ʣ

ܦ
Ӧ
ֶ
ೖ
໳

�
1

ʢ
ର
Ԡ
Պ
໨
ͳ
͠
ʣ

ඍ
෼
ੵ
෼
௨
࿦

�
1

ඍ
෼
ੵ
෼
௨
࿦

ج
ૅ
ઢ
ܗ
୅
਺
ֶ

�
1

ج
ૅ
ઢ
ܗ
୅
਺
ֶ

ʢ
஫
̍
ʣ
�ຊ
ද
͸
ྩ
࿨
̒
ʢ
�0
��
ʣ
೥
౓
ೖ
ֶ
ੜ
͕
ʮ
ྩ
࿨
̒
ʢ
�0
��
ʣ
೥
౓
ڭ
ཆ
ڭ
ҭ
։
ઃ
त
ۀ
Պ
໨
Ұ
ཡ
ʯ
ͷ
ʮ
̍
ɽ
ன
ؒ
त
ۀ
࣌
ؒ
ଳ
ʹ
։
ઃ
͢
Δ
त

ۀ
Պ
໨
ʯ
ʹ
ه
ࡌ
͞
Ε
ͯ
͍
Δ
त
ۀ
Պ
໨
Λ
ཤ
म
͠
ͨ
৔
߹
ͷ
ର
Ԡ
ද
Λ
݉
Ͷ
Δ
ɻ
ຊ
ද
ͷ
ʮ
ன
ؒ
त
ۀ
࣌
ؒ
ଳ
։
ઃ
त
ۀ
Պ
໨
ʯ
ʹ
ه
ࡌ
͞
Ε
ͯ

͍
Δ
त
ۀ
Պ
໨
Λ
ཤ
म
͠
ͨ
৔
߹
͸
ɼ
ࠨ
ཝ
ͷ
त
ۀ
Պ
໨
Λ
ཤ
म
͠
ͨ
΋
ͷ
ͱ
Έ
ͳ
͞
Ε
Δ
ɻ

ʢ
஫
̎
ʣ
�։
ઃ
୯
Ґ
਺
ʢ
म
ಘ
Մ
ೳ
ͳ
্
ݶ
୯
Ґ
਺
ʣ
ͱ
։
講
୯
Ґ
਺
ʢ
̍
Պ
໨
౰
ͨ
Γ
ͷ
୯
Ґ
਺
ʣ
͕
ҟ
ͳ
Δ
त
ۀ
Պ
໨
ʹ
ͭ
͍
ͯ
͸
ɼʢ
ɹ
ʣ
Ͱ
։
講
୯

Ґ
਺
Λ
ࣔ
͠
ͯ
͍
Δ
ɻ
ͳ
͓
ɼ
ల
։
θ
ϛ
ɼ
ε
ϙ
ー
π
࣮
श
̖
ٴ
ͼ
ε
ϙ
ー
π
ԋ
श
ʹ
ͭ
͍
ͯ
͸
ɼ
։
講
୯
Ґ
਺
ͷ
Έ
ઃ
ఆ
͠
ͯ
͍
Δ
ʢ
্
ݶ
୯
Ґ

਺
ͷ
ઃ
ఆ
ͳ
͠
ʣɻ

ʢ
஫
̏
ʣ
�֤
त
ۀ
Պ
໨
͸
ɼ
։
ઃ
೥
࣍
ཝ
ʹ
ه
ࡌ
͢
Δ
೥
࣍
͔
Β
ཤ
म
͢
Δ
͜
ͱ
͕
Մ
ೳ
Ͱ
͋
Δ
ɻ
ͳ
͓
ɼ
࣮
ࡍ
ʹ
։
講
͢
Δ
࣌
ظ
ʹ
ͭ
͍
ͯ
͸
ɼ
ຖ
೥
౓
ൃ

ߦ
͢
Δ
ڭ
ཆ
ڭ
ҭ
Պ
໨
त
ۀ
࣌
ؒ
ׂ
౳
ʹ
ࣔ
͢
ɻ
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Պ
໨
۠
෼

ڭ
ҭ
໨
ඪ

ฏ
ɹ
࿨
ɹ
Պ
ɹ
໨

ઓ
૪
ɾ
ฆ
૪
ɼ
֩
ഇ
ઈ
ɼ
ශ
ࠔ
ɼ
ٌ
ծ
ɼ
ਓ
ޱ
૿
Ճ
ɼ
؀
ڥ
ɼ
ڭ
ҭ
ɼ
จ
Խ
౳
ͷ
༷
ʑ

ͳ
؍
఺
͔
Β
ฏ
࿨
ʹ
ͭ
͍
ͯ
ࣗ
Β
ߟ
͑
ɼ
ཧ
ղ
Λ
ਂ
Ί
Δ
ɻ

大 学 教 育 基 礎 科 目

େ
�ֶ
ڭ�
�ҭ
�ೖ
�໳

େ
ֶ
Ͱ
ֶ
Ϳ
͜
ͱ
ͷ
ҙ
ٛ
ͱ
໨
ඪ
Λ
ཧ
ղ
͠
ɼ
େ
ֶ
Ͱ
ֶ
Ϳ
্
Ͱ
ج
ຊ
ͱ
ͳ
Δ
ٕ
ೳ

΍
ଶ
౓
Λ
਎
ʹ
ͭ
͚
Δ
ɻ

ڭ
ཆ

θ
ϛ

ਓ
ྨ
΍
ࣾ
ձ
͕
๊
͑
ͯ
͖
ͨ
ྺ
࢙
త
ɼ
ݱ
୅
త
ͳ
՝
୊
ʹ
ର
͠
ͯ
ɼ
ূ
ڌ
ʹ
ج
ͮ
͖

࿦
ཧ
త
ʹ
ߟ
͑
൷
൑
త
ʹ
ࣗ
਎
ͷ
ࢥ
ߟ
Λ
ۛ
ຯ
͢
Δ
ೳ
ྗ
ͱ
ɼ
ద
੾
ʹ
ࣗ
ݾ
ද
ݱ
Λ

ߦ
͏
ೳ
ྗ
Λ
਎
ʹ
ͭ
͚
Δ
ɻ

ల
։

θ
ϛ
࠷
ઌ
୺
ͷ
ς
ー
Ϛ
ʹ
ͭ
͍
ͯ
ֶ
ͼ
౼
࿦
͠
ͨ
Γ
ɼ
ମ
ݧ
ܕ
ͷ
ֶ
श
Λ
ߦ
͏
͜
ͱ
Λ
௨

͡
ͯ
໰
୊
ൃ
ݟ
ɾ
ղ
ܾ
ೳ
ྗ
Λ
ᔻ
ཆ
͢
Δ
ͱ
ͱ
΋
ʹ
ɼ
ν
ϟ
レ
ϯ
δ
ਫ਼
ਆ
ɼ
ϓ
レ
θ

ϯ
ς
ー
γ
ϣ
ϯ
ྗ
ɼ
リ
ー
μ
ー
γ
ο
ϓ
ྗ
ͳ
Ͳ
ͷ
޲
্
Λ
ਤ
Δ
ɻ

共 　 　 通 　 　 科 　 　 目

ྖ
Ҭ

Պ
໨

ਓ
ؒ
͕
஝
ੵ
͠
ͯ
͖
ͨ
஌
ࣝ
͕
Ͳ
ͷ
Α
͏
ʹ
͠
ͯ
ੜ
·
Ε
ɼ
ҭ
ͬ
ͯ
͖
ͨ
ͷ
͔
ɼ
ͦ

ͷ
ࠜ
ຊ
ͷ
ߟ
͑
ํ
͸
Կ
Ͱ
͋
Δ
ͷ
͔
ʹ
ͭ
͍
ͯ
ɼ
จ
Խ
త
ɾ
ࣾ
ձ
త
ɾ
ࣗ
વ
Պ
ֶ
త

ͳ
ࢹ
఺
Λ
౿
·
͑
ͳ
͕
Β
ɼ
ઐ
໳
෼
໺
ͷ
࿮
Λ
௒
͑
ͯ
ڞ
௨
ʹ
ٻ
Ί
Β
Ε
Δ
஌
త
ͳ

ٕ
๏
Λ
ֶ
Ϳ
ɻ

֎
ࠃ
ޠ
Պ
໨
ά
ϩ
ー
バ
ϧ
Խ
࣌
୅
ʹ
ର
Ԡ
͢
Δ
ͨ
Ί
ɼ༷
ʑ
ͳ
֎
ࠃ
ޠ
Ͱ
৘
ใ
Λ
ड
৴
͠
ɼൃ
৴
Ͱ

͖
Δ
ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ೳ
ྗ
Λ
ཆ
੒
͠
ɼ஌
ࣝ
ɾٕ
ೳ
Λ
म
ಘ
͢
Δ
ͱ
ͱ
΋
ʹ
ɼ

ҟ
ͳ
Δ
ݴ
ޠ
΍
จ
Խ
ʹ
ର
͢
Δ
ཧ
ղ
Λ
ਂ
Ί
Δ
ɻ

৘
ใ
ɾ
σ
ー
λ

α
イ
Τ
ϯ
ε
Պ
໨

ߴ
౓
৘
ใ
Խ
ࣾ
ձ
ͷ
த
Ͱ
σ
ー
λ
Λ
׆
༻
͠
ͯ
͍
͘
ͷ
ʹ
ඞ
ཁ
ͱ
ͳ
Δ
ج
ૅ
త
ͳ
஌

ࣝ
΍
ٕ
ೳ
Λ
म
ಘ
͠
ɼ
ͦ
ͷ
༗
༻
ੑ
ͱ
໰
୊
఺
ɼ
৘
ใ
ྙ
ཧ
্
ͷ
՝
୊
Λ
ཧ
ղ
͠
ɼ

׆
༻
͢
Δ
ೳ
ྗ
Λ
਎
ʹ
ͭ
͚
Δ
ɻ
͞
Β
ʹ
ɼ
ক
དྷ
ɼ
৽
͠
͘
ݱ
Ε
Δ
ٕ
ज़
ʹ
΋
ର
Ԡ

͠
ͯ
͍
͘
ଶ
౓
Λ
ҭ
ͯ
Δ
ɻ

݈
߁
ε
ϙ
ー
π
Պ
໨

ମ
ྗ
ɾ
݈
߁
ͮ
͘
Γ
ͷ
ͨ
Ί
ͷ
Պ
ֶ
త
ཧ
࿦
Λ
म
ಘ
͢
Δ
ͱ
ͱ
΋
ʹ
ɼ
ࣗ
ݾ
ͷ
ಛ
ੑ

΍
ε
ϙ
ー
π
ͷ
ٕ
ೳ
ਫ
४
ʹ
ద
߹
͠
ͨ
ε
ϙ
ー
π
ͷ
࣮
ફ
Λ
௨
͡
ͯ
ɼ
ੜ
֔
ʹ
Θ

ͨ
ͬ
ͯ
ε
ϙ
ー
π
Λ
ָ
͠
Ή
ଶ
౓
ɾ
Ϛ
φ
ー
΍
ڠ
ௐ
ੑ
ͳ
Ͳ
ͷ
ࣾ
ձ
త
ٕ
ೳ
Λ
म
ಘ

͢
Δ
ɻ

ࣾ
ձ
࿈
ܞ
Պ
໨
ࣾ
ձ
ʹ
͓
͚
Δ
ଟ
༷
ੑ
Λ
ཧ
ղ
͠
ɼ
࣮
ફ
͢
Δ
͜
ͱ
Λ
௨
͠
ͯ
ɼ
ࣾ
ձ
Ͱ
ੜ
͖
ɼ
׆

༂
͢
Δ
ͨ
Ί
ʹ
ඞ
ཁ
ͳ
ྗ
Λ
ߴ
Ί
Δ
ɻ

ج
൫

Պ
໨

ઐ
໳
ڭ
ҭ
ͱ
ͷ
༗
ػ
త
ؔ
࿈
ੑ
Λ
࣋
ͭ
લ
ઐ
໳
ڭ
ҭ
ͱ
͠
ͯ
ɼ
ͦ
Ε
ͧ
Ε
ͷ
ઐ
໳
෼

໺
Λ
ֶ
Ϳ
ͨ
Ί
ʹ
ඞ
ཁ
ͳ
ج
ૅ
త
஌
ࣝ
ͷ
ֶ
श
ʹ
Α
Γ
ɼ
ج
ૅ
ֶ
໰
ͷ
࿦
ཧ
త
ࠎ
֨

΍
ମ
ܥ
ٴ
ͼ
ֶ
໰
ܗ
੒
ʹ
ඞ
ཁ
ͳ
஌
ࣝ
ɾ
ٕ
ज़
Λ
म
ಘ
͢
Δ
ɻ

Ⅶ
．

教
養

教
育

関
係

規
則

等

１
．

広
島

大
学

教
養

教
育

科
目

履
修

規
則

�
ฏ
੒
��
೥
̎
݄
15
೔
ن
ଇ
ୈ
̏
߸

ɹʢ
झ
ࢫ
ʣ

ୈ
�̍
৚
ɹ
͜
ͷ
ن
ଇ
͸
ɼ
޿
ౡ
େ
ֶ
௨
ଇ
ʢ
ฏ
੒
1�
೥
̐
݄
̍
೔
ن
ଇ
ୈ
̎
߸
ʣ
ୈ
1�
৚
ୈ
̏
߲
ͷ
ن
ఆ

ʹ
ج
ͮ
͖
ɼ
޿
ౡ
େ
ֶ
ʹ
͓
͚
Δ
ڭ
ཆ
ڭ
ҭ
Պ
໨
ͷ
ཤ
म
౳
ʹ
ؔ
͠
ඞ
ཁ
ͳ
ࣄ
߲
Λ
ఆ
Ί
Δ
΋
ͷ
ͱ
͢

Δ
ɻ

ɹʢ
Պ
໨
۠
෼
ٴ
ͼ
ڭ
ҭ
໨
ඪ
ʣ

ୈ
̎
৚
ɹ
ڭ
ཆ
ڭ
ҭ
Պ
໨
ͷ
Պ
໨
۠
෼
ٴ
ͼ
ڭ
ҭ
໨
ඪ
͸
ɼ
࣍
ͷ
ද
ʹ
ܝ
͛
Δ
ͱ
͓
Γ
ͱ
͢
Δ
ɻ

ɹʢ
त
ۀ
Պ
໨
ٴ
ͼ
୯
Ґ
਺
౳
ʣ

ୈ
�̏
৚
ɹ
ڭ
ཆ
ڭ
ҭ
Պ
໨
ͱ
͠
ͯ
։
ઃ
͢
Δ
त
ۀ
Պ
໨
ʢ
Ҏ
Լ
ʮ
त
ۀ
Պ
໨
ʯ
ͱ
͍
͏
ɻʣ
ɼ୯
Ґ
਺
౳
͸
ɼ

ผ
ද
ͷ
ͱ
͓
Γ
ͱ
͢
Δ
ɻ

̎
ɹ
त
ۀ
࣌
ؒ
ׂ
͸
ɼ
ֶ
೥
ͷ
࢝
Ί
ʹ
ൃ
ද
͢
Δ
ɻ

―
教
養
3
0
―

ɹʢ
ཤ
म
ํ
๏
ʣ

ୈ
�̐
৚
ɹ
ڭ
ཆ
ڭ
ҭ
Պ
໨
ͷ
ཤ
म
ํ
๏
ʹ
ͭ
͍
ͯ
͸
ɼ
֤
ֶ
෦
ࡉ
ଇ
ͷ
ఆ
Ί
Δ
ͱ
͜
Ζ
ʹ
Α
Δ
ɻ

ɹʢ
୯
Ґ
਺
ͷ
ܭ
ࢉ
ͷ
ج
४
ʣ

ୈ
�̑
৚
ɹ
त
ۀ
Պ
໨
ͷ
୯
Ґ
਺
͸
ɼ
त
ۀ
ͷ
ํ
๏
ʹ
Ԡ
͡
ɼ
࣍
ͷ
ج
४
ʹ
Α
Γ
ܭ
ࢉ
͢
Δ
΋
ͷ
ͱ
͢
Δ
ɻ

ɹʢ
1ʣ
講
ٛ
͸
ɼ
15
࣌
ؒ
ͷ
त
ۀ
Λ
΋
ͬ
ͯ
̍
୯
Ґ
ͱ
͢
Δ
ɻ

ɹʢ
�ʣ
ԋ
श
ٴ
ͼ
࣮
श
͸
ɼ
�0
࣌
ؒ
ͷ
त
ۀ
Λ
΋
ͬ
ͯ
̍
୯
Ґ
ͱ
͢
Δ
ɻ

ɹʢ
�ʣ
࣮
ݧ
͸
ɼ
�5
࣌
ؒ
ͷ
त
ۀ
Λ
΋
ͬ
ͯ
̍
୯
Ґ
ͱ
͢
Δ
ɻ

̎
�ɹ
Ұ
ͷ
त
ۀ
Պ
໨
ʹ
ͭ
͍
ͯ
ɼೋ
Ҏ
্
ͷ
ํ
๏
ͷ
ซ
༻
ʹ
Α
Γ
त
ۀ
Λ
ߦ
͏
৔
߹
ͷ
୯
Ґ
਺
ͷ
ܭ
ࢉ
͸
ɼ

̍
୯
Ґ
ͷ
त
ۀ
Պ
໨
Λ
�5
࣌
ؒ
ͷ
ֶ
म
Λ
ඞ
ཁ
ͱ
͢
Δ
಺
༰
Λ
΋
ͬ
ͯ
ߏ
੒
͢
Δ
͜
ͱ
ͱ
ͳ
Δ
Α
͏
ɼ

લ
߲
ͷ
ج
४
Λ
ߟ
ྀ
͠
ͯ
ͦ
Ε
Β
ͷ
ํ
๏
͝
ͱ
ʹ
࣌
ؒ
Λ
ఆ
Ί
Δ
΋
ͷ
ͱ
͢
Δ
ɻ

̏
�ɹ
લ
̎
߲
ͷ
ن
ఆ
ʹ
͔
͔
Θ
Β
ͣ
ɼ
࣍
ͷ
֤
߸
ʹ
ܝ
͛
Δ
΋
ͷ
ʹ
ͭ
͍
ͯ
͸
ɼ
౰
֘
֤
߸
ʹ
ఆ
Ί
Δ
ͱ

͜
Ζ
ʹ
Α
Δ
ɻ

ɹʢ
1ʣ
ڭ
ཆ
θ
ϛ
ٴ
ͼ
ల
։
θ
ϛ
͸
ɼ
15
࣌
ؒ
ͷ
त
ۀ
Λ
΋
ͬ
ͯ
̍
୯
Ґ
ͱ
͢
Δ
ɻ

ɹʢ
��ʣ
৘
ใ
ɾ
σ
ー
λ
α
イ
Τ
ϯ
ε
Պ
໨
ͷ
৘
ใ
ɾ
σ
ー
λ
Պ
ֶ
ೖ
໳
͸
ɼ
15
࣌
ؒ
ͷ
त
ۀ
Λ
΋
ͬ
ͯ
̍

୯
Ґ
ͱ
͢
Δ
ɻ

ɹʢ
ཤ
म
ख
ଓ
ʣ

ୈ
�̒
৚
ɹ
ֶ
ੜ
͸
ɼ
त
ۀ
Պ
໨
Λ
ཤ
म
͠
Α
͏
ͱ
͢
Δ
ͱ
͖
͸
ɼ
ຖ
ֶ
ظ
ࢦ
ఆ
͢
Δ
ظ
ؒ
த
ʹ
ॴ
ఆ
ͷ
ख

ଓ
Λ
͠
ͳ
͚
Ε
͹
ͳ
Β
ͳ
͍
ɻ
ͨ
ͩ
͠
ɼ
ड
講
ऀ
਺
ͷ
੍
ݶ
౳
Λ
ߦ
͏
त
ۀ
Պ
໨
ʹ
͋
ͬ
ͯ
͸
ɼ
ॴ
ఆ

ͷ
ख
ଓ
Λ
ܦ
ͨ
৔
߹
Ͱ
͋
ͬ
ͯ
΋
ཤ
म
͕
ೝ
Ί
Β
Ε
ͳ
͍
৔
߹
͕
͋
Δ
ɻ

̎
�ɹ
લ
߲
ຊ
จ
ʹ
ن
ఆ
͢
Δ
ॴ
ఆ
ͷ
ख
ଓ
Λ
͠
ͳ
͔
ͬ
ͨ
৔
߹
͸
ɼ
౰
֘
त
ۀ
Պ
໨
ͷ
ཤ
म
Λ
ೝ
Ί
ͳ

͍
ɻ
ͨ
ͩ
͠
ɼ
ಛ
ผ
ͷ
ࣄ
༝
͕
͋
Δ
৔
߹
ʹ
ݶ
Γ
ɼ
౰
֘
त
ۀ
Պ
໨
୲
౰
ڭ
һ
ͷ
ঝ
ೝ
Λ
ܦ
ͯ
ɼ
ཤ
म

Λ
ೝ
Ί
Δ
͜
ͱ
͕
͋
Δ
ɻ

̏
ɹ
ط
ʹ
୯
Ґ
Λ
म
ಘ
͠
ͨ
त
ۀ
Պ
໨
ʹ
ͭ
͍
ͯ
͸
ɼ
ݪ
ଇ
ͱ
͠
ͯ
ཤ
म
͢
Δ
͜
ͱ
͕
Ͱ
͖
ͳ
͍
ɻ

ɹʢ
ࢼ
ݧ
ʣ

ୈ
�̓
৚
ɹ
ࢼ
ݧ
͸
ɼ
ݪ
ଇ
ͱ
͠
ͯ
λ
ー
Ϝ
຤
ʹ
ߦ
͏
ɻ
ͨ
ͩ
͠
ɼ
त
ۀ
Պ
໨
ʹ
Α
Γ
レ
ϙ
ー
ト
ຢ
͸
ฏ
ৗ

ͷ
੒
੷
Λ
΋
ͬ
ͯ
ࢼ
ݧ
ͷ
੒
੷
ʹ
୅
͑
Δ
͜
ͱ
͕
͋
Δ
ɻ

̎
ɹ
ࢼ
ݧ
ͷ
ํ
๏
ٴ
ͼ
ظ
೔
͸
ɼ
͋
Β
͔
͡
Ί
ൃ
ද
͢
Δ
ɻ

̏
�ɹ
त
ۀ
࣮
ࢪ
࣌
਺
ͷ
̏
෼
ͷ
̎
Ҏ
্
ͷ
ग़
੮
Λ
ຬ
ͨ
͞
ͳ
͍
৔
߹
͸
ɼ
ड
ݧ
Λ
ೝ
Ί
ͳ
͍
ɻ
ͨ
ͩ
͠
ɼ

ॴ
ఆ
ͷ
ख
ଓ
Λ
ܦ
ͯ
ܽ
੮
͠
ͨ
৔
߹
Ͱ
ɼ
ͦ
ͷ
ܽ
੮
͕
ප
ؾ
ͦ
ͷ
ଞ
ͷ
΍
Ή
Λ
ಘ
ͳ
͍
ࣄ
༝
ʹ
Α
Δ
ͱ

ೝ
Ί
Β
Ε
Δ
ͱ
͖
͸
ɼ
౰
֘
त
ۀ
Պ
໨
୲
౰
ڭ
һ
ͷ
൑
அ
ʹ
Α
Δ
΋
ͷ
ͱ
͢
Δ
ɻ

ɹʢ
௥
ࢼ
ݧ
ʣ

ୈ
�̔
৚
ɹ
࣍
ͷ
֤
߸
ͷ
͍
ͣ
Ε
͔
ͷ
ཧ
༝
ʹ
Α
Γ
ࢼ
ݧ
Λ
ड
͚
Δ
͜
ͱ
͕
Ͱ
͖
ͳ
͔
ͬ
ͨ
ऀ
͸
ɼ
௥
ࢼ
ݧ

Λ
ड
͚
Δ
͜
ͱ
͕
Ͱ
͖
Δ
ɻ

ɹʢ
1ʣ
�഑
ۮ
ऀ
ʢ
ੑ
ͷ
ଟ
༷
ੑ
ʹ
ؔ
͢
Δ
ཧ
೦
ͱ
ର
Ԡ
Ψ
イ
υ
ϥ
イ
ϯ
－
-(
#5
౳
ͷ
ֶ
ੜ
ͱ
ڭ
৬
һ

Λ
แ
ઁ
͢
Δ
Ω
ϟ
ϯ
ύ
ε
Λ
໨
ࢦ
͠
ͯ
－
ʢ
ྩ
࿨
̐
೥
1�
݄
��
೔
໾
һ
ձ
ঝ
ೝ
ʣ
ʹ
ࣔ
͢
ύ
ー
ト

φ
ー
γ
ο
ϓ
Λ
ূ
໌
͢
Δ
ॻ
ྨ
ʹ
Α
Γ
ূ
໌
͞
Ε
Δ
ύ
ー
ト
φ
ー
Λ
ؚ
Ή
ɻʣ
ຢ
͸
̏
਌
౳
಺
ͷ

਌
଒
ͷ
ࢮ
๢
ʹ
Α
Δ
س
Ҿ

ɹʢ
�ʣ
ෛ
ই
ຢ
͸
࣬
ප
ʢ
ೖ
Ӄ
ຢ
͸
͜
Ε
ʹ
४
ͣ
Δ
৔
߹
ʹ
ݶ
Δ
ɻʣ

ɹʢ
�ʣ
ఱ
ࡂ
ͦ
ͷ
ଞ
ͷ
ඇ
ৗ
ࡂ
֐

ɹʢ
�ʣ
ަ
௨
ػ
ؔ
ͷ
ಥ
ൃ
ࣄ
ނ

ɹʢ
5ʣ
ͦ
ͷ
ଞ
΍
Ή
Λ
ಘ
ͳ
͍
ࣄ
৘
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̎
�ɹ
௥
ࢼ
ݧ
Λ
ड
͚
Α
͏
ͱ
͢
Δ
ऀ
͸
ɼ
ݪ
ଇ
ͱ
͠
ͯ
౰
֘
त
ۀ
Պ
໨
ͷ
ࢼ
ݧ
࣮
ࢪ
ޙ
̍
ि
ؒ
Ҏ
಺
ʹ
�

ॴ
ఆ
ͷ
௥
ࢼ
ݧ
ड
ݧ
ئ
Λ
ॴ
ଐ
ֶ
෦
௕
ʹ
ئ
͍
ग़
ͳ
͚
Ε
͹
ͳ
Β
ͳ
͍
ɻ

̏
�ɹ
௥
ࢼ
ݧ
ड
ݧ
Λ
ڐ
Մ
͞
Ε
ͨ
ऀ
͸
ɼ
ݪ
ଇ
ͱ
͠
ͯ
౰
֘
त
ۀ
Պ
໨
୲
౰
ڭ
һ
ͷ
ࢦ
ఆ
͢
Δ
೔
࣌
ʹ
௥

ࢼ
ݧ
Λ
ड
ݧ
͠
ͳ
͚
Ε
͹
ͳ
Β
ͳ
͍
ɻ

̐
�ɹ
௥
ࢼ
ݧ
ͷ
࣮
ࢪ
ظ
ؒ
͸
ɼ
౰
֘
त
ۀ
Պ
໨
ͷ
ࢼ
ݧ
࣮
ࢪ
ޙ
̏
ि
ؒ
Ҏ
಺
ͱ
͢
Δ
ɻ

ɹʢ
ࡶ
ଇ
ʣ

ୈ
�̕
৚
ɹ
͜
ͷ
ن
ଇ
ʹ
ఆ
Ί
Δ
΋
ͷ
ͷ
΄
͔
ɼ
ڭ
ཆ
ڭ
ҭ
Պ
໨
ͷ
ཤ
म
౳
ʹ
ؔ
͠
ඞ
ཁ
ͳ
ࣄ
߲
͸
ɼ
ڭ
ҭ

ຊ
෦
͕
ఆ
Ί
Δ
ɻ

ʢ
ུ
ʣ

ɹ
ෟ
ɹ
ଇ

̍
ɹ
͜
ͷ
ن
ଇ
͸
ɼ
ྩ
࿨
̒
೥
̐
݄
̍
೔
͔
Β
ࢪ
ߦ
͢
Δ
ɻ

̎
�ɹ
ྩ
࿨
̑
೥
౓
Ҏ
લ
ʹ
ೖ
ֶ
͠
ͨ
ֶ
ੜ
ͷ
ڭ
ཆ
ڭ
ҭ
Պ
໨
ͷ
त
ۀ
Պ
໨
ʹ
ͭ
͍
ͯ
͸
ɼ
͜
ͷ
ن
ଇ
ʹ
Α

Δ
վ
ਖ਼
ޙ
ͷ
޿
ౡ
େ
ֶ
ڭ
ཆ
ڭ
ҭ
Պ
໨
ཤ
म
ن
ଇ
ʢ
Ҏ
Լ
ʮ
৽
ن
ଇ
ʯ
ͱ
͍
͏
ɻʣ
ͷ
ن
ఆ
ʹ
͔
͔
Θ

Β
ͣ
ɼ
ͳ
͓
ै
લ
ͷ
ྫ
ʹ
Α
Δ
ɻ

̏
�ɹ
લ
߲
ͷ
ن
ఆ
ʹ
͔
͔
Θ
Β
ͣ
ɼ
ڭ
ҭ
্
༗
ӹ
ͱ
ೝ
Ί
Δ
ͱ
͖
͸
ɼ
ڭ
ҭ
ຊ
෦
ͷ
ఆ
Ί
Δ
ͱ
͜
Ζ
ʹ
Α

Γ
ɼ
৽
ن
ଇ
ʹ
ن
ఆ
͢
Δ
त
ۀ
Պ
໨
ͷ
ཤ
म
Λ
ೝ
Ί
Δ
৔
߹
͕
͋
Δ
ɻ

ɹ
ɹ
ผ
ද
ʢ
ུ
ʣ

ɹ
˞
�ผ
ද
ͷ
಺
༰
͸
ɼʮ
ྩ
࿨
ʢ̒
�0
��
ʣ೥
౓
ڭ
ཆ
ڭ
ҭ
Պ
໨
։
ઃ
त
ۀ
Պ
໨
Ұ
ཡ
ʯʢ
Q�
ڭ
ཆ
�0
ʙ

Q�
ڭ
ཆ
��
ʣ
ʹ
Ұ
෦
Ճ
ච
म
ਖ਼
ͷ
্
ɼ
ܝ
ࡌ
͠
ͯ
͍
·
͢
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２
．

外
国

語
技

能
検

定
試

験
等

に
よ

る
単

位
認

定
の

取
扱

い
に

つ
い

て

ɹ
޿
ౡ
େ
ֶ
௨
ଇ
ʢ
Ҏ
Լ
ʮ
௨
ଇ
ʯ
ͱ
͍
͏
ɻʣ
ୈ
�0
৚
ୈ
̍
߲
ٴ
ͼ
ୈ
�1
৚
ୈ
̎
߲
ʹ
ن
ఆ
͢
Δ
จ
෦

Պ
ֶ
େ
ਉ
͕
ผ
ʹ
ఆ
Ί
Δ
ֶ
म
ͷ
͏
ͪ
ɼ
֎
ࠃ
ޠ
ͷ
֎
෦
ݕ
ఆ
ࢼ
ݧ
౳
ʹ
Α
Δ
୯
Ґ
ೝ
ఆ
ʹ
ͭ
͍
ͯ
͸
ɼ

࣍
ͷ
ͱ
͓
Γ
औ
Γ
ѻ
͏
΋
ͷ
ͱ
͢
Δ
ɻ

（
1）

 認
定

の
対

象
と

な
る

外
国

語
技

能
検

定
試

験
等

，認
定

授
業

科
目

及
び

認
定

単
位

数
（

言
語

別
）

は
，

別
表

の
と

お
り

と
す

る
。

（
2）

単
位

認
定

の
申

請
方

法
及

び
範

囲
ɹ
ᶃ
ɹ
�ೝ
ఆ
ͷ
ର
৅
ͱ
ͳ
Δ
ڃ
Ґ
ຢ
͸
ಘ
఺
͸
Ҏ
Լ
ͷ
ͱ
͓
Γ
ͱ
͢
Δ
ɻ

ɹ
ɹ
ɹ
ӳ
ޠ
ɾ
ɾ
ɾ
ɾ
ɾ
ೖ
ֶ
ޙ
ʹ
औ
ಘ
͠
ͨ
΋
ͷ
ʹ
ݶ
Δ
ɻ

ɹ
ɹ
ɹ
ӳ
ޠ
Ҏ
֎
ɾ
ɾ
ɾ
ਃ
੥
೔
͔
Β
૎
ͬ
ͯ
̎
೥
Ҏ
಺
ʹ
औ
ಘ
͠
ͨ
΋
ͷ
ʹ
ݶ
Δ
ɻ

ɹ
ᶄ
ɹ
�ೖ
ֶ
લ
ʹ
ॴ
ఆ
ͷ
ڃ
Ґ
ຢ
͸
ಘ
఺
Λ
ಘ
ͨ
ऀ
Ͱ
ɼ
௨
ଇ
ୈ
�1
৚
ୈ
̎
߲
ͷ
ن
ఆ
ʹ
ج
ͮ
͖
୯
Ґ
ೝ

ఆ
Λ
ड
͚
Α
͏
ͱ
͢
Δ
΋
ͷ
͸
ɼ
޿
ౡ
େ
ֶ
ط
म
ಘ
୯
Ґ
౳
ͷ
ೝ
ఆ
ʹ
ؔ
͢
Δ
ࡉ
ଇ
ʹ
ఆ
Ί
Δ
ط

म
ಘ
୯
Ґ
౳
ೝ
ఆ
ئ
ʹ
୅
͑
ͯ
ɼ֎
ࠃ
ޠ
ٕ
ೳ
ݕ
ఆ
ࢼ
ݧ
౳
ʹ
Α
Δ
୯
Ґ
ೝ
ఆ
ਃ
੥
ॻʢ
ผ
ࢴ
ʣʹ
ɼ

ݪ
ଇ
ͱ
͠
ͯ
ೝ
ఆ
ূ
ຢ
͸
ಘ
఺
ূ
໌
ॻ
ͷ
ݪ
ຊ
Λ
ఴ
͑
ͯ
ɼ
ॴ
ଐ
͢
Δ
ֶ
෦
ʹ
ਃ
੥
͢
Δ
ɻ

ɹ
ᶅ
ɹ
�ೖ
ֶ
ޙ
ʹ
ॴ
ఆ
ͷ
ڃ
Ґ
ຢ
͸
ಘ
఺
Λ
ಘ
ͨ
ऀ
Ͱ
ɼ
௨
ଇ
ୈ
�0
৚
ୈ
̍
߲
ͷ
ن
ఆ
ʹ
ج
ͮ
͖
୯
Ґ
ೝ

ఆ
Λ
ड
͚
Α
͏
ͱ
͢
Δ
΋
ͷ
͸
ɼ
֤
ཤ
म
ख
ଓ
ظ
ؒ
಺
ʹ
ɼ
֎
ࠃ
ޠ
ٕ
ೳ
ݕ
ఆ
ࢼ
ݧ
౳
ʹ
Α
Δ
୯

Ґ
ೝ
ఆ
ਃ
੥
ॻ
ʢ
ผ
ࢴ
ʣ
ʹ
ɼ
ݪ
ଇ
ͱ
͠
ͯ
ೝ
ఆ
ূ
ຢ
͸
ಘ
఺
ূ
໌
ॻ
ͷ
ݪ
ຊ
Λ
ఴ
͑
ͯ
ɼ
ॴ
ଐ

͢
Δ
ֶ
෦
ʹ
ਃ
੥
͢
Δ
ɻ

ɹ
ᶆ
ɹ
�ਃ
੥
࣌
ʹ
୯
Ґ
Λ
म
ಘ
͠
ͯ
͍
ͳ
͍
त
ۀ
Պ
໨
ʹ
ͭ
͍
ͯ
ͷ
Έ
ɼਃ
੥
Λ
ೝ
Ί
Δ
ɻ
ͨ
ͩ
͠
ɼϕ
ー

γ
ο
Ϋ
ɾ
೔
ຊ
ޠ
͸
আ
͘
ɻ

ɹ
ᶇ
ɹ
ೝ
ఆ
͸
୯
Ґ
ͷ
Έ
ͱ
͠
ɼ
੒
੷
ධ
Ձ
͸
෇
͞
ͳ
͍
ɻ

ɹ
ᶈ
ɹ
�֤
त
ۀ
Պ
໨
ͷ
ೝ
ఆ
୯
Ґ
਺
͸
ɼ
̍
୯
Ґ
Λ
ݶ
౓
ͱ
͢
Δ
ɻ
ͨ
ͩ
͠
ɼ
ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ɾ
೔
ຊ
ޠ
ʹ

͓
͍
ͯ
͸
ɼ
֤
त
ۀ
Պ
໨
ͷ
ೝ
ఆ
୯
Ґ
਺
͸
ɼ
̏
୯
Ґ
Λ
ݶ
౓
ͱ
͢
Δ
ɻ

ɹ
ᶉ
ɹ
�ਃ
੥
ͷ
ࡍ
ݱ
ʹ
ཤ
म
ొ
࿥
͠
ͯ
͍
Δ
त
ۀ
Պ
໨
ͷ
ೝ
ఆ
Λ
ر
๬
͢
Δ
৔
߹
͸
ɼ
౰
֘
त
ۀ
Պ
໨
ͷ

ొ
࿥
಺
༰
ͷ
ม
ߋ
ʹ
ͭ
͍
ͯ
ɼʮ
୯
Ґ
ෆ
ཁ
ʯ
ຢ
͸
ʮ
ཤ
म
औ
ফ
ʯ
ͷ
͍
ͣ
Ε
͔
͔
Β
બ
୒
͢
Δ
ɻ

ɹ
ෟ
ଇ

̍
ɹ
͜
ͷ
औ
ѻ
͍
͸
ɼ
ྩ
࿨
̑
೥
̐
݄
̍
೔
͔
Β
ࢪ
ߦ
͢
Δ
ɻ

̎
ɹ
�֎
ࠃ
ޠ
ٕ
ೳ
ݕ
ఆ
ࢼ
ݧ
౳
ʹ
Α
Δ
୯
Ґ
ೝ
ఆ
ͷ
औ
ѻ
͍
ʹ
ͭ
͍
ͯ
ʢ
ฏ
੒
��
೥
̒
݄
��
೔
ڭ
ҭ
ຊ
෦

શ
ֶ
ڭ
ҭ
౷
ׅ
෦
౷
ׅ
ձ
ٞ
௕
ܾ
ࡋ
ʣ
͸
ɼ
ഇ
ࢭ
͢
Δ
ɻ

̏
ɹ
�ྩ
࿨
̐
೥
౓
Ҏ
લ
ʹ
ೖ
ֶ
͠
ͨ
ֶ
ੜ
ͷ
ӳ
ޠ
ʹ
ؔ
͢
Δ
֎
ࠃ
ޠ
ٕ
ೳ
ݕ
ఆ
ࢼ
ݧ
౳
ʹ
Α
Δ
୯
Ґ
ೝ
ఆ

ͷ
औ
ѻ
͍
ʹ
ͭ
͍
ͯ
͸
ɼ͜
ͷ
औ
ѻ
͍
ͷ
ن
ఆ
ʹ
͔
͔
Θ
Β
ͣ
ɼ
ͳ
͓
ै
લ
ͷ
ྫ
ʹ
Α
Δ
ɻ
ͨ
ͩ
͠
ɼ

ೖ
ֶ
ޙ
ʹ
ॴ
ఆ
ͷ
ڃ
Ґ
ຢ
͸
఺
਺
Λ
ಘ
ͨ
ऀ
͕
ɼ
௨
ଇ
ୈ
�0
৚
ୈ
̍
߲
ͷ
ن
ఆ
ʹ
ج
ͮ
͖
୯
Ґ
ೝ
ఆ

Λ
ड
͚
Α
͏
ͱ
͢
Δ
৔
߹
ͷ
ਃ
੥
ͷ
࣌
ظ
͸
ɼ
֤
ཤ
म
ख
ଓ
ظ
ؒ
಺
ͱ
͢
Δ
ɻ

ɹ
ෟ
ଇ
ʢ
ྩ
࿨
̑
೥
̔
݄
��
೔
ɹ
Ұ
෦
վ
ਖ਼
ʣ

͜
ͷ
औ
ѻ
͍
͸
ɼ
ྩ
࿨
̑
೥
̕
݄
̍
೔
͔
Β
ࢪ
ߦ
͢
Δ
ɻ
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別
表

①
　

英
語 ֎
ࠃ
ޠ
ٕ
ೳ
ݕ
ఆ
ࢼ
ݧ
౳

ڃ
Ґ
ɾ
ಘ
఺

ೝ
ఆ
त
ۀ
Պ
໨

ೝ
ఆ
୯
Ґ
਺

࣮
༻
ӳ
ޠ
ٕ
ೳ
ݕ
ఆ
ࢼ
ݧ
ʢ
ӳ
ݕ
ʣ

४
̍
ڃ
Ҏ
্

ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ج
ૅ
ᶗ

ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ج
ૅ
ᶘ

ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ԋ
श
ᶗ

ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ԋ
श
ᶘ

̎
୯
Ґ
Ҏ
಺

ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ᶗ
̖

ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ᶗ
̗

ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ᶘ
̖

ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ᶘ
̗

̐
୯
Ґ
Ҏ
಺

ɾ
�5
0
&'
-�
J#
5
�ʢ
Rʣ

ς
ε
ト
˞
1

ɾ
޿�
ౡ
େ
ֶ
͕
࣮
ࢪ

͢
Δ
5
0
&'
-�
*5
1�

ʢ
Rʣ
ς
ε
ト
˞
�

1B
QF
S�#
BT
FE

˞
�

5�
0఺
Ҏ
্

ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ج
ૅ
ᶗ

ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ج
ૅ
ᶘ

ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ԋ
श
ᶗ

ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ԋ
श
ᶘ

̎
୯
Ґ
Ҏ
಺

ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ᶗ
̖

ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ᶗ
̗

ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ᶘ
̖

ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ᶘ
̗

̐
୯
Ґ
Ҏ
಺

*O
UF
SO
FU
�#
BT
FE

��
఺
Ҏ
্

ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ج
ૅ
ᶗ

ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ج
ૅ
ᶘ

ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ԋ
श
ᶗ

ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ԋ
श
ᶘ

̎
୯
Ґ
Ҏ
಺

ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ᶗ
̖

ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ᶗ
̗

ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ᶘ
̖

ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ᶘ
̗

̐
୯
Ґ
Ҏ
಺

ɾ
�5
0
&*
$ʢ
Rʣ
-J
TU
FO
JO
H�
�
�

RF
BE
JO
H�
5
FT
Uެ
։
ς
ε
ト

ɾ
޿�
ౡ
େ
ֶ
֎
ࠃ
ޠ
ڭ
ҭ
ݚ
ڀ
η
ϯ
λ
ー

͕
ೝ
Ί
Δ
5
0
&*
$ʢ
Rʣ
�-
JTU
FO
JO
H�

�
RF
BE
JO
H�
5
FT
U�*
1
ς
ε
ト

��
0఺
Ҏ
্

ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ج
ૅ
ᶗ

ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ج
ૅ
ᶘ

ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ԋ
श
ᶗ

ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ԋ
श
ᶘ

̎
୯
Ґ
Ҏ
಺

ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ᶗ
̖

ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ᶗ
̗

ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ᶘ
̖

ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ᶘ
̗

̐
୯
Ґ
Ҏ
಺

ɾ
�*O
UF
SO
BU
JP
OB
M�&
OH
MJT
I�
-B
OH
VB
HF
�

5
FT
UJO
H�
4Z
TU
FN
ʢ
*&
-5
4ʣ
ʮ
ア
Χ

σ
ϛ
ο
Ϋ
ɾ
Ϟ
δ
ϡ
ー
ϧ
ʯ

ɾ
�$P
N
QV
UF
S�E
FM
JW
FS
FE
�*&
-5
4�

"
DB
EF
N
JD

5�5
఺
Ҏ
্

ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ج
ૅ
ᶗ

ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ج
ૅ
ᶘ

ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ԋ
श
ᶗ

ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ԋ
श
ᶘ

̎
୯
Ґ
Ҏ
಺

ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ᶗ
̖

ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ᶗ
̗

ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ᶘ
̖

ί
ϛ
ϡ
χ
έ
ー
γ
ϣ
ϯ
ᶘ
̗

̐
୯
Ґ
Ҏ
಺

˞
1ɹ
�5
FT
U�
%
BU
F�
ε
ί
ア
ͷ
Έ
ର
৅
ɻ
#F
TU
�5
.
ε
ί
ア
͸
ର
৅
֎
ɻ
5
0
&'
-�
J#
5
ʢ
Rʣ
ς
ε
ト
)
PN
F�
&E
JUJ
PO
ٴ
ͼ

4Q
FD
JB
M�)
PN
F�
&E
JUJ
PO
�͸
ର
৅
֎
ɻ

˞
�ɹ
޿�
ౡ
େ
ֶ
͕
࣮
ࢪ
͢
Δ
5
0
&'
-�
*5
1ʢ
Rʣ
ς
ε
ト
ͷ
ಘ
఺
͸
ɼ
ද
த
ͷ
1B
QF
S�#
BT
FE
ͷ
ಘ
఺
ʹ
ಡ
Έ
ସ
͑
ͯ
ೝ
ఆ
͢

Δ
ɻ
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②
　

ド
イ

ツ
語

֎
ࠃ
ޠ
ٕ
ೳ
ݕ
ఆ
ࢼ
ݧ
౳

ڃ
Ґ

ೝ
ఆ
त
ۀ
Պ
໨

ೝ
ఆ
୯
Ґ
਺

υ
イ
π
ޠ
ٕ
ೳ
ݕ
ఆ

ʢ
ಠ
ݕ
ʣ

̎
ڃ
Ҏ
্

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ɾ
υ
イ
π
ޠ
ᶗ

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ɾ
υ
イ
π
ޠ
ᶘ

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ɾ
υ
イ
π
ޠ
ᶙ

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ɾ
υ
イ
π
ޠ
ᶚ

イ
ϯ
ς
ϯ
γ
ϒ
ɾ
υ
イ
π
ޠ
ᶗ
̖

イ
ϯ
ς
ϯ
γ
ϒ
ɾ
υ
イ
π
ޠ
ᶗ
̗

イ
ϯ
ς
ϯ
γ
ϒ
ɾ
υ
イ
π
ޠ
ᶘ
̖

イ
ϯ
ς
ϯ
γ
ϒ
ɾ
υ
イ
π
ޠ
ᶘ
̗

̔
୯
Ґ
Ҏ
಺

̏
ڃ

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ɾ
υ
イ
π
ޠ
ᶗ

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ɾ
υ
イ
π
ޠ
ᶘ

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ɾ
υ
イ
π
ޠ
ᶙ

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ɾ
υ
イ
π
ޠ
ᶚ

̐
୯
Ґ
Ҏ
಺

̐
ڃ

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ɾ
υ
イ
π
ޠ
ᶗ

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ɾ
υ
イ
π
ޠ
ᶘ

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ɾ
υ
イ
π
ޠ
ᶙ

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ɾ
υ
イ
π
ޠ
ᶚ

̎
୯
Ґ
Ҏ
಺

¹
TU
FS
SF
JD
IJ
TD
IF
T�
4Q
SB
DI
EJ
QM
PN
�

%
FV
UT
DI

ʢ
⒚
4%
ʣ
˞

"
�Ҏ
্

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ɾ
υ
イ
π
ޠ
ᶗ

ϕ
ー
γ
ο
Ϋ
ɾ
υ
イ
π
ޠ
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到達目標型教育プログラム

「H
ハ イ プ ロ ス ペ ク ツ

iPROSPECTS®」について

※H
ハ イ プ ロ ス ペ ク ツ

iPROSPECTSは広島大学の登録商標です。

2024年度
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せ
先
 …
…
…
…
…
…
ハ
イ
プ
ロ
22

Ⅷ
．
T
O
E
IC
®
 L
&
R
 IP
テ
ス
ト
の
全
学
実
施
に
つ
い
て
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ハ
イ
プ
ロ
23

Ⅸ
．
情
報
科
学
パ
ッ
ケ
ー
ジ
科
目
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ハ
イ
プ
ロ
24

Ⅹ
．
初
年
次
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
社
会
体
験
）
の
全
学
実
施
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
ハ
イ
プ
ロ
26

Ⅰ
．
広
島
大
学
の
到
達
目
標
型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
Hハ

イ
プ
ロ
ス
ペ
ク
ツ

iP
R
O
SP
EC
TS

®
」

１
．
H
iP
R
O
S
P
E
C
T
S
®
と
は

　
 　
広
島
大
学
で
は
，
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
き
め
細
か
い
学
習
サ
ポ
ー
ト
の
実
現
と
， 

卒
業
生
の
質
の
確
保
及
び
教
育
の
質
の
向
上
を
目
指
し
，「
到
達
目
標
型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

『
H
iP
RO
SP
EC
T
S®
』」
と
い
う
独
自
の
教
育
シ
ス
テ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
H
iP
RO
SP
EC
T
S®
は
，

広
島
大
学
の
到
達
目
標
型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
愛
称
で
す
。

　
　
H
iP
RO
SP
EC
T
S®
で
は
，

　
○
 ま
ず
入
学
時
に
，
卒
業
ま
で
に
身
に
つ
け
て
お
く
べ
き
知
識
や
能
力
を
「
到
達
目
標
」
と
い
う
形
で

示
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
は
そ
の
到
達
目
標
の
実
現
に
向
け
て
，所
定
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
教
育
課
程
）

に
従
い
学
習
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。

　
○
 到
達
目
標
に
対
し
て
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
今
ど
の
く
ら
い
到
達
し
て
い
る
の
か
，
定
期
的
に
確

認
し
て
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
し
，
そ
の
確
認
結
果
に
基
づ
い
た
学
習
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

　
　
 例
え
ば
，
確
認
の
結
果
，
弱
い
点
が
見
つ
か
れ
ば
，
そ
れ
を
克
服
す
る
た
め
に
ど
う
い
う
学
習
を
す

れ
ば
良
い
か
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
，
と
い
っ
た
こ
と
で
す
。

　
 　
以
上
を
踏
ま
え
，
み
な
さ
ん
は
到
達
目
標
の
実
現
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
，
そ
れ
以
上
の
知
識
や
能
力

を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
，
有
意
義
な
学
生
生
活
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

２
．
卒
業
ま
で
の
主
な
流
れ

　
 　
授
業
を
受
け
る
た
め
に
は
，
学
期
の
始
め
に
履
修
手
続
を
行
い
ま
す
。
授
業
を
受
け
て
学
期
末
試
験

等
に
合
格
す
れ
ば
，
単
位
を
修
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
 　
そ
し
て
，主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
p.
ハ
イ
プ
ロ
３
参
照
）
で
示
さ
れ
て
い
る
卒
業
要
件
を
満
た
せ
ば
，

学
士
号
を
取
得
し
て
卒
業
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

主 専 攻 プ ロ グ ラ ム の 内 容 を

見 て 受 験 す る 学 部 を 選 択

主 専 攻 プ ロ グ ラ ム 決 定

入 学 式

ガ イ ダ ン ス （ ス ム ー ズ な 大 学

生 活 へ の 移 行 ）

授 業 開 始

授 業 科 目 の 履 修 手 続

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン キ ャ ン プ

（ ４ ・ ５ 月 ）

TOEIC® L&R IP テ ス ト
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

選
択
の
た
め
の
ガ
イ

ダ
ン
ス
，
希
望
調
査
，

プ
ロ
グ
ラ
ム
決
定

各 学 期 末 に チ ェ ッ ク

◎ 授 業 科 目 の 成 績 評 価

◎ プ ロ グ ラ ム 毎 に 定 め ら れ た

　
到 達 目 標 に 対 す る 到 達 度 の 評 価

卒 業 時 に 最 終 的 な

到 達 度 の 評 価 を チ ェ ッ ク

卒 業 式 （ 学 位 記 授 与 式 ）

卒 業 論 文 作 成 （ 課 さ な い 主

専 攻 プ ロ グ ラ ム も あ る ）

卒 業 論 文 作 成 の た め の

研 究 室 の 決 定

卒 業 論 文 発 表 会

入
学
 

卒
業

入
学
と
同
時
に
決
定
す
る

主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

入
学
後
（
１
年
終
了
時
，
又
は
そ
の
後
）

に
決
定
す
る
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
p.ハ
イ
プ
ロ
7～
9参
照
）

（
p.ハ
イ
プ
ロ
7～
9参
照
）

希 望 者 は 副 専 攻 プ ロ

グ ラ ム ・ 特 定 プ ロ グ ラ

ム を 登 録
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Ⅱ
．
H
iP
R
O
S
P
E
C
T
S
®
の
構
成

　
 　
H
iP
RO
SP
EC
T
S®
は
，
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
，
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
３

種
類
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
 　
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
，
学
士
号
を
取
得
し
て
卒
業
す
る
た
め
に
全
員
が
登
録
し
ま
す
。
一
方
，
副

専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
，
そ
の
履
修
を
希
望
す
る
学
生
の
み
登
録
し
ま
す
。

　
 　
以
下
に
示
す
よ
う
に
，
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
を
理
解
し
て
，
学
習
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。

１
．
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
１
）
目
　
的

　
　
 　
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
，
所
属
す
る
学
部
・
学
科
等
を
卒
業
す
る
た
め
に
履
修
す
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
（
教
育
課
程
）
の
こ
と
を
い
い
，
学
士
号
の
取
得
を
目
的
と
し
て
，
教
養
教
育
及
び
専
門
教
育

が
一
貫
し
て
編
成
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
　
 　
し
た
が
っ
て
，
所
属
す
る
学
部
・
学
科
等
が
提
供
す
る
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
全
員
１
つ
登
録
 

し
ま
す
。

　
　
 　
な
お
，所
属
す
る
学
部
・
学
科
等
以
外
が
提
供
す
る
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
登
録
し
た
い
場
合
は
，

そ
の
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
学
部
・
学
科
等
へ
，
転
学
部
・
転
学
科
等
を
行
う
必
要
が
 

あ
り
ま
す
。

　
２
）
学
期
毎
の
評
価
，
卒
業

　
　
 　
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
，
学
期
毎
に
履
修
し
た
各
授
業
科
目
で
評
価
（
p.
ハ
イ
プ
ロ
７
～
９
参

照
）
が
行
わ
れ
，
自
ら
の
到
達
度
の
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
，
主
専
攻

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
示
さ
れ
て
い
る
卒
業
要
件
を
満
た
せ
ば
，
学
士
号
を
取
得
し
て
卒
業
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
３
）
そ
の
他

　
　
 　
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細
に
つ
い
て
は
，
専
門
教
育
に
関
す
る
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

２
．
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
１
）
目
　
的

　
　
 　
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
，
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
並
行
し
て
異
な
る
分

野
を
学
習
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
編
成
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
な
お
，
そ
の
履
修
を
希
望
す

る
学
生
の
み
登
録
し
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム

目
　
　
　
　
　
的

副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
基
礎
又
は
概
要
の
学
習
を
目
的
と
し
て
編
成
さ
れ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

①
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
専
門
的
に
扱
わ
な
い
分
野
の
学
習
（
高
度
な
英
語

能
力
を
養
成
す
る
も
の
な
ど
），
又
は
，
②
資
格
（
学
芸
員
や
学
校
図
書
館
司
書

教
諭
な
ど
）
の
取
得
を
目
的
と
し
て
編
成
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
２
）
共
通
点
・
相
違
点

　
　
 　
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
，
そ
の
他
，
次
の
よ
う
な
共
通
点
・
相
違
点
が
あ

り
ま
す
。

　
　
①
共
通
点 項
目

副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
共
通
点

主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
の
関
係

主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
修
基
準
に
よ
っ
て
は
，
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
特
定

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
修
得
し
た
単
位
を
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
卒
業
要
件
単
位
に
算

入
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
各
自
の
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履

修
基
準
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の

登
録
手
続

説
明
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
履
修
開
始
時
期
」
に
合
わ
せ
，
毎
年
１
月
上
旬

か
ら
２
月
上
旬
（
※
）
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
登
録
を
申
請
し
，
登
録
許
可
を
受
け

た
場
合
に
，
翌
年
度
か
ら
履
修
を
開
始
し
ま
す
。
申
請
方
法
に
つ
い
て
は
，「
M
y

も
み
じ
」
の
掲
示
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
の
履
修

○
 副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
授
業
科
目
の
う
ち
，
入
学
か
ら

当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
登
録
前
ま
で
に
修
得
し
た
単
位
が
あ
れ
ば
，
そ
の
単
位

は
当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修
了
要
件
単
位
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

○
 授
業
時
間
割
の
関
係
で
，
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
授
業

科
目
の
一
部
が
履
修
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
 副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
授
業
科
目
も
本
学
共
通
の
平
均

評
価
点（
GP
A
）（
p.
ハ
イ
プ
ロ
７
～
９
参
照
）の
計
算
対
象
に
含
ま
れ
ま
す
。

成
績
証
明
書
へ
の
記
載
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
登
録
さ
れ
る
と
「
履
修
中
」
で
あ

る
旨
，
記
載
さ
れ
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修
了
条
件
を
満
た
す
と
，「
修
了
」
し

た
旨
，
記
載
さ
れ
ま
す
。

※
 一
部
の
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
，
登
録
申
請
時
期
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
H
iP
RO
SP
EC
T
S®

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
の
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
p.
ハ
イ
プ
ロ
６
参
照
）
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②
相
違
点

項
目

副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

登
録
で
き
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
数

１
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
み
登
録
で
き
ま
す
。
複
数
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
登
録
で
き
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の

選
択
範
囲

自
身
の
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
提
供
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
以
外
か
ら
選
択
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

原
則
，
全
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
選
択
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の

修
了
条
件

副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修
了
要
件
単
位

を
修
得
し
，
卒
業
の
認
定
を
受
け
た
場

合
に
修
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修
了
要
件
単
位
を
修

得
し
，
卒
業
又
は
離
籍
（
退
学
な
ど
）
し

た
場
合
に
修
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

修
了
証
書
の
交
付

交
付
さ
れ
ま
す
。

一
部
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
み
修
了
証
書
が

交
付
さ
れ
ま
す
。

　
３
）
履
修
開
始
ま
で
の
流
れ

　
　
　
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
修
を
始
め
る
ま
で
の
流
れ
は
，次
の
と
お
り
で
す
。

時
　
期

詳
　
　
　
　
　
　
　
細

１
月
上
旬
か
ら

２
月
上
旬

○
 副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
登
録
申
請
方
法
等
を
「
M
y

も
み
じ
」
で
確
認

○
登
録
の
た
め
の
要
件
，
時
期
等
希
望
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細
を
説
明
書
で
確
認

　
　
　
↓

○
必
要
に
応
じ
て
事
前
に
チ
ュ
ー
タ
ー
又
は
指
導
教
員
に
相
談

　
　
　
↓

○
 副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
登
録
を
申
請

　
　
　
↓
　

○
登
録
許
可
の
審
査
結
果
を
確
認

翌
年
度
前
期

○
 登
録
許
可
を
受
け
た
場
合
，
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
修
を
開

始

　
４
）
そ
の
他

　
　
 　
登
録
を
希
望
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
説
明
書
を
必
ず
よ
く
読
み
，
到
達
目
標
な
ど
を
し
っ
か
り
理
解

し
た
上
で
学
習
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
，
登
録
す
る
際
に
不
明
な
点
等
が
あ
れ
ば
，
チ
ュ
ー
タ
ー
や
所

属
す
る
学
部
の
学
生
支
援
担
当
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
■
H
iP
R
O
S
P
E
C
T
S
®
を
よ
り
良
く
理
解
す
る
た
め
の
３
つ
の
資
料

　
H
iP
RO
SP
EC
T
S®
の
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
に
つ
い
て
の
資
料
を
，
次
の
と
お
り
公
開
し
て
い
ま
す
。

記
載
内
容

確
認
方
法

詳
述
書

各
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細

（
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要
，
デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー

（
学
位
授
与
の
方
針
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
到
達
目

標
），
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー
（
教
育
課
程

編
成
・
実
施
の
方
針
），
学
修
の
成
果
，
取
得

可
能
な
資
格
　
等
）

H
iP
RO
SP
EC
T
S®
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

説
明
書

各
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
，
各
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
詳
細

（
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要
，到
達
目
標
，登
録
時
期
，

登
録
要
件
，
授
業
科
目
　
等
）

シ
ラ
バ
ス

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
成
す
る
各
授
業
科
目
の
詳
細

（
授
業
計
画
，
予
習
・
復
習
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
，

テ
キ
ス
ト
，
成
績
評
価
の
基
準
　
等
）

「
M
y
も
み
じ
」
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
※
H
iP
RO
SP
EC
T
S®
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
U
RL

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ht
tp
s:/
/w
w
w
.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp
/p
ro
g/
pr
og
ra
m
/s
yu
se
nk
ou

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ht
tp
s:/
/w
w
w
.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp
/p
ro
g/
pr
og
ra
m
/h
uk
us
en
ko
u

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ht
tp
s:/
/w
w
w
.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp
/p
ro
g/
pr
og
ra
m
/t
ok
ut
ei
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【
本
学
共
通
の
平
均
評
価
点
（
G
P
A
）
算
出
公
式
】

　（
注
）
 分
母
が
「
総
登
録
単
位
数
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
む
や
み
に
多

く
の
授
業
を
履
修
登
録
す
る
と
，
単
位
を
修
得
し
き
れ
な
く
な
り
GP
A
が
下
が
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

GP
A
 ＝
 
秀
の
単
位
数
×
４
＋
優
の
単
位
数
×
３
＋
良
の
単
位
数
×
２
＋
可
の
単
位
数
×
１
×
10
0

総
登
録
単
位
数
×
４

Ⅲ
．
評
価
の
方
法

　
 　
H
iP
RO
SP
EC
T
S®
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
は
，
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
し
い
学
習
成
果
の
評
価
方
法

を
導
入
し
た
こ
と
で
す
。
 

　
 　
広
島
大
学
は
，
H
iP
RO
SP
EC
T
S®
を
導
入
し
，
プ
ロ
グ
ラ
ム
毎
に
到
達
目
標
を
定
め
る
こ
と
に
よ

り
，
各
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
対
し
，
従
来
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
授
業
科
目

の
成
績
評
価
に
加
え
て
，
プ
ロ
グ
ラ
ム
毎
に
定
め
ら
れ
た
到
達
目
標
に
対
す
る
到
達
度
の
評
価
を
行
い

ま
す
。
 

　
 　
こ
れ
に
よ
り
，み
な
さ
ん
は
自
分
自
身
が
身
に
つ
け
た
力
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
知
る
こ
と
が
で
き
，

今
後
の
学
習
方
法
に
つ
い
て
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
 。

１
．
授
業
科
目
の
成
績
評
価

　
 　
み
な
さ
ん
は
，
履
修
基
準
に
従
っ
て
授
業
科
目
を
履
修
し
，
試
験
を
受
け
て
，
必
要
な
単
位
を
修
得

し
て
い
き
ま
す
が
，
み
な
さ
ん
の
学
習
成
果
の
評
価
は
，
ま
ず
そ
の
授
業
科
目
毎
に
行
わ
れ
ま
す
。
そ

れ
が
授
業
科
目
の
成
績
評
価
で
す
。

　
 　
成
績
評
価
は
，
秀
（
S）
，
優
（
A
），
良
（
B）
，
可
（
C）
，
不
可
（
D
）
の
５
段
階
評
価
と
し
，
秀
，

優
，
良
，
可
を
合
格
と
し
ま
す
。
成
績
評
価
の
結
果
は
，
学
期
毎
に
通
知
し
ま
す
。

　
 　
な
お
，
各
授
業
科
目
で
行
わ
れ
る
成
績
評
価
の
基
準
等
は
，
シ
ラ
バ
ス
に
明
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
．
本
学
共
通
の
平
均
評
価
点
（
G
P
A
：
G
ra
de
 P
oi
nt
 A
ve
ra
ge
）

　
 　
授
業
科
目
の
成
績
評
価
を
ま
と
め
た
指
標
と
し
て
，
全
学
的
に
算
出
方
法
を
統
一
し
た
平
均
評
価
点

（
GP
A
：
Gr
ad
e 
Po
in
t A
ve
ra
ge
）
を
通
知
し
ま
す
。
算
出
公
式
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
 　
こ
の
GP
A
は
，
履
修
指
導
に
活
用
す
る
他
，
奨
学
金
，
授
業
料
免
除
，
成
績
優
秀
者
及
び
学
生
表

彰
等
の
選
定
基
準
と
し
て
も
用
い
ら
れ
ま
す
。

GP
A
の
具
体
的
な
計
算
事
例
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 Ａ
さ
ん
の
場
合
　
適
正
な
履
修
計
画
に
基
づ
き
授
業
科
目
を
登
録
し
た
場
合

登
録
し
た
単
位
：
20
単
位
（
10
科
目
（
各
２
単
位
））

前
期
成
績
：
秀
／
10
単
位
，
優
／
４
単
位
，
良
／
２
単
位
，
可
／
４
単
位

 Ｂ
さ
ん
の
場
合
　
無
理
な
履
修
計
画
で
多
く
の
授
業
科
目
を
登
録
し
た
場
合

登
録
し
た
単
位
：
30
単
位
（
15
科
目
（
各
２
単
位
））

前
期
成
績
：
秀
／
０
単
位
，
優
／
10
単
位
，
良
／
２
単
位
，
可
／
12
単
位
，（
不
可
／
６
単
位
）

【
G
P
A
の
計
算
対
象
と
な
る
も
の
】

　
５
段
階
評
価
（
欠
席
を
含
む
。）
が
付
さ
れ
た
授
業
科
目
に
つ
い
て
GP
A
の
計
算
対
象
に
な
り

ま
す
。
な
お
，
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
履
修
し
た
授
業
科
目
も
GP
A
の

計
算
対
象
に
な
り
ま
す
。

【
G
P
A
の
計
算
対
象
と
な
ら
な
い
も
の
】

　
成
績
評
価
欄
が
「
認
定
」
と
な
っ
て
い
る
授
業
科
目
は
，
５
段
階
評
価
が
付
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
，
GP
A
の
計
算
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
，
履
修
手
続
の
際
に
，
履
修
届
出
区
分
を
「
単

位
不
要
」
と
し
た
授
業
科
目
に
つ
い
て
は
，
そ
も
そ
も
単
位
が
出
ま
せ
ん
の
で
G
P
A
の
計
算
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

【
参
考
：「
認
定
」
の
授
業
科
目
に
つ
い
て
】

　
他
大
学
等
で
行
っ
た
学
修
又
は
修
得
し
た
単
位
（
外
国
語
技
能
検
定
試
験
等
を
含
む
。）
を
本
学

の
授
業
科
目
の
履
修
と
見
な
し
て
，
単
位
認
定
す
る
が
，
５
段
階
評
価
を
付
さ
な
い
場
合
，
当
該
授

業
科
目
の
成
績
欄
は
，「
認
定
」
と
な
り
ま
す
。
そ
の
取
扱
い
は
，
下
記
の
と
お
り
で
す
。

　
・
 入
学
前
に
他
大
学
等
で
行
っ
た
学
修
又
は
修
得
し
た
単
位
（
英
語
以
外
の
外
国
語
技
能
検
定
試
験
等

及
び
編
入
学
し
た
場
合
を
含
む
。）
を
本
学
の
授
業
科
目
の
履
修
と
見
な
し
て
単
位
認
定
す
る
場
合
，

５
段
階
評
価
は
付
さ
な
い
。

　
・
 入
学
後
に
他
大
学
等
で
行
っ
た
学
修
又
は
修
得
し
た
単
位
（
外
国
語
技
能
検
定
試
験
等
を
含
む
。）
を

本
学
の
授
業
科
目
の
履
修
と
見
な
し
て
単
位
認
定
す
る
場
合
，
原
則
と
し
て
５
段
階
評
価
は
付
さ
な

い
が
，
協
定
等
に
よ
り
５
段
階
評
価
を
付
す
根
拠
が
そ
れ
相
応
に
あ
る
場
合
に
限
り
，
５
段
階
評
価

を
付
す
こ
と
が
で
き
る
。（
各
学
部
で
取
扱
い
が
異
な
り
，
５
段
階
評
価
を
付
す
場
合
は
，
GP
A
の

計
算
対
象
と
な
る
。）

10（
秀
）×
４
＋
４（
優
）×
３
＋
２（
良
）×
２
＋
４（
可
）×
１
 ×
10
0 
＝
 7
5.0
0

20
×
４

０（
秀
）×
４
＋
10（
優
）×
３
＋
２（
良
）×
２
＋
12（
可
）×
１
 ×
10
0 
＝
 3
8.3
3

30
×
４
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３
．
プ
ロ
グ
ラ
ム
毎
に
定
め
ら
れ
た
到
達
目
標
に
対
す
る
到
達
度
の
評
価

　
 　
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
，
詳
述
書
に
明
示
さ
れ
た
到
達
目
標
の
具
体
的
な
項
目
に
つ
い
て
，
到
達

度
の
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
 　
到
達
度
の
評
価
は
，「
極
め
て
優
秀
（
Ex
ce
lle
nt
）
」，
「
優
秀
（
V
er
y 
Go
od
）
」，
「
良
好
（
Go
od
）
」

の
３
段
階
で
評
価
し
，
そ
の
結
果
は
，
学
期
毎
に
通
知
し
ま
す
。

　
 　「
優
」
や
「
可
」
な
ど
の
成
績
評
価
か
ら
は
，
そ
の
授
業
科
目
の
履
修
の
成
果
は
分
か
り
ま
す
が
，

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
掲
げ
る
到
達
目
標
に
対
し
て
，
自
分
が
今
ど
の
程
度
達
成
で
き
て
い
る
か
は
分
か
り
づ

ら
い
と
思
い
ま
す
。
到
達
度
の
評
価
を
知
る
こ
と
で
，
到
達
目
標
の
実
現
に
向
け
て
，
具
体
的
に
ど
う

い
う
能
力
が
ど
の
程
度
身
に
つ
き
，
何
が
足
り
な
い
の
か
を
把
握
で
き
，
ま
た
そ
れ
に
基
づ
い
て
，
次

の
タ
ー
ム
の
学
習
に
向
け
た
履
修
計
画
に
も
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
 　
到
達
度
の
評
価
は
，
学
期
毎
に
更
新
さ
れ
，
卒
業
時
に
通
知
さ
れ
る
評
価
内
容
が
，
最
終
の
到
達
度

を
表
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
，
例
え
ば
あ
る
段
階
で
「
良
好
（
Go
od
）
」
と
い
う
評
価
を
一
旦
受
け
て

も
，
そ
の
後
が
ん
ば
っ
て
学
習
を
続
け
た
結
果
，
卒
業
時
に
は
「
極
め
て
優
秀
（
Ex
ce
lle
nt
）
」
と
い

う
評
価
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
，
逆
に
あ
る
段
階
で
「
極
め
て
優
秀
（
Ex
ce
lle
nt
）
」
と
い
う

評
価
を
受
け
て
い
て
も
，
そ
の
後
の
努
力
を
怠
っ
た
結
果
，
評
価
が
下
が
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
学

期
毎
に
通
知
さ
れ
る
到
達
度
の
評
価
を
参
考
に
し
な
が
ら
，
卒
業
ま
で
が
ん
ば
っ
て
学
習
を
続
け
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
■
成
績
評
価
，
G
P
A
及
び
到
達
度
の
評
価
の
確
認
方
法

　
　
成
績
評
価
，
GP
A
及
び
到
達
度
の
評
価
は
，「
M
y
も
み
じ
」
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ⅳ
．
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
一
覧

　
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
登
録
・
履
修
に
あ
た
っ
て
は
，
必
ず
事
前
に
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
説
明
書

（
p.
ハ
イ
プ
ロ
６
参
照
）
に
目
を
通
し
，
到
達
目
標
等
を
理
解
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

開
設
キ
ャ
ン
パ
ス

副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
名
称

開
設
学
部

東
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス

総
合
科
学
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

総
合
科
学
部

国
際
共
創
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

哲
学
・
思
想
文
化
学
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

文
学
部

歴
史
学
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

地
理
学
・
考
古
学
・
文
化
財
学
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

日
本
・
中
国
文
学
語
学
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

欧
米
文
学
語
学
・
言
語
学
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

初
等
教
育
教
員
養
成
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

教
育
学
部

特
別
支
援
教
育
教
員
養
成
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

中
等
教
育
科
学
（
理
科
）
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

中
等
教
育
科
学
（
数
学
）
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

中
等
教
育
科
学
（
技
術
・
情
報
）
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

中
等
教
育
科
学
（
社
会
・
地
理
歴
史
・
公
民
）
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

中
等
教
育
科
学
（
国
語
）
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

中
等
教
育
科
学
（
英
語
）
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

日
本
語
教
育
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
育
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

人
間
生
活
教
育
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

音
楽
文
化
教
育
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

造
形
芸
術
教
育
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

教
育
学
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

心
理
学
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

現
代
経
済
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

経
済
学
部

数
学
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

理
学
部

化
学
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

地
球
惑
星
シ
ス
テ
ム
学
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

機
械
シ
ス
テ
ム
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

工
学
部

輸
送
シ
ス
テ
ム
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

材
料
加
工
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

電
気
シ
ス
テ
ム
情
報
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

電
子
シ
ス
テ
ム
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

応
用
化
学
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

化
学
工
学
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

生
物
工
学
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

社
会
基
盤
環
境
工
学
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

建
築
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

水
圏
統
合
科
学
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

生
物
生
産
学
部

応
用
動
植
物
科
学
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

食
品
科
学
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

分
子
農
学
生
命
科
学
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

計
算
機
科
学
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

情
報
科
学
部

デ
ー
タ
科
学
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

知
能
科
学
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

東
千
田
キ
ャ
ン
パ
ス

公
共
政
策
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

法
学
部

ビ
ジ
ネ
ス
法
務
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

227



Ⅴ
．
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
一
覧

　【
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
専
門
的
に
扱
わ
な
い
分
野
の
学
習
を
目
的
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

開
設
キ
ャ
ン
パ
ス

特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
名
称

開
設
学
部
等

東
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス

学
芸
員
資
格
取
得
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

総
合
博
物
館

総
合
科
学
部

文
学
部

教
育
学
部

理
学
部

生
物
生
産
学
部

社
会
調
査
士
資
格
取
得
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

総
合
科
学
部

文
学
部

教
育
学
部

法
学
部

学
校
図
書
館
司
書
教
諭
資
格
取
得
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

教
育
学
部

社
会
教
育
士
（
社
会
教
育
主
事
基
礎
資
格
）
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

開
設
キ
ャ
ン
パ
ス

特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
名
称

開
設
学
部
等

東
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス

Gl
ob
al
 P
ea
ce
 L
ea
de
rs
hi
p 
Pr
og
ra
m

教
育
本
部

Cr
os
s-c
ult
ur
al 
an
d I
nt
er
dis
cip
lin
ar
y P
ro
gr
am
 (L
ibe
ra
l A
rts
)

グ
ロ
ー
バ
ル
教
員
養
成
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

教
育
学
部

A
I・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
応
用
基
礎
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

AI
・デ
ータ
イノ
ベー
ショ
ン教
育研
究セ
ンタ
ー

英
語
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
養
成
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

外
国
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

ト
ラ
イ
リ
ン
ガ
ル
養
成
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
リ
ー
ダ
ー
育
成
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

基
本
統
計
学
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

情
報
科
学
部

情
報
メ
デ
ィ
ア
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

基
本
情
報
処
理
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
研
究
セ
ン
タ
ー

科
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
養
成
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

理
学
部

霞
キ
ャ
ン
パ
ス

食
品
臨
床
試
験
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
薬
学
部

　【
資
格
の
取
得
を
目
的
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

　
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
登
録
・
履
修
に
あ
た
っ
て
は
，
必
ず
事
前
に
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
説
明
書
 

（
p.
ハ
イ
プ
ロ
６
参
照
）
に
目
を
通
し
，
到
達
目
標
等
を
理
解
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

■
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
係
す
る
資
格

　
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
，
前
述
の
と
お
り
，
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
専
門
的
に
扱
わ
な
い
分
野
の
学

習
を
目
的
と
し
た
も
の
，及
び
，資
格
の
取
得
を
目
的
と
し
て
編
成
さ
れ
た
も
の
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
，
資
格
の
取
得
を
目
的
と
し
て
編
成
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び
そ
の
資
格
の
概
要
は
次
表
の
と

お
り
で
す
。

　
な
お
，
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
す
る
だ
け
で
は
，
そ
の
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
修
了
に

必
要
な
授
業
科
目
の
単
位
を
修
得
し
た
後
に
所
定
の
手
続
等
を
経
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
，
説
明
書
等

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

資
　
　
格

（
関
連
す
る
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

資
　
格
　
の
　
概
　
要
　
等

学
芸
員

（
学
芸
員
資
格
取
得

特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

　
学
芸
員
は
，
博
物
館
法
に
基
づ
き
博
物
館
に
置
か
れ
る
専
門
的
職
員
で
，

博
物
館
資
料
の
収
集
，
保
管
，
展
示
及
び
調
査
研
究
そ
の
他
こ
れ
と
関
連

す
る
事
業
に
従
事
す
る
職
務
で
す
。
博
物
館
法
上
の
博
物
館
に
は
，
い
わ

ゆ
る
歴
史
博
物
館
，
考
古
館
，
美
術
館
の
ほ
か
に
，
動
物
園
，
植
物
園
，

水
族
館
，
科
学
館
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
学
芸
員
の
資
格
を
得
る
た
め
に
は
，
学
士
の
学
位
を
有
し
，
文
部
科
学

省
令
で
定
め
ら
れ
た
博
物
館
に
関
す
る
科
目
の
単
位
を
取
得
す
る
必
要
が

あ
り
，
こ
れ
ら
の
科
目
を
取
得
で
き
る
よ
う
編
成
さ
れ
た
の
が
学
芸
員
資

格
取
得
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
な
お
，
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
し
た
だ
け
で
は
学
芸
員
に
な
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
学
芸
員
の
資
格
と
は
，
免
許
状
の
よ
う
な
も
の
が
与
え
ら

れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
，
博
物
館
に
任
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
初

め
て
学
芸
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

社
会
調
査
士

（
社
会
調
査
士
資
格
取
得

特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

　
社
会
調
査
士
は
，
社
会
調
査
の
知
識
や
技
術
を
用
い
て
，
世
論
や
市
場

動
向
，
社
会
事
象
等
を
捉
え
る
こ
と
の
で
き
る
能
力
を
有
す
る
調
査
の
専

門
家
の
こ
と
で
す
。

　
社
会
調
査
士
の
資
格
を
得
る
た
め
に
は
，社
会
調
査
協
会
が
定
め
る
「
社

会
調
査
士
の
た
め
の
必
修
科
目
」
の
単
位
を
修
得
す
る
必
要
が
あ
り
，
こ

れ
ら
の
科
目
で
編
成
さ
れ
た
も
の
が
，
社
会
調
査
士
資
格
取
得
特
定
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
。

学
校
図
書
館
司
書
教
諭

（
学
校
図
書
館
司
書
教
諭
資
格
取
得

特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

　
学
校
図
書
館
は
，
児
童
生
徒
に
今
日
求
め
ら
れ
る
「
確
か
な
学
力
」「
豊

か
な
人
間
性
」
な
ど
の
［
生
き
る
力
］
の
育
成
に
，
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

や
読
書
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
機
能
を
果
た
す
学
校
に
不
可
欠
な
施
設
で
す
。

司
書
教
諭
は
，
こ
の
学
校
図
書
館
の
専
門
的
職
務
を
つ
か
さ
ど
り
ま
す
。

　
司
書
教
諭
の
資
格
を
得
る
に
は
，
ま
ず
，
教
員
免
許
状
を
取
得
し
教
諭

で
あ
る
こ
と
，そ
し
て
，学
校
図
書
館
法
に
規
定
す
る
司
書
教
諭
の
講
習（
以

下
，「
講
習
」
と
い
う
）
を
修
了
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
学
校
図
書
館
司

書
教
諭
講
習
規
程
で
定
め
ら
れ
た
，
こ
の
講
習
で
修
得
す
る
必
要
の
あ
る

科
目
で
編
成
さ
れ
た
も
の
が
，
学
校
図
書
館
司
書
教
諭
資
格
取
得
特
定
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

社
会
教
育
士

（
社
会
教
育
士
（
社
会
教
育
主
事
基
礎
資
格
）

特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

　
社
会
教
育
士
と
は
，
令
和
２
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
，
学
び
を
通
じ
て
，

人
づ
く
り
・
つ
な
が
り
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
に
中
核
的
な
役
割
を
は
た

す
専
門
人
材
の
称
号
で
す
。
専
門
性
を
活
か
し
な
が
ら
，
地
域
の
思
い
に

寄
り
添
っ
た
長
期
的
な
地
域
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
，
地
域
活
動
や

市
民
活
動
が
持
続
的
に
展
開
し
て
い
く
支
援
を
し
ま
す
。
世
間
に
お
け
る

社
会
教
育
士
の
認
知
度
は
未
だ
低
い
で
す
が
，
社
会
教
育
士
に
は
，
公
的

機
関
だ
け
で
な
く
，
N
PO
，
企
業
，
学
校
な
ど
の
他
，
地
域
活
動
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
お
い
て
も
活
躍
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
社
会
教
育
士
の
称
号
取
得
者
は
同
時
に
，
社
会
教
育
主
事
基
礎
資
格
の

取
得
者
と
な
り
ま
す
。
都
道
府
県
及
び
市
町
村
の
教
育
委
員
会
の
事
務
局

に
は
，
社
会
教
育
法
に
基
づ
き
社
会
教
育
を
行
う
者
に
専
門
的
技
術
的
な

助
言
と
指
導
を
す
る
こ
と
を
職
務
と
す
る
専
門
職
員
と
し
て
，
社
会
教
育

主
事
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
社
会
教
育
主
事
に
任
用
さ
れ
る
に
は
，
社
会

教
育
主
事
基
礎
資
格
の
取
得
者
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
な
お
，
本
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
し
た
だ
け
で
は
社
会
教
育
主
事
と
し
て
任
用
さ
れ
る
条

件
を
満
た
す
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
社
会
教
育
主
事
基
礎
資
格
を
取
得

し
た
後
，
都
道
府
県
・
市
町
村
な
ど
に
職
を
得
て
社
会
教
育
関
連
の
職
務

を
一
定
期
間
経
験
す
る
な
ど
し
た
上
で
は
じ
め
て
，
社
会
教
育
主
事
と
し

て
任
用
さ
れ
る
条
件
を
満
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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Ⅵ
．
H
iP
R
O
S
P
E
C
T
S
®
関
係
規
則
等

１
．
広
島
大
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
規
則

 
平
成
18
年
２
月
14
日

 
規
則
第
５
号

　（
趣
旨
）

第
１
条
　
こ
の
規
則
は
，広
島
大
学
通
則
（
平
成
16
年
４
月
１
日
規
則
第
２
号
。
以
下
「
通
則
」
と
い
う
。）

第
19
条
第
５
項
の
規
定
に
基
づ
き
，
広
島
大
学
（
以
下
「
本
学
」
と
い
う
。）
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　（
目
的
）

第
２
条
　
本
学
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
，
到
達
目
標
を
明
示
し
，
そ
の
到
達
度
の
評
価
を
組
み
込
ん
だ
体

系
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
築
す
る
と
と
も
に
，
学
生
に
多
様
な
学
習
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

　（
名
称
）

第
３
条
　
本
学
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
，
到
達
目
標
型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
H
iP
RO
SP
EC
T
S（
ハ
イ
プ

ロ
ス
ペ
ク
ツ
））
と
称
す
る
。

　（
種
類
）

第
４
条
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
種
類
は
，
そ
の
教
育
目
的
に
よ
り
，
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
，
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ

ム
及
び
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
す
る
。

第
５
条
　
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
，
学
位
の
取
得
を
目
的
と
し
て
，
教
養
教
育
及
び
専
門
教
育
を
全
学

年
間
に
一
貫
的
及
び
調
和
的
に
複
合
さ
せ
る
よ
う
に
編
成
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
い
う
。

第
６
条
　
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
，
学
士
課
程
教
育
の
多
様
性
を
確
保
す
る
と
と
も
に
，
学
生
の
多
様

な
能
力
，
適
性
及
び
学
習
意
欲
に
応
え
，
学
生
に
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
学
習
と
併
行
し
て
異
な
る
分

野
の
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
基
礎
又
は
概
要
等
を
学
習
す
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
編

成
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
い
う
。

第
７
条
　
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
，
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
専
門
的
に
扱
わ
な
い
分
野
の
学
習
又
は
資

格
の
取
得
を
目
的
と
し
て
編
成
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
い
う
。

　（
開
設
及
び
編
成
）

第
８
条
　
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
，
単
一
の
学
部
で
，
又
は
学
部
を
ま
た
が
っ

て
開
設
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
，
単
一
の
学
部
等
（
学
部
，
研
究
科
，
研
究
科
等
連
係
課
程
実
施
基
本
組
織
，

附
置
研
究
所
，教
育
本
部
，全
国
共
同
利
用
施
設
又
は
学
内
共
同
教
育
研
究
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

で
，
又
は
学
部
等
を
ま
た
が
っ
て
開
設
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
新
規
に
開
設
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
，
第
12
条
か
ら
第
14
条
ま
で
に
規
定
す
る
担
当

教
員
会
は
，
原
則
と
し
て
開
設
す
る
前
年
度
の
７
月
末
ま
で
に
第
15
条
に
規
定
す
る
詳
述
書
等
を
作
成

し
，
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
設
し
よ
う
と
す
る
学
部
等
を
通
じ
て
，
理
事
（
教
育
・
平
和
担
当
）
の
承
認
を

得
る
も
の
と
す
る
。

第
９
条
　
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
，
到
達
目
標
と
そ
の
意
義
，
育
成
し
よ
う
と
す
る
人
材
像
を
明
示
し
て

編
成
す
る
も
の
と
し
，
修
了
要
件
単
位
は
通
則
第
44
条
第
１
項
に
示
す
単
位
数
と
す
る
。

２
　
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
修
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
学
部
が
定
め
る
。

第
10
条
　
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
，
一
つ
の
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
成
す
る
授
業
科
目
の
う
ち
か
ら
，

そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
基
礎
又
は
概
要
等
を
学
ぶ
た
め
の
も
の
と
し
て
，
到
達
目
標
を
明
示
し
て
編
成
す

る
も
の
と
し
，
修
了
要
件
単
位
は
16
単
位
以
上
で
，
30
単
位
を
超
え
な
い
範
囲
と
す
る
。

２
　
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
修
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
別
に
定
め
る
。

第
11
条
　
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
，
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
成
す
る
授
業
科
目
又
は
新
規
に
開
設
し
た
授

業
科
目
に
よ
り
，
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
専
門
的
に
扱
わ
な
い
分
野
の
学
習
や
資
格
の
取
得
を
目
的

と
し
て
，到
達
目
標
を
明
示
し
て
編
成
す
る
も
の
と
し
，修
了
要
件
単
位
は
10
単
位
程
度
を
目
安
と
す
る
。

２
　
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
修
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
別
に
定
め
る
。

　（
実
施
体
制
）

第
12
条
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
責
任
あ
る
実
施
体
制
を
保
証
す
る
た
め
の
教
員
組
織
と
し
て
，
各
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
担
当
教
員
会
を
置
く
。

２
　
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
担
当
教
員
会
は
，
当
該

副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
責
任
あ
る
実
施
体
制
を
保
証
す
る
た
め
の
教
員
組
織
を
兼
ね
る
も
の
と
す
る
。

３
　
第
１
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
設
す
る
学
部
等
が
支
障
が
な
い
と
判
断
し

た
と
き
は
，責
任
者
を
置
き
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
教
員
会
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

第
13
条
　
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
教
員
会
は
，
当
該
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
担
当
す
る
教
員
の
う
ち
，

専
門
教
育
科
目
を
担
当
す
る
本
学
専
任
教
員
に
よ
っ
て
組
織
す
る
も
の
と
し
，
そ
の
業
務
を
総
括
す
る

た
め
，
主
任
を
置
く
。

２
　
二
つ
以
上
の
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
専
門
教
育
科
目
を
担
当
す
る
教
員
は
，
原
則
と
し
て
一
つ
の
主

た
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
選
び
，
そ
の
担
当
教
員
会
の
構
成
員
と
な
る
。

第
14
条
　
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
教
員
会
は
，
当
該
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
授
業
科
目
担
当
教
員
で
組
織
す

る
も
の
と
し
，
そ
の
業
務
を
総
括
す
る
た
め
，
主
任
を
置
く
。

　（
詳
述
書
等
）

第
15
条
　
前
３
条
に
規
定
す
る
担
当
教
員
会
は
，
プ
ロ
グ
ラ
ム
ご
と
に
，
そ
の
到
達
目
標
並
び
に
プ
ロ
グ

ラ
ム
選
択
に
必
要
な
情
報
及
び
履
修
方
法
等
を
定
め
，次
に
掲
げ
る
詳
述
書
等
に
明
記
す
る
も
の
と
す
る
。

　（
1）
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
詳
述
書
（
別
記
様
式
第
１
号
）

　（
2）
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
説
明
書
（
別
記
様
式
第
２
号
）

　（
3）
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
説
明
書
（
別
記
様
式
第
３
号
）

　（
シ
ラ
バ
ス
）

第
16
条
　
教
員
は
，
担
当
す
る
授
業
科
目
に
つ
い
て
，
履
修
す
る
上
で
必
要
な
情
報
を
ま
と
め
た
も
の
と

し
て
，
シ
ラ
バ
ス
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

　（
登
録
）

第
17
条
　
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
，
入
学
と
同
時
に
決
定
さ
れ
登
録
す
る
も
の
並
び
に
入
学
後
に
選
択
及

び
登
録
す
る
も
の
が
あ
り
，
学
生
は
一
つ
の
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
登
録
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
，
学
生
が
そ
の
履
修
を
希
望
し
，
許
可
さ
れ
た
場
合

に
登
録
す
る
も
の
と
す
る
。

　（
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
変
更
）

第
18
条
　
学
生
が
，
他
の
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
変
更
す
る
こ
と
を
志
望
す
る
と
き
は
，
次
の
各
号
に
よ

り
取
り
扱
う
も
の
と
す
る
。
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　（
1 ）
他
学
部
が
開
設
す
る
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
志
望
す
る
と
き
は
，
通
則
第
36
条
の
規
定
に
よ
り
，

転
学
部
の
許
可
を
受
け
た
上
で
変
更
す
る
も
の
と
す
る
。

　（
2 ）
所
属
学
部
が
開
設
す
る
他
の
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
志
望
す
る
と
き
は
，
転
学
科
等
を
伴
う
場
合

は
，
通
則
第
37
条
の
規
定
に
よ
り
転
学
科
等
の
許
可
を
受
け
た
上
で
変
更
す
る
も
の
と
し
，
転
学
科

等
を
伴
わ
な
い
場
合
は
，
当
該
学
部
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
変
更
す
る
も
の
と
す
る
。

　（
学
生
の
評
価
）

第
19
条
　
平
均
評
価
点
（
GP
A
：
Gr
ad
e 
Po
in
t 
A
ve
ra
ge
）
は
，
授
業
科
目
の
成
績
評
価
に
基
づ
き
算

出
し
，
総
合
的
な
成
績
評
価
の
指
標
と
し
て
，
学
期
ご
と
に
学
生
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
授
業
科
目
の
成
績
評
価
の
ほ
か
，
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
は
，
プ
ロ
グ
ラ
ム
ご
と
に
定
め
ら

れ
た
到
達
目
標
に
対
す
る
到
達
度
の
評
価
を
行
い
，
学
期
ご
と
に
学
生
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
前
２
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
，
学
生
の
評
価
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
別
に
定
め
る
。

　（
点
検
・
評
価
）

第
20
条
　
担
当
教
員
会
は
，
到
達
度
の
評
価
結
果
そ
の
他
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
状
況
等
を
基
に
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
点
検
・
評
価
を
行
う
も
の
と
す
る
。

　（
改
善
）

第
21
条
　
担
当
教
員
会
は
，
前
条
の
点
検
・
評
価
を
基
に
，
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
善
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
担
当
教
員
会
が
，
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
善
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
，
軽
微
な
改
善
を
除
き
，
当

該
学
部
等
を
通
じ
て
理
事
（
教
育
・
平
和
担
当
）
の
承
認
を
得
る
も
の
と
す
る
。

　（
廃
止
）

第
22
条
　
学
部
等
は
，
第
20
条
の
点
検
・
評
価
を
基
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
，
理

事
（
教
育
・
平
和
担
当
）
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　（
雑
則
）

第
23
条
　
こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
，
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
学
部
等
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
名
称

（
和
文
）

（
英
文
）

1　
概
要

2　
到
達
目
標

3　
登
録
時
期

4　
登
録
要
件

5　
受
入
上
限
数

6　
授
業
科
目
及
び
授
業
内
容

7　
修
了
要
件

8　
責
任
体
制

9　
既
修
得
単
位
等
の
認
定
単
位
数
等

　（
1）
他
大
学
等
に
お
け
る
既
修
得
単
位
等
の
認
定
単
位
数
等

　（
2）
  広
島
大
学
に
お
け
る
既
修
得
単
位
（
科
目
等
履
修
生
と
し
て
修
得
し
た
単
位
を
含
む
。）
の
認

定
単
位
数
等

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
名
称

（
和
文
）

（
英
文
）

１
　
概
要

２
　
到
達
目
標

３
　
登
録
時
期

４
　
登
録
要
件

５
　
受
入
上
限
数

６
　
授
業
科
目
及
び
授
業
内
容

７
　
修
了
要
件

８
　
責
任
体
制

９
　
既
修
得
単
位
等
の
認
定
単
位
数
等

　（
1）
他
大
学
等
に
お
け
る
既
修
得
単
位
等
の
認
定
単
位
数
等

　（
2）
  広
島
大
学
に
お
け
る
既
修
得
単
位
（
科
目
等
履
修
生
と
し
て
修
得
し
た
単
位
を
含
む
。）
の
認

定
単
位
数
等

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
名
称

（
和
文
）

（
英
文
）

１
　
取
得
で
き
る
学
位
　

２
　
概
要

３
　
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
（
学
位
授
与
方
針
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
到
達
目
標
）

４
　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー
（
教
育
課
程
編
成
・
実
施
の
方
針
）

５
　
開
始
時
期
・
受
入
条
件
　

６
　
取
得
可
能
な
資
格

７
　
授
業
科
目
及
び
授
業
内
容

８
　
学
習
の
成
果

９
　
卒
業
論
文
（
卒
業
研
究
）

10
　
責
任
体
制

別
記
様
式
第
１
号
（
第
15
条
第
１
号
関
係
）

主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
詳
述
書

 
開
設
学
部（
学
科
）名
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

別
記
様
式
第
２
号
（
第
15
条
第
２
号
関
係
）

副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
説
明
書

 
開
設
学
部（
学
科
）名
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

別
記
様
式
第
３
号
（
第
15
条
第
３
号
関
係
）

特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
説
明
書

 
開
設
学
部
等
名
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
説
明
書

特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
説
明
書

主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
詳
述
書
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２
．
広
島
大
学
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
履
修
細
則

平
成
18
年
３
月
14
日

副
学
長
（
教
育
・
研
究
担
当
）
決
裁

　（
趣
旨
）

第
１
条
　
こ
の
細
則
は
，
広
島
大
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
規
則
（
平
成
18
年
２
月
14
日
規
則
第
５
号
。
以
下

「
規
則
」
と
い
う
。）
第
10
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
，
広
島
大
学
（
以
下
「
本
学
」
と
い
う
。）
の

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
う
ち
，副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
修
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
 

　（
名
称
及
び
開
設
学
部
）

第
２
条
　
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
名
称
及
び
そ
の
開
設
学
部
は
，
別
表
の
と
お
り
と
す
る
。

　（
授
業
科
目
及
び
履
修
方
法
）

第
３
条
　
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
授
業
科
目
及
び
履
修
方
法
は
，
規
則
第
15
条
第
２
号
に
定
め
る
副
専
攻

プ
ロ
グ
ラ
ム
説
明
書
（
以
下
「
説
明
書
」
と
い
う
。）
に
明
記
す
る
も
の
と
す
る
。
 

　（
登
録
）

第
４
条
　
学
生
は
，
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
定
め
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
場
合
は
，
一
つ
に
限
り
副
専

攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
，
登
録
し
て
い
る
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
提
供

の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
，
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２
　
前
項
の
登
録
に
関
す
る
手
続
は
，
各
学
年
次
終
了
時
の
所
定
の
時
期
に
行
う
も
の
と
し
，
そ
の
登
録

の
可
否
は
当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
担
当
教
員
会
が
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
学
生
は
，
第
１
項
の
登
録
を
す
る
前
に
修
得
し
た
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
授
業
科
目
の
単
位
を
当
該

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修
了
要
件
単
位
に
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
登
録
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
担
当
教
員
会
が
定
め
る
。

５
　
所
属
す
る
学
部
の
長
は
，
学
生
が
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
登
録
し
て
い
る
間
，
成
績
証
明
書
に
副
専

攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
履
修
中
で
あ
る
旨
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。
 

　（
履
修
手
続
）

第
５
条
　
各
学
期
に
開
講
す
る
授
業
科
目
及
び
そ
の
担
当
教
員
名
等
は
，
開
設
学
部
が
そ
の
学
期
の
始
め

に
公
示
す
る
。
 

第
６
条
　
学
生
は
，
履
修
し
よ
う
と
す
る
授
業
科
目
に
つ
い
て
，
各
学
期
の
開
設
学
部
が
指
定
す
る
期
間

内
に
所
定
の
手
続
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　（
第
１
年
次
に
入
学
し
た
者
の
既
修
得
単
位
等
の
認
定
）

第
７
条
　
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
係
る
既
修
得
単
位
等
（
広
島
大
学
通
則
（
平
成
16
年
４
月
１
日
規
則
第

２
号
）
第
31
条
第
１
項
及
び
第
２
項
に
規
定
す
る
も
の
に
限
る
。）
 の
認
定
単
位
数
等
は
，
当
該
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
担
当
教
員
会
の
議
に
基
づ
き
，
要
修
得
単
位
数
の
２
分
の
１
未
満
の
範
囲
内
で
定
め
，
当
該

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
係
る
説
明
書
に
明
記
す
る
も
の
と
す
る
。
 

２
　
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
係
る
既
修
得
単
位
等
（
本
学
に
お
け
る
既
修
得
単
位
（
科
目
等
履
修
生
と
し

て
修
得
し
た
単
位
を
含
む
。）
に
限
る
。）
 の
認
定
単
位
数
等
は
，
当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
担
当
教
員
会
の

議
に
基
づ
き
定
め
，
当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
係
る
説
明
書
に
明
記
す
る
も
の
と
す
る
。
 

　（
修
了
の
判
定
等
）

第
８
条
　
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
担
当
教
員
会
は
，
卒
業
の
認
定
を
受
け
，
か
つ
，
当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

係
る
説
明
書
に
記
載
し
た
授
業
科
目
の
単
位
を
修
得
し
た
者
に
つ
い
て
，
修
了
の
判
定
を
行
う
。

２
　
開
設
学
部
の
長
は
，
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
し
た
者
に
，
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
証
書
（
別

記
様
式
）
を
授
与
す
る
。
 

３
　
所
属
す
る
学
部
の
長
は
，
学
生
が
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
し
た
場
合
，
成
績
証
明
書
に
副
専
攻

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
し
た
旨
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。
 

　（
単
位
数
の
計
算
の
基
準
）

第
９
条
　
各
授
業
科
目
の
単
位
数
の
計
算
は
，
教
養
教
育
科
目
に
あ
っ
て
は
広
島
大
学
教
養
教
育
科
目
履

修
規
則
（
平
成
18
年
２
月
14
日
規
則
第
６
号
），
専
門
教
育
科
目
に
あ
っ
て
は
各
学
部
細
則
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
る
。

　（
試
験
及
び
追
試
験
）

第
10
条
　
試
験
及
び
追
試
験
の
実
施
に
つ
い
て
は
，
教
養
教
育
科
目
に
あ
っ
て
は
広
島
大
学
教
養
教
育
科

目
履
修
規
則
，
専
門
教
育
科
目
に
あ
っ
て
は
各
学
部
細
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

　（
単
位
の
取
扱
い
）

第
11
条
　
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
修
得
し
た
単
位
は
，
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
修
基
準
に
よ
り
，
主
専

攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修
了
要
件
単
位
に
重
複
し
て
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

　（
雑
則
）

第
12
条
 こ
の
細
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
，
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
修
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
そ

れ
ぞ
れ
の
担
当
教
員
会
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

別
表
（
第
２
条
関
係
）

（
略
）

別
記
様
式
（
第
８
条
第
２
項
関
係
）

第
　
　
　
　
号

副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
修
了
証
書

　 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
部
・
学
科
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏
　
　
　
　
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
年
月
日

　
本
学
○
○
学
部
の
○
○
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
し
た

こ
と
を
認
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
月
　
日

広
島
大
学
　
　
　
　
　
長
　
　
　
　
　
　
　
　
 印
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３
．
広
島
大
学
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
履
修
細
則

平
成
18
年
３
月
14
日

副
学
長
（
教
育
・
研
究
担
当
）
決
裁

　（
趣
旨
）

第
１
条
　
こ
の
細
則
は
，
広
島
大
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
規
則
（
平
成
18
年
２
月
14
日
規
則
第
５
号
。
以
下

「
規
則
」
と
い
う
。）
第
11
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
，
広
島
大
学
（
以
下
「
本
学
」
と
い
う
。）
の

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
う
ち
，
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
修
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　（
名
称
及
び
開
設
学
部
等
）

第
２
条
　
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
名
称
及
び
開
設
す
る
学
部
等
（
学
部
，
研
究
科
，
研
究
科
等
連
係
課
程
実

施
基
本
組
織
，
附
置
研
究
所
，
教
育
本
部
，
全
国
共
同
利
用
施
設
又
は
学
内
共
同
教
育
研
究
施
設
を
い

う
。
以
下
同
じ
。）
 （
以
下
「
開
設
学
部
等
」
と
い
う
。）
は
，
別
表
の
と
お
り
と
す
る
。
 

　（
授
業
科
目
及
び
履
修
方
法
）

第
３
条
　
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
授
業
科
目
及
び
履
修
方
法
は
，
規
則
第
15
条
第
３
号
に
定
め
る
特
定
プ
ロ

グ
ラ
ム
説
明
書
（
以
下
「
説
明
書
」
と
い
う
。）
に
明
記
す
る
も
の
と
す
る
。
 

　（
登
録
）

第
４
条
　
学
生
は
，
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
定
め
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
場
合
は
，
当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

登
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
　
前
項
の
登
録
に
関
す
る
手
続
は
，
各
タ
ー
ム
末
又
は
各
学
期
末
の
所
定
の
時
期
に
行
う
も
の
と
し
，
登

録
時
期
及
び
登
録
の
可
否
は
当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
担
当
教
員
会
又
は
責
任
者
が
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
学
生
は
，
第
１
項
の
登
録
を
す
る
前
に
修
得
し
た
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
授
業
科
目
の
単
位
を
当
該
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
修
了
要
件
単
位
に
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

４
　
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
登
録
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
担
当
教
員
会
又
は
責
任
者

が
定
め
る
。
 

５
　
所
属
す
る
学
部
の
長
は
，
学
生
が
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
登
録
し
て
い
る
間
，
成
績
証
明
書
に
特
定
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
履
修
中
で
あ
る
旨
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。
 

　（
履
修
手
続
）

第
５
条
　
各
学
期
に
開
講
す
る
授
業
科
目
及
び
そ
の
担
当
教
員
名
等
は
，
開
設
学
部
等
が
そ
の
学
期
の
始

め
に
公
示
す
る
。
 

第
６
条
　
学
生
は
，
履
修
し
よ
う
と
す
る
授
業
科
目
に
つ
い
て
，
各
学
期
の
開
設
学
部
等
が
指
定
す
る
期

間
内
に
所
定
の
手
続
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

　（
第
１
年
次
に
入
学
し
た
者
の
既
修
得
単
位
等
の
認
定
）

第
７
条
　
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
係
る
既
修
得
単
位
等
（
広
島
大
学
通
則
（
平
成
16
年
４
月
１
日
規
則
第
２

号
）
第
31
条
第
１
項
及
び
第
２
項
に
規
定
す
る
も
の
に
限
る
。）
の
認
定
単
位
数
等
は
，
当
該
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
担
当
教
員
会
の
議
（
担
当
教
員
会
を
置
か
な
い
場
合
は
，
責
任
者
の
意
見
。
次
項
に
お
い
て
同

じ
。）
に
基
づ
き
，
要
修
得
単
位
数
の
２
分
の
１
未
満
の
範
囲
内
で
定
め
，
当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
係
る

説
明
書
に
明
記
す
る
も
の
と
す
る
。
 

２
　
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
係
る
既
修
得
単
位
等
（
本
学
に
お
け
る
既
修
得
単
位
（
科
目
等
履
修
生
と
し
て

修
得
し
た
単
位
を
含
む
。）
に
限
る
。）
の
認
定
単
位
数
等
は
，
当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
担
当
教
員
会
の
議

に
基
づ
き
定
め
，
当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
係
る
説
明
書
に
明
記
す
る
も
の
と
す
る
。
 

　（
修
了
の
判
定
等
）

第
８
条
　
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
担
当
教
員
会
又
は
責
任
者
は
，
卒
業
の
認
定
を
受
け
，
か
つ
，
当
該
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
係
る
説
明
書
に
記
載
し
た
授
業
科
目
の
単
位
を
修
得
し
た
者
に
つ
い
て
，
修
了
の
判
定
を
行

う
。
た
だ
し
，
卒
業
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
者
で
あ
っ
て
も
，
所
属
す
る
学
部
の
長
が
認
め
，
か
つ
，

当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
係
る
説
明
書
に
記
載
し
た
授
業
科
目
の
単
位
を
修
得
し
た
も
の
に
つ
い
て
も
，
修

了
の
判
定
を
行
う
。
 

２
　
開
設
学
部
等
の
長
は
，
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
し
た
者
に
，
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
証
書
（
別
記

様
式
）
を
授
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
所
属
す
る
学
部
の
長
は
，
学
生
が
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
し
た
場
合
，
成
績
証
明
書
に
特
定
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
修
了
し
た
旨
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。
 

　（
単
位
数
の
計
算
の
基
準
）

第
９
条
　
各
授
業
科
目
の
単
位
数
の
計
算
は
，
教
養
教
育
科
目
に
あ
っ
て
は
広
島
大
学
教
養
教
育
科
目
履

修
規
則
（
平
成
18
年
２
月
14
日
規
則
第
６
号
），
専
門
教
育
科
目
に
あ
っ
て
は
各
学
部
細
則
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

２
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
開
設
学
部
等
が
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
た
め
に
新
規
に
開
設
し
た
授
業

科
目
の
単
位
数
の
計
算
は
，
広
島
大
学
通
則
第
19
条
の
３
第
１
項
に
規
定
す
る
基
準
に
基
づ
き
，
当
該

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
担
当
教
員
会
又
は
責
任
者
が
定
め
，
当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
係
る
説
明
書
に
明
記
す
る
も

の
と
す
る
。
 

　（
試
験
及
び
追
試
験
）

第
10
条
　
試
験
及
び
追
試
験
の
実
施
に
つ
い
て
は
，
教
養
教
育
科
目
に
あ
っ
て
は
広
島
大
学
教
養
教
育
科

目
履
修
規
則
，
専
門
教
育
科
目
に
あ
っ
て
は
各
学
部
細
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

第
11
条
　
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
開
設
学
部
等
が
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
た
め
に
新
規
に
開
設
し
た

授
業
科
目
の
試
験
は
，原
則
と
し
て
当
該
授
業
科
目
の
授
業
の
終
了
し
た
タ
ー
ム
末
に
行
う
。
た
だ
し
，

授
業
科
目
に
よ
り
レ
ポ
ー
ト
又
は
平
常
の
成
績
を
も
っ
て
試
験
の
成
績
に
代
え
る
こ
と
が
あ
る
。
 

２
　
試
験
の
方
法
及
び
期
日
は
，
開
設
学
部
等
が
あ
ら
か
じ
め
発
表
す
る
。
 

３
　
授
業
実
施
時
数
の
３
分
の
２
以
上
の
出
席
を
満
た
さ
な
い
場
合
は
，
受
験
を
認
め
な
い
。
た
だ
し
，

所
定
の
手
続
を
経
て
欠
席
し
た
場
合
で
，
そ
の
欠
席
が
病
気
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
る
と

認
め
ら
れ
る
と
き
は
，
当
該
授
業
科
目
担
当
教
員
の
判
断
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
 

第
12
条
　
第
10
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
開
設
学
部
等
が
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
た
め
に
新
規
に
開
設
し

た
授
業
科
目
に
つ
い
て
，次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
試
験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
者
は
，

追
試
験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

　（
1）
 　
配
偶
者
（
性
の
多
様
性
に
関
す
る
理
念
と
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
－
LG
BT
等
の
学
生
と
教
職
員

を
包
摂
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
を
目
指
し
て
－
（
令
和
４
年
12
月
27
日
役
員
会
承
認
）
に
示
す
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
証
明
す
る
書
類
に
よ
り
証
明
さ
れ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
を
含
む
。）
又
は
３
親
等
内
の
親

族
の
死
亡
に
よ
る
忌
引

　（
2）
　
負
傷
又
は
疾
病
（
入
院
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
場
合
に
限
る
。）
 

　（
3）
　
天
災
そ
の
他
の
非
常
災
害
 

　（
4）
　
交
通
機
関
の
突
発
事
故
 

　（
5）
　
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
情
 

２
　
追
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
，
原
則
と
し
て
当
該
授
業
科
目
の
試
験
実
施
後
１
週
間
以
内
に
，

所
定
の
追
試
験
受
験
願
に
そ
の
理
由
証
明
書
を
添
え
て
開
設
学
部
等
の
長
に
願
い
出
な
け
れ
ば
な
ら
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な
い
。
 

３
　
追
試
験
受
験
を
許
可
さ
れ
た
者
は
，
原
則
と
し
て
担
当
教
員
の
指
定
す
る
日
時
に
追
試
験
を
受
験
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

４
　
追
試
験
の
実
施
期
間
は
，
当
該
授
業
科
目
の
試
験
実
施
後
３
週
間
以
内
と
す
る
。
 

　（
単
位
の
取
扱
い
）

第
13
条
　
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
修
得
し
た
単
位
は
，
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
修
基
準
に
よ
り
，
主
専
攻

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修
了
要
件
単
位
に
重
複
し
て
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

　（
雑
則
）

第
14
条
　
こ
の
細
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
，
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
修
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
そ
れ

ぞ
れ
の
担
当
教
員
会
又
は
責
任
者
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

別
表
（
第
２
条
関
係
） 
　

（
略
）

別
記
様
式
（
第
８
条
第
２
項
関
係
）

第
　
　
　
　
号

特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
修
了
証
書

　 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
部
・
学
科
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏
　
　
　
　
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
年
月
日

　
本
学
の
○
○
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
し
た

こ
と
を
認
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
月
　
日

広
島
大
学
　
　
　
　
　
長
　
 　
　
　
　
　
　
　
印
　
　
　
　
　

Ⅶ
．
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

■
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

■
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　
そ
の
他
，
H
iP
RO
SP
EC
T
S®
に
関
す
る
質
問
は
，
教
育
推
進
グ
ル
ー
プ
（
学
生
プ
ラ
ザ
３
Ｆ
）
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。な
お
，E
-m
ai
lを
送
る
と
き
に
は
，必
ず
学
生
番
号
と
名
前
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
名

問
い
合
わ
せ
先

電
話
番
号

E
-m
ai
lア
ド
レ
ス

Gl
ob
al 
Pe
ac
e L
ea
de
rs
hip
 P
ro
gr
am

教
育
推
進
グ
ル
ー
プ

（
学
生
プ
ラ
ザ
内
）

（
08
2）
42
4-
61
56

gs
yu
ga
ku
km
-g
ro
up
@
offi
ce
.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp

Cr
os
s-c
ult
ur
al 
an
d 
In
te
rd
isc
ipl
ina
ry
 

Pr
og
ra
m
 (L
ibe
ra
l A
rts
)

A
I・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
応
用
基

礎
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

英
語
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
養
成

特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

ト
ラ
イ
リ
ン
ガ
ル
養
成
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
リ
ー
ダ
ー
育

成
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

学
芸
員
資
格
取
得
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

社
会
調
査
士
資
格
取
得
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

グ
ロ
ー
バ
ル
教
員
養
成
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

教
育
学
系
総
括
支
援
室

（
学
士
課
程
担
当
）

（
08
2）
42
4-
67
25

ky
oi
ku
-g
ak
us
i@
offi
ce
.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp

学
校
図
書
館
司
書
教
諭
資
格
取
得

特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

社
会
教
育
士
（
社
会
教
育
主
事
基

礎
資
格
）
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

基
本
統
計
学
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

工
学
系
総
括
支
援
室

（
情
報
科
学
部
担
当
）

（
08
2）
42
4-
76
11

ko
u-
ga
ku
-g
ak
ub
u@
offi
ce
.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp

基
本
情
報
処
理
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
研
究

セ
ン
タ
ー

（
08
2）
42
4-
79
52

di
ve
rs
ity
-c
en
te
r@
hi
ro
sh
im
a-
u.
ac
.jp

科
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
養
成
特

定
プ
ロ
グ
ラ
ム

理
学
系
支
援
室

（
学
士
課
程
担
当
）

（
08
2）
42
4-
73
17

ri-
ga
ku
-si
en
@
offi
ce
.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp

食
品
臨
床
試
験
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

霞
地
区
運
営
支
援
部
学
生

支
援
グ
ル
ー
プ

（
薬
学
部
担
当
）

（
08
2）
25
7-
57
77

ka
su
m
i-g
ak
u-
p@
offi
ce
.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp

提
供
学
部

問
い
合
わ
せ
先

電
話
番
号

E
-m
ai
lア
ド
レ
ス

総
合
科
学
部

総
合
科
学
系
支
援
室

（
学
士
課
程
担
当
）

（
08
2）
42
4-
63
15

so
uk
a-
ga
ku
-si
en
@
offi
ce
.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp

文
学
部

人
文
社
会
科
学
系
支
援
室

（
文
学
部
担
当
）

（
08
2）
42
4-
66
13

bu
n-
ga
ku
-si
en
@
offi
ce
.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp

教
育
学
部

教
育
学
系
総
括
支
援
室

（
学
士
課
程
担
当
）

（
08
2）
42
4-
67
25

ky
oi
ku
-g
ak
us
i@
offi
ce
.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp

法
学
部
昼
間
コ
ー
ス

東
千
田
地
区
支
援
室

（
法
学
部
昼
間
コ
ー
ス
担
当
）
（
08
2）
54
2-
70
71

se
nd
a-
ga
ku
-si
en
@
offi
ce
.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp

経
済
学
部
昼
間
コ
ー
ス

人
文
社
会
科
学
系
支
援
室

（
経
済
学
部
担
当
）

（
08
2）
42
4-
72
17

sy
ak
ai
-g
ak
u-
sie
n@
offi
ce
.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp

理
学
部

理
学
系
支
援
室

（
学
士
課
程
担
当
）

（
08
2）
42
4-
73
17

ri-
ga
ku
-si
en
@
offi
ce
.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp

工
学
部

工
学
系
総
括
支
援
室

（
工
学
部
担
当
）

（
08
2）
42
4-
75
24

ko
u-
ga
ku
-g
ak
ub
u@
offi
ce
.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp

生
物
生
産
学
部

生
物
学
系
総
括
支
援
室

（
学
士
課
程
担
当
）

（
08
2）
42
4-
79
15

se
i-g
ak
u-
sie
n@
offi
ce
.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp

情
報
科
学
部

工
学
系
総
括
支
援
室

（
情
報
科
学
部
担
当
）

（
08
2）
42
4-
76
11

ko
u-
ga
ku
-g
ak
ub
u@
offi
ce
.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp
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Ⅷ
．
T
O
E
IC
®
 L
&
R
 IP
テ
ス
ト
の
全
学
実
施
に
つ
い
て

　
広
島
大
学
で
は
，
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し

て
，
T
O
EI
C®
 L
&
R 
IP
テ
ス
ト
の
全
学
一
斉
実
施
を
行
っ
て
お
り
，
学
部
生
全
員
が
受
験
し
ま
す
。
受

験
期
は
，
１
年
次
５
月
及
び
３
年
次
以
降
の
２
回
で
す
。（
２
回
目
の
受
験
期
は
所
属
学
部
・
学
科
等
に

よ
っ
て
異
な
る
の
で
，
以
下
の
「
学
生
向
け
の
情
報
」
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。）

　
入
学
し
て
す
ぐ
の
，
広
島
大
学
に
お
け
る
英
語
学
習
の
ス
タ
ー
ト
時
と
言
え
る
ス
コ
ア
，
そ
し
て
卒
業

時
の
ス
コ
ア
と
し
て
，
英
語
力
を
確
認
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
，
ス
コ
ア
は
，
教
育
を
充
実
さ
せ
る
た
め
だ
け
で
は
な
く
，
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
も
次
の
よ
う
に

役
立
ち
ま
す
の
で
，
積
極
的
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
○
自
分
の
力
を
，
一
般
的
に
通
用
す
る
ス
コ
ア
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
○
社
会
的
に
認
め
ら
れ
る
テ
ス
ト
結
果
で
，就
職
や
大
学
院
入
学
に
際
し
て
自
己
PR
に
使
用
で
き
る
。

　
○
 高
ス
コ
ア
を
得
る
と
，
教
養
教
育
科
目
の
外
国
語
科
目
（
英
語
）
等
の
単
位
認
定
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
。

学
生
向
け
の
情
報

　
 最
新
の
情
報
は
も
み
じ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
「
学
び
の
サ
ポ
ー
ト
」
→
「
T
O
EI
C®
 L
&
R 
IP
情
報
」

（
ht
tp
s:/
/m
om
iji
.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp
/m
om
iji
-to
p/
le
ar
ni
ng
/t
oe
ic
ip
.h
tm
l）
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

Ⅸ
．
情
報
科
学
パ
ッ
ケ
ー
ジ
科
目
に
つ
い
て

　
広
島
大
学
情
報
科
学
部
で
は
，
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
領
域
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
体
系
的
な
分
析
手
法

や
情
報
処
理
技
術
に
関
し
，
情
報
科
学
部
開
設
専
門
教
育
科
目
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
領
域
に
応
じ

た
計
算
機
科
学
，
デ
ー
タ
科
学
，
知
能
科
学
教
育
を
「
情
報
科
学
パ
ッ
ケ
ー
ジ
科
目
」
と
し
て
設
定
し
て

い
ま
す
。

　
情
報
科
学
部
が
推
奨
す
る
情
報
科
学
パ
ッ
ケ
ー
ジ
科
目
に
よ
り
修
得
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
知
識
は
，
そ
れ

ぞ
れ
の
学
問
領
域
で
の
卒
業
研
究
，
大
学
院
で
の
学
習
，
就
職
後
の
業
務
等
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
用
さ

れ
る
は
ず
で
す
。

　
多
く
の
学
生
の
皆
さ
ん
が
，
情
報
科
学
パ
ッ
ケ
ー
ジ
科
目
を
受
講
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

情
報
科
学
パ
ッ
ケ
ー
ジ
科
目
と
し
て
推
奨
す
る
授
業
科
目
表

科
　 　
目

　 　
区

　 　
分

授
　
　
業
　
　
科
　
　
目

単
　 　 　
位
　 　 　
数

履
修
期

（
開講
ター
ム）

パ
ッ
ケ
ー
ジ

総 合 科 学 系

デ ジ タ ル ・ ヒ ュ ー マ ニ テ ィ ー ズ 系

心 理 学 系

情 報 と 社 会 系

経 済 学 系

生 物 生 命 系

地 球 惑 星 系

医 療 系

機 械 ・ 輸 送 工 学 系

情 報 工 学 系

応 用 化 学 ・ 生 物 工 学 ・ 化 学 工 学 系

社 会 基 盤 環 境 工 学 系

建 築 系

生 物 生 産 系

情 報 科 学 部 専 門 教 育 科 目

確
率
論
基
礎

2
2セ
メ（
4T
）
○

○
推
測
統
計
学

2
3セ
メ（
1T
）

○
○

カ
テ
ゴ
リ
カ
ル
・
デ
ー
タ
分
析
（
CD
A
）

2
4セ
メ（
4T
）

○
○

線
形
モ
デ
ル

2
3セ
メ（
2T
）
○

○
○

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
工
学
Ⅰ

2
5セ
メ（
2T
）

○
シ
ス
テ
ム
最
適
化

2
4セ
メ（
3T
）
○

○
○

○
○

多
変
量
解
析

2
4セ
メ（
3T
）
○
○
○

○
○

○
○

デ
ィ
ジ
タ
ル
回
路
設
計

2
4セ
メ（
3T
）

○
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
と
デ
ー
タ
構
造

2
4セ
メ（
3T
）

○
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

2
4セ
メ（
4T
）

○
○
○

○
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
動
く
仕
組
み

2
4セ
メ（
4T
）

○
数
値
計
算

2
4セ
メ（
4T
）
○

○
○

確
率
モ
デ
リ
ン
グ

2
4セ
メ（
4T
）
○

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語

2
4セ
メ（
4T
）
○

○
○

デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ

2
5セ
メ（
1T
）

○
○

○
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

2
5セ
メ（
2T
）

○
計
量
経
済
学

2
5セ
メ（
2T
）

○
画
像
処
理

2
5セ
メ（
2T
）

情
報
社
会
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

2
5セ
メ（
2T
）

○
自
然
言
語
処
理

2
5セ
メ（
2T
）
○
○

ビ
ジ
ュ
ア
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

2
6セ
メ（
3T
）

○
人
工
知
能
概
論

2
3セ
メ（
1T
）

○
○

○
○

並
列
分
散
処
理

2
6セ
メ（
3T
）
○

時
系
列
分
析

2
6セ
メ（
3T
）

○
○

確
率
過
程
論

2
6セ
メ（
4T
）
○

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

2
6セ
メ（
4T
）

○
○

○
数
理
解
析

2
3セ
メ（
2T
）

生
物
・
医
療
統
計

2
6セ
メ（
4T
）

○
○

情
報
処
理
と
産
業

2
3セ
メ（
1T
）

○
デ
ー
タ
科
学
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

2
4セ
メ（
3T
）

○
○

（
注
）　
○
を
付
し
た
授
業
科
目
が
パ
ッ
ケ
ー
ジ
別
に
推
奨
す
る
授
業
科
目
を
示
す
。
な
お
，
履
修
期
は
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
た
め
，
履
修
年
度
の
時
間
割
を
確
認
す
る
こ
と
。
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そ
れ
ぞ
れ
の
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
推
奨
す
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
以
下
に
示
し
ま
す
。
な
お
，
所
属
 

（
又
は
希
望
）
す
る
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
名
の
記
載
が
な
い
場
合
も
，
授
業
科
目
の
履
修
は
可
能
な
の
で
，

積
極
的
に
履
修
し
て
く
だ
さ
い
。

主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

パ
ッ
ケ
ー
ジ

（
総
合
科
学
部
）
総
合
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

総
合
科
学
系

（
文
学
部
）
欧
米
文
学
語
学
・
言
語
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

デ
ジ
タ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
系

（
教
育
学
部
）
心
理
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

心
理
学
系

（
法
学
部
）
公
共
政
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
，
ビ
ジ
ネ
ス
法
務
プ
ロ
グ
ラ
ム
，
法
曹
養
成
プ
ロ

グ
ラ
ム

情
報
と
社
会
系

（
経
済
学
部
）
現
代
経
済
プ
ロ
グ
ラ
ム

経
済
学
系

（
理
学
部
）
生
物
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

生
物
生
命
系

（
理
学
部
）
地
球
惑
星
シ
ス
テ
ム
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

地
球
惑
星
系

（
医
学
部
・
歯
学
部
・
薬
学
部
）
医
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
，
看
護
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
，
理
学
療

法
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
，
作
業
療
法
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
，
歯
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
，
口
腔
保
健
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
，
口
腔
工
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
，
薬
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
，
薬
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

医
療
系

（
工
学
部
）
機
械
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
，
輸
送
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
，
材
料
加
工

プ
ロ
グ
ラ
ム
，
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
プ
ロ
グ
ラ
ム

機
械
・
輸
送
工
学
系

（
工
学
部
）
電
気
シ
ス
テ
ム
情
報
プ
ロ
グ
ラ
ム
，
電
子
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム

情
報
工
学
系

（
工
学
部
）
応
用
化
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
， 
生
物
工
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
， 
化
学
工
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

応
用
化
学
・
生
物
工
学
・
化
学
工
学
系

（
工
学
部
）
社
会
基
盤
環
境
工
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

社
会
基
盤
環
境
工
学
系

（
工
学
部
）
建
築
プ
ロ
グ
ラ
ム

建
築
系

（
生
物
生
産
学
部
）
水
圏
統
合
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
，
応
用
動
植
物
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
，

食
品
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
，
分
子
農
学
生
命
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

生
物
生
産
系

Ⅹ
．
初
年
次
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
社
会
体
験
）
の
全
学
実
施
に
つ
い
て

　
広
島
大
学
で
は
，
学
部
１
年
次
生
全
員
が
学
外
の
企
業
・
団
体
等
で
の
社
会
体
験
，
就
業
体
験
，
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
を
行
う
「
初
年
次
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
社
会
体
験
）
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
，

大
学
に
お
け
る
学
修
と
社
会
で
の
経
験
を
結
び
つ
け
る
こ
と
で
，
今
後
，
み
な
さ
ん
が
大
学
生
活
を
よ
り

有
意
義
に
送
る
よ
う
喚
起
す
る
と
と
も
に
，
将
来
の
進
路
選
択
・
自
己
の
職
業
適
性
等
に
つ
い
て
考
え
る

契
機
と
す
る
も
の
で
す
。

　
体
験
内
容
や
受
入
先
，
実
施
方
法
等
は
所
属
学
部
・
学
科
等
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
下
表
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

学
　
　
部

初
年
次
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
社
会
体
験
）
実
施
方
法

総
合
科
学
部

「
教
養
ゼ
ミ
」
の
一
部
で
実
施
し
ま
す
。
内
容
に
つ
い
て
は
「
教
養
ゼ
ミ
」
の
ガ
イ
ダ

ン
ス
で
説
明
し
ま
す
。

文
学
部

内
容
に
つ
い
て
は
，
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
 M
y 
も
み
じ
等
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

教
育
学
部

内
容
に
つ
い
て
は
各
授
業
科
目
の
シ
ラ
バ
ス
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

教
初
「
小
学
校
教
育
実
習
入
門
」
の
一
部
で
実
施

教
特
「
小
学
校
教
育
実
習
入
門
」，
「
特
別
支
援
学
校
教
育
実
習
入
門
」，
「
教
養
ゼ
ミ
」
の
一

部
で
実
施

教
二
教
三
教
四
教
教

「
中
・
高
等
学
校
教
育
実
習
入
門
」
の
一
部
で
実
施

※
教
技
，
教
日
，
教
造
，
教
教
は
「
教
養
ゼ
ミ
」
も
活
用
し
て
実
施

教
心
「
教
養
ゼ
ミ
」
の
一
部
で
実
施

法
学
部

内
容
に
つ
い
て
は
，
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
 M
y 
も
み
じ
等
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

経
済
学
部

「
教
養
ゼ
ミ
」
の
一
部
で
実
施
し
ま
す
。
内
容
に
つ
い
て
は
「
教
養
ゼ
ミ
」
の
ガ
イ
ダ

ン
ス
で
説
明
し
ま
す
。

理
学
部

内
容
に
つ
い
て
は
，
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
M
y 
も
み
じ
等
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

医
学
部

夏
季
休
業
期
間
中
，
医
学
部
・
歯
学
部
・
薬
学
部
３
学
部
合
同
で
，
医
療
機
関
等
で
の

合
同
早
期
体
験
実
習
を
実
施
し
ま
す
（
医
学
部
医
学
科
及
び
薬
学
部
は
授
業
の
一
環
と

し
て
実
施
し
ま
す
）。
詳
細
は
M
y 
も
み
じ
で
通
知
し
ま
す
。

歯
学
部

薬
学
部

工
学
部

詳
細
は
，
各
類
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
説
明
し
ま
す
。
な
お
，
工
学
特
別
コ
ー
ス
は
ガ
イ
ダ

ン
ス
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

工
一
「
教
養
ゼ
ミ
」
の
一
部
で
，
工
場
見
学
（
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
を
含
む
）
を
実
施

工
二

企
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
，
又
は
，
施
設
・
工
場
見
学
（
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
含
む
）

を
実
施

工
三

施
設
・
工
場
見
学
（
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
含
む
）
を
実
施
。
状
況
に
応
じ
て
オ
ン
ラ
イ

ン
ツ
ー
ル
を
使
用
す
る
。

工
四
「
教
養
ゼ
ミ
」
の
一
部
で
，
社
会
基
盤
施
設
ま
た
は
建
築
物
の
見
学
（
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
含
む
）
を
実
施
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表
中
に
お
け
る
教
育
学
部
，
工
学
部
の
各
類
・
学
科
等
の
略
号
一
覧

学
　
　
部

初
年
次
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
社
会
体
験
）
実
施
方
法

生
物
生
産
学
部

「
教
養
ゼ
ミ
」
の
一
部
で
，
広
島
県
内
農
山
村
で
の
体
験
学
習
を
実
施
し
ま
す
。
内
容

に
つ
い
て
は
シ
ラ
バ
ス
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

情
報
科
学
部

学
生
便
覧
の
「『
学
部
教
育
』
初
年
次
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
社
会
体
験
）
」
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

略
号

類
・
学
科
等

略
号

類
・
学
科
等

教
初

第
一
類（
学
校
教
育
系
）
初
等
教
育
教
員
養
成
コ
ー
ス

教
教

第
五
類（
人
間
形
成
基
礎
系
）
教
育
学
系
コ
ー
ス

教
特

第
一
類（
学
校
教
育
系
）特
別
支
援
教
育
教
員
養
成
コ
ー
ス

教
心

第
五
類（
人
間
形
成
基
礎
系
）
心
理
学
系
コ
ー
ス

教
二

第
二
類（
科
学
文
化
教
育
系
）

工
一

第
一
類（
機
械
・
輸
送
・
材
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
系
）

教
技

第
二
類（
科
学
文
化
教
育
系
）
技
術
・
情
報
系
コ
ー
ス

工
二

第
二
類（
電
気
電
子
・
シ
ス
テ
ム
情
報
系
）

教
三

第
三
類（
言
語
文
化
教
育
系
）

工
三

第
三
類（
応
用
化
学
・
生
物
工
学
・
化
学
工
学
系
）

教
日

第
三
類（
言
語
文
化
教
育
系
）
日
本
語
教
育
系
コ
ー
ス

工
四

第
四
類（
建
設
・
環
境
系
）

教
四

第
四
類（
生
涯
活
動
教
育
系
）

教
造

第
四
類（
生
涯
活
動
教
育
系
）
造
形
芸
術
系
コ
ー
ス
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